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第一章　生還者の責任












「
令
 れい
 音
 ね

 さん。──明日、俺と、デートしませんか？」





　
天
 てん
 宮
 ぐう

 市上空、高度一万五〇〇〇メートル。

　そこに
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する
巨
 きよ
 大
 だい

 な空中
艦
 かん

 〈フラクシナス〉の中で、
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 は意を決してその言葉を発した。

　目の前に立っているのは、〈ラタトスク〉の軍服を
纏
 まと

 った
二
 は
 〇
 た
 歳
 ち

 くらいの女性である。ぞんざいに纏められた
髪
 かみ

 に、生白い
面
 おもて

 。目の下を
飾
 かざ

 る分厚い
隈
 くま

 ──

　それらの
特
 とく
 徴
 ちよう

 だけを列挙すれば、彼女を不治の病に
冒
 おか

 された病人か何かと思う者もいるかもしれなかったが、それを
考
 こう
 慮
 りよ

 に入れた上でなお、彼女はため息が出るほどに美しかった。整った
鼻
 び
 梁
 りよう

 。どこか
憂
 うれ

 いを帯びた
双
 そう
 眸
 ぼう

 。むしろ前述の特徴さえ、彼女の
儚
 はかな

 げな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
醸
 じよう
 成
 せい

 するのに一役買っているような気がしてならなかった。

　──
村
 むら
 雨
 さめ

 令音。

　
精
 せい
 霊
 れい

 を保護する組織〈ラタトスク〉の
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 にして、士道のクラスの副担任。

　そして──
全
 すべ

 ての精霊の元となった始原の精霊・
崇
 たか
 宮
 みや
 澪
 みお

 。

　そう。今から三十数時間後
 、精霊たちを
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにした
 精霊である。

「…………
 」

　士道の言葉を聞いて、令音は
微
 かす

 かに目を細めながら、こちらを見つめてきた。

「……
驚
 おどろ

 いたな。急に何を言い出すんだい、シン」

　そしてしばしのあと、言うほどには驚いた様子もなく、静かな声でそう返してくる。

　応ずるでも、断るでもない。
恐
 おそ

 らく士道の意図を測りかねているのだろう。

　とはいえ、無理もあるまい。親しい
間
 あいだ
 柄
 がら

 とはいえ──
否
 いな

 、だからこそ、か──
突
 とつ
 然
 ぜん

 そんなことを言われたなら、驚くのが
普
 ふ
 通
 つう

 だろう。仮に士道が令音の立場だったとしても、似たような言葉を返すに
違
 ちが

 いなかった。

　けれど令音の場合、胸中に生じる感情はそれだけではないだろう。士道は、こちらの思考を
探
 さぐ

 るかのような令音の目を見つめ返しながら、ごくりと息を
吞
 の

 んだ。

「
駄
 だ
 目
 め

 ですか？　明日──いや、日付はもう変わってるから正確には今日ですけど、ＤＥＭの
襲
 しゆう
 撃
 げき

 までにはまだ丸一日あるはずです」

「……それはそうだが、そんなときに訓練をする必要はないだろう？　しっかり
身体
 からだ

 を休めるか、何か好きなことをして気晴らしでもしておいた方が──」

「訓練なんかじゃありません」

「…………
 」

　令音の言葉を
遮
 さえぎ

 るように士道が言うと、令音は無言になったのち、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 視線を
逸
 そ

 らした。士道の目を見ていられなくなったというよりは、辺りに
誰
 だれ

 かがいないかを
確
 かく
 認
 にん

 するように。

「……こんなところで
冗
 じよう
 談
 だん

 を言うものではないよ、シン。誰かに見られたりしたら、君も困るだろう？」

「冗談で言ってるつもりもありません。──令音さん、今言いましたよね。何か好きなことをするといいって。俺は、決戦を
控
 ひか

 えた今このときだからこそ、あなたをデートに
誘
 さそ

 いたいんです」

「…………
 」

　士道の言葉に、令音が再び無言になる。

「……このことは
皆
 みな

 には？」

「もちろん、言ってません。みんなには
内
 ない
 緒
 しよ

 の、秘密のデートです」

「……一応、聞いてもいいかな。なぜ私なんだい？」

「
嫌
 いや

 ですか？」

「……そうは言っていないよ。けれど、もしデートをしたいのであれば、もっと
他
 ほか

 に相手がいるはずだ。皆、君からの申し出なら喜んで受けてくれるだろう」

「それじゃあ、駄目なんです。俺は、令音さんとデートがしたいんです」

「…………
 」

　三度の、
沈
 ちん
 黙
 もく

 。

　そうして数瞬の間何やら考え込むような仕草をしたのち、令音は小さく息を
吐
 は

 いてきた。

「……ずるいな、君は」

「え……？」

「……そんな言い方をされては、断りようがないじゃあないか」

「！　じゃあ──」

　士道が目を見開くと、令音は小さくうなずいてみせた。

「……時間を空けておこう。どこへ行けばいいのかな？」

「ありがとうございます……！　じゃあ明日朝一〇時、天宮駅前でお願いします」

「……わかった。……では、失礼するよ。それまでに残務を片付けておかねば、
琴
 こと
 里
 り

 に
怒
 おこ

 られてしまうからね」

　そこで、士道はハッと
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らした。令音にそう言われてようやく、前日どころか当日の深夜にデートの誘いをするという自分の行動の非常識さに気づいたのである。

　否、正確に言うならば、その
不
 ぶ
 躾
 しつけ

 さに思考が
及
 およ

 ばなかったわけではない。ただ、数瞬前までの士道に、それを気にするような
余
 よ
 裕
 ゆう

 がなかったのだ。……いや、ならば今は余裕があるのかと問われれば、それもまた首を横に
振
 ふ

 らざるを得ないのだけれど。

「すみません。急に無理を言って」

「……いいさ。立場上あまり大きな声で言うわけにはいかないが、私も君に誘ってもらえて、
嬉
 うれ

 しくないわけではないよ。──話が話なだけに、琴里に仕事の
融
 ゆう
 通
 ずう

 を
利
 き

 かせてもらいづらいのは確かだけれどね」

「は、はは……」

　士道が額に
汗
 あせ

 を
滲
 にじ

 ませながら
苦
 く
 笑
 しよう

 すると、令音は小さく手を振ってから〈フラクシナス〉の
廊
 ろう
 下
 か

 を歩いていった。

　やがて令音が角を曲がり、その背が見えなくなる。

「ふはっ──」

　それを確認した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道はまるで水の中から顔を出すかのような調子で大きく息を吸った。

　じっとりと背中が
濡
 ぬ

 れている。微かに指先が
震
 ふる

 えている。勢いと
覚
 かく
 悟
 ご

 によって押し込められていた極度の
緊
 きん
 張
 ちよう

 が、身体中から一気に
噴
 ふん
 出
 しゆつ

 したかのようだった。

　士道はよろめくように廊下の
壁
 かべ

 に背を付けると、そのままずりずりと
床
 ゆか

 にしゃがみ込んでいった。

「……とりあえず、第一関門
突
 とつ
 破
 ぱ

 ……かな？」

　そして誰にも聞こえぬくらいの小さな
声
 こわ
 音
 ね

 で、そう
呟
 つぶや

 く。

　ひとまず、令音をデートに誘うことには成功した。無論ここからが本番であるため、気を
抜
 ぬ

 いてはいられないが、
安
 あん
 堵
 ど

 の息を吐くくらいは許されてもいいだろう。

　とはいえ、この成功はある程度予測していたことではあった。

　令音が士道の──否、澪が
真
 しん
 士
 じ

 の誘いを断るはずがないことは、士道にもなんとなくわかっていたのである。

　だからこそ士道は、デートに誘うには乱暴に過ぎるタイミングと自覚していながらも、この強行に及ぶことができたのだ。

「…………
 」

　だが。士道は気合いを入れ直すように両手で
頰
 ほお

 を張った。

　明日のデート本番はもちろんだが、それまでにまだやらねばならないことが残っているのだ。

　相手は始原の精霊。これをやっておけば安心、などというものは存在しない。ならば限られた時間の中で、自分に打てるだけの手を打っておく他ないだろう。

　しかしながら、問題は順番だった。万が一にも、士道の目的を令音に
勘
 かん
 付
 づ

 かれてはならない。その瞬間に、計画は
瓦
 が
 解
 かい

 する。ならば、最初に打つべき手は──

「──！　そうだ、まずはあいつ
 だ」

　士道はしばしの思考ののち、足にグッと力を入れ、その場に立ち上がった。

　そしてそのまま廊下を歩いていき、
艦
 かん
 内
 ない

 に
設
 しつら

 えられた男子トイレの個室へと足を
踏
 ふ

 み入れる。

〈フラクシナス〉艦内には無数のカメラやマイクが備え付けられているが、さすがにトイレの中まで記録されているということはないだろう。ここならば、
余
 よ
 程
 ほど

 大声で話さない限り、会話ログが残ることはない。

　士道は個室の
扉
 とびら

 に
鍵
 かぎ

 を
掛
 か

 けると、ポケットからスマートフォンを取り出して、『Ｍ』と書かれたアプリのアイコンをタップした。

　するとスマートフォンの画面に、『ＭＡＲＩＡ』の五文字が表示され、スピーカーから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

『──アプリケーションの立ち上げを確認。何かご用ですか』

　
鈴
 すず

 を鳴らすような少女の声音。今士道が乗っている空中艦〈フラクシナス〉の管理ＡＩ、マリアである。

　そう。士道のスマートフォンには、マリアと直接通信を行うことができるアプリが（士道が知らぬ間に）インストールされていたのだ。これを使用すれば、艦内の機器を通さずにマリアと
意
 い
 思
 し
 疎
 そ
 通
 つう

 を
図
 はか

 ることが可能だった。

「ああ、話があるんだ、マリア」

『どうかしましたか。決戦前に女教師をデートに誘う、五河・節操なし・士道』

「…………
 」

　どことなく
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな色を帯びた声音で言われて、士道は思わず無言になった。

　……どうやら先ほどのやり取りも記録されていたようである。確かにあのシーンだけを切り取られたなら、そう取られてしまっても不思議はなかった。

「……いや、あのだな、マリア」

『いえいえ、別に非難するつもりはありませんよ。恐らく今度の
戦
 せん
 闘
 とう

 は過去最大級のものになります。無論士道を死なせるつもりはありませんが、
後
 こう
 顧
 こ

 の憂いを断ち切っておくのは決して悪いことではありません。それに、生命の危機に
瀕
 ひん

 した際に種の保存を考えるのは生物として
至
 し
 極
 ごく

 当然の本能です。令音ならば初めての相手としても申し分ないでしょう。きっと
優
 やさ

 しく
手
 て
 解
 ほど

 きしてくれるはずです。士道が年上好きとは知りませんでしたが。参考までに、具体的にどういった点が決め手になったのかお教え願えますか？　包容力ですか？　胸ですか？　安心感ですか？　胸ですか？　それともやはり胸ですか？　ちっ』

「ま、マリア？」

『いくら大きいとはいえせいぜい九五センチ程度ですよ。わたしの
艦体
 ボデイ

 の胸部に当たる部分は二五〇メートルを
超
 こ

 えます』

「いや胸部に当たる部分ってどこだよ!?
 　……じゃなくて、とりあえずまずは話を聞いてくれ……！」

　士道が
懇
 こん
 願
 がん

 するように言うと、ようやくマリアが気勢を収め、言葉を
促
 うなが

 すように無言になった。

「……いいか、マリア。信じられないかもしれないが、落ち着いて聞いてくれ。俺は今から三十数時間後──二月二〇日からやって来た。いや、正確には二月二〇日の俺の意識だけが、今の俺に
戻
 もど

 ってきたんだ」

『ほう』

　士道の言葉に、マリアは笑うでも
呆
 あき

 れるでもなく、静かに返してきた。

『それは、
狂
 くる
 三
 み

 の〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉が使用された──ということでしょうか？』

「……ああ、そうだ。理解が早くて助かるよ」

『過去の事例から類推するに、そうとしか考えられません。──無論、令音との
逢
 おう
 瀬
 せ

 を知られた士道が、苦し
紛
 まぎ

 れに
壮
 そう
 大
 だい

 な言い訳をしているという可能性を除けば、ですが』

「お、おまえなぁ……」

『冗談です。ユーモアは心の
緩
 かん
 衝
 しよう
 材
 ざい

 ですよ。
窮
 きゆう
 地
 ち

 に
陥
 おちい

 っているときこそ、軽快な
冗
 じよう
 句
 く

 を飛ばせるくらいの余裕を持っていただきたいものです』

「……善処するよ」

　士道は苦笑しながら
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。……なんとも
頼
 たの

 もしい人工知能である。最初に事情を話す相手にマリアを選んだのは、情報の管理と統制を目的としてのことであったけれど、図らずも
𠮟
 しつ
 咤
 た
 激
 げき
 励
 れい

 までされてしまった気分だった。

『──ともあれ、まずは続きを聞きましょうか。安心してください。この会話は記録に残りません。わざわざこんな場所を選んだということは、それが目的なのでしょう？』

「ああ……」

　士道は深くうなずくと、話を始めた。

　──ＤＥＭとの戦いの最中、狂三の胸を
突
 つ

 き破って始原の
精
 せい
 霊
 れい

 ・澪が現れたこと。

　令音こそが澪の仮の姿であったこと。

　精霊たちが次々と
倒
 たお

 され、その
霊結晶
 セフイラ

 を
奪
 うば

 われたこと。

　澪の力を奪った
十
 とお
 香
 か

 までもが消し去られたこと。

　そして、士道の
身体
 からだ

 に
封
 ふう
 印
 いん

 されていた【
六
 ヴ
 の
 ア
 弾
 ヴ

 】を使って、決戦前々夜まで
舞
 ま

 い戻ってきたことを。

『……なるほど』

　士道が説明を終えると、マリアは細く息を吐くような音を
伴
 ともな

 ってそう言った。無論ＡＩは
吐
 と
 息
 いき

 などしないはずなのだが、芸の細かいことである。

『
状
 じよう
 況
 きよう

 は理解しました。──士道』

「ん、なんだ？」

『よく、生き残ってくれました』

「……っ」

　マリアの短い一言に、思わず
涙
 なみだ

 が
滲
 にじ

 みそうになってしまう。だが、こんなところで泣いてはいられない。士道は服の
袖
 そで

 で目元を
拭
 ぬぐ

 うと、努めて明るく振る舞ってみせた。

「……ああ、みんなのおかげさ」

『そうですね。
皆
 みな

 、よく
頑
 がん
 張
 ば

 りました』

　マリアはそう言うと、思案するように小さくうなったのち、言葉を続けてきた。

『──さて、となるとこうしてはいられません。明日のための準備をしなければ。──まずは琴里の協力を
仰
 あお

 ぎましょう。わたしから
連
 れん
 絡
 らく

 をしておきますので、士道は先に琴里の
執
 しつ
 務
 む

 室へ向かってください。
詳
 くわ

 しい話はそこで』

「ああ、そうだな。まずは……琴里に話を通さないとな」

　士道は重苦しい調子で言葉を
零
 こぼ

 した。

　五河琴里は、士道の妹にして、〈ラタトスク〉の司令官である。〈ラタトスク〉を巻き込んで何らかの作戦行動を起こそうとしたなら、彼女の協力は欠かせない。

　だが、琴里は
件
 くだん

 の令音と特に親しい。それこそ親友といっていい
間
 あいだ
 柄
 がら

 だ。そんな琴里に真実を告げねばならないのは、正直胸が痛かった。

『はい。心苦しいですが、それは
必
 ひつ
 須
 す

 です。──万一令音が記録を参照しても
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なように、艦内の会話ログ及び映像には細工を
施
 ほどこ

 しておきます。とはいえ無論、令音も〈フラクシナス〉の中にいる以上、それだけで安心はできません。直接会話を聞かれることだけはないよう注意してください』

「わかった。執務室でいいんだな？」

『はい。本来なら家に戻っていただいた方が会話を聞かれるリスクは少なくて済むのですが、今の状況で琴里が艦から
離
 はな

 れるのは不自然に過ぎます。できるだけ、令音に疑いの種を持たせたくありません』

「なるほどな。
了
 りよう
 解
 かい

 だ、先に待機してる」

『はい。──しかし、記録が残らないからといって琴里の部屋で
椅
 い
 子
 す

 のクッションに頰ずりしたり、
替
 か

 えの
靴
 くつ
 下
 した

 をくんかくんかするのはよくありませんよ』

「おいおい……」

　と、士道は言いかけて、先ほどのマリアの言葉を思い出した。

「そいつは残念だ。お気に入りのカップにキスするくらいにしておくよ」

『ふふ──まあ、上出来としておきましょう』

　士道がわざとらしい動作で
肩
 かた

 をすくめながら言うと、マリアは楽しげに笑い声を
漏
 も

 らした。





　　　　◇





「むう……目が覚めてしまったな」

〈フラクシナス〉の
廊
 ろう
 下
 か

 を歩きながら、十香は「んん……」と軽く背筋を
伸
 の

 ばした。その動作に合わせて、長い夜色の
髪
 かみ

 がさわさわと背を
撫
 な

 でる。

　時刻は
既
 すで

 に〇時を回っていた。いつも
早
 はや
 寝
 ね
 早
 はや
 起
 お

 きの十香にしては、なかなかの
夜
 よ
 更
 ふ

 かしと言える時間である。

　とはいえ、別に十香も、好きで艦内を
徘
 はい
 徊
 かい

 しているわけではない。もともと
他
 ほか

 の精霊たちとともに
仮
 か
 眠
 みん

 室で
眠
 ねむ

 っていたのだが、
隣
 となり

 に寝ていた
美
 み
 九
 く

 のダイナミック過ぎる
寝
 ね
 相
 ぞう

 に起こされてしまったため、仕方なく温かい飲み物でも飲もうと艦内の
休
 きゆう
 憩
 けい

 エリアに行っていたのである。

　だが、休憩室には予想外の先客がいた。──士道だ。

　いや、別に士道がいたこと自体は何もおかしくはないのだ。確かに
驚
 おどろ

 きはしたものの、彼だって夜に飲み物くらい飲みたくなることもあるだろう。むしろその
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 の
邂
 かい
 逅
 こう

 に、
嬉
 うれ

 しささえ覚える十香だった。

　しかし、その士道が十香の姿を認めるなり、感
極
 きわ

 まった様子で
抱
 だ

 きついてきたというのなら、また話は変わってくるのだった。

「夢……か」

　十香は
抱
 ほう
 擁
 よう

 の
感
 かん
 触
 しよく

 を思い出すように、自分の手で自分の肩をぎゅうと抱きながら、ぽつりと言葉を零した。

　そう。士道は夢を見たと言っていた。──明日の戦闘で、皆がやられてしまうという夢を。

　それはきっと、もの
凄
 すご

 く
恐
 おそ

 ろしい夢だったのだろう。何しろ、士道をあそこまで
怖
 こわ

 がらせてしまうのだ。仮に十香が同じ夢を見たなら、きっと涙で
枕
 まくら

 を
濡
 ぬ

 らしながら飛び起きてしまうに
違
 ちが

 いなかった。

　だが──いや、だからこそ。

「…………
 」

　十香は、肩を抱く手にぐっと力を入れた。

「その夢の通りになど、させはしない」

　そして、その決意を身体中に
滾
 たぎ

 らせるように、力強く言葉を発する。

　士道の話によれば、夢の中の十香は士道を守るために大
活
 かつ
 躍
 やく

 したとのことだ。──夢の中の存在なれど、なんと
誇
 ほこ

 らしいことではないか。

　ならばこの身が、夢の中の自分に負けるわけにはいくまい。十香は「よし」と気合いを入れるように
頰
 ほお

 を張ると、少し歩調を早くして仮眠室へと戻っていった。

　来たる決戦のために今十香がすべきは、十分な休息を取ることだろう。まずはじっくり
睡
 すい
 眠
 みん

 を取って──

　と。

「…………
 む？」

　仮眠室に戻ってきたところで、十香は
訝
 いぶか

 しげに
眉
 まゆ

 をひそめた。

　とはいえそれも当然ではあった。仮眠室の入り口付近に、二人の
小
 こ
 柄
 がら

 な少女の姿があったのである。

　一人は、左手にウサギのパペットを着けた少女。もう一人は、地面に
触
 ふ

 れるのではないかと思えるほどの長い髪を
結
 ゆ

 わえた少女だった。──十香と同じ仮眠室に寝ていたはずの精霊、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 と
六
 む
 喰
 くろ

 である。今は二人ともぱっちりと目を覚まし、何やら
戦
 せん
 慄
 りつ

 した様子で仮眠室の奥を見つめていた。

「何をしているのだ、四糸乃、六喰」

「……！　十香さん！」

「おお、無事じゃったか」

『やー、もう食べられちゃったのかと思ったよー』

　十香が声をかけると、四糸乃と六喰、そしてウサギのパペット『よしのん』は、
一
 いつ
 瞬
 しゆん
 驚
 おどろ

 いたように肩を
震
 ふる

 わせてから十香の姿を認め、
安
 あん
 堵
 ど

 したように息を
吐
 は

 いた。

「……？　何かあったのか？」

「じ、実は……」

　十香が問うと、四糸乃は恐る恐るといった様子で、部屋の奥を指さした。

「む……？」

　四糸乃の指先の示す方向を見やる。すると、照明の落とされた部屋の奥に、何か
蠢
 うごめ

 くものがあることがわかった。

　やがて目が慣れてきて、その正体に気づく。それは──

「あ、あああ……」

　床に
仰
 あお
 向
 む

 けに横たわり、力なく
喉
 のど

 を震わせる
七
 な
 罪
 つみ

 と、

「ふすー……、ふすー……」

　その七罪のお
腹
 なか

 に、んぢゅぅぅぅ……
 と吸いつく美九の姿だった。

「な……なんだこれは……」

　目の前に広がった意味不明な光景に、表情を
困
 こん
 惑
 わく

 の色に染める。するとそれに合わせるかのように美九が身じろぎし、七罪が苦しげに「んぐあああ……！」と、
呻
 うめ

 きと
叫
 さけ

 びがミックスされたような声を漏らした。

「な、七罪さん……！」

「に、
逃
 に

 げて四糸乃……こいつが私に構っている間に……でないと、もう
保
 も

 たない……」

「そんな、七罪さんを置いて逃げるなんてできません……！」

　などと、何やら四糸乃と七罪が盛り上がっている。十香は頰に
汗
 あせ

 を垂らしながら、完全にモンスター
扱
 あつか

 いされている美九に視線を向けた。

「美九、何をしている！　七罪を離すのだ！」

「
無
 む
 駄
 だ

 じゃ、十香。よく見よ」

「何……？」

　六喰に言われて、美九をよく観察する。

　すると、美九が目を閉じたまま、何やらむにゃむにゃとくぐもった声を発していることがわかった。

「……むにゃ……ええっ……本当に全部いただいてもいいんですかぁ……？
 　お腹いっぱいになっちゃいますよぉ……」

　その様を見て、十香は戦慄に目を見開いた。

「な……！　まさか美九──」

「むん……信じがたいことじゃが、美九はまだ眠っておる。つまりあれは──寝相じゃ！」

　六喰が美九をビシッと指さしながら叫ぶ。すると、まるでそれが聞こえてでもいるかのように、美九がびったんびったんと手足を蠢かせた。

「んー……ふー……」

「ギャ────────ッ！
 」

「七罪さん！」

『うわぁーお、情熱的ぃ』

「参ったの……このままでは七罪が美九に精気を吸い
尽
 つ

 くされてしまうのじゃ」

　七罪が
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げ、四糸乃と『よしのん』、六喰が、
途
 と
 方
 ほう

 に暮れたように声を上げる。

「むう……」

　そんな光景を見て、十香は意を決するようにうなずくと、四糸乃と六喰の肩に手を置いてから、仮眠室の中へ足を
踏
 ふ

 み入れた。

「！　十香さん……？」

「危険じゃ、十香。眠っているとはいえ、
奴
 やつ

 は鼻が
利
 き

 く。近づけば七罪の二の
舞
 まい

 じゃぞ！」

「大丈夫だ。──前に
二
 に
 亜
 あ

 から、こういうときの対処法を教わったことがあるのだ。任せてくれ」

　十香は力強くうなずきながらそう言うと、
履
 は

 いていた靴下を片方
脱
 ぬ

 ぎ、その
端
 はし

 を
摘
 つ

 まんで、虫笛を鳴らす要領でブンブン
振
 ふ

 り回し始めた。

「よしよし、森へ帰るのだ、美九。るーるるるー」

「……、……！」

　すると、それに気づいたかのように、美九がピクッと顔を上げる。











　そしてそのまま七罪のお腹からちゅぽん、と口を離し、十香の靴下に引き寄せられるように、のそのそと
床
 ゆか

 を移動してきた。

「……すぴー……すぴー……」

「──とりゃっ！」

　美九が十分近づいてきたところで、十香は靴下を
壁
 かべ

 に向かって勢いよく投げつけた。

「……！」

　すると、美九はそれを追いかけるようにぴょんと
跳
 ちよう
 躍
 やく

 し──

「──あひゅっ!?
 」

　そのまま、ごず、と
鈍
 にぶ

 い音を立てて壁に
激
 げき
 突
 とつ

 した。

「は……っ!?

 　こ、ここは一体……」

　顔面から壁に
突
 つ

 っ込んだ美九が、我に返ったようにハッとした様子でぱちりと目を開ける。

　どうやら、ようやく目が覚めたらしい。今し方
強
 したた

 かに打ち付けた額をさすりながら、美九が辺りをキョロキョロと見回す。それを見てか、四糸乃と六喰が安堵の息を吐き、七罪のもとに
駆
 か

 け寄った。

「七罪さん、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか？」

「な、なんとか……」

「むん……お腹が
蛸
 たこ

 の
吸
 きゆう
 盤
 ばん

 に吸い付かれたようになっているのじゃ……」

　二人の手を借り、七罪がよろよろと身を起こす。

　するとその様を見た美九が「きゃーっ!?

 」と
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げた。

「どうしたんですか七罪さん、そのあられもないお姿はっ!?
 　ずるいですぅ！　私が寝てる間に
皆
 みな

 さんで何をしてたんですかぁ！」

『…………
 』

　美九の言葉に、皆が無言で視線を注ぐ。さすがに美九もその
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 に気づいたのか、やがて汗をひとすじ垂らして皆の顔を順に見てきた。

「え、えーっと……どうしたんですかぁ、皆さん。なんだかお顔が怖いんですけどぉ……」

　美九が頰をぽりぽりとかきながら言ってくる。どうやら本当に何も覚えていないらしい。その様子に、七罪がもの凄く
疲
 つか

 れたようにため息を
吐
 つ

 いた。

「……美九、あんた一体どんな夢見てたの。……ホテルのバイキングにでも行ってた？」

「え？　夢ですかぁ……？
 　あっ、そういえば見てました。いい夢でしたよー。七罪さんや四糸乃さん、六喰さん、十香さんたちと
一
 いつ
 緒
 しよ

 の部屋に寝るっていう内容なんですけどぉ……」

「あんたホントに夢見てた!?
 　ていうかなんでその夢であの
寝
 ね
 言
 ごと

 と
寝
 ね
 相
 ぞう

 が出てくるの!?
 」

　美九の回答に、七罪がたまらずといった様子で悲鳴じみた声を上げる。

　と──

「──何をしているの？」

　皆がわいわいと
騒
 さわ

 いでいると、
廊
 ろう
 下
 か

 から
仮
 か
 眠
 みん

 室に差し込む明かりに、ぬっと何者かの
影
 かげ

 が現れた。

「む？」

　見やると、部屋の入り口に、一人の少女が立っていることがわかる。
肩
 かた
 口
 ぐち

 をくすぐる
髪
 かみ

 に、人形のように表情のない
面
 おもて

 。──
隣
 となり

 の仮眠室で寝ているはずの
精
 せい
 霊
 れい

 ・
鳶
 とび
 一
 いち
 折
 おり
 紙
 がみ

 だ。

「おお、折紙。すまん、起こしてしまったか？」

　十香は折紙の姿を認めると、小さく頭を下げた。物音に
敏
 びん
 感
 かん

 な折紙である。すぐ隣の部屋でこんな騒ぎを起こされたなら、目が覚めてしまっても仕方あるまい。

「…………
 」

　けれど折紙は、十香の言葉に対して否定を示すようにかぶりを振ってみせる。十香は不思議そうに首を
傾
 かし

 げた。

「む……ではどうしたのだ？」

　十香が問うと、折紙が静かな、しかし
裡
 うち

 に熱を秘めたような調子で言ってきた。

「全員起きているのならちょうどよかった。──大事な話がある。来て」

「……？」

　折紙の様子にただならぬものを感じながら、十香はこくりとうなずいた。





　　　　◇





「……………………
 、そう」

　──長い、長い
沈
 ちん
 黙
 もく

 のあと。

　琴里は、その短い言葉に、胸の裡に
蟠
 わだかま

 る
汚
 お
 泥
 でい

 を乗せるかのように吐き出した。

　士道がマリアとの通信に成功してから、およそ二〇分後のことである。マリアの指示に従い、
執
 しつ
 務
 む

 室で琴里と落ち合った士道は、
鉛
 なまり

 のように重い気分をどうにか振り
払
 はら

 い、琴里に未来の出来事を説明した。

　そして──
零
 こぼ

 されたのが、先ほどの一言である。

　ごく短い、しかし琴里の心中を察するには十分に過ぎる二文字。

　本当ならば、叫びたくてたまらないだろう。泣きたくてたまらないだろう。士道の
胸
 むな
 倉
 ぐら

 を
摑
 つか

 み、
噓
 うそ

 だと
喚
 わめ

 きたくてたまらないだろう。

　だがその激情を
無
 む
 闇
 やみ
 矢
 や
 鱈
 たら

 に
撒
 ま

 き散らさないだけの強さを──幸か不幸か──琴里は備えてしまっていた。黒いリボンで二つ結びにされた髪と、
肩
 かた
 掛
 か

 けにしたジャケットの
裾
 すそ

 を
揺
 ゆ

 らしながら、
沈
 しず

 んでいた顔をふっと上げてみせる。

「ありがとう。
辛
 つら

 かったでしょうに、よく話してくれたわね」

　琴里が
優
 やさ

 しい調子で言ってくる。しかしその語調とは裏腹に、その表情には痛ましさが見て取れた。

　しかしそれも当然だ。琴里が部下の中でもっとも信を置いていた令音が始原の精霊であり──五年前琴里を精霊にした張本人だったというのだから。

　しかも、この世界ではまだ起こっていないとはいえ、琴里を
含
 ふく

 む
全
 すべ

 ての精霊を殺した、という特大のおまけ付きだ。
如
 い
 何
 か

 に琴里とて、
堪
 こた

 えないはずがないだろう。

「……すまん」

「なんで士道が謝るのよ。むしろ、そんな
土
 ど
 壇
 たん
 場
 ば

 でよく機転を利かせてくれたわ。士道がいなければ、私たちの運命は決していた。本当に──ありがとう」

　そう言って、琴里が
微笑
 ほほえ

 んでみせる。

「琴里──」

『──さて、では対策を練りましょうか』

　と、琴里の悲痛に過ぎる様に、士道が思わず声を上げそうになった
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。それを
遮
 さえぎ

 るように、二人の間に置かれた小型
端
 たん
 末
 まつ

 からマリアの声が
響
 ひび

 いた。

「……っ」

　士道は小さく息を
詰
 つ

 まらせると、一瞬の
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 ののち、こくりとうなずいた。

「ああ……そうだな」

　そして琴里に
悟
 さと

 られぬようポケットからスマートフォンを取り出し、マリアに向けて『すまん、助かった』とメッセージを入力する。するとすぐ画面に『そんな、お礼なんて……スパコン三台でいいですよ』という文字が表示された。

　琴里が無理をしているのは明らかである。けれど琴里はそれでも、強い司令官であろうとしている。ならば士道が、それを無駄にするようなことを口走るわけにはいかなかった。

　無論、感情を
吐
 と
 露
 ろ

 した方がいいことだってある。年相応の少女らしく弱音を
吐
 は

 いた方がいいときだってある。

　けれど、きっとそれは今ではないのだ。

　今はまだ──何も終わっていないのだから。

「…………
 」

　全てが終わったあと、力
一
 いつ
 杯
 ぱい

 琴里を
抱
 だ

 きしめ、思い切り泣かせてやろうと心に決め、士道は話を続けた。

「とにかく、令音さんをデートに
誘
 さそ

 うことには成功した。問題はここからだ」

「ええ。朝までにデートの内容をある程度考えておかないとね。もちろん、最低限の仮眠時間も確保した上で」

　それに、と琴里が指を一本立てながら続ける。

「並行して、対ＤＥＭ戦の準備も進めておかないと。仮に令音──澪の
封
 ふう
 印
 いん

 に成功したとしても、そのあとＤＥＭにやられちゃったんじゃあ目も当てられないわ。向こうにとってはまさしく
漁
 ぎよ
 夫
 ふ

 の
利
 り

 ってやつよ」

「はは……まったくだな」

　士道は
乾
 かわ

 いた笑みを
浮
 う

 かべながら肩をすくめた。

　確かに士道は、時の天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉の力によって、絶望的な結末から
舞
 ま

 い
戻
 もど

 ってきた。
既
 すで

 に決してしまったはずの歴史を、もう一度やり直す機会を得た。

　しかしそれは同時に、その未来において成し
遂
 と

 げたこともまた、なかったことになってしまったということである。

　士道たち〈ラタトスク〉は、来たる二月二〇日、ＤＥＭ──デウス・エクス・マキナ・インダストリーと総力戦を行う。

　そして激戦の末、敵の
首
 しゆ
 魁
 かい

 であるアイザック・ウェストコットを
討
 う

 ち果たすことに成功するのだが──今回も同じように
上
 う
 手
 ま

 くいくとは限らなかった。

　そもそもウェストコットが最前線に出てくるというイレギュラー自体が、澪が戦場に現れたことに起因するのである。もしも
戦
 せん
 闘
 とう

 前に士道が澪の力を封印していたとしたなら、相手の出方も
大
 おお
 幅
 はば

 に変わってくるだろう。目下の最優先
事
 じ
 項
 こう

 が澪であることは変わらないが、こちらも、決して油断ができる相手ではなかった。

　琴里が話を進めるように、ふむ、とあごに手を当てる。

「──クルーへの情報共有のタイミングは
悩
 なや

 ましいところね。サポートをする以上知らせないわけにはいかないけれど、令音が
艦
 かん

 にいるうちに教えてしまっては、
勘
 かん
 付
 づ

 かれる可能性があるし……」

『確かにその通りですが、そこまで心配する必要はないかと。令音はもう個室に移動していますし、明日早朝は、急な仕事が入る可能性を
嫌
 きら

 ってあちらからクルーとの
接
 せつ
 触
 しよく

 を
避
 さ

 けてくれると考えられます』

「なるほどな……って、そんなに朝から急な仕事って入るものなのか？」

『令音は
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 ですから。仕事が終わらなかったクルーが泣きつくのは日常
茶
 さ
 飯
 はん
 事
 じ

 です。その点においては、
日
 ひ
 頃
 ごろ

 仕事そっちのけで内職に精を出している
中
 なか
 津
 つ
 川
 がわ

 や
幹
 みき
 本
 もと

 には感謝せねばなりませんね。本当に、何が役に立つかわからないものです』

「ははは……」

　
素
 す
 直
 なお

 に評価していいやら悪いやら。士道は
曖
 あい
 昧
 まい

 な表情で
頰
 ほお

 をかいた。

　まあ、澪の
攻
 こう
 略
 りやく

 準備にＤＥＭへの対策と、今はいくら手があっても足りない。令音に勘付かれないよう、できるだけ事情を
把
 は
 握
 あく

 した味方を増やすのは急務である。……まさか、中津川のフィギュア製作や幹本の私用電話がここにきて意味を持つとは夢にも思わなかったが。

　と──そこで士道は、ぴくりと
眉
 まゆ

 の
端
 はし

 を揺らした。

　クルーたちと同様に、令音のことを教えねばならない者たちがいたのである。

　そんな表情の変化から、士道の考えを察したのだろう。琴里が難しげに
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしながら息を吐いてくる。

「──精霊たちのこと？」

「……ああ。伝えなきゃならないことなんだろうけど──やっぱり少し、気が重くてな」

　琴里と令音ほど付き合いが長いわけではないとはいえ、精霊たちは皆令音の世話になっている。
恐
 おそ

 らく、士道や琴里を除けば、もっとも彼女らと
触
 ふ

 れ合っている機関員は令音だろう。

　そんな
頼
 たよ

 れるお姉さんが
皆
 みな

 を殺したと告げねばならないのは、仕方のないこととはいえ士道の心に重くのしかかった。

「そうね……でも、乗り
越
 こ

 えてもらわないと」

「……そうだな」

　士道は、未来の世界で令音がその正体を現したときのことを思い出しながら
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

　精霊たちは皆、
戸
 と
 惑
 まど

 いながらも冷静に事態を受け止めていた。もちろん戦っている最中に
狼狽
 うろた

 えてなどいられないという理由もあっただろうが、彼女らは──士道が思うよりもずっと強いのだ。

　確かに〈ラタトスク〉は精霊を
庇
 ひ
 護
 ご

 する組織だが、彼女らの心の強さを
侮
 あなど

 り、情報を
隠
 いん
 匿
 とく

 することは、かえって
侮
 ぶ
 辱
 じよく

 に当たるだろう。

　彼女らなら、きっとこの真実を乗り越えてくれる。そんな確信とともに、士道はもう一度首を前に
倒
 たお

 した。それに
応
 こた

 えるように、琴里もまたうなずいてくる。

「とはいえ、今はもうみんな
眠
 ねむ

 っているわよね？　本当ならデートプランの作成に意見をもらいたいところだけれど、ＤＥＭ戦の
要
 かなめ

 である精霊たちのコンディションを
崩
 くず

 すわけにも──」

　と、琴里がそう言いかけたところで、不意に士道のスマートフォンが
震
 ふる

 え始めた。

「ん……？」

　一瞬マリアかと思ったが──すぐに頭の中で否定する。マリアならば端末を通して話せばよいし、士道にだけ何かを伝えたいのならば、先ほどのようにメッセージを送ってくればいい。わざわざ音声通話をしてくる必要はないだろう。

　不思議に思って画面を見てみると、そこには『鳶一折紙』の名が表示されていた。

「折紙……？」

　首を
傾
 かし

 げながら通話ボタンを押す。すると電話口から、静かな
声
 こわ
 音
 ね

 が響いてきた。

『──話は聞かせてもらった』

「へ……？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の言葉に、間の
抜
 ぬ

 けた声を発する。しかし折紙は気にする様子もなく、
淡
 たん
 々
 たん

 とした調子で続けてきた。

『デートプランの作成には私たちも協力する。ブリーフィングルームの使用許可を』

「ちょ……ちょっと待った。一体何でそれを──」

「ちょっといいかしら？」

　士道が
困
 こん
 惑
 わく

 していると、琴里がぬっと手を
伸
 の

 ばしてきて、士道の手からスマートフォンを
奪
 うば

 い取った。

　そしてそれをテーブルの上に置くと、画面に表示された『スピーカー』のアイコンをタップする。

「ハロー、折紙。今どこにいるのかしら？」

『第二
仮
 か
 眠
 みん

 室』

　琴里の質問に、折紙が簡潔に答えてくる。

　
否
 いな

 、それだけではない。折紙の返答に続くように、背後から
幾
 いく

 つもの声が響いてきた。

『──私たちもいるぞ！』

『
呵
 か
 々
 か

 、
闇
 やみ

 の
帳
 とばり

 は我が揺り
籠
 かご

 である！』

『
請
 せい
 願
 がん

 。
夕
 ゆ
 弦
 づる

 たちにも協力させてください』

『なーにー、知らない間に熱い展開になっちゃってるじゃないのよさー。二亜ちゃん
嫌
 きら

 いじゃないよーそういうの』

　などと、わいわいと
精
 せい
 霊
 れい

 たちが声を上げてくる。しかもやはり皆、令音の正体──というか士道と琴里の話していた内容を把握しているようだった。一体何が起こっているのか把握できず、困惑に
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せてしまう。

　だが、そんな士道に対して琴里は何かに気づいたようで、半眼を作りながら
唇
 くちびる

 を開いた。

「……で？　一体どこ
 かしら？」

『第二ボタン』

　折紙が答えると、琴里は士道に──正確には士道の着ているシャツのボタンに、ジッと視線を注いできた。

「！　まさか──」

　そのやり取りで、ようやく気づく。

　士道はバッと顔を下に向けると、自分の着ていたシャツのボタンを
検
 あらた

 めた。すると第二ボタンだけ、
微
 び
 妙
 みよう

 に
他
 ほか

 のボタンと様子が
違
 ちが

 うことがわかる。具体的に言うと他のものより
微
 かす

 かに重く、裏面に小さな穴が空いていた。

　平たく言うと──まるで
盗
 とう
 聴
 ちよう
 器
 き

 のようである。

「まったく……やってくれたわね、折紙」

『まさかこのような古典的な手段で情報が
漏
 も

 れてしまうとは。艦内の映像
及
 およ

 び会話ログを
精
 せい
 巧
 こう

 に
偽
 ぎ
 装
 そう

 したわたしの苦労は一体』

　琴里がやれやれとかぶりを
振
 ふ

 りながら息を吐き、マリアが端末のスピーカーから、どこか
悔
 くや

 しそうな声を響かせる。

　するとそれに応ずるように、折紙が淡々と続けてきた。

『シンプルな方法は、最後の最後で効いてくる。村雨先生が同じ手段を取っていたならこの時点でゲームオーバーだった。気を付けて』

「いや令音さんはボタンに盗聴器とか
仕
 し
 掛
 か

 けないからな!?
 」

『先入観や思い込みは非常に危険。それを言うなら、そもそも彼女が始原の精霊だとは
誰
 だれ

 も思っていなかった。常に最悪の事態を想定しておくべき』

「ぐ……」

　折紙に言われ、言葉に
詰
 つ

 まる。……確かにその通りではあった。

　が、それを否定するように琴里がブンブンと首を横に振ってくる。

「いや
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 されちゃ
駄
 だ
 目
 め

 よ士道。確かに先入観は危険かもしれないけど、それと折紙が盗聴器を仕掛けてた件はまったく別の話だからね？」

『それは誤解。私はあくまで注意
喚
 かん
 起
 き

 のために』

「……じゃあもちろん、他の服には仕掛けてないのよね？」

『全部ではない』

「仕掛けてるじゃないの！」

　琴里はテーブルをバンと
叩
 たた

 きながら
叫
 さけ

 びを上げると、「まったくもう……」と頭をかきながら
椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし
 掛
 か

 け直した。

「……それで、もうみんな事情は理解しているのね？」

『そう』

『はい……！』

『むん』

　と、電話口の向こうから思い思いの
肯
 こう
 定
 てい

 が返ってくる。琴里はやれやれと、しかしどこか
嬉
 うれ

 しそうに息を
吐
 は

 き、士道の方を見てきた。

　士道はそれに首肯を
以
 もつ

 て答えると、スマートフォンのマイクに向かって声を発した。

「わかった。みんなの力を貸してくれ。俺たちの
戦争
 デート

 を──始めよう」

『──おおっ！』

　精霊たちが、
一
 いつ
 斉
 せい

 に答えてくる。士道は琴里と目を合わせると、どちらからともなく
苦
 く
 笑
 しよう

 しあった。

「……さて、じゃあさっそく動きましょう。ブリーフィングルームに集合よ。令音は仕事中だから
廊
 ろう
 下
 か

 で
鉢
 はち
 合
 あ

 わせる可能性は低いと思うけど、万一のとき言い訳が効くように、念のため一人ずつ移動してちょうだい」

『
了
 りよう
 解
 かい

 。では、後ほど』

　琴里の指示に短く答えて、折紙が通話を切る。それを
確
 かく
 認
 にん

 してから、士道はスマートフォンをポケットにしまい込んだ。

「さ……じゃあ私たちも順に向かいましょうか。私のいない
執
 しつ
 務
 む

 室から士道が一人で出るのも不自然だし、先に行ってくれる？」

「ああ、了解だ。でも──」

　と、士道は椅子から立ち上がったところで言葉を止めた。琴里が、不思議そうな顔を向けてくる。

「何、どうしたの？」

「──みんなが集まるまで、少しかかるよな。先に済ませておきたいことがあるんだが……いいか？」

　士道は、表情に
緊
 きん
 張
 ちよう

 を
滲
 にじ

 ませながらそう言った。それを感じ取ったのか、琴里が微かに眉根を寄せる。

「先に済ませておきたいこと……？」

「ああ……成功するかはわからないし、これが本当に正しいのかどうかもわからない。でも──これだけは、やっておかなきゃならないと思うんだ」

　琴里の問いに、士道はぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りながらそう答えた。





　　　　◇





　吸い込まれそうな星空──という表現は、
壮
 そう
 大
 だい

 な美しさへの感動や
憧
 どう
 憬
 けい

 を表すものであるけれど、その根底には
一
 ひと
 握
 にぎ

 りの
恐
 きよう
 怖
 ふ

 が存在するのではあるまいか。

　天宮市の外れにある高台の公園で空を見上げながら、士道は何とはなしにそんなことを思った。

　毎晩のように目にしているはずなのに、その先に何があるか
一
 いつ
 切
 さい

 わからない。そんな、身近に過ぎる未知。
巨
 きよ
 大
 だい

 な
化
 け
 生
 しよう

 の腹の底。もし一歩でも足を
踏
 ふ

 み入れたなら、もう二度と
戻
 もど

 ってこられないのではないか──という、
漠
 ばく
 然
 ぜん

 とした
畏
 おそ

 れである。まあ、そもそも
畏
 い
 怖
 ふ

 しているからこそ、人はそれを美しいと感じるのかもしれなかったが。

　雲一つない冬の夜空には幾つも星が
瞬
 またた

 き、なんとも
幻
 げん
 想
 そう

 的な光景を形成している。
己
 おのれ

 の周囲もまた黒一色で
塗
 ぬ

 りつぶされているからか、うまく
距
 きよ
 離
 り
 感
 かん

 が
摑
 つか

 めず、そのまま注視していると、本当に空へと落ちていってしまいそうですらあった。

「────
 」

　──別に合わせたわけでも
図
 はか

 ったわけでもないのだけれど、なんとも彼女
 に
相応
 ふさわ

 しい時刻と場所ではないか。士道は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に
肩
 かた

 をすくめた。

　そう。士道が貴重な時間を
割
 さ

 いてまで、
一
 いつ
 旦
 たん

 〈フラクシナス〉から地上に降ろしてもらった理由はそれ
 だった。

　士道には
艦
 かん

 にいるクルーや精霊たちの他にもう一人、真実を伝えておかねばならない相手がいたのである。

　士道は空を
仰
 あお

 いでいた顔を下ろすと、公園を
舐
 な

 めるように視線を
巡
 めぐ

 らせた。

　別にそこに誰がいるわけでもない。時刻はもう深夜一時になろうとしている。駅前などならまだしも、こんな
郊
 こう
 外
 がい

 の公園に人がいるはずはなかった。──だからこそ士道は、〈フラクシナス〉から転送される場所にここを選んだのではあるが。

　実際、場所にこだわりがあったわけではない。ひとけがなく、
影
 かげ

 のできる
地上
 ばしよ

 であれば、どこでもよかったのだ。

　──彼女
 は、常に士道のことを見ているに違いないのだから。

「話がしたい。──いるんだろう、狂三」

　士道は夜闇に向かってそう言った。特に声を張り上げたつもりはなかったのだけれど、しんと静まりかえった公園にとってそれは大層な
騒
 そう
 音
 おん

 だったのだろう。じわりと
染
 し

 み
渡
 わた

 るように、公園中にその呼び声が
響
 ひび

 いていく。

　すると数秒後、士道の目は、
奇
 き
 妙
 みよう

 なものを
捉
 とら

 えた。

　公園
外
 がい
 縁
 えん

 に点在する街灯の一つ。その根元に落ちた
頼
 たよ

 りなげな明かりの中心に、小さな黒い点が現れたのである。

　その点は
徐
 じよ
 々
 じよ

 に面積を広げていくと、水たまりのように大きな影になり──やがてその中から、一人の少女を出現させた。

　闇のように黒く
艶
 つや

 やかな
髪
 かみ

 と、それに対するように白い
面
 おもて

 。身に
纏
 まと

 うドレスもまたその二色で以て構成されており、髪
飾
 かざ

 りと
胸
 むな
 元
 もと

 にあしらわれた
薔
 ば
 薇
 ら

 の
意
 い
 匠
 しよう

 、そして
妖
 あや

 しい
笑
 え

 みを形作る右目だけが、街灯の光を浴びて赤々と
輝
 かがや

 いていた。

「──あら、あら」

　少女──狂三が、名家の
令
 れい
 嬢
 じよう

 のように、あるいは
戯
 おど

 けた道化のように、
恭
 うやうや

 しく礼をしてみせる。

　そう。最悪の精霊・
時
 とき
 崎
 さき

 狂三。

　時の天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉を持つ精霊であり、士道の時間
遡
 そ
 行
 こう

 における最大の功労者。彼女と会うことが、士道の目的であったのだ。

「
珍
 めずら

 しいですわね。士道さんからわたくしを呼んでくださるなんて。──もしや、わたくしに
霊
 れい
 力
 りよく

 をくださる気にでもなりまして？」

　
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすような調子で狂三が言ってくる。士道は小さく肩をすくめながら返した。

「残念ながらそれは、おまえが俺をデレさせられたら、って約束だ」

「うふふ、そうでしたわね」

　狂三も最初から、士道がそんな用件で自分を呼び出したなどとは思っていなかったのだろう。軽い調子で笑ってみせる。

　士道は改めて、彼女を観察するように視線を
這
 は

 わせた。長い髪は
括
 くく

 っておらず、もっとも
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な左目は、
医
 い
 療
 りよう

 用の眼帯で
覆
 おお

 い
隠
 かく

 されている。

　──
間
 ま
 違
 ちが

 いない。彼女は、時崎狂三であって時崎狂三ではなかった
 。

　狂三の天使〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉、その【
八
 ヘ
 の
 ツ
 弾
 ト

 】で以て再現された分身体──狂三の過去の姿の一つである。

　しかもその特徴的な
装
 よそお

 いは、かつて
見
 まみ

 えた五年前の狂三のそれであった。

　さすがに本体が士道の
監
 かん
 視
 し

 をしているはずはないと踏んでいたが、まさか彼女が出てくるとは。士道は奇妙な
感
 かん
 慨
 がい

 を覚えながら言葉を続けた。

「……念のため聞いておきたいんだが、今ここにいるのはおまえだけか？」

「うふふ、どうですかしらねぇ」

　士道の質問に、狂三がはぐらかすように答えてくる。まあ、彼女の立場からすればわざわざ士道に手の内を
晒
 さら

 すようなことはしないだろう。

「
頼
 たの

 む。答えてくれ。──本物の狂三は、この会話を聞いているのか？　もし聞いていない場合、今俺が話すことを、本物の狂三はどうやって知る？」

「……不思議な質問をされますわね、士道さん？」

　士道の奇妙な質問を
訝
 いぶか

 しんでか、それともただならぬ
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を察してか、狂三が
微
 かす

 かに目を細める。

　そして
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の間士道の目を見つめたのち、根負けしたかのように、ふうと
吐
 と
 息
 いき

 した。

「──本物の『わたくし』は今、ここにはいませんわ。そしてわたくしが本物の『わたくし』に情報を伝えるとしたら、口頭か、脳内の情報を共有するか──あとはまあ、
時間
 コスト

 がかかるためまずやりませんけれど、【
一〇の弾
 ユツド

 】を使うか、ですわね」

「ふむ……って、脳内情報の共有なんて便利なことができるなら、わざわざ口頭で伝える必要なんてあるのか？」

　士道が問うと、狂三は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な仕草で肩をすくめた。

「もちろんですわ。分身体とはいえわたくしたちにもプライバシーがありますもの。いくら未来の自分が相手とはいえ、何でもかんでも
丸
 まる
 裸
 はだか

 にはされたくありませんわ」

「そ、そういうものか……」

　それに、と狂三が続ける。

「口頭での伝達ならば、情報の取捨ができますわ。わたくしたちの数は
膨
 ぼう
 大
 だい

 ですもの。
全
 すべ

 ての情報を共有していては、いくら本物の『わたくし』とはいえ脳が
保
 も

 ちませんわ」

「なるほどな……」

　言われてみれば道理である。というか、プライバシー
云
 うん
 々
 ぬん

 は狂三なりの
諧
 かい
 謔
 ぎやく

 であり、こちらが本来の理由なのだろう。

「脳内の情報共有……か。それならあるいは……いや、一体どこまで──」

　と、士道があごに手を当てて思考を巡らせていると、狂三が不満そうに
唇
 くちびる

 を
尖
 とが

 らせてきた。

「何を一人でぶつぶつ言っておられますの？　まさか、お話というのはそれだけでして？」

「あ、いや、すまん」

　士道は小さく頭を下げると、狂三の目を見ながら続けた。

「今から話す内容を、本物の狂三に伝えて
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 かどうか、俺にはわからない。だから──頼む。おまえが聞いて、判断してくれないか」

「
随
 ずい
 分
 ぶん

 と
勿
 もつ
 体
 たい

 ぶりますわね。一体なんですの？」

　狂三が
腕
 うで
 組
 ぐ

 みをし、
怪
 け
 訝
 げん

 そうに
眉
 まゆ

 をひそめながら先を
促
 うなが

 してくる。士道は呼吸を整えるように吐息をしてから、その言葉を発した。

「二月二〇日……、狂三の本体は──死んでしまう」

「…………
 、あら、あら」

　士道の言葉に、狂三は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 目を丸くし、しかしすぐにその言葉の意味するところを察したように表情を
歪
 ゆが

 めた。

「まるで──見てきたかのように
 
仰
 おつしや

 いますのね？」

「……ああ、お察しの通りだ」

　士道が言うと、狂三は全てを理解したのだろう、小さく肩をすくめてみせた。

「【
一二の弾
 ユツド・ベート

 】……いえ、【
六
 ヴ
 の
 ア
 弾
 ヴ

 】ですかしら？　でも一体、『わたくし』が
誰
 だれ

 に
討
 う

 たれたと仰いますの？　仮にエレン・メイザースが相手だとしても、そう
易
 やす
 々
 やす

 とやられるような『わたくし』ではございませんわよ？」

　狂三があごに指を一本
触
 ふ

 れさせながら問うてくる。

　士道は、微かな緊張を覚えながら、その名を告げた。

「──崇宮、澪」

「────────
 」

　狂三の表情が一瞬
呆
 ほう

 けたように
弛
 し
 緩
 かん

 し──すぐに、
憎
 ぞう
 悪
 お

 と
戦
 せん
 慄
 りつ

 とが入り交じったものに
変
 へん
 貌
 ぼう

 する。

「士道さん、今、なんと仰いまして？」

「澪──だ。始原の
精
 せい
 霊
 れい

 が、狂三を殺す。いや……正確に言うなら、もう
既
 すで

 に、狂三の中に澪はいるはずだ。戦場で
突
 とつ
 然
 ぜん

 、狂三の中から澪が現れた」

「…………
 」

　士道が言うと、狂三は何か思い当たることがあったのだろう、
汗
 あせ

 をひとすじ垂らしながら表情を険しい色に染めた。

「……なるほど、あのときですの。──
呆
 あつ
 気
 け

 なさ過ぎるとは思っていましたけれど、やってくれますわね」

　そしてしばしの間考えを巡らせるように
黙
 だま

 り込んだのち、細く、長く吐息をした。

「……情報、感謝いたしますわ。確かにあの澪さんが『わたくし』の中で生きているとしたなら、『わたくし』の感覚器を通して外の情報を得ている可能性がありますわね。士道さんの判断は正しいですわ」

「どうだ……？　澪に
悟
 さと

 られないように狂三にこの情報を伝えることは可能か？」

「
恐
 おそ

 らくは。──ただ、それを知ったからといって、体内に敵を
抱
 かか

 えた状態から
生
 せい
 還
 かん

 できるかどうかは別の話ですけれど」

　ふっと
苦
 く
 笑
 しよう

 めいた笑みを
浮
 う

 かべながら狂三が言う。士道は息を
詰
 つ

 まらせると、ぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 り込んだ。

「そう……だよな」

「うふふ、そう暗い顔をしないでくださいまし。確かに絶望的な
状
 じよう
 況
 きよう

 ではありますけれど──士道さんのおかげで、『わたくし』は
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 を得ることができましたわ」

　狂三はそう言うと、スカートを
翻
 ひるがえ

 すようにくるりと
身体
 からだ

 を回転させた。

「──では、未来よりの忠言、確かに『わたくし』に伝えますわ」

「ああ。ありがとう、狂三。──本当に」

　士道がその背に向かって深々と頭を下げると、狂三はそれをちらと見て、
可
 お
 笑
 か

 しそうに笑った。

「うふふ、いくらなんでも大げさですわよ。そんな──」

　と、そこで士道の言葉の意味を察したのだろう。小さく眉を
揺
 ゆ

 らし、顔を
背
 そむ

 ける。

「──士道さん。未来のわたくしは、務めを果たすことができまして？」

「…………
 、ああ。最高に格好良かったよ」

「そうですの」

　士道が言うと、狂三はニッと
微笑
 ほほえ

 んで、そのまま影の中へと消えていった。





　　　　◇





「…………
 」

〈フラクシナス〉内の個室で
端
 たん
 末
 まつ

 のコンソールを
叩
 たた

 いていた令音は、一通りの作業を終え、
椅
 い
 子
 す

 の背もたれをぎしと鳴らした。

　ちらと、モニタの
端
 はし

 に表示されている時刻を見やる。──午前一時三〇分。まあ、
比
 ひ
 較
 かく
 的
 てき

 早く終わった方だろう。

　令音は端末をスリープ状態にすると、椅子から立ち上がり、軽く
伸
 の

 びをした。

「……デート……、か」

　そして、その言葉を
反
 はん
 芻
 すう

 するようにぽつりと
零
 こぼ

 す。

　まさか、このタイミングで士道が自分をデートに
誘
 さそ

 ってくるとは思っていなかった。

　令音が精霊であることが知られているとは考えづらい。だとすると──

「…………
 」

　令音は、思考を
振
 ふ

 り
払
 はら

 うように小さく頭を振った。

　士道に
如
 い
 何
 か

 な
思
 おも
 惑
 わく

 があるにせよ、関係ない。

　──令音が彼の誘いを断ることなど、あるはずがなかったのだから。

「……さて」

　令音はふうと息を
吐
 つ

 くと、下着と部屋着が入った
袋
 ふくろ

 と、
化
 け
 粧
 しよう

 水や乳液が収められたポーチを
携
 たずさ

 え、部屋を出ていった。目指すは、〈フラクシナス〉改修の際新造された大浴場である。

　今日はもう
遅
 おそ

 い。明日のこともあるし、簡単に汗を流して
就
 しゆう
 寝
 しん

 してしまうが
吉
 きち

 だろう。

　無論厳密に言うならば、精霊たる令音にそういった作業は必ずしも必要ない。シャワーで身体の
汚
 よご

 れを落とす程度のことはするにしても、入浴後、
肌
 はだ

 に化粧水や乳液を
馴
 な
 染
 じ

 ませることなどせずとも、身体の状態は適切に保たれている。令音にとってそれは、時間と費用の
浪
 ろう
 費
 ひ

 に過ぎないといっても過言ではなかった。

　なのになぜそのようなことをするのかといえば、その理由は単純なもので、それが二〇代の女性の標準的な行動であるから、に
尽
 つ

 きる。

　自分が精霊であることを
勘
 かん
 付
 づ

 かれないために、令音は細心の注意を払って生活を送っていた。無論一人でいるときはそれらを省いても問題ないのだが、習慣というのは気を
抜
 ぬ

 いたときにこそ出てしまうものである。万一のことを考え、令音は可能な限り『人間の行動』を心がけていたのだ。──まあ、あまりにそれらを
徹
 てつ
 底
 てい

 し過ぎるとかえって人間
離
 ばな

 れしてしまうため、身体の
疲
 ひ
 労
 ろう

 度に合わせて、それらの習慣を意図的に省略することはあったけれど。

　そういう意味では、就寝もその一つだ。令音はおよそ三〇年の間、一度も
眠
 ねむ

 ったことがなかったが、毎夜ベッドに入り、朝まで目を
瞑
 つぶ

 っている。

　
否
 いな

 ──一度も、というのは
語
 ご
 弊
 へい

 があるだろうか。正確には
幾
 いく
 度
 ど

 か
睡
 すい
 眠
 みん

 を試みたことがあった。眠らなくとも行動できるとはいっても、毎夜睡眠を取っていた方がエネルギー効率がよいことは令音も理解していたし、意識を保ちながら数時間もの間何をするでもなく横になっているのは、単純に
退
 たい
 屈
 くつ

 という苦痛を
伴
 ともな

 うのである。

　けれど、眠るたび──令音は同じ夢を見てしまうのだ。

　
未
 いま

 だ忘れ得ぬ、三〇年前の光景。

　シン──崇宮真士が、目の前で死んでしまう、絶望の光景を。

　そのたび、令音は
涙
 なみだ

 と悲鳴、そして
強
 きよう
 烈
 れつ

 な心身の
疲
 ひ
 弊
 へい

 と
憔
 しよう
 悴
 すい

 を伴って
跳
 は

 ね起きることになってしまった。

　令音にとって夜は休息の時間ではなく、睡眠は安息ではなかったのである。

　と──

「む……っ!?

 」

「……ん？」

　そんなことを考えながら大浴場への道を歩いていると、
廊
 ろう
 下
 か

 の角を曲がったところで、令音はぼすん、と何者かとぶつかってしまった。

　見やると、それが
仮
 か
 眠
 みん

 室で眠っているはずの精霊・十香であることがわかる。
寝
 ね
 間
 ま
 着
 き

 の上にカーディガンを引っかけ、足にはサンダルを
履
 は

 いていた。

「れ、令音……!?
 」

「……ああ、十香。どうしたんだい、こんな時間に」

　令音が問うと、十香はあからさまに
慌
 あわ

 てた様子で目を泳がせた。

「い、いや、そのだな……」

「…………？
 　ああ……」

　その落ち着かない様子に、令音はぴくりと眉を揺らした。

「……夜食なら、食堂か
休
 きゆう
 憩
 けい

 エリアにいくといい。ただ、時間も時間だからほどほどにね。それと、眠る前に
歯
 は
 磨
 みが

 きを忘れないように」

「……！　う、うむ……気を付けるぞ」

　令音の言葉に、十香がビクッと
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせてからうなずいてくる。深夜の飲食を発見されただけにしては少々
緊
 きん
 張
 ちよう

 し過ぎな気がしないでもなかったが……まあ、そういったことに
羞
 しゆう
 恥
 ち

 を覚えるのもまた、彼女が
獲
 かく
 得
 とく

 した社会性の一つなのだろう。そう判断して、令音は歩みを再開した。

「……令音！」

　と、それから数歩歩いたところで、背に十香の声がかけられる。

「……ん？　何かな、十香」

「…………
 」

　その場で振り向いて令音が問うと、十香はしばしの間無言でジッと令音の目を見つめたのち、
唇
 くちびる

 を開いてきた。

「令音は……シドーのことが好きか？」

「……？」

　突然そんなことを問われて、令音は小さく首を
傾
 かし

 げた。

「……、それは、どういう──」

「いいから……！　答えてくれ。
頼
 たの

 む」

「…………
 」

　令音はしばしの間無言になった。十香らしからぬ質問。……また何か二亜や美九から
吹
 ふ

 き込まれたのだろうか？

　理由はよくわからなかったが、その
眼
 まな
 差
 ざ

 しは
真
 しん
 剣
 けん

 そのものであった。

　であれば──答えは決まっている。令音は静かに唇を動かした。

「……ああ、好きだよ」

「────
 、そうか。うむ……」

　令音が答えると、十香は
真
 しん
 摯
 し

 な表情のままうなずいた。

「……私もだ！」

　そして元気よくそう言って、そのまま廊下を歩いていく。

「…………
 」

　もちろん
皆
 みな

 のこともね、の一言を追加するまえに去られてしまったが……まあ、何やら
納
 なつ
 得
 とく

 していたようであるし、とりあえずよしとしておこう。令音はそう判断して、止まっていた足を動かそうとした。

　が、ふとそのとき、とある可能性が頭を
掠
 かす

 める。もしや十香は、士道が令音をデートに誘ったことを知っているのではないか、と。

　──だとするならば、今のは十香なりの宣戦布告のようなものだったのだろうか？

「……いや、考えすぎか」

　令音は十香の背を見送ると、自分もまた目的の場所へと歩いていった。







第二章　『二度目』のデート












　二月一九日、朝。空は快晴であった。

　とはいえ、
既
 すで

 に一度この日を経験している
士
 し
 道
 どう

 としては、特段今日の天気を心配してはいなかった。如何に人の行動によって歴史が変わる可能性があるとはいっても、天候までもが様変わりするということはあるまい。

　朝の
天
 てん
 宮
 ぐう

 駅前には、既に
幾
 いく
 人
 にん

 もの人々が行き
交
 か

 っている。今日が休日であるからか、これから遊びに出かける様子の家族連れや、
普
 ふ
 段
 だん

 であれば学校に行っているであろう年代の少年少女の姿も多く見受けられた。

　時刻は午前九時五〇分。待ち合わせの時間まであと一〇分である。士道はちらと駅前広間の時計を
確
 かく
 認
 にん

 しながら、緊張に
喉
 のど

 を
濡
 ぬ

 らした。

「……いや、いや」

　そんな自分の心境に気づき、呼吸を整えるように
胸
 むな
 元
 もと

 に手を置く。シャツとニット、そして厚手のコートを通してなお指先に
微
 かす

 かな
震
 しん
 動
 どう

 が感じられるくらいには、心臓が激しいリズムを刻んでいた。

　緊張するのは仕方ない。けれどそれは
戦
 せん
 慄
 りつ

 によるものではなく、あくまで
令
 れい
 音
 ね

 とのデートへの期待と不安でなければならないのだ。

　確かに令音──
澪
 みお

 は、未来の世界で
精
 せい
 霊
 れい

 たちを
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにした。その絶望の未来を書き
換
 か

 えることこそが、士道の目的である。

　だが、令音とのデートが、ただの手段となってしまうのは
避
 さ

 けねばならなかった。

　士道は今日、心から令音とのデートを楽しみ、令音に士道とのデートを楽しませねばならない。もっと言うならば、士道に
惚
 ほ

 れさせる──とまではいかずとも──心を開いてもらわねばならない。

　そのためには、彼女への疑念や
恐
 おそ

 れを
一
 いつ
 切
 さい
 廃
 はい

 さねばならなかったのである。

『──そろそろ時間ね。さっき令音も〈フラクシナス〉を出たわ。もうすぐそちらに着くはずよ。──準備はいい？』

　と、そんな士道の心境を
見
 み
 透
 す

 かしたようなタイミングで、
琴
 こと
 里
 り

 の声がどこかから
響
 ひび

 いてくる。

　とはいえ、今士道の右耳に、精霊
攻
 こう
 略
 りやく
 時
 じ

 に装着しているインカムの姿はない。

　精霊ならまだしも、今まで攻略に参加していた令音には気づかれてしまうやもしれないということで、最新式の骨伝導型通信機を、首元に張り付けていたのである。

　そんな便利なものがあるならもっと早く使っておけばよいのでは……と思わなくもない士道だったが、確かに少々使用感は異なるし、何よりそのおかげで令音の裏がかけるのだから、結果オーライと言っていいだろう。

「……ああ」

　士道は
囁
 ささや

 くような声でそう返すと、ほうと息を
吐
 つ

 いた。

　確かに、
恐
 おそ

 れていないと言えば
噓
 うそ

 になる。

　とはいえ──令音とのデートを心から楽しむこと自体は、さほど困難なことではないかもしれないと思えたのである。

　士道の中には今、澪に呼び起こされた
崇
 たか
 宮
 みや
 真
 しん
 士
 じ

 の
記
 き
 憶
 おく

 がある。

　そして真士は、澪のことが好きで好きで仕方ないのだ。

　身を
焦
 こ

 がす
恋
 こい

 とはこのことか、と思えるほどの
慕
 ぼ
 情
 じよう

 。強烈な親愛。それは
怒
 ど
 濤
 とう

 のような感情の波となって、士道の
恐
 きよう
 怖
 ふ

 心を
吞
 の

 み込みつつあった。

　否──とはいえ正しく言うのならそれだけではない。士道はふっと目を
伏
 ふ

 せると、
村
 むら
 雨
 さめ

 令音との出会いを思い起こした。

　確かあれは今からおよそ一〇ヶ月前。初めて士道が精霊と対したあとのことだ。〈フラクシナス〉の医務室で目を覚ました士道のすぐ
隣
 となり

 に、令音は立っていた。今思えば、あのとき夢の中で聞いた声こそが、彼女のものだったのだろう。

　初対面の印象は──『変な人』である。三〇年間
寝
 ね

 ていないと
嘯
 うそぶ

 き、常に目の下に
隈
 くま

 を
蓄
 たくわ

 え、なぜかポケットにクマのぬいぐるみを
忍
 しの

 ばせていた。言動もどこかぼうっとしており、
眠
 ねむ

 たげで、時折何の
前
 まえ
 触
 ぶ

 れもなく地面に
倒
 たお

 れ込む。

　けれどそれ以上に──
綺
 き
 麗
 れい

 な人だとも、思っていた。

　単に顔立ちや姿容のみを言っているわけではない。先の
特
 とく
 徴
 ちよう

 を差し引いてなお
滲
 にじ

 む、気品に
溢
 あふ

 れた
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 。理知的な立ち
居
 い
 振
 ふ

 る
舞
 ま

 い。そして時折その表情に滲む
憂
 うれ

 いの色。

　真士が澪に感じているそれとは比べるべくもなかったし、
恋
 れん
 慕
 ぼ

 と呼ぶにも少々毛色の
違
 ちが

 うものなのかもしれなかったけれど──士道は確かに、
憧
 あこが

 れのようなものを令音に
抱
 いだ

 いていたのである。

　だから──こんなことを
零
 こぼ

 したなら
不
 ふ
 謹
 きん
 慎
 しん

 と言われるやもしれなかったが──士道はきっと心のどこかで、今日のデートを楽しみにしていたのだ。

　それを自覚すると、段々と
心
 しん
 拍
 ぱく

 が落ち着いていく。士道は細く息を吐きながら、閉じていた目を開けた。

　と。

「……やあ、待たせたね」

「うひぁっ!?
 」

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、目の前に令音の顔が現れて、士道は
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を上げながら
身体
 からだ

 を震わせた。

「れ、令音さん……!?
 　いつの間に……!?
 」

「……ん。今来たところだよ。何やら考え事をしているようだったので、
邪
 じや
 魔
 ま

 をしてはいけないと思ってね」

「そ、そうですか……」

　士道はどうにかそう返すと、気を取り直すように
咳
 せき
 払
 ばら

 いをした。

　すると改めて、令音の
装
 よそお

 いが目に映る。

　彼女は今、
普
 ふ
 段
 だん
 艦
 かん
 内
 ない

 で着ているような軍服でも、学校で身につけているような白衣でもなく、白のワンピースにコートという
出
 い

 で立ちだったのである。

　
日
 ひ
 頃
 ごろ
 大
 おお
 雑
 ざつ
 把
 ぱ

 に
纏
 まと

 められている
髪
 かみ

 は綺麗に
結
 ゆ

 い上げられており、唇にも、うっすらとだが普段
塗
 ぬ

 らないようなリップが引かれている。

〈ラタトスク〉の協力者として目にする
秘
 ひ
 匿
 とく

 機関員のそれとも、生徒として目にする教師としてのそれとも異なる──女が、男に見せる装い。

　普段の令音からは連想しづらいその姿に、士道はしばしの間目を
釘
 くぎ
 付
 づ

 けにされてしまった。

　いや──きっと士道が目を
奪
 うば

 われた理由はそれだけではない。

　彼女がコートの中に着た、白のワンピース。

　季節が違うため
生
 き
 地
 じ

 も厚いし、
袖
 そで

 も付いている。
裾
 すそ

 も
膝
 ひざ

 を
隠
 かく

 すくらいには長い。足回りは
素
 す
 足
 あし

 にミュールではなく、黒のタイツにブーツという組み合わせだ。

　
相
 そう
 違
 い
 点
 てん

 を上げればきりがない。けれどそれは明らかに、澪が真士とのデートの際着ていた服を意識した装いであった。

「……、……」

　深い
感
 かん
 慨
 がい

 が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。士道の中に息づく真士の記憶が、思わず声を発しそうになる。

　彼女があの日のデートのことを覚えていてくれたことが、
嬉
 うれ

 しくて仕方なかったのだ。

　彼女が今日この日に、その装いを選んでくれたことが、有り
難
 がた

 くて仕方なかったのだ。

　と──

『──道……、士道！　ちょっと、聞いてるの!?
 』

「……っ！
 」

　士道が、目に
涙
 なみだ

 が
滲
 にじ

 みそうになるのをどうにか
堪
 こら

 えていると、首筋から琴里の声が伝わってきた。

『まったくもう……何ファーストコンタクトでボーッとしてるのよ』

「…………
 」

　すまない、という意志を
込
 こ

 めて通信機を
小
 こ
 突
 づ

 く。すると琴里はやれやれといった様子でふうと
吐
 と
 息
 いき

 してきた。

『まあ、いいわ。ちょうどこっちも
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 が出たところよ。──みんな、準備はいい？』

　すると、それに
応
 こた

 えるように──

『──おおっ！』

　通信機から、〈フラクシナス〉クルー以外のものが混じった声が響いてきた。









〈ラタトスク〉空中艦、〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉。

　その
艦
 かん
 橋
 きよう

 には今、常時よりも多くの
人
 ひと
 影
 かげ

 があった。

　二段になった艦橋の下段部分に
控
 ひか

 えるは、お
馴
 な
 染
 じ

 み〈フラクシナス〉のクルーたち。無論、既に令音の説明は済ませている。皆、
同
 どう
 僚
 りよう

 の正体に大層
驚
 おどろ

 いていたが、相手が精霊ならばやることは変わらないと、気合いを入れて攻略に参戦してくれていた。

　そして、その上層。艦橋の上段部分に急造された予備席には──幾人もの精霊たちの姿があった。

　琴里の座る艦長席を囲うようにして、
十
 とお
 香
 か

 、
折
 おり
 紙
 がみ

 、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、
六
 む
 喰
 くろ

 が。そして
皆
 みな

 から一歩引いた位置に
設
 しつら

 えられた
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 の席に、
二
 に
 亜
 あ

 が
腰
 こし
 掛
 か

 けている。皆
真
 しん
 剣
 けん

 な表情で、メインモニタに映し出された士道と令音の姿を、そしてパーソナルモニタの選択肢を見つめていた。

　通常であればあり得ない光景。艦橋にて選択肢を選び、士道のデートのサポートをするのはクルーたちの役目であり、精霊たちがそれに参加することは、少なくとも今まで一度もなかった。士道が
他
 ほか

 の精霊を攻略しているところを見せるのは、精霊によい
影
 えい
 響
 きよう

 を
与
 あた

 えるとは言い難かったからである。

　だが──今。精霊たちの強い要望によって、このサポート態勢は実現していた。

　皆、
耐
 た

 え難かったのだ。

　自分たちの命運を
握
 にぎ

 るデートを、士道のみに任せてしまうことが。

　自分たちのために戦う士道の
奮
 ふん
 闘
 とう

 を、知らずにいることが。

「…………
 」

　艦長席に腰掛けた琴里は、眼球運動のみで艦橋の精霊たちをぐるりと
見
 み
 渡
 わた

 すと、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 ふっと口元を
緩
 ゆる

 め──しかしすぐに司令官の顔に
戻
 もど

 って、モニタに表示された選択肢に視線を向けた。


　①すみません、令音さんに見とれてました。



　②いつもと髪型が違いますね。素敵です。



　③その服ってどうやって
脱
 ぬ

 がせればいいんですか？


「総員──選択！」

『はっ！』

『おおっ！』

　琴里の号令に、クルーと精霊たちの声が響く。

　ちなみに折紙や七罪たちのコンソールはクルーとほぼ同様のものだが、十香や六喰には少々操作が難しいかもしれないということで、ボタンが三つだけ付いている簡易的な操作
盤
 ばん

 に改造してあった。

　数秒と待たず、モニタに集計結果が表示される。もっとも多いのは──①。

「①か……順当なところね」

　琴里が言うと、①を選択したらしい精霊たちが同意を示してきた。

「はい。やっぱり無言って不安になると思うんです。でも、こう言われれば、嬉しいかなって……」

「……えっ何その
気
 き
 遣
 づか

 い。
女
 め
 神
 がみ

 ？　女神なの？　まずはこの辺で様子を見るべきでしょって理由で選んだ私って一体……」

「うむ、これならば令音も
納
 なつ
 得
 とく

 してくれるはずだ！」

　四糸乃たちの言葉に、琴里はこくりとうなずいた。確かに不用意に空けてしまった間の言い訳としても申し分ないだろう。

「むん……むくは②も悪くないと思うのじゃが、まあ仕方ないの」

「
然
 しか

 り。神は細部に宿る。小さな変化に気づくのは重要である。だが──」

「補足。人によっては、いつもの髪型がいまいちという風に
捉
 とら

 えてしまうかもしれません。ますは安全策で様子を見るべきかと」

　六喰に
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 も、そう言って同意を示してくる。

　琴里はそれらの意見を聞いたのち、ちらと左方を見やった。

「……で、そちらの三人は？」

　琴里が半眼を作りながら言うと、左方の席に座っていた二亜、美九、折紙は、

「いや、明らかに③でしょここは！　
純
 じゆん
 朴
 ぼく

 っぽい少年からこんな不意打ち
喰
 く

 らったら、今から夜のこと考えておねーさんもう大興奮っしょ！」

「ですー！　令音さんは大人の女性ですしぃ、これくらいのウィットは受け入れてくれますってぇー！」

「ここの映像は録画されているの？　あとでコピーさせてほしい」

「せめて言い訳くらいしなさいよ折紙!?
 」

　琴里は三者の（特に折紙の）回答に悲鳴じみた声を上げると、やれやれとため息を
吐
 つ

 いた。

「あのねぇ……私たちの未来がかかってるんだから、
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 にやってくれる？」

「わかっている。だからこそ、自分が言われて一番嬉しい選択肢を真面目に考えた」

「…………
 」

　ぐぅの音も出ない回答であった。たらりと
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らす。

　とはいえ、皆が皆そんな急展開に好反応を示すというわけではあるまい。琴里は気を取り直してマイクを引き寄せた。

「──士道、①よ。ここは素直にいきましょう」









　琴里の指示が通信機を通して聞こえてくる。士道は小さくうなずいたのち、令音に言葉を投げた。

「や……すみません。
普
 ふ
 段
 だん

 、そういう格好を見たことがなかったから、なんていうか……令音さんに見とれてました」

「……ふむ？」

　士道が言うと、令音が
眠
 ねむ

 たげな
双
 そう
 眸
 ぼう

 を
微
 かす

 かではあるが見開いた……ように見えた。

「……そうか。ふむ。そうか」

　そして何やらあごに手を当てながら、小さな声を口の中で転がすように
呟
 つぶや

 く。表情にはあまり変化が見受けられなかったが、心なしか喜んでいるような気がした。

「……それならば仕方ないね。君の装いも素敵だよ」

「あ……ありがとうございます」

　予想外の
反
 はん
 撃
 げき

 を喰らい、士道は思わず頰を染めた。

　実は今日の士道の装いは、昨晩
精
 せい
 霊
 れい

 たちが意見を出し合って選んでくれたものである。
褒
 ほ

 められて
気
 き
 恥
 は

 ずかしかったというのもなくはないが、どちらかというと、皆の努力が結実してくれたという喜びの方が大きかった。

「……さて、それで、シン。今日はどこへ行くんだい？　
随
 ずい
 分
 ぶん

 大荷物のようだが……」

　令音が、士道の
携
 たずさ

 えたキャリーバッグを見ながら問うてくる。

　とはいえ無理もあるまい。士道の荷物は、まるでこれから小旅行に出かけようとでもしているかのような大きさであった。少なくとも、総力戦を明日に控えている者の
支
 し
 度
 たく

 とは思えない。

「ああ、安心してください。別に、戦いを
恐
 おそ

 れて
逃
 とう
 避
 ひ
 行
 こう

 しようってわけじゃありませんから」

　士道が
冗
 じよう
 談
 だん

 めかしてそう答えると、令音は「……ふむ？」と小首を
傾
 かし

 げてきた。

「……そうなのかい？　それは残念だ」

「へ？」

　予想外の返答に、士道は目を丸くした。

「……逃避行の相手に私を選んでくれたのなら、光栄だと思ったのだが。君が
逃
 に

 げたいというのなら、私はどこにでも付いていくよ」

「え、ええと……令音さん？」

　士道が
狼
 ろう
 狽
 ばい

 しながら言うと、令音は
数
 すう
 瞬
 しゆん

 ののち、ふっと目を
伏
 ふ

 せてきた。

「……君の
冗
 じよう
 句
 く

 に返したつもりだったのだが」

「え？　あ──そういう!?
 」

　言われて、士道は声を裏返らせた。……いや、冷静に考えれば冗談に決まっているのだが、
状
 じよう
 況
 きよう

 が状況だけに
焦
 あせ

 ってしまったのである。

　士道は気を取り直すようにコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをすると、あとを続けた。

「今日行くところは……まだ
内
 ない
 緒
 しよ

 です。令音さんを驚かせたくて。──俺を信じて、付いてきてくれますか？」

「……ああ、もちろん。では行こうか」

　士道の言葉に、令音が微かな
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 もなくうなずき──何かに気づいたように小さく
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らす。

「令音さん？　どうかしましたか？」

「……これは一応、デートだったね？」

「はい。──一応、ではないつもりですけど」

「……ふむ。なら──」

　令音は士道の方を見ると、
至
 し
 極
 ごく

 自然な動作で手を
伸
 の

 ばしてきた。

「……手くらい、
繫
 つな

 いでおいた方がいいかな？」

「──！」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の提案に、士道は内心どきりとした。令音の細く白い指先が、士道を
誘
 さそ

 うようにその腹を向けてくる。











　けれど、士道はどうにか平静を
装
 よそお

 うと、ふっと
微笑
 ほほえ

 んでみせた。

「そうですね。デートですから。──でも、失敗したな」

「……失敗？」

「はい。それは俺から言おうと思っていたのに」

　士道が言うと、令音は一瞬きょとんとするように目を丸くしたのち、士道と同じように小さく笑った。

「……そうか。それは悪いことをしたね」

「いえ。令音さんのレアな表情が見られたのでよしとしておきますよ」

　士道は冗談めかすようにそう言うと、差し出された令音の手を
優
 やさ

 しく握った。

　想像よりも小さく、力を入れれば折れてしまいそうな
危
 あや

 うさのある令音の手。少しひんやりとしたその
感
 かん
 触
 しよく

 は、二月の寒空のためなのか、もともと彼女の体温が低いのか、それとも──興奮と
緊
 きん
 張
 ちよう

 に士道の手が熱を帯びてしまっているからなのか。正直、今の士道には
上
 う
 手
 ま

 く判別できなかった。

　けれどどうにかそれを顔に出すことはないようにしながら、令音の手を引いて街を歩いていく。

　──精霊たちの、そして士道の未来を
賭
 か

 けた
戦争
 デート

 の、始まりであった。









「…………
 」

　
艦
 かん
 橋
 きよう

 のメインモニタを
眺
 なが

 めながら、琴里は口にくわえたチュッパチャプスの棒を小刻みに上下させていた。

　画面の中央には、士道と令音の姿が映し出されている。二人は今駅前でタクシーを拾い、目的の場所へと向かっている最中だった。

　無論、これもプラン通りの動きだ。タクシーも
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 拾ったように見せてはいるものの、万一のことを考え、運転手は〈ラタトスク〉の機関員である。令音に面の割れていない機関員を探すのには少々苦労したが。

　今のところ士道の動きに問題はない。ただ──

「……ふむん？　どうしたのじゃ、琴里」

　するとそんな琴里の様子を不思議に思ったのか、右方に座った六喰が首を傾げてくる。琴里はちらとそちらに目をやると、チュッパチャプスの棒を揺らすのを止めた。

「いえ、令音の好感度数値なんだけど……」

　言いながら、再度モニタに視線を
戻
 もど

 す。

　士道と令音の映像が映し出された画面の
両
 りよう
 脇
 わき

 。そこには観測装置が読み取った様々な数値が表示されていたのだが──その中の一つ、令音の士道に対する好感度を示す数値が、あまり見たことのない形を
描
 えが

 いていたのである。

「なんて不思議な波形なんだろうと思って。今すぐにでも
封
 ふう
 印
 いん

 できそうなほど好意を
抱
 いだ

 いているのに、封印可能の反応が出ていない。感情値の方も
極
 きわ

 めて安定しているけれど……裏を返せば
突
 とつ
 出
 しゆつ

 した反応を示していない。──もどかしいわね。
喉
 のど
 元
 もと

 をくすぐられているみたいな感覚よ。
摑
 つか

 み所がないったらないわ」

　令音の
解
 かい
 析
 せき

 をしたのは当然これが初めてであったが、まさかこんな波形をしているとは。一体どこから
攻
 せ

 めればよいのか、見当も付かなかった。

　物事を
俯
 ふ
 瞰
 かん

 で見ているとでも言おうか、親愛を抱きながらも一歩
距
 きよ
 離
 り

 を置いている。
皆
 みな

 が
舞
 ぶ
 台
 たい

 に立っているのを、
袖
 そで

 から見ているかのような感情値。

　なんと言うのだろうか、それは──

「──母親、って感じ？」

「……！」

　そこで
響
 ひび

 いた二亜の言葉に、琴里は小さく眉の
端
 はし

 を揺らした。

「……なるほど、言い得て
妙
 みよう

 かもしれないわね」

　言いながら、
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作る。確かにそれは、子を
慈
 いつく

 しむ母を思わせるような波形をしていた。

　昨晩、士道から聞いた話を思い起こす。──澪。
全
 すべ

 ての精霊の生みの親にして、崇宮真士の
亡
 なき
 骸
 がら

 を吸収し、士道として産み直した精霊。それはまさに、母と呼ぶに
相応
 ふさわ

 しい存在なのかもしれなかった。

　ただしそれは──全てを受け入れ
抱
 だ

 き留める
慈
 じ
 母
 ぼ

 でありながら、子を
吞
 の

 み込み
破
 は
 滅
 めつ

 させる
太母
 グレートマザー

 であるが。

「……とはいっても」

　琴里は思考を
巡
 めぐ

 らせながらもう一度あごを
撫
 な

 でた。

　確かに令音と士道、そして精霊たちの関係は、母と子と呼んでもおかしくはない。

　だが、澪と真士は
恋
 こい
 仲
 なか

 であったという話である。普段ならまだしも、こうして一対一で対面していれば、少しくらいそういった反応が出てもよさそうなものだったが──

「目的を
成
 じよう
 就
 じゆ

 させるため、強固なマインドセットを
施
 ほどこ

 しているのか……それとも、あくまで真士と士道は別の存在と
認
 にん
 識
 しき

 しているのか──どちらにせよ、難物であることに変わりはないわね」

　
一
 いつ
 般
 ぱん

 道を
抜
 ぬ

 けたタクシーが高速道路に入るのを見ながら、琴里はペロリと
唇
 くちびる

 を
舐
 な

 めた。





　　　　◇





　天宮駅を出発してどれくらい
経
 た

 った
頃
 ころ

 だろうか。士道たちを乗せたタクシーは、高速道路を走り、山道を
越
 こ

 え、目的の場所へと
辿
 たど

 り着いた。

「こちらでよろしいですか？」

　運転手がバックミラー越しに士道の方を
一
 いち
 瞥
 べつ

 しながら確認してくる。士道はこくりと
首
 しゆ
 肯
 こう

 しながら、ポケットから
財
 さい
 布
 ふ

 を取り出した。

「はい、ありがとうございます」

　そして料金メーターを確認しながら、必要な
紙
 し
 幣
 へい

 を取り出す。と、そこで令音が
囁
 ささや

 くような声を上げてきた。

「……出そうか？　結構な金額だが」

「いえ、ここは俺が」

「……だが」

「いいんですよ。──少しは格好つけさせてください」

「……ん、そうか。なら任せよう」

　士道が笑いながら言うと、令音は
素
 す
 直
 なお

 に引き下がった。あまりしつこくすると、士道の
面子
 メンツ

 を
潰
 つぶ

 してしまうと考えてくれたのだろう。

　士道は手早く
支
 し
 払
 はら

 いを済ませると、先に車を降り、令音をエスコートするように手を差し伸べてみせた。

「足元、気を付けてください」

「……ああ、ありがとう」

　令音は士道の手を取って車を降りると、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 木々の間から差し込む陽光に目を細め──

　やがて、そこに
聳
 そび

 えるものを見て小さく目を見開いた。

「……ここは」

　そこにあったのは、
巨
 きよ
 大
 だい

 な建造物であった。歴史を感じさせる
壮
 そう
 麗
 れい

 な門構え。職人の技量が
窺
 うかが

 い知れる
瓦
 かわら

 屋根。入り口は広く、和服姿の女性たちや、
半
 はん
 纏
 てん

 を羽織った男性たちが、士道と令音を
出
 で
 迎
 むか

 えるように並んでいた。

「……旅館、かい？」

「はい」

　令音の問いかけに、力強い首肯で
以
 もつ

 て答える。

　そう。
此
 こ
 処
 こ

 こそが、一晩かけて皆で考え抜いた令音とのデート場所であったのだ。

　──皆の総意として、令音に必要なのは何よりも『
癒
 い

 やし』ではないか、という結論が導き出された。

〈フラクシナス〉内でもっとも働いているのは恐らく彼女であるし、
来
 らい
 禅
 ぜん

 高校の教師としての仕事もある。それを差し引いたとしても、彼女は三〇年もの間、一つの目的のために
邁
 まい
 進
 しん

 しているのだ。
如
 い
 何
 か

 に
精
 せい
 霊
 れい

 といえ、心身共に
疲
 つか

 れ果てていてもおかしくはない。実際令音の両目には立派な
隈
 くま

 が認められるし、常にどこか
眠
 ねむ

 たげな
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
漂
 ただよ

 わせていた。

　街の
喧
 けん
 騒
 そう

 を
離
 はな

 れ、温泉を始めとする様々なリラクゼーション設備で以て、令音の
溜
 た

 まりに溜まった
疲
 ひ
 労
 ろう

 と
倦
 けん
 怠
 たい

 を取り除く。もしそれができれば、
頑
 かたく

 なな心もおおらかになるのではないか──というのが、士道たちの主な
狙
 ねら

 いであった。

「…………
 」

　とはいえ無論、彼女の強固な決意と
覚
 かく
 悟
 ご

 が、たったそれだけで氷解するなどとは士道も思っていない。

　あくまでここは舞台装置。

　重要なのは──ここで士道が何をするかだった。

　と、士道がそんなことを考えていると、令音が旅館の外観を眺めながら、ふと言葉を
零
 こぼ

 した。

「……そういえば、今日のことは精霊たちには
内
 ない
 緒
 しよ

 だったね？」

「はい。二人だけの秘密です」

　士道は
即
 そく
 座
 ざ

 にそう返した。まあ、本当は知っているどころか、皆上空でこのデートの様子をモニタリングしているのだが。

　すると令音は「……ふむ」と
呟
 つぶや

 いたのち、ぽつりと零してきた。

「……そうか。なんだか、
不
 ふ
 倫
 りん

 旅行のようだね」

「ぶ……ッ!?

 」

　これはさすがに想定外だった。令音の言葉に思わず
咳
 せ

 き込む。

「……いや、すまない。ついね」

「い、いえ……」

　士道は
頰
 ほお

 を
痙
 けい
 攣
 れん

 させるように
苦
 く
 笑
 しよう

 した。……あくまでリラクゼーションが目的ではあるのだが、確かに言われてみれば、令音の感想もわからないではないロケーションだ。

　……令音と、不倫旅行。何やら
妖
 あや

 しげなその響きに、妙にドキドキしてしまう士道であった。

　とはいえいつまでもそうしてはいられない。気を取り直すようにコホンと
咳
 せき
 払
 ばら

 いをし、続ける。

「ま、まあとにかく。明日の戦いまでには帰れるよう、予定を組んであります」

　士道はそう言うと、令音の手を
握
 にぎ

 る手に軽く力を
込
 こ

 めた。

「だから今は──思いっきり、羽を
伸
 の

 ばしましょう」

「…………
 」

　令音は士道の目を見返すと、

「……そうだね。では、お言葉に甘えるとしよう」

　きゅっと、士道の手を握り返してきた。

「──！」

　士道の力ほど強くはない、しかしこちらへの
信
 しん
 頼
 らい

 と親愛がありありと伝わってくる
感
 かん
 触
 しよく

 。

　士道が令音に感じているものなのか、真士が澪に感じているものなのかはわからなかったが、士道は、思わず彼女を抱きしめたくなるような
愛
 いと

 おしさを覚えた。

　とはいえ、さすがにここでそんなことをするわけにはいかない。士道はどうにかその
衝
 しよう
 動
 どう

 を
抑
 おさ

 え込むと、令音の手を引いて旅館へと入っていった。

『いらっしゃいませ』

　
女将
 おかみ

 を始めとする旅館の従業員たちが、
恭
 うやうや

 しく礼をしてくる。士道はそれに
会
 え
 釈
 しやく

 で返すと、フロントで手続きを済ませ、仲居の案内に従って部屋へと歩いていった。

「大浴場は一階、各種
施
 し
 設
 せつ

 はこちらの案内をご覧ください。それでは、ごゆるりと」

　仲居が礼をして、部屋を去っていく。士道はそれを見送ったのち、部屋の内観を改めて見回した。

　二〇
畳
 じよう

 ほどの和室である。中央にしっかりした造りのテーブルと
座
 ざ
 椅
 い
 子
 す

 が置かれ、
行灯
 あんどん

 を思わせる形の間接照明や、花の生けられた
花
 か
 瓶
 びん

 が
飾
 かざ

 られている。

　障子に仕切られた部屋の奥には、
広
 ひろ
 縁
 えん

 ──いわゆる旅館の
謎
 なぞ

 のスペースである──が広がり、その先にはなんと、この部屋専用の小さな
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 までもが付いていた。

　高校生が取るにしては少々
豪
 ごう
 華
 か

 過ぎる部屋である。士道も実際に部屋を見るのはこれが初めてだったため、思わず
感
 かん
 嘆
 たん

 の声を上げてしまった。

「……ん、いい部屋だね」

「はは……そうですね」

　と、士道は笑いながら答えると、部屋に備え付けてあった旅館案内の冊子を手に取った。

　大浴場、
岩
 がん
 盤
 ばん
 浴
 よく

 、エステ、マッサージ……パラパラと
眺
 なが

 めるだけでも、さまざまな施設が館内にあることがわかる。

　まずは何から
試
 ため

 そうか──と思っていると、それに合わせるようにして、通信機から琴里の声が聞こえてきた。

『──士道、
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 が出たわ』









　士道たちのいる旅館の直上に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する〈フラクシナス〉のメインモニタに、再び三つの選択肢が表示される。


　①大浴場でゆったりひろびろ。



　②専用露天風呂でリラックス。



　③マッサージでリフレッシュ。


「総員──選択！」

　琴里の声に
応
 こた

 え、
艦
 かん
 橋
 きよう

 下段のクルーたちが
一
 いつ
 斉
 せい

 にコンソールを操作する。

　艦橋上段に座った精霊たちも、一瞬その選択肢に
戸
 と
 惑
 まど

 うような様子を見せはしたものの、すぐに気を取り直して選択を
完
 かん
 了
 りよう

 した。

　選び出された選択肢は──②。

「ふむ……②ね」

　琴里がチュッパチャプスの棒をピンと立てながら言うと、精霊たちが同意を示すようにうなずいてきた。

「……うむ。シドーが令音と二人で風呂に入るというのは……その、なんだ、もやもやしないでもないのだが、もしも私ならばそれが一番
嬉
 うれ

 しいと思うぞ」

「はい……いっぱいお話できた方がいいと思います……」

　十香や四糸乃が、どこか複雑そうな顔をしながらもそう言うと、折紙が無表情のまま、しかし
拳
 こぶし

 を小刻みに
震
 ふる

 わせながら声を発してきた。

「
邪
 じや
 魔
 ま

 が入らず、
狭
 せま

 い
浴
 よく
 槽
 そう

 で二人きり。理想的といっていい条件。
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。私は冷静。私は冷静。私は冷静」

「えっなんで三回も言ったの……」

　七罪が
戦
 せん
 慄
 りつ

 した様子で
肩
 かた

 を震わせると、折紙は機械のように
平
 へい
 坦
 たん

 な調子で言葉を続けた。

「問題ない。士道と二人きりでお風呂くらい私も経験がある。その程度のことで冷静さを欠く私ではない」

「な……っ、あれはおまえが待ち
伏
 ぶ

 せしていたのだろう！　すぐに私たちも入ったではないか！　それを言うなら私だってだな……！」

「ふっ──湯浴みのことならば我ら八舞は外せまいて」

「首肯。夕弦と耶俱矢で士道をサンドイッチしたのはいい思い出です」

「なっ、なんだと……!?
 」

　などと、艦橋がにわかにお風呂
自
 じ
 慢
 まん

 大会へと
変
 へん
 貌
 ぼう

 する。まあ一部──

「ですですぅ！　せっかく温泉宿に来たんですから
裸
 はだか

 のお付き合い！　そしてそれなら狭い方がいいですよー！　これっくらいの！　お風呂
桶
 おけ

 に！　だーりんと令音さんをちょっと
詰
 つ

 めて！　世界最高の幕の内弁当じゃないですかぁ！　残さずいただきますぅぅぅ！
 」

　と、一人盛り上がっている精霊もいたけれど。

「あーもう落ち着きなさいって」

　正直士道とのお風呂のことを言うのであれば、回数が最も多いのは妹である琴里に決まっているのだが、また話が
逸
 そ

 れそうなので
黙
 だま

 っておいた。

　話の流れはともかく、選択肢に関しては琴里の意見も同様である。さすがに
突
 とつ
 然
 ぜん

 混浴となると令音が
抵
 てい
 抗
 こう

 を覚える可能性もゼロではなかったが、念のため荷物の中には水着が用意してあったはずだった。

「──士道、②よ。その露天風呂を使いましょう」

『……
了
 りよう
 解
 かい

 』

　琴里の指示に、骨伝導式通信機でなければ聞き取れないくらいの声で士道が返事をしてきた。









〈フラクシナス〉から指示が下る。確かに
攻
 せ

 めた内容ではあるが──ここで
尻
 しり
 込
 ご

 みしていては何も進展するまい。もし士道が艦橋にいたとしても、同じ選択肢を選んだだろう。

　士道は激しいリズムを刻む心臓を
宥
 なだ

 めるように深呼吸をすると、令音の方を向いた。

「──令音さん。せっかくですから、昼食の前に、そこの露天風呂に入ってみませんか？」

「……ん？　ああ、そうだね。しかし、私は
着
 き
 替
 が

 えを持ってきていないのだが」

「大丈夫です」

　士道はぐっと親指を立てると、持参したキャリーバッグを開いてみせた。

　すると中から、小型のボストンバッグが二つ、顔を出す。

「……、これは」

「一つは俺の、もう一つは令音さんの荷物を用意しておきました。
諸
 もろ
 々
 もろ

 の
化
 け
 粧
 しよう

 品に、着替え、下着類、あと混浴用の水着も。サイズも合ってるはずなので──」

　と、そこまで言ったところで、士道は言葉を止めた。

　得意げに
披
 ひ
 露
 ろう

 してみせたはいいものの、今の自分の言動がなかなかの変態レベルを
誇
 ほこ

 っていると自覚してしまったのである。

「……ええと、誤解しないでください。マリアに事情を話して用意してもらったので、俺が直接選んだとか、サイズを調べたってことでは……」

「……ああ、そうは思っていないよ」

　令音はそう言うと、ふっと息を
吐
 つ

 いた。

「……にしても、マリアに
頼
 たの

 んだのかい？　小言を言われなかったかな」

「……ああ、はい。それはもうたっぷりと」

　士道は頰に
汗
 あせ

 を垂らしながら苦笑した。……実際、それに関しては
噓
 うそ

 でも
偽
 いつわ

 りでもなかった。

「……さて、では入ろうか。タオルは備え付けのものを使えばいいのかな。温泉は久々だから楽しみだよ」

　言って、令音がおもむろに服を
脱
 ぬ

 ぎ始める。

　なんの
躊躇
 ためら

 いもないその行動に、士道は思わず「わっ！」と目を
剝
 む

 いた。

「れ、令音さん。ちょっと待ってください。俺向こうに行きますから……！」

「……ん？　別に構わないが……」

　令音はキョトンとしていたが、さすがにそういうわけにはいかなかった。士道は自分の荷物が入ったボストンバッグを
摑
 つか

 むと、広縁の方に歩いていき、障子をぴしゃりと閉じた。

『今から
一
 いつ
 緒
 しよ

 にお風呂入ろうっていうのに、何照れてるのよ』

「いやいや、一緒にって言ったって水着着用だろ……さすがに脱いでるところにいるわけにはいかないって」

　士道は汗を
拭
 ぬぐ

 いながら琴里の声に応えると、バッグの中から水着を取り出し、手早く着替えを済ませた。……自律カメラが映像を
撮
 と

 っているはずなので、一応、
腰
 こし

 にタオルを巻きながら。

　するとすぐに、障子の向こうから令音の声が聞こえてくる。

「……シン、開けてもいいかい？」

「あ、はい。どうぞ」

　露天風呂に入るためには、士道のいる広縁を通らねばならない。士道は
畳
 たた

 んだ服を
椅
 い
 子
 す

 の上に置きながらそう返した。

　するとそれに応じるように障子戸がすす……と開いていき──

「──んな……ッ!?

 」

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道は目をまん丸に見開き、息を詰まらせた。

　だがそれも無理からぬことではあった。何しろ障子の向こうに立っていたのは、小さなタオル一枚のみを持った、一糸
纏
 まと

 わぬ姿の令音であったのだから。

　先ほどまでワンピースとコートに
覆
 おお

 い
隠
 かく

 されていた令音の白い
肌
 はだ

 が、
惜
 お

 しげもなく外気に
晒
 さら

 されている。視線を
介
 かい

 してその感触さえも伝えるかのような
肌
 き
 理
 め

 の細かさ。なだらかな、しかし
減
 め

 り
張
 は

 りのきいた
身体
 からだ

 のライン。

　美しい。あまりに美しい
裸
 ら
 身
 しん

 であった。興奮や
煽
 せん
 情
 じよう

 とかといった感覚よりも先に、
畏
 い
 敬
 けい

 や
神
 こう
 々
 ごう

 しさを覚えてしまうほどに。

　……まあ無論、あくまでそれらが先に来るというだけで、興奮や煽情を覚えないというわけではないのだが。実際、
縛
 いまし

 めから解き放たれた暴力的なその胸部は、
硬
 こう
 直
 ちよく

 する士道の視線を
捕
 と

 らえて放さなかった。

「……っ」

　士道は声を上げるのも目を
瞑
 つぶ

 るのも忘れ、しばしの間その
艶
 あで
 姿
 すがた

 に見入ってしまった。









「な……」

「こ、これは!?
 」

　──艦橋が
騒
 そう
 然
 ぜん

 となる。

　理由は単純。障子戸が開こうとした瞬間、まるで電源でも落ちたかのように、モニタがブラックアウトしたからである。

　とはいえ、〈フラクシナス〉が故障してしまったとか、何らかのトラブルで電波が
途
 と
 絶
 だ

 えてしまったということはないようだった。それを示すように、
他
 ほか

 の機器は正常
稼
 か
 働
 どう

 しているし、スピーカーからは変わらず音声が流れ続けていた。

『れ、令音サン……？』

『……なんだい、シン』

『あの……荷物に水着、入ってませんでした……？』

『……ん？　どうだったかな。なに、二人しかいないんだ。別に構わないだろう？』

『い、いや、あの……』

「……!?
 」

　艦橋に
響
 ひび

 く士道と令音の会話に、居並んだ男性クルーたちがざわ……っと色めき立った。

「し、司令！」

「村雨
解
 かい
 析
 せき
 官
 かん

 のはだ……いえ、重要な
攻
 こう
 略
 りやく

 画面が見えません！」

「今すぐ復旧を！」

　
川
 かわ
 越
 ごえ

 、
幹
 みき
 本
 もと

 、
中
 なか
 津
 つ
 川
 がわ

 が
揃
 そろ

 って声を上げてくる。あまり
巨
 きよ
 乳
 にゆう

 に興味のない
神
 かん
 無
 な
 月
 づき

 は男性
陣
 じん

 の中で一人平然としていたが、その代わりと言わんばかりに、美九が「きゃー!?
 　なんでですかぁ!?
 　何もしてないのに
壊
 こわ

 れましたぁ！」と悲鳴じみた声を上げ、パーソナルモニタの裏を
覗
 のぞ

 き込もうとしていた。無論、そんなことをしても意味はないのだが。

「──マリア？」

　琴里がそれらの声を無視しながら言うと、それに
応
 こた

 えるようにスピーカーからマリアの声が響いてきた。

『はい。我々の目的は
精
 せい
 霊
 れい

 をデレさせることですので。霊力を
封
 ふう
 印
 いん

 したのち、令音が知って不快に思う可能性は
潰
 つぶ

 しておいた方が
賢
 けん
 明
 めい

 かと』

「適切なご
配
 はい
 慮
 りよ

 痛み入るわ」

　相変わらず気の回るＡＩである。琴里は小さく肩をすくめながらそう返した。──ちなみに琴里のパーソナルモニタには、変わらず画面が表示され続けている。何の
躊躇
 ためら

 いもなく晒された令音の裸体は、同性である琴里をして息を
吞
 の

 んでしまうほどに美しかった。……なるほど、これは目に毒である。

「しかし！」

「二人の
状
 じよう
 況
 きよう

 が音声でしかわからないのでは！」

「判断に
狂
 くる

 いが生じる
恐
 おそ

 れが！」

　男性クルーたちが
諦
 あきら

 めず食い下がってくる。すると、そんな反応も織り込み済みというようにマリアが答えた。

『ご安心ください』

　次の瞬間、メインモニタ
及
 およ

 び、琴里以外のパーソナルモニタに再び光が
灯
 とも

 る。

　一瞬、男性クルー、ついでに美九の顔がパァッと明るくなるが……すぐにその
頰
 ほお

 は引きつることとなった。

　理由は単純。そこに映し出されたのは本来の映像ではなく、二人の動きをトレースした、人型ＣＧの映像だったのである。ちなみにもちろん、服は着ている。

『これで二人の動きは
把
 は
 握
 あく

 できるはずです。引き続き攻略をお願いします』

『…………………………
 はい』

　なんだかもの
凄
 すご

 くテンションの下がった男性クルーたちが、
肩
 かた

 を落としながらうなずく。

　琴里はやれやれとその光景を見てから、
未
 いま

 だ令音の前であわあわと
焦
 あせ

 る士道に助言をするため、マイクを引き寄せた。









「え、ええと……」

　士道が顔を真っ赤にしながらしどろもどろになっていると、そこで通信機から琴里の声が響いた。

『──
怯
 ひる

 んじゃ
駄
 だ
 目
 め

 よ、士道。そんなことで令音をデレさせられると思ってるの？』

「……っ！
 」

　言われて、士道はハッと肩を
揺
 ゆ

 らした。

　確かにその通りである。士道の
双
 そう
 肩
 けん

 には、精霊たちの未来がかかっているのだ。こんなところで
恥
 は

 ずかしがっているわけにはいかなかった。

「──そうですね。二人ですしね」

　士道は
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めると、手にしていたタオルをバサッと
翻
 ひるがえ

 し、身体の前に垂らした状態で、一気に水着を脱ぎ去った。

　何やら通信機からガタッという音と、『琴里、やはりＣＧでは不十分なのでは？　映像の開示を要求する』といった声が聞こえてきた気がしたが、士道はとりあえず無視しておくことにした。

「じゃあ、入りましょうか」

「……ああ」

　士道と令音はうなずき合うと、そのまま部屋の外に出た。ガラス戸に
遮
 さえぎ

 られていた冬の寒気が、全身を包み込む。

　
風
 ふ
 呂
 ろ
 桶
 おけ

 で簡単にかけ湯をしてから湯船に
浸
 つ

 かると、温かい湯が冷えた身体にじわりと
染
 し

 み
渡
 わた

 ってきた。

「あー……」

「……ふむ、いい湯だね。それに景色もいい」

「そうですね。雪も残ってて……ッ!?

 」

　士道は令音の言葉に同意を示しながら辺りの景色を
眺
 なが

 めようとし──そこでげふんげふんと
咳
 せ

 き込んだ。

　理由は単純なもので、景色よりも先に、令音の
乳
 ち
 房
 ぶさ

 が湯船にぷかぷかと
浮
 う

 いているのを
目
 もく
 撃
 げき

 してしまったからである。

　士道の視線と反応でそれに気づいたのだろう。令音がゆっくりと視線を下にやり、また上に
戻
 もど

 す。

「……ああ、すまないね。どうも浮いてしまうんだ」

「いえ……結構なお
点
 て
 前
 まえ

 で」

　自分でも何を言っているのかわからなかったし何をしているのかもわからなかったが、士道はとてもありがたいものを目にした気がして、とりあえず手を合わせて拝んでおいた。まあ、すぐに琴里の『うおっほん！』というわざとらしい
咳
 せき
 払
 ばら

 いが聞こえてきて、居住まいを正すことにはなったが。

　ともあれ、
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 に二人きりである。聞こえてくるのは、
浴
 よく
 槽
 そう

 に注がれ続ける湯の音と木々のざわめきくらいのもので、
静
 せい
 寂
 じやく

 といっても差し支えない。二人の間を
隔
 へだ

 てるのは
透
 とう
 明
 めい

 な湯のみ。二人の
距
 きよ
 離
 り

 を縮めるのにこれほど適したロケーションはそうあるまい。まあ、そもそもある程度親密でなければ、二人で温泉になど浸かるまいが。

　士道は
動
 どう
 悸
 き

 を
抑
 おさ

 えながら、努めて何気ない
素
 そ
 振
 ぶ

 りで話を始めた。

「──そういえば令音さんって、いつ
頃
 ごろ

 から〈ラタトスク〉にいるんですか？」

「……ああ、そうだね。今から五、六年ほど前になるかな。琴里が司令官に着任したのとだいたい同じくらいだよ」

「そっか。……なんか、ありがとうございます」

「……何がだい？」

　士道が言うと、令音が不思議そうに首を
傾
 かし

 げてきた。

「いや、琴里をずっと支えてくれていたわけですし。あの頃──琴里、大変だったと思うんで」

　それは、
偽
 いつわ

 らざる士道の本心であった。琴里が〈ラタトスク〉に
見
 み
 出
 いだ

 されたのは、琴里が精霊化してしまった直後である。そんなとき、
頼
 たよ

 れる存在ができたというのは大きかったろう。

　……まあ、そもそも琴里を精霊にしてしまったのが他ならぬ澪であるのだから、話はそう単純ではなかったが。

「……大したことはしていないさ。私などいなくても、きっと彼女はいい司令官になっただろう」

「まあ、琴里が
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 って点については否定しませんけど」

　士道が
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすように笑いながら言うと、通信機の向こうから小さく
噎
 む

 せるような音が聞こえてきた。

「その前は一体何を？」

「……その前、かい。
妙
 みよう

 なことを聞きたがるんだね」

　士道の質問に、令音がちゃぷ、という小さな水音を
伴
 ともな

 って、ぼうっとした視線を向けてくる。

　士道はその視線から
逃
 のが

 れることなく、答えた。

「──はい。もっと知りたいんです。令音さんのこと。俺、よく考えたら令音さんのこと、全然知らないから」

「…………
 」

　令音は、士道の言葉に数秒の間無言になったのち、ほうと息を
吐
 つ

 いてきた。

「……別に、
面
 おも
 白
 しろ

 いことは何もないよ？」

「いいんです。それでも」

　士道が力強くうなずきながら答えると、令音は目を
伏
 ふ

 せながら続けてきた。

「……その前は、
普
 ふ
 通
 つう

 に学生さ。別に特筆すべきこともないが──ある日〈ラタトスク〉からスカウトを受けてね。どうも、私が書いた空間震に関する論文が、〈ラタトスク〉上層部の目に留まったらしい」

「いや、その時点で普通じゃない気が……ていうか学生って、大学ですか？　まさか高校の話じゃないですよね？　そもそも令音さんって今……」

「……女性に
歳
 とし

 を
尋
 たず

 ねるのは野暮というものだよ」

　令音が人差し指を口元に当てながら言ってくる。そう言われてしまっては、それ以上
追
 つい
 及
 きゆう

 もできない。士道は
苦
 く
 笑
 しよう

 しながら肩をすくめた。

　まあ、精霊である以上、
実
 じつ
 年
 ねん
 齢
 れい

 にさしたる意味がないことは士道も承知している。

　とはいえ今語った令音の昔話が、まったくの出任せでないこともまた、士道にはなんとなくわかっていた。

　令音は頭のいい精霊だ。〈ラタトスク〉に入るために、
偽
 にせ

 の経歴を用意するくらいはするだろう。きっと
詳
 しよう
 細
 さい

 な調査にも
耐
 た

 えうるよう、
戸
 こ
 籍
 せき

 を用意し、実際に学生生活を送っていたに
違
 ちが

 いない。

　
全
 すべ

 ては、無関係な人間として士道と再び出会うために。

　そして、その
側
 そば

 で、真士の
覚
 かく
 醒
 せい

 を待ち続けるために。

　──『村雨令音』としての新たな人生を、作り上げたのだ。

「…………
 」

　その悲痛に過ぎる覚悟に、胸が痛む。士道の中の真士の
記
 き
 憶
 おく

 が
叫
 さけ

 びを上げる。

　自分が死んでしまったあとの澪の
悲
 ひ
 愴
 そう

 。そして歩んだ道程。それらを思うと、思わず目から
涙
 なみだ

 が
零
 こぼ

 れそうになってしまう。士道はそれを
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すように、ぱしゃんと顔に湯をかけた。

「……シン？」

「……、もっと聞きたいです。令音さんの──昔の話。教えてくれませんか？」

「……それは、構わないが」

　士道がぎこちない
笑
 え

 みを浮かべながら問うと、令音は不思議そうな顔をしながらも、
滔
 とう
 々
 とう

 と語り始めた。

　幼い頃両親と死別したこと。少ないながらも仲のよい友だちと過ごしたこと。学生時代は科学部に所属していたこと。常に
寝
 ね
 不
 ぶ
 足
 そく

 で青白い顔をしていたものだから、昔のあだ名が
吸
 きゆう
 血
 けつ
 鬼
 き

 だったこと──

　多少の冗談や
誇
 こ
 張
 ちよう

 も
含
 ふく

 まれてはいたものの、それは
紛
 まぎ

 れもなく、『崇宮澪』ではない人間の歴史であった。

「……と、まあ、そんなところさ。──
退
 たい
 屈
 くつ

 な話だろう？」

「いえ……そんなことはないです。そんなこと……ありません」

　士道はふるふると首を横に
振
 ふ

 った。

　そう。退屈だなんてことは、少しもなかった。むしろもっと、もっと彼女の人生の話を聞きたかった。

　特に──一つ。令音の話には、重要な点が
抜
 ぬ

 け落ちていた。

「もう一つだけ……いいですか？」

「……ん、なんだい？」

　令音が先を
促
 うなが

 すように言ってくる。士道は令音の目を見つめながら続けた。

「令音さんは──好きな人とか、いたんですか？」

「…………
 」

　士道の問いに、令音はしばしの間口を
噤
 つぐ

 んだ。

　表情の変化こそ少なかったが、今までと少し様子が異なることがわかる。

　けれどそんな
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 も、時間にすれば数秒のことだった。すぐに先ほどまでの調子に戻って、言葉を続けてくる。

「……あいにく
色
 いろ
 恋
 こい
 沙
 ざ
 汰
 た

 にはとんと
縁
 えん

 がなくてね。ただ──」

　令音は
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いたのち、ふっと顔を上げた。

「……そうだね。一人だけ、いたよ」

「────っ
 」

　令音の言葉に、士道は小さく息を
詰
 つ

 まらせた。

『一人だけ』。その言葉が、『令音』として愛した
誰
 だれ

 かではなく──真士を示しているのだと、容易に理解できてしまったのである。

　自分の死後も澪を
縛
 しば

 り続けてしまったのだという
悔
 かい
 恨
 こん

 と、ずっと自分を
想
 おも

 い続けてくれていたのだという複雑な
歓
 かん
 喜
 き

 が、士道の頭の中で
渦
 うず

 を巻く。

　士道はそんな真士の記憶をどうにか抑え込みながら、
震
 ふる

 える声を上げた。

「それって、一体──」

「…………
 」

　と。

　そこで士道の言葉を遮るように、令音が指を一本、士道の
唇
 くちびる

 に押し当ててきた。

「へ……っ？
 」

「……先ほどから私ばかり話しているのはフェアじゃあないな。少し、君の話も聞かせてくれないか？」

「え……は、はあ」

　気勢を
削
 そ

 がれた士道は、目を丸くしながら間の抜けた声を上げた。

　なんだか
上
 う
 手
 ま

 くいなされた気がしないでもないが……確かに先ほどから士道が質問をしてばかりだった。令音の言うことももっともである。そう考えて、士道はそれに応ずるように首を前に
倒
 たお

 した。

「って言っても……俺のことなんて、大体〈ラタトスク〉が調べてるでしょう？」

　
乾
 かわ

 いた笑みを浮かべながら
肩
 かた

 をすくめる。そう。士道が知らぬ間に、士道の情報は〈ラタトスク〉によって調査され
尽
 つ

 くしていたのだ。もはや士道の辞書にプライバシーという言葉はない。仮にあったとしてもその
項
 こう
 目
 もく

 には「フリー素材の意」と記されているに違いなかった。
恐
 おそ

 らく士道自身が知らないことさえ、〈フラクシナス〉のデータベースの中には存在するだろう。

　だが、令音はゆっくりと首を横に振ってみせた。

「……それはあくまで文字の
羅
 ら
 列
 れつ

 、外面的な事実のみさ」

　事実ならばそれで十分なのでは……と思わなくもなかったが、どうやら令音にとっては違うらしかった。静かな口調のまま続けてくる。

「……私も前から、君の昔の話を聞いてみたかったんだ」

「昔の話……ですか？」

「……ああ。君は──
五
 いつ
 河
 か

 家に引き取られる前のことを覚えているかい？」

「…………！
 」

　言われて、士道は
微
 かす

 かに
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、士道が真士の記憶を保有しているのを
悟
 さと

 られたのではと思う。

　だが令音の様子を見るに、そういった質問をしているのでないことはすぐに知れた。
純
 じゆん
 粋
 すい

 な興味と
好
 こう
 奇
 き
 心
 しん

 、あとは微かな不安感のようなものをその
双
 そう
 眸
 ぼう

 から
滲
 にじ

 ませながら、士道を見つめてくる。

「…………
 」

　だから士道は、真士としての記憶を
一
 いつ
 旦
 たん

 無視し、士道として覚えている
範
 はん
 囲
 い

 でそれに答えた。

「……正直、あんまりはっきりとした記憶はないですね。覚えてるのは、温かい手に
抱
 だ

 かれる感覚と……その手が、どこかへ行ってしまうような
喪
 そう
 失
 しつ
 感
 かん

 ……ですかね。きっとそれが……俺の母親だったんだと思います」

「…………
 」

　士道が
偽
 いつわ

 りなく答えると、令音は
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の間無言になってから続けてきた。

「……君は、自分を捨てた母親を
恨
 うら

 んでいるかい？」

「え……？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の問いに、目を丸くする。

　だが、もしかしたらその疑問は、当然のことなのかもしれなかった。

　五河士道という人間は、崇宮真士を元に、
精
 せい
 霊
 れい

 の力を
付
 ふ
 与
 よ

 され、産み直された存在である。つまりこの場合の母親とは、
他
 ほか

 ならぬ令音に当たるのだ。無論──令音自身は、士道がその事実に気づいているなど知る
由
 よし

 もないが。

　士道は一七年に
及
 およ

 ぶ
己
 おのれ

 の──五河士道の人生を思い返しながら、言葉を発した。

「恨んでなんて……いませんよ」

「……ほう。そうなのかい？」

　士道の答えに、令音がそう返してくる。その
声
 こわ
 音
 ね

 には興味深げな調子とともに、どこか
安
 あん
 堵
 ど

 したような色が聞き取れたような気がした。

「……はい。確かに今の家に引き取られたばかりのときは、泣いてばかりいた気がします。でもそれは、それだけ母親が好きだったから……なんじゃないかって思います。それに……覚えてるんです。俺を抱く手が、どんなに
優
 やさ

 しかったかを」

「…………
 」

「──きっと何か、事情があったんだと思います。捨てたくて捨てたはず、ありません。そんな人を……恨んだりなんか、できませんよ」

「…………
 そうか」

　令音は、そんな士道の言葉を
嚙
 か

 みしめるかのように目を伏せた。

　士道は「……まあ」と付け加えるように
頰
 ほお

 をかいた。

「できることなら、もう一度抱いてくれたらと……思わなくはないですけどね。……こんな歳になっておかしな話かもしれませんけど」

「……ふむ」

　令音は小さくうなるように言うと、しばしの間思案するようにあごに手を当てたのち、ちょいちょい、と士道に手招きをしてきた。

「……おいで、シン」

「………………
 へ？」

　突然の
誘
 さそ

 いに士道が
困
 こん
 惑
 わく

 していると、令音は士道の手をぐいと引っ張り、自分の元に引き寄せた。

　そしてそのまま、士道の背中に
覆
 おお

 い
被
 かぶ

 さるように手を回し、ぎゅうと抱きしめる。

「……よし、よし」

　士道の背に、
柔
 やわ

 らかな
感
 かん
 触
 しよく

 が二つ、押しつけられる。士道は顔を真っ赤にしながら
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 った。

「ちょ……令音さん!?
 」

「……何もおかしくはないさ。少しくらいいいじゃあないか。──私では代わりにならないかもしれないけれどね」

「令音さん……」

　士道は令音の名を呼ぶと、
強
 こわ

 ばっていた
身体
 からだ

 から力を抜いた。

　温かな湯と、優しい
抱
 ほう
 擁
 よう

 が身体を包む。その感触は、まさしく士道の遠い記憶の中にあるものと
相
 そう
 違
 い

 なかった──ような、気がした。

「…………
 」

　
微睡
 まどろ

 むような感覚の中、士道は小さく唇を嚙んだ。

　やはり──そうなのだ。

　未来の世界で聞いた澪の言葉が、頭の中に
甦
 よみがえ

 る。

　令音と過ごした一〇ヶ月間の
記
 き
 憶
 おく

 が、
脳
 のう
 裏
 り

 を
過
 よ

 ぎっていく。

　──澪は、
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 な
虐
 ぎやく
 殺
 さつ

 者でもなければ、
狂
 くる

 った
殺
 さつ
 戮
 りく

 者でもない。

　士道を思いやり、精霊たちを
慈
 いつく

 しみ、自らが
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にしてきた人々を
悼
 いた

 む心を持っている。彼女の所作は、言葉は、声音は、
全
 すべ

 てが優しさと
慈
 じ
 愛
 あい

 に
充
 み

 ち満ちていた。

　ただ──真士と再び出会う。その目的を達するために、あらゆる犠牲を
厭
 いと

 わないと決めてしまっただけなのだ。

　
嗚
 あ
 呼
 あ

 、なんて──悲しい。

　彼女の
悲
 ひ
 愴
 そう

 なる
覚
 かく
 悟
 ご

 を、彼女の歩んだ
修
 しゆ
 羅
 ら

 の道を思うと、士道は胸が張り
裂
 さ

 けるような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚えてしまうのだった。

「────
 」

　けれど──いや、だからこそ。

　もしも彼女を止められる可能性があるとしたら──それ
 に
賭
 か

 けるしかない。

　士道は、自分を抱きしめる令音の手を
握
 にぎ

 りながら、声を発した。

「──令音さん」

「……ん、なんだい、シン」

　令音が、耳元で
囁
 ささや

 くように問うてくる。

　士道は意を決して、言葉を続けた。

「あとで……見せたいものがあるんです。付き合ってくれますか？」

「……？」

　令音は不思議そうな顔をしながらも──もちろん、とうなずいた。
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欧
 おう
 州
 しゆう
 企
 き
 業
 ぎよう

 の時価総額を上から順に並べれば、年によって
微
 び
 妙
 みよう

 な変動こそあれど、ＤＥＭ社が両手の指で数えられないことはまずあり得ない。

　ＤＥＭ──デウス・エクス・マキナ・インダストリー。

　兵器製造を始めとし、航空機、車両、
船
 せん
 舶
 ぱく

 、宇宙開発、半導体、電子機器、
繊
 せん
 維
 い

 業や旅行代理店に至るまで、関連企業と展開事業は
幅
 はば
 広
 ひろ

 く、欧州諸国に住む人々の半数以上が、何らかの形でその
恩
 おん
 恵
 けい

 に
与
 あずか

 っているとさえ言われている。

　けれどそれさえも、ＤＥＭの裏の業績──
顕現装置
 リアライザ

 及びそれに
付
 ふ
 随
 ずい

 するＣＲ‐ユニットの開発、製造を
考
 こう
 慮
 りよ

 に入れていない数字であり、いわば氷山の一角に過ぎなかった。

　小国程度であれば丸ごと買い上げられてしまうほどの財と、それを実行することのできる力を備えた民間企業。まさしくその名の通り、
圧
 あつ
 倒
 とう

 的
暴
 ぼう
 威
 い

 を
振
 ふ

 るう
鈍
 にび
 色
 いろ

 の
巨
 きよ
 人
 じん

 。それが、
魔術師
 メイガス

 アイザック・ウェストコットが築き上げた城であった。

　──そんな巨大組織の有する
施
 し
 設
 せつ

 の一角。名目上は航空機の格納庫とされている場所で、ＤＥＭ第二
執
 しつ
 行
 こう
 部
 ぶ

 部長エレン・メイザースは、ＤＥＭ製のスーツを身に
纏
 まと

 い、ＤＥＭ製のドリンクボトルを手にしながら、ＤＥＭ製の空中
艦
 かん

 を見上げていた。

　ＤＳＳ‐０６３〈レメゲトン〉。来たる〈ラタトスク〉との決戦において
旗
 き
 艦
 かん

 を務める、ＤＥＭの新造艦である。

　やや無骨なそのシルエットは、エレンの好みからは少し外れていたが──それは今さほど重要ではなかった。この艦に求められるのは
流
 りゆう
 麗
 れい

 な美しさではなく、腹中に抱くウェストコットを守り切る
頑
 がん
 強
 きよう

 さ、そして〈ラタトスク〉の艦を空の
塵
 ちり

 と化す暴の力なのだから。

　嗚呼──だが、
駄
 だ
 目
 め

 だ。エレンはふっと目を細めながら
拳
 こぶし

 を握りしめた。

〈ラタトスク〉も、ＤＥＭが総力を
以
 もつ

 て
襲
 しゆう
 撃
 げき

 してくることを知っている。

　ならば
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、あの男
 も出てくるはずだった。

「…………
 」

〈ラタトスク〉意思決定機関、
円
 ラ
 卓
 ウ
 会
 ン
 議
 ズ

 議長エリオット・ウッドマン。あの男だけは、この手で片を付けねば気が済まない。

　そう。かつての
同
 どう
 胞
 ほう

 でありながら、エレンたちを裏切ったあの男だけは──

「……っ」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、エレンはじわりと視界が滲むのを感じて、スーツの
袖
 そで

 で目元を
拭
 ぬぐ

 った。

　ようやく
復
 ふく
 讐
 しゆう

 を果たすことができるとわかって感
極
 きわ

 まったのか、それとも集中しすぎて
瞬
 まばた

 きを忘れてしまったのか。理由は自分でもよくわからなかったが、こんな場面を部下に見られたなら、あらぬ誤解を受けてしまう。エレンは小さく頭を振ると、手にしていたドリンクボトルを口に
触
 ふ

 れさせ、中に入っていたスポーツドリンクを一気に
呷
 あお

 った。

「──エレン」

　と。

　そこで不意に名を呼ばれて、エレンはボトルを口から
離
 はな

 したのち、振り返った。

　一瞬、空中艦の整備工か
魔術師
 ウイザード

 かとも思ったが──
違
 ちが

 う。ファーストネームでエレンを呼ぶ者は、ＤＥＭの社内に二人しかいなかった。一人は、
同
 どう
 僚
 りよう

 であるアルテミシア・アシュクロフト。そしてもう一人は──

「アイク」

　声の主の姿を認めて、エレンはその名を呼んだ。

　そこにいたのは、一人の男だった。
錆
 さ

 び付いたような色を映す
双
 そう
 眸
 ぼう

 に、打ち
棄
 す

 てられた金属を思わせる、くすんだアッシュブロンド。経年、老い、
繁
 はん
 栄
 えい

 の先の
終
 しゆう
 焉
 えん

 ──
漠
 ばく
 然
 ぜん

 とではあるが、見る者にそんなイメージを想起させる男であった。

　アイザック・ウェストコット。
秘
 ひ
 奥
 おう

 を受け
継
 つ

 ぐ
魔術師
 メイガス

 の血族にして、ＤＥＭインダストリーを一代で築き上げた
傑
 けつ
 物
 ぶつ

 である。

「どうしたのですか、こんなところで」

　問いながらも、エレンはウェストコットが格納庫を
訪
 おとず

 れた理由に、何となく当たりが付いていた。

〈ラタトスク〉との決戦を明日に
控
 ひか

 え、社長室で
踏
 ふ

 ん
反
 ぞ

 り返っているのが
耐
 た

 えられなくなり、自分が乗り込む艦を見に来たのだろう。彼は昔から
好
 こう
 奇
 き
 心
 しん

 が
旺
 おう
 盛
 せい

 であった。今や世界に名だたる実業家であるウェストコットだが、そういうところは変わっていないらしい。

　だが──ウェストコットが次いで発した言葉は、エレンの予想とも異なるものだった。

「──準備したまえ、エレン。すぐにだ」

　どこか興奮したような様子で、ウェストコットが言ってくる。エレンは困惑するように
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

「準備、ですか？」

「ああ、そうだ。
状
 じよう
 況
 きよう

 が変わった。いや──
奇
 き
 妙
 みよう

 な言い方になるが、どうやらこれから変わる
 ようだ」

　ウェストコットは、はしゃぐ子供のような調子で続けた。

「ふ、はは、ははははは。こんなことになると一体
誰
 だれ

 が思う？　まったく、私は本当に幸運だ。初めて私が手にした
魔
 ま
 王
 おう

 が〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉であることを、ここまで運命的だと思ったことはない」

「アイク……？　何を言っているのですか？　それに、準備とは？」

　エレンが問うと、ウェストコットは
薄
 うす

 い
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべながら答えた。

「
魔
 ま
 力
 りよく
 炉
 ろ

 さ。あとは集積
呪
 じゆ
 符
 ふ

 も
欲
 ほ

 しいな」

「……っ!?

 」

　ウェストコットの言葉に、エレンは思わず息を
詰
 つ

 まらせた。

　だがそれも無理からぬことではあった。何しろウェストコットが言ったものは全て、とある術式を行うのに使用するものだったからだ。

「どういうことですか、アイク。一体何があったというのですか」

　困惑を声に乗せてエレンが言うと、ウェストコットは笑みを
崩
 くず

 さぬまま続けてきた。

「あった
 、ではなく、これからある
 のさ。

　──さあ、エレン。我々もひとつ、未来を変えようじゃあないか」
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「やー……俺ああいう本格的なマッサージって初めてだったんですけど、気持ちいいもんですね」

「……ああ、そうだね。
肩
 かた

 の
凝
 こ

 りが軽くなった気がするよ。それに、宿の近くで売っていた酒まんじゅうもなかなかの味だった。
蒸
 む

 し立てというのはああも違うものなんだね」

「ですよね！　十香たちに買っていってあげたら喜びそうです」

「……ふ、今日のことは
精
 せい
 霊
 れい

 たちには秘密ではなかったのかな？」

「あ……そうでした」

　令音の言葉に、士道があははと
苦
 く
 笑
 しよう

 し──そこで何かに気づいたように「あ」と続けてきた。

「令音さん、そこ段差がありますんで気を付けてください」

「……ん、すまないね」

　士道の言葉に従い、令音は足を気持ち大きく上げると、地面を確かめるように踏みしめてから歩みを再開した。

　
普
 ふ
 段
 だん

 ならばしない、やや
慎
 しん
 重
 ちよう

 に過ぎる足取り。だがそれも当然ではあった。

　なぜなら令音は今、固く目を
瞑
 つぶ

 ったまま、士道に手を引かれて外の道を歩いていたのだから。

　そう。部屋に備え付けられた
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 のあと、館内の様々なリラクゼーション施設を楽しんだのち、令音は士道に「見せたいもの」とやらの場所へと案内されていたのである。

「……にしても、見せたいものとは何だい？　
随
 ずい
 分
 ぶん

 宿から歩いたようだが」

「それは見てのお楽しみです。でも……きっと気に入ると思いますよ」

「……ふむ、ならば楽しみにしておこう」

　小さくうなずきながらそう答えて、士道の手を
頼
 たよ

 りに歩いていく。

　その感覚に、令音は奇妙な
感
 かん
 慨
 がい

 を覚えていた。

　見せたいものがあるから、しばらく目を瞑っていて欲しい──そのお願いは、三〇年前、初めてのデートの際、澪が真士にされたのと同じものだったのだ。

　真士の記憶が士道の人格に
影
 えい
 響
 きよう

 を
与
 あた

 えているのか。それとも、士道もまた真士である以上、似たような発想をするということなのか。士道にそのお願いをされたとき、表情にこそ出さなかったものの、令音は大層
驚
 おどろ

 いてしまった。

　思えば──今日は驚くことが多い日である。

　深夜、士道にデートに
誘
 さそ

 われたことに
端
 たん

 を発する今日の出来事を思い返しながら、令音はふとそんなことを考えた。

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 デートに誘われたことはもちろんだが、その行き先が旅館であったのも予想外であったし、士道が令音の過去の話を知りたがったことにも驚いた。

　何か士道に心境の変化でもあったのだろうか。それとも、ＤＥＭとの総力戦を前にして、
常
 つね
 日
 ひ
 頃
 ごろ

 から
抱
 いだ

 いていた
欲
 よつ
 求
 きゆう

 や疑問を解消したいと思い立ったのだろうか。

　もし前者であったなら、士道の中に
眠
 ねむ

 る真士の
記
 き
 憶
 おく

 が遠因となっている可能性がある。

　
既
 すで

 に士道は、その身の中に多くの
霊結晶
 セフイラ

 を宿している。残すはアイザック・ウェストコットに
奪
 うば

 われた二亜の
霊結晶
 セフイラ

 と、
時
 とき
 崎
 さき
 狂
 くる
 三
 み

 が持つもののみだ。実際、以前士道が
霊
 れい
 力
 りよく

 を暴走させてしまった際、
数
 すう
 瞬
 しゆん

 とはいえ真士の記憶が表層に現れたことがあった。

　もしそうであったなら理由は単純なものだ。澪が真士を忘れることがないように、真士が澪に
惹
 ひ

 かれないはずはない。この結果は当然のものといえた。

　だが、もしそうでなかった場合。

　つまりは後者──士道が以前から村雨令音に何らかの興味を抱いていたとしたなら、令音としては複雑な思いを抱かざるを得なかった。

　──五河士道は、崇宮真士に至るための仮の人格であり、

　──村雨令音は、崇宮澪の仮の姿であるのだから。

　いわばこれは、
贋
 にせ
 物
 もの

 と贋物の
逢
 おう
 瀬
 せ

 。

　
如
 い
 何
 か

 にこの瞬間が楽しくとも、その先にあるのが幸福な結末でないことだけは明らかであった。

　なぜなら彼が
全
 すべ

 ての力を手に入れたなら、士道の人格は完全に消去されるのだから。

　そしてそれを成すのは──
他
 ほか

 ならぬ令音なのだから。

「令音さん」

「──っ」

　と、令音がしばし無言で思考を
巡
 めぐ

 らせていると、それを
遮
 さえぎ

 るように、前方から士道の声が
響
 ひび

 いてきた。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、令音の思案を察せられたのかとも思ったが──違う。士道は、すぐに次の言葉を続けてきた。

「着きました。もう目を開けてもいいですよ」

「……ん──」

　どうやら目的地に
到
 とう
 達
 たつ

 したらしい。令音はゆっくりと目を開けた。

　そして──

「────
 」

　一瞬、言葉を失う。

　目の前に広がった、
壮
 そう
 大
 だい

 な光景に目を奪われて。

　まず目に入ったのはなだらかな水平線。そして陽光を浴びて
輝
 かがや

 く
水
 みな
 面
 も

 。

　白い
砂
 すな
 浜
 はま

 に波が寄せては返し、
穏
 おだ

 やかな
潮
 しお
 騒
 さい

 を
奏
 かな

 でている。
海
 うみ
 猫
 ねこ

 の声。
磯
 いそ

 の
香
 かお

 り。耳や鼻を
塞
 ふさ

 いでいたわけではないのだから、それらの情報から場所を類推することもできたはずなのだが、歩いている間中ずっと思案を巡らせていたためか、気づいていなかった。その景色を構成するあらゆる情報が、一気に令音の感覚器に
叩
 たた

 き込まれる。

　──海。

　そう。令音と士道は今、海岸線を一望できる場所に立っていたのだ。

　旅館の周囲の景色から、勝手に
山
 やま
 間
 あい

 だと思っていたのだが、どうやら裏手は海岸に
繫
 つな

 がっていたらしい。

　だが──令音が驚いたのはそれだけではない。

「……っ」

　その事実を
認
 にん
 識
 しき

 した瞬間、
微
 かす

 かに
鳥
 とり
 肌
 はだ

 が立つ。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。間違えようがない。

　今二人がいたのはただの海ではなく──

　三〇年前、真士が澪を連れてきた海岸
 だったのだ。









　どくん、どくん、と、心臓が激しいリズムを刻む。
身体
 からだ

 が微かに
振
 しん
 動
 どう

 するかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚える、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な
鼓
 こ
 動
 どう

 。血液が高速で身体中に送り出され、
僅
 わず

 かに体温が上がるような気さえする。

　とはいえそれも仕方のないことではあった。

　何しろ士道は今──令音を、澪の思い出の海に連れてきていたのだから。

　それは間違いなく
諸
 もろ
 刃
 は

 の
剣
 つるぎ

 であった。この海の景色を見せるということは、士道が真士の記憶を持っている可能性を
匂
 にお

 わせることになるからだ。

　
否
 いな

 、それだけならばまだいい。もしも士道が、未来の世界から
舞
 ま

 い
戻
 もど

 ってきたことに気づかれてしまったなら、その時点で全てが
瓦
 が
 解
 かい

 してしまってもおかしくはなかった。実際ここは、〈フラクシナス〉で精霊たちとデートコースの考案をした際、もっとも
紛
 ふん
 糾
 きゆう

 した
箇
 か
 所
 しよ

 でもある。

　けれど──それでも士道は、この場所を選んだ。

　このデートは、令音の霊力を
封
 ふう
 印
 いん

 するためのデート。

　つまり言ってしまえば、士道が、令音の中で真士の存在を
超
 こ

 えられるかの勝負なのだ。

　無論、そんな場に、真士との思い出の場所を持ってくるだなんて、一種の自殺
行
 こう
 為
 い

 であるかもしれない。実際会議ではそういった意見も出た。

　だが、士道の考えは
違
 ちが

 う。

　令音の中で一番の思い出を無視したままでは、きっと士道は、真士を超えることができないのだ。

　否──超える、というのも少し違うような気がした。

　きっと士道が何をしようと、彼女の心の中から、三〇年前の潮騒が消えることはない。

　だから士道は、真士の存在ごと
 、令音をデレさせなければならないのだ。

「…………
 」

　これは
賭
 か

 けだった。一歩間違えば全てが
崩
 ほう
 壊
 かい

 する危険
極
 きわ

 まる賭け。

　だが、
皆
 みな

 が生き残るためには、これしかないという確信が士道にはあった。

　澪は真士を愛している。それは疑いようがない。その感情はまさに世界を
焦
 こ

 がす
恋
 こい

 。もはや余人が
窺
 うかが

 い知ることさえもできない、
烈
 れつ
 火
 か

 の
如
 ごと

 き
愛
 あい
 慕
 ぼ

 である。

　けれど、令音が士道や精霊たちと過ごした時間もまた──
噓
 うそ

 や
偽
 いつわ

 りではなかったはずなのだ。

「…………
 」

　海を見つめていた令音が、ゆっくりと士道に視線を向けてくる。士道は
緊
 きん
 張
 ちよう

 に心筋がきつく引き
絞
 しぼ

 られるのを感じた。

「……シン、ここが？」

　だが、令音から発された言葉は、穏やかなものであった。

　彼女が心の中で今の
状
 じよう
 況
 きよう

 にどう折り合いを付けたのかは想像することしかできなかったが、とりあえずはこの景色を受け入れてくれたようである。士道は
密
 ひそ

 かに
安
 あん
 堵
 ど

 しながらも、それを表情に出さぬようにしながら返した。

「はい。令音さんに見せたかった場所です。──
綺
 き
 麗
 れい

 でしょう？」

「……ああ。綺麗だね。……とても」

　令音が海岸線を
眺
 なが

 めながら、感慨深げにそう言う。

　士道はこくりとうなずくと、再び令音に向かって手を差し
伸
 の

 べた。

「少し、歩きませんか？」

「……ああ、喜んで」

　令音は、微かに
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべると、そう言って士道の手を取った。









「……ん、本当に──綺麗な場所だね。
陳
 ちん
 腐
 ぷ

 な表現だが、心が洗われるようだよ」

「あはは、大げさですって。でも、気に入ってくれたなら何よりです」

「……しかし、一体なぜここを？」

「令音さんはこういう場所、好きかなって。何となくなんですけど」

「……そうか。ならば君の
勘
 かん

 は非常に
冴
 さ

 えているよ」

　そんな会話を
交
 か

 わしながら、ゆったりとした足取りで海岸を歩く。

　真士と見た、海。

　それは驚きに
溢
 あふ

 れた今日という日の中でも一番の
驚
 きよう
 嘆
 たん

 であった。

　──
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 ？　必然？　やはり真士の記憶が？　否、士道もまた真士である以上不思議ではないのでは──様々な
憶
 おく
 測
 そく

 が、令音の頭の中を
駆
 か

 け巡る。

　だが、今発すべきはそんな言葉でないことは、すぐに理解できた。

　令音はまたしばしの間、砂浜に
足
 あし
 跡
 あと

 を残しながら、士道と会話を交わす。

　話の内容は何くれとないものである。海の話題に始まり、学校のこと、明日のこと、琴里は少々
頑
 がん
 張
 ば

 りすぎではないか、神無月はもう少し頑張った方がいいのではないか、駅前の『ラ・ピュセル』のシュークリームに期間限定の新味が出たらしい、本当ですかそれうわ明日絶対死ねないな……など。本当にどうでもいいような内容も少なくはなかった。

　けれど──令音にはそれが、
心
 ここ
 地
 ち

 よくて仕方がなかった。

　極論を言ってしまえば、話の内容などなんでもよかったのだ。

　思い出の海を彼と二人で歩きながら、言葉を交わす。

　ただそれだけで──よかったのだ。









　──やがて時間が過ぎ、
傾
 かたむ

 きかけていた
陽
 ひ

 が、赤く海を照らし始めた
頃
 ころ

 。

　令音と士道は、
堤
 てい
 防
 ぼう

 の上に並んで
腰
 こし
 掛
 か

 けながら、さざ波の音を聞いていた。

「……シン」

「はい」

「……ん、いや、何だったかな」

「はは……何ですかそれ」

　士道が笑う。令音もまた、ふっと
唇
 くちびる

 を
緩
 ゆる

 めた。

　心地のよい波の音。ひんやりとした空気。しかしそんな中、
肩
 かた

 と
腕
 うで

 に感じる士道の体温。そして──確かな、心臓の鼓動。

　それらを感じるうち、令音は不思議な感覚を覚えた。

　なんと表現すればいいのだろうか。思考がぼうっとして、手足を動かすのも段々
億
 おつ
 劫
 くう

 になっていく。しかし決して
嫌
 いや

 なものではない。まるで温かな手に
抱
 だ

 かれるように心地よく、少しずつ意識が
溶
 と

 けていくかのような感覚。

「……ん……」

　それが三〇年
振
 ぶ

 りの
微睡
 まどろ

 みであることに気づいたときにはもう、令音の意識は
闇
 やみ

 の中に
沈
 しず

 んでいた。





　　　　◇





「……令音さん？」

　士道は不思議そうに声を発した。令音が、不意に肩にもたれかかってきたのである。

　見やると、令音が両の目を閉じ、すうすうと
寝
 ね
 息
 いき

 を立てていることがわかる。どうやら
眠
 ねむ

 ってしまったようだ。

　まあ、無理もあるまい。朝から遠出し、いろいろと付き合わせてしまったのだ。
疲
 つか

 れもするというものだろう。

『
珍
 めずら

 しいわね、令音が人前で眠るなんて』

「そうなのか？」

　と、通信機
越
 ご

 しに琴里が意外そうな声を響かせてくる。士道は念のため小さな声でそう返した。

　だが言われてみれば、確かに令音が眠っているところを見るのは初めてかもしれない。もしかしたらなかなかレアな光景を
目
 ま

 の当たりにしているのかもしれなかった。

『
惜
 お

 しいわね。封印可能域に達していたなら、絶好のキスのチャンスなんだけど』

「おいおい……仮にそうだとしても、眠ってる相手にキスなんて、合意がないと
駄
 だ
 目
 め

 なんじゃないか？」

『あら、眠り
姫
 ひめ

 なんて
素
 す
 敵
 てき

 じゃない。女の子は
憧
 あこが

 れなくもないけどね。──もちろん、相手によるけど』

　
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすような調子で琴里が言う。音声のみであるというのに、彼女が口にくわえたチュッパチャプスの棒を小刻みに
揺
 ゆ

 らしながら肩をすくめる様子が目に浮かぶようだった。

　と、そんなやり取りをしていると、士道の肩に微かな揺れが生じた。どうやら令音が目を覚まし、軽く顔を上げたらしい。

「おはようございます、令音さん」

「…………
 、…………
 」

　士道が
挨
 あい
 拶
 さつ

 をすると、令音は
寝
 ね
 惚
 ぼ

 けているのか
呆
 ほう

 けているのか、不思議そうに目を数度
瞬
 しばたた

 かせた。











　そして数秒ののち、ようやく状況を理解したように小さく目を見開く。

「……まさか、今私は──」

「はい。眠ってました。……って言っても、少しだけですけどね。たぶん五分も
経
 た

 ってませんよ」

「…………
 」

　士道が言うと、令音はしばしの
沈
 ちん
 黙
 もく

 ののち、自分の額や
頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れ始めた。──まるで、
汗
 あせ

 や
涙
 なみだ

 の
跡
 あと

 でも確かめるかのように。

「令音さん……？」

「…………
 ふ」

　その行動を不思議に思い士道が首を
傾
 かし

 げると、令音は小さく息を
漏
 も

 らした。

　そしてその
吐
 と
 息
 いき

 は連続し、
徐
 じよ
 々
 じよ

 に大きくなっていく。

「……ふふ、ふふ、あははははは……」

　それは──笑い声だった。

　それ自体は別段珍しいものでもない。
可
 お
 笑
 か

 しさ、楽しさ、
嬉
 うれ

 しさ──あとは照れくささなどが
発
 はつ
 露
 ろ

 した、
至
 し
 極
 ごく
 一
 いつ
 般
 ぱん

 的な感情の表現。

　けれど、士道はその声を聞いて、その表情を見て、しばしの間ポカンとしてしまった。

　理由は単純。令音がこんな風に笑うところなど、士道は今まで一度も見たことがなかったのである。

　それは琴里たちも同様だったらしい。通信機の向こうから、
微
 かす

 かではあるが息を
詰
 つ

 まらせる音や、
感
 かん
 嘆
 たん

 のような声が聞こえてきた。

「……そうか、私がね。はは……なるほど、これは参った……」

　令音はそんな士道の様子に気づかぬように──
否
 いな

 、気づいてはいても笑いを止めることができないといった様子で──ひとしきり笑い続けると、やがて士道の肩に手を置いてきた。

「……礼を言うよ。久しぶりに心地のよい眠りにつけた。よほど、君の肩の寝心地がよかったようだ」

　そして、
優
 やさ

 しげな笑みを浮かべながらそう言ってくる。

　士道は小さく息を詰まらせた。もとよりぞっとするほど美しかった令音の
貌
 かお

 に、
柔
 やわ

 らかな印象が加わり、思わずどきりとしてしまうくらい
魅
 み
 力
 りよく

 的に
変
 へん
 貌
 ぼう

 していたのである。

　すると、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──

『……！　士道！』

　興奮と微かな
焦
 しよう
 燥
 そう

 をはらんだ琴里の声とブザーが、
鼓
 こ
 膜
 まく

 を
震
 ふる

 わせた。

『令音の好感度
及
 およ

 び精神状態に変調あり！　今よ……！』

「……！」

　琴里の言葉に、士道はぴくりと
眉
 まゆ

 を揺らした。

　まさかこんなタイミングでチャンスが
訪
 おとず

 れようとは。人に寝姿を
晒
 さら

 すというのは、令音にとって
余
 よ
 程
 ほど

 大きな意味があることらしかった。

　だが、だからといって
焦
 あせ

 りは禁物である。
封
 ふう
 印
 いん

 可能域に達していたからといって、ただ強引に
迫
 せま

 ったのでは、せっかく上がった好感度が下がってしまうやもしれなかった。

　ならば、一体どうやって──

「…………
 」

　そこまで考えて、士道はふっと息を
零
 こぼ

 した。

　そうだ。ここまではいわば下準備。士道はまだ、令音に対し明確な意志を伝えていなかったのだ。

「──令音さん」

　士道が静かに名を呼ぶと、落ち着きを取り
戻
 もど

 した令音が、
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 の変化を察するように視線を向けてきた。

「……ん。何だい、あらたまって」

「いえ……さっきの、
露
 ろ
 天
 てん
 風
 ぶ
 呂
 ろ

 でのことなんですけど」

「……ああ、安心してくれ。
皆
 みな

 には
内
 ない
 緒
 しよ

 にしておくよ」

「そうじゃなくて……いや、内緒にはしておいてほしいですけど……」

　士道は頰をかきながらそう言うと、気を取り直すように続けた。

「令音さんの──好きな人の話です」

「…………
 、それがどうかしたかい？」

　令音が
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の間ののち、そう答えてくる。

　士道は意を決するように令音の目を見つめた。

「──俺じゃあ、駄目なんですか？」

「…………
 」

　士道の発した言葉に、令音は沈黙で
以
 もつ

 て返してきた。

　しかし、その目に映る色は
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 や
嫌
 けん
 悪
 お

 ではない。

　
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 と
困
 こん
 惑
 わく

 。そして、ほんの少しの──罪悪感。

　士道は、それらを
全
 すべ

 て
吞
 の

 み込むかのような勢いで以て、続けた。

「何も俺が、その人の代わりになれるとか、その人を忘れさせられるだなんて思ってません。でも……俺は俺として、その人とは
違
 ちが

 う形で、令音さんを
想
 おも

 うのは……駄目ですか？」

「…………
 」

　令音は、
肯
 こう
 定
 てい

 も否定もしなかった。

　だけれど、士道が肩に手を置いても、拒絶するような
素
 そ
 振
 ぶ

 りは見せなかった。

「令音さん──」

「……シン。私は──」

　令音が、何かを言おうとしてくる。

　だが、士道がゆっくりと顔を近づけていくと、やがて口を
噤
 つぐ

 み、
瞼
 まぶた

 を閉じていった。

　
互
 たが

 いの吐息が交じる。

　互いの
鼓
 こ
 動
 どう

 が聞こえる。

　──二人の唇が、触れる。

　燃えるような夕日に
彩
 いろど

 られた海で。

　士道と令音は──三〇年前、真士と澪が交わせなかったキスを、交わした。









「──やった！」

〈フラクシナス〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 で
巨
 きよ
 大
 だい

 なモニタを見つめていた琴里は、思わずガッツポーズを取っていた。

　モニタには、夕日をバックにキスを交わす士道と令音のシルエットが映し出されている。その光景は、さながら映画のワンシーンのようですらあった。

　琴里と同じく二人のデートを見守っていた
精
 せい
 霊
 れい

 たちもまた、その光景を見て、思い思いの反応を示す。まじまじと見入る十香や六喰、夕弦、視線を
逸
 そ

 らす七罪に耶俱矢、目を
覆
 おお

 いながらも指の間からしっかり見ている四糸乃、無表情のまま見つめる折紙、パシャパシャとシャッター音を
響
 ひび

 かせる二亜に美九──

　反応こそ様々ではあったけれど、艦橋に座って士道のサポートをするならば、令音とのキスの光景を見ることになるかもしれない、という通告を事前に行っていたからか、
極
 きよく
 端
 たん

 に取り乱している精霊はいないようだった。……いやまあ、二亜や美九などは、ある意味取り乱しているようなものだったが。

　ともあれ、キスは成功である。琴里はちらと画面
端
 はし

 の数値に目をやった。好感度は封印可能域。条件は全て
揃
 そろ

 っている。これで令音の
霊
 れい
 力
 りよく

 を封印することが──

「……!?
 　司令！」

　が、その瞬間。

　けたたましいアラームとともに、クルーの声が琴里の鼓膜を震わせた。









　時間が止まるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 。脳が
弾
 はじ

 けるかのような多幸感。士道の中の真士の
記
 き
 憶
 おく

 が、令音の
肩
 かた

 を
抱
 だ

 く
腕
 うで

 に自然と力を
込
 こ

 める。

　長かった。あまりに、長かった。こうして澪を抱きしめるのに、これだけの時間を要してしまった。

　そんな、燃える情動をどうにか
抑
 おさ

 え込む。自分は崇宮真士ではなく、五河士道なのだ。それを強く
認
 にん
 識
 しき

 しなければ、意識を
塗
 ぬ

 り
替
 か

 えられてしまいそうなほど、真士の
渇
 かつ
 望
 ぼう

 は
凄
 すさ

 まじかった。

　やがて、触れ合った
唇
 くちびる

 を
介
 かい

 して、士道の
身体
 からだ

 に温かいものが流れ込んで──

「────
 」

　──こなかった
 。

「……っ」

　息を詰まらせる。

　確かに士道は令音にキスをした。
経
 パ
 路
 ス

 が
繫
 つな

 がるような感覚もあった。

　けれど、精霊の霊力を封印したときに覚える力の流れが、いつまで
経
 た

 っても生じなかったのである。

　──なぜだ？　自問する。手順は
間
 ま
 違
 ちが

 っていなかったはずだ。好感度も足りていたはずだ。やはり始原の精霊たる令音から生じた士道に、令音の力を封印することなど不可能だったのか？　それとも──

「…………
 」

　士道が混乱する思考を
巡
 めぐ

 らせていると、令音がゆっくりと、士道の唇から唇を
離
 はな

 した。

　そして、微かに
濡
 ぬ

 れた唇を指でなぞるような仕草をしながら、声を発する。





「……なるほど。君は──未来を見てきたのか
 」





「──ッ!?

 」

『な──』

　令音の言葉に、ビクッと肩を震わせる。士道の
頭
 ず
 蓋
 がい

 に、琴里の
驚
 きよう
 愕
 がく

 が響き渡った。

　だが令音は、そんな士道に対して
至
 し
 極
 ごく

 落ち着いた様子を
崩
 くず

 さぬまま続けてきた。

「……何を
驚
 おどろ

 いているんだい？　
経
 パ
 路
 ス

 を通って記憶の共有が成されるのは初めてでもないだろうに」

　令音はそう言うと、士道を突き放すでも
呪
 のろ

 いを
吐
 は

 くでもなく、むしろ
慈
 いつく

 しむように頭を
撫
 な

 でてきた。

「……今日一日の不思議な出来事の
謎
 なぞ

 が解けたよ。……ああ、いや、もしかしたら
薄
 うす
 々
 うす
 勘
 かん
 付
 づ

 いていたのかもしれないな。けれど、きっと理解したくなかったんだ。君がデートに
誘
 さそ

 ってくれたことが、とても
嬉
 うれ

 しかったから」

　令音は、優しい口調でそう言うと、耳元で
囁
 ささや

 くように続けた。

「……本当に楽しかったよ。ほんのひととき、
辛
 つら

 い過去を忘れてしまえるほどに。

　──けれど、夢はいつか覚めるものだ。

　そうだろう──士道
 ？」







第三章　あり得ないはずの戦場












　──泣いて、泣いて、どれだけ泣いたかわからない。

　
噎
 むせ

 び、
嗚
 お
 咽
 えつ

 し、それでも
涙
 なみだ

 は
尽
 つ

 きようとしない。

　彼の存在は自分の
全
 すべ

 てだった。自分は彼という存在によって生かされていた。自分は彼と会うために生まれてきたのだと、なんの
冗
 じよう
 談
 だん

 でもなく思っていた。──彼と過ごすうち、いつしかそう思うようになっていた。

　──そんな彼が目の前で死んでしまったというのに、自分はまだこうして生きている。

　それが、彼女にはどうしようもなく
耐
 た

 え
難
 がた

 かった。

　後を追おうとしたこともある。彼と
添
 そ

 い
遂
 と

 げられるなら、それでもいいとさえ思った。

　けれど、
強
 きよう
 靭
 じん

 に過ぎる
精
 せい
 霊
 れい

 の
身体
 からだ

 は、そんな小さな望みさえも許そうとはしなかった。

　いくら血を
噴
 ふ

 き出そうが、
致
 ち
 死
 し

 性の毒を取り込もうが、身投げをしようが、彼女の身体は彼女の意志とは無関係に生存を選び続けるだろう。

　胸にこの絶望を
抱
 かか

 えたまま、一体どれだけ続くかもわからない長い長い時を過ごさねばならない。それは彼女にとって、
地
 じ
 獄
 ごく

 と呼ぶにも
生
 なま
 温
 ぬる

 い余生であった。

　けれど──

「……もう、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。だって、君がいるから
 」

　少女は、自らの腹部を
優
 やさ

 しく
撫
 な

 でた。

　まだ
微
 かす

 かな
膨
 ふく

 らみにもなっていないが、そこには確かに──一つの命が息づいていた。

　一度死した人間の再組成。
恐
 おそ

 らく相応の時間はかかるだろうが、彼女には無限の時間があった。

　絶望の中に生じたほんの小さな光明。しかし、今の彼女にはそれで十分であった。

「……ふふ」

　少女は
頰
 ほお

 を伝う涙を
拭
 ぬぐ

 うこともなく
微笑
 ほほえ

 むと、もう一度優しく腹を撫でた。





　　　　◇





『──
道
 どう

 、
士
 し
 道
 どう

 ！』

「……っ！
 」

　通信機から
響
 ひび

 く呼び声に、士道は小さく
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせた。

　
琴
 こと
 里
 り

 の声の調子からして、
幾
 いく
 度
 ど

 も呼びかけられていたらしい。
令
 れい
 音
 ね

 が何かをしたのか、それともただ単純に
呆
 ほう

 けてしまっていたのか、
数
 すう
 瞬
 しゆん

 の間それに気づかなかったようだ。

「く──」

　士道は改めて
状
 じよう
 況
 きよう

 を
認
 にん
 識
 しき

 すると、令音の手から
逃
 のが

 れるようにその場から飛び
退
 の

 いた。

　未来の世界での
記
 き
 憶
 おく

 。士道は令音に
触
 ふ

 れられることにより、瞬間移動させられたり、士道としての記憶を消去されそうになったりしていたのである。このまま令音に触れられているのは危険に過ぎた。

「…………
 」

　令音は、それを追ってくるでも声を上げるでもなく、
至
 し
 極
 ごく

 落ち着いた様子で士道の行動を見送ると、やがてゆっくりと
腰
 こし

 を上げた。

「……ふむ、
嫌
 きら

 われてしまったね。私の所行を思えば仕方のないことだが、君に
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 されるのはなかなかにこたえるものだ」

　そして、どこか
寂
 さみ

 しげにそう
呟
 つぶや

 く。その
儚
 はかな

 げな様は、指一つで世界を
砕
 くだ

 く精霊などではなく、
恋
 こい
 人
 びと

 と
喧
 けん
 嘩
 か

 をしてしまった少女か何かを思わせた。

「……嫌ってなんかいませんよ。むしろ今すぐ
抱
 だ

 きしめて、もう一度キスしたいくらいです」

　士道は油断なく令音の一挙手一投足に気を
払
 はら

 いながらそう返した。

　冗談めかした調子ではあるものの、
偽
 いつわ

 ることなき本心である。士道の中の
真
 しん
 士
 じ

 の記憶は、今このときも令音に手を
伸
 の

 ばそうとし続けていたし、士道自身も、絶望の未来を体験してなお、令音を嫌うことができずにいた。

「……私だってそうさ。君が
愛
 いと

 おしくてたまらない。君と再会したとき、
衝
 しよう
 動
 どう

 のままに君を抱きしめなかったのを
褒
 ほ

 めて欲しいくらいだ」

「なら、いい方法がありますよ。今ここで仲直りして、俺と、精霊たちと、みんなで
一
 いつ
 緒
 しよ

 に暮らすんです。きっと毎日楽しいですよ」

「……ああ、それはとても
魅
 み
 力
 りよく

 的だね。私がシンと出会っていなければ、きっと一も二もなく乗っただろう」

　細く息を
吐
 は

 き、令音が続ける。

「……だが
駄
 だ
 目
 め

 だ。私はシンと出会ってしまった。私は愛を知ってしまった。シンのいない世界に意味などなく、シンのいない人生に価値などない。──精霊たちのことを好きというのも、偽らざる真実だ。けれど、シンと再び出会うためなら、私はその全てを捨てることができる」

「…………
 」

　静かな、しかし
揺
 ゆ

 るがぬ強さに
彩
 いろど

 られた令音の言葉に、ごくりと息を
吞
 の

 む。

　令音の決意の強さは知っていたはずだった。未来の世界で、文字通り痛いほどに体感したはずだった。けれど改めてそれを
突
 つ

 きつけられると、
肌
 はだ

 が
粟
 あわ
 立
 だ

 つような
戦
 せん
 慄
 りつ

 が士道を
襲
 おそ

 うのだった。

　士道は令音を見つめながら、必死に思考を
巡
 めぐ

 らせた。

　作戦は失敗。キスには成功したものの、令音の
霊
 れい
 力
 りよく

 を
封
 ふう
 印
 いん

 することはできなかった。ここから一体何をすべきか。果たして何ができるのか。相手は愛しき最強の精霊。あらゆる条理が彼女の前では意味を成さない。たとえ何をしたところで、彼女を止める──はできないだろう。しかも最悪なことに、
経
 パ
 路
 ス

 を伝って──の未来の記憶が共有──てしまった。もはや不意を
衝
 つ

 く──さえ
叶
 かな

 わない。もし士道が【
六
 ヴ
 の
 ア
 弾
 ヴ

 】を──て過去に戻──としたところで、彼女がそれを
見
 み
 逃
 のが

 すとは──

「……っ、う、く……？」

　と、士道は不意に
眉
 まゆ

 をひそめ、顔をしかめた。

　まるで士道の思考を
遮
 さえぎ

 るように、
鈍
 にぶ

 い頭痛が断続的に生じたのである。

　一瞬令音が何かをしているのかとも思ったが──
違
 ちが

 う。令音もまた、士道の急な変調を不思議がっているようだった。

　それに──この感覚には覚えがないではない。

　未来の世界で令音に呼び起こされた真士の記憶。自分のものでない自分の記憶が、脳に
染
 し

 み
渡
 わた

 ってくるかのような感覚。今士道が感じているのは、それに非常に近いものであるような気がした。

　だが、真士の記憶は
既
 すで

 に
甦
 よみがえ

 っているはずだ。ならばこれは一体──

「……っ！
 」

　と、士道が額に手を置いた、そのときだった。

　けたたましいアラームが、通信機を通して士道の
頭
 ず
 蓋
 がい

 を
震
 しん
 動
 どう

 させたのは。

　一瞬、士道はそれを、令音の霊力を感知して発された
緊急事態通告
 エマージエンシーコール

 かと思った。

　だが、違う。すぐに通信機から、琴里の声が響く。

『──士道！　ＤＥＭよ！』

「な……!?
 」

　その通告から数秒ののち、士道は視界の
端
 はし

 ──空の
彼方
 かなた

 に、幾つもの小さなシルエットを認めた。

　この
距
 きよ
 離
 り

 からでは
朧
 おぼろ
 気
 げ

 にしか見えなかったが、渡り鳥や飛行機の
類
 たぐい

 でないことはすぐに知れた。そう。それは──

「……ＤＥＭの
艦
 かん
 隊
 たい

 、か」

　令音が士道と同様に空を見上げながら、ぽつりと呟く。

　その声はいつも通り静かで落ち着いたものであったけれど、今の士道には、その底に
蟠
 わだかま

 る、果てのない負の感情が感じ取れてしまった。

　無理もない。彼女にとってＤＥＭとは、愛しい真士を
奪
 うば

 った相手に
他
 ほか

 ならないのだから。

「……本来なら決戦は明日だったはず。──〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉か。君たちの行動によって歴史が書き
換
 か

 わったようだね」

　令音は独り言のように呟くと、ふっと顔を下ろし、士道の方を見つめてきた。

「……さて、どうしたものかな。未来の私は、君を巻き込まないようシェルターに転移させたようだが──」

「……っ」

　令音の言葉に、思わず身構えてしまう。

　それを見てか、令音がふっと息を
零
 こぼ

 した。

「……そう構えないでくれ、というのも無理な話かな──」

　と──その瞬間。

　令音の言葉を遮るように、空間に黒い直線が引かれた。

　地面から令音の頭部へと、インクをたっぷりつけたペンを紙面に力強く
叩
 たた

 き付けるように、一気に。

「な……!?
 」

　──士道が、それを
影
 かげ

 の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 の
軌
 き
 跡
 せき

 であると認識できたのは、令音が言葉を止め、その頭部が微かに揺れてからだった。

「……ふむ」

　前歯で
挟
 はさ

 み込むようにして止めた影の
弾
 だん
 丸
 がん

 をぷっと吐き捨て、令音が地面を──正確に言うなら、そこに蟠った影を見下ろす。

　すると次の瞬間、影の中から何発もの銃弾が、令音目がけて放たれた。令音がそれらを
避
 よ

 けるように軽く身を反らし、トンと地面を
蹴
 け

 って後方へと
跳
 ちよう
 躍
 やく

 する。

　
瞬
 まばた

 きの間に展開される
凄
 すさ

 まじい
銃
 じゆう
 撃
 げき

 。士道の目と脳は、
一
 いつ
 拍
 ぱく
 遅
 おく

 れてその状況を
把
 は
 握
 あく

 した。

　そして、理解する。──令音を襲った
攻
 こう
 撃
 げき

 が、
誰
 だれ

 の手によるものかを。

「
狂
 くる
 三
 み

 ……!?
 」

「──きひひ、ひひ」

　士道がその名を呼ぶと、
特
 とく
 徴
 ちよう

 的な笑い声を
伴
 ともな

 って、影の中から一人の少女がその姿を現した。

　左右不均等に
結
 ゆ

 われた
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
髪
 かみ

 。血と影の色で染め
抜
 ぬ

 かれた
霊
 れい
 装
 そう

 。そして、かちりかちりと時を刻む金時計の眼。

　そう。時と影を
操
 あやつ

 る最悪の
精
 せい
 霊
 れい

 ・
時
 とき
 崎
 さき

 狂三が、士道と令音の間に立つように出現したのである。

「ごきげんよう、士道さん。お元気そうで何よりですわ」

　狂三がちらと士道の方を
振
 ふ

 り向き、いつもの調子で笑ってみせる。それを見て、士道は思わず
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 っていた。

「狂三、なんで──！」

　狂三の中には、
澪
 みお

 がいる。士道は未来の世界で、狂三の胸を突き破って
這
 は

 い出てくる澪を確かに
目
 もく
 撃
 げき

 していた。

　そしてその情報は、分身体を通じて本物の狂三にも伝わっているはずだ。狂三は澪に勝てない。どころか、既に敗北していると言ってもいい。ならば、一体なぜ──

「なんで、とはご
挨
 あい
 拶
 さつ

 ですわね。士道さんの
窮
 きゆう
 地
 ち

 に
駆
 か

 けつけて差し上げましたのに。そんなことを言われては、悲しくて泣いてしまいますわ」

　言うほどに悲しげでもない調子で、狂三がくすくすと笑う。

　するとそれを見てか、令音があごに手を当て、再び「……ふむ」と息を吐いた。

「……狂三か。──よく来てくれた。
歓
 かん
 迎
 げい

 するよ。君がいるならば話は早い」

「──あら、あら」

　令音の言葉に、狂三は
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な仕草でそちらを向いてみせた。

「相も変わらず尊大で鼻持ちなりませんわね。
村
 むら
 雨
 さめ

 先生──いえ、澪さん？　わたくしとしたことが、まんまと
謀
 たばか

 られましたわ。まさか、わたくしの
仇
 きゆう
 敵
 てき

 がこんなにも近くにいただなんて」

　そして
戯
 おど

 けるような、しかし
怒
 ど
 気
 き

 と
怨
 えん
 嗟
 さ

 を内包した
声
 こわ
 音
 ね

 で
以
 もつ

 て、続ける。

「あなた
 をあなた
 と思って、きちんとお話しするのは久々ですわね。──ごきげんよう。ずっと、ずっと、お会いしたかったですわ。あなたの
腐
 くさ

 れた夢とやらのために、あのあと一体
幾
 いく

 つの
屍
 しかばね

 を積み上げまして？　わたくしもそれなり
 のつもりですけれど、澪さんにはまだまだ遠く
及
 およ

 びませんわ。どうか
秘
 ひ
 訣
 けつ

 をご教授いただけませんこと？」

「…………
 」

　皮肉と悪意に
塗
 まみ

 れた狂三の
挑
 ちよう
 発
 はつ

 に、しかし令音は眉一つ動かさなかった。──
己
 おのれ

 の罪は、己が一番よくわかっている、とでもいうように。

「……まさか、そんなことを言うためにここにきたわけではないだろう？　君はそこまで
短
 たん
 絡
 らく

 的ではないはずだ」

「さて、どうですかしら。わたくし、あなたの顔を見ると、つい
苛
 いら

 ついて短気になってしまいますの」

「……本当にそうならば、それでも構わないけれどね」

　小さな
吐
 と
 息
 いき

 とともにそう言って、令音が続ける。

「……理由はどうあれ、これでこの場に、ウェストコットが持つものと、君のもの、残る
霊結晶
 セフイラ

 が二つ
揃
 そろ

 う。──シンを
覚
 かく
 醒
 せい

 させるには十分な
舞
 ぶ
 台
 たい

 だ」

「さて……そう
上
 う
 手
 ま

 くいきますかし──らッ！」

　狂三が
吼
 ほ

 えた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、澪の周囲に幾つもの影が生じ、その中から、幾人もの狂三と同じ
貌
 かお

 をした少女たちが姿を現した。──〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉によって作り出された分身体である。

「きひひひひッ！」

「さあ、さあ、参りますわよ」

「往生してくださいまし──ッ！
 」

　そして思い思いに
叫
 さけ

 び、両手に
携
 たずさ

 えた二
挺
 ちよう

 の
銃
 じゆう

 の引き金を引く。漆黒の銃弾が影の軌跡を
描
 えが

 きながら、四方八方から令音に
炸
 さく
 裂
 れつ

 した。

　
否
 いな

 、
着
 ちやく
 弾
 だん

 の瞬間、令音は地を蹴ると、まるで無重力空間に身を投げ出すかのような
軽
 かろ

 やかさで以て宙を
舞
 ま

 っていた。一瞬前まで令音がいた場所に影の銃弾が集結し、凄まじい炸裂音を伴って
弾
 はじ

 ける。

「──きひッ！」

　が、それも狂三の予想のうちだったのだろう。狂三がバッと顔を上げると、その動作に合わせるように、分身体たちのさらに外周にまたも幾つもの影が生じ、新たな分身体たちが現れた。

　そして空中に
逃
 のが

 れた令音目がけて、先ほどよりも多数の銃弾を
一
 いつ
 斉
 せい

 に放つ。

　それには通常以上の霊力が
込
 こ

 められていたようだ。無数の弾丸は、
精
 せい
 妙
 みよう
 極
 きわ

 まるコントロールで以て一点に収束すると、凄まじい
爆
 ばく
 発
 はつ

 を引き起こした。

　だが──クリーンヒットを
確
 かく
 認
 にん

 してなお、狂三は
緊
 きん
 張
 ちよう

 を解くこともなければ、令音のいた場所から目を
逸
 そ

 らすこともなかった。

　狂三も理解しているのだろう。あの程度で令音を
倒
 たお

 すことなどできるはずがないと。

　その予想を立証するかのように、空中に蟠った影の
黒
 こく
 煙
 えん

 が晴れ、ぼんやりとした
輝
 かがや

 きが辺りを照らし始める。

「あ──」

　それを見て、士道は思わず声を
漏
 も

 らした。

　そこには、
淡
 あわ

 い光を放つ霊装を
纏
 まと

 った令音が、静かに
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していたのである。

　たおやかにして優美な、
女
 め
 神
 がみ

 の
如
 ごと

 き霊装。背に負った
翼
 つばさ

 と、色を失った一〇の星。少々形こそ異なるものの、それは
紛
 まぎ

 れもなく、未来の世界で澪が纏っていたものであった。

　──始原の精霊・〈デウス〉。

　まさに神の名で呼ばれた精霊が、今ここに降臨した。

「……少々順序が逆転してしまったが、まあいいだろう。──返してもらうよ、狂三。君の中にある
霊結晶
 セフイラ

 と、私の半身を」

「──は。お断り……ですわッ！」

　
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに、狂三が空に
舞
 ま

 う。辺りに展開した分身体たちもまた、そのあとを追うように地を蹴った。

　無数の狂三と、無数の弾丸が
乱
 らん
 舞
 ぶ

 する。
如
 い
 何
 か

 な生物の生存さえ認めない、
凄
 せい
 絶
 ぜつ

 なる漆黒の鉄風が辺りに
吹
 ふ

 き
荒
 あ

 れた。

　けれど、令音は先ほどまでとは異なり、
弾
 たま

 を避けるどころか身を
翻
 ひるがえ

 すことさえせず、ただ
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と空中に
佇
 たたず

 むのみだった。

　霊装を顕現させた令音にとって、狂三の銃弾など避ける必要さえないのだろう。
一
 いち
 撃
 げき

 一撃が命を
狩
 か

 るに十分な
威
 い
 力
 りよく

 を有しているはずの弾丸が、
全
 すべ

 て令音の霊装に
触
 ふ

 れる前に空中で静止した。

「……おいで、『私』」

　令音は静かな調子でそう言うと、ゆっくりと手を
掲
 かか

 げ、手招きをした。

　すると、その瞬間──

「……がッ!?
 」

　分身体たちの指揮を
執
 と

 っていた狂三が急に苦しみだしたかと思うと、その
胸
 むな
 元
 もと

 から、白い
腕
 うで

 がぬっと顔を出した。

「狂三……ッ！
 」

　
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 じみた声を上げ、狂三の名を呼ぶ。

　それは、未来の世界でも目にした光景。最悪の精霊とさえ呼ばれた狂三が、
為
 な

 す
術
 すべ

 もなく命を奪われる絶望の瞬間。

　士道は
歯
 は
 嚙
 が

 みした。──この事象を起こさないために、自分は過去に舞い
戻
 もど

 ったのに。この光景を見ないために、歴史をやり直したのに。結局、始原の精霊の前には無力でしかなかったのか──

　──だが。

「────
 きひ、ひ……ッ」

　次の瞬間、自分の胸から
突
 つ

 き出した腕を見て。

　狂三は小さく、しかし確かに──笑った。

「……っ」

　それを目にして、士道は小さく息を
吞
 の

 んだ。

　狂三の表情から見て取れるのは
自
 じ
 棄
 き

 や
諦
 てい
 念
 ねん

 ではない。

　
嗚
 あ
 呼
 あ

 、そうだ。そも、狂三はそのようなものに身を任せて
無
 む
 謀
 ぼう

 な行動を取るほど
浅
 せん
 慮
 りよ

 な少女ではなかった。残されたのが
微
 かす

 かな望みであろうと
諦
 あきら

 めることなく、
幾
 いく
 重
 え

 にも策を張り
巡
 めぐ

 らせて事を運ぶ。そんな彼女がいたからこそ、士道はこうしてまだ生きていられたのだ。

「待って……いましたわ……この、瞬間を──ッ！
 」

　狂三は苦しげに、だが不敵にそう言うと、
短
 たん
 銃
 じゆう

 を
握
 にぎ

 る腕に力を込め、叫んだ。

「〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉──！」

　それに応ずるように、地面に
蟠
 わだかま

 った影が
伸
 の

 び、銃口に吸い込まれる。

　狂三は微かに
震
 ふる

 える手で短銃を持ち上げると、その銃口を令音──ではなく、自分のこめかみに向けて、引き金を引いた。

「な……!?
 」

　タンッ、と
乾
 かわ

 いた音がして、狂三の頭に銃弾が
撃
 う

 ち込まれる。次の瞬間、狂三の
身体
 からだ

 が一瞬ぶれて見えた気がした。

　だが──それだけだ。
他
 ほか

 に変わったことは何も起こらなかった。〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉の弾によって力を得た狂三が澪を引きずり出すわけでも、逆に自分の中に澪を押しとどめて令音に
殴
 なぐ

 りかかるわけでもなかった。

　──本当に、イレギュラーであったのは、狂三が自分を撃ったことのみ。

　あとは、士道の知る通りの光景が展開されていった。

　狂三の身体から一糸纏わぬ少女──澪が姿を現し、物言わぬ屍となった狂三は、
抜
 ぬ

 け
殻
 がら

 のように打ち
棄
 す

 てられる。そしてそれに合わせるようにして、狂三の分身体たちもまた、苦しげに身を
捩
 よじ

 って
影
 かげ

 の中へと消えていく。

「…………
 」

「…………
 」

　令音と澪は視線を交じらせると、どちらからともなく近づいていき、両手を広げて
抱
 だ

 き合った。

　すると二人の身体が光を帯び、
徐
 じよ
 々
 じよ

 にそのシルエットが一つになっていく。

　輝きが収まったあとには、未来の世界で見たのと全く同じ姿をした澪が、そこに君臨していた。

「み、お──」

　士道が
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とその名を呼ぶと、澪はふっと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めて
微笑
 ほほえ

 んできた。

「うん。こちらの姿では久しぶりだね。──いや、シンはもう、この姿の私に会っているのかな。少しややこしいね」

　と、そう言ってから、澪が何かに気づいたように小さく
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らす。

「あ──」

　そこで士道も気づいた。──澪が背に負った
霊
 れい
 装
 そう

 の一部。一〇の星が、
未
 いま

 だに一つも輝きを帯びていないことに。

　
朧
 おぼろ
 気
 げ

 な
記
 き
 憶
 おく

 であるが、確か未来の世界では、澪が霊装を
顕
 けん
 現
 げん

 させた際、
既
 すで

 に黒い星が一つ、
灯
 とも

 っていたはずだ。だが、今はそれがない。その現象が何を示すのかはわからなかったが……澪の表情から、予想外の事態であることだけは伝わってきた。

「……狂三が何か細工をしたのかな。さすがは、親愛なる私の友人だ」

　澪は、
素
 す
 直
 なお

 に感心するような調子でそう言うと、小さく息を
吐
 は

 いて顔を上げた。

「……澪──」

　士道は澪の名を呼んだが──次の瞬間、再び
強
 きよう
 烈
 れつ

 な頭痛に
襲
 おそ

 われ、その場に
膝
 ひざ

 を突いてしまった。

「シン……？」

「が……、ああ……っ」

　視界がチカチカと
明
 めい
 滅
 めつ

 する。自分が見ている景色の中、サブリミナルのように知らない光景が混じるかのような感覚。

　士道の記憶ではない。真士の記憶でも──ない。少女の
細
 ほそ
 腕
 うで

 。悲しみ。絶望。
慟
 どう
 哭
 こく

 。
僅
 わず

 かな希望。
撫
 な

 でる。お
腹
 なか

 。きっと、君が──

　そんな
断
 だん
 片
 ぺん

 的な光景のピースが、頭の中で乱れ舞う。一体自分に何が起こってしまったのか、わけがわからなかった。

　けれど、そんなバラバラのシーンを見るうちに──

「……これ、は──」

　士道の
脳
 のう
 裏
 り

 には、とある推測が、そして、とある可能性が生じていった。
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　空中
艦
 かん

 〈フラクシナス〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 を支配しているのは、
焦
 しよう
 燥
 そう

 と
狼
 ろう
 狽
 ばい

 、あとはいくばくかの
悲
 ひ
 嘆
 たん

 と
困
 こん
 惑
 わく

 であった。

　しかしそれも無理からぬことではある。何しろ一時は成功したかと思われた令音の
封
 ふう
 印
 いん

 が失敗に終わり、あまつさえ──

「ＤＥＭ……っ！
 」

　艦橋下段のクルーが、
戦
 せん
 慄
 りつ

 に満ちた声を上げる。

　そう。士道と令音が
対
 たい
 峙
 じ

 していたところに、
突
 とつ
 如
 じよ

 としてＤＥＭの空中艦隊が現れたのである。

「
空
 くう
 間
 かん
 震
 しん

 警報無しで
襲
 しゆう
 撃
 げき

 ？　
随
 ずい
 分
 ぶん

 思い切った
真
 ま
 似
 ね

 をしてくれるじゃない」

　琴里は表情を険しくしながら、
忌
 いま
 々
 いま

 しげに
呻
 うめ

 いた。

　ＤＥＭインダストリー。
精
 せい
 霊
 れい

 を殺し、その力を手に入れることを目的とした琴里たちの
仇
 きゆう
 敵
 てき

 である。

　とはいえ
彼
 か

 の組織も、大規模
戦
 せん
 闘
 とう

 を構える際には、
偽
 にせ

 の空間震警報を鳴らして
人
 ひと
 払
 ばら

 いをしていた。実際、士道の語った未来の戦闘においても、その手段を取っていたはずである。

　だが、今回はそれがない。ＤＥＭがミスを
犯
 おか

 したのでなければ、考えられる理由は二つしかなかった。

　
即
 すなわ

 ち、目撃者や
犠
 ぎ
 牲
 せい
 者
 しや

 が出るリスクを負ってでも、こちらの
隙
 すき

 を
衝
 つ

 きたかったか──

　目撃者や犠牲者が出たところで
 、世界を上書きしてしまえば何も問題ない
 と判断したかだ。

「ち──」

　琴里はチュッパチャプスに歯を立て、パキリとヒビを入れた。

　とはいえ、
苛
 いら
 立
 だ

 ちの理由はそれだけではない。

　──そもそも『これ』は、あり得ないはずの襲撃なのである。

　
至
 し
 極
 ごく

 単純な理由。今日はまだ、二月一九日なのだ。

　ＤＥＭが決戦に指定してきた日付は二月二〇日。無論敵であるＤＥＭの発言を
鵜
 う
 吞
 の

 みにしていたわけではないが、未来を見てきた士道の話からしても、一九日にＤＥＭが何かを
仕
 し
 掛
 か

 けてくるということはないはずだった。

　無論士道や〈ラタトスク〉が、元の歴史とは
違
 ちが

 う行動を取っている以上、ＤＥＭも同じ行動を取るという保証はない。

　だが、この
強
 きよう
 襲
 しゆう

 はいくらなんでも不自然に過ぎた。となれば──

「……予想が当たったのだから、もう少し喜ぶべきかしら？」

　琴里は
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に
肩
 かた

 をすくめながら、
面
 おも
 白
 しろ

 くなさそうに息を吐いた。

　同様に、
解
 かい
 析
 せき

 官の席に座っていた
二
 に
 亜
 あ

 もまた、
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作りながらあごを撫でる。

　とはいえそれも道理。──何しろ、もともとそれは彼女の能力
 だったのだから。

「──〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉……だよねぇ、やっぱり」

　二亜が複雑そうな表情をしながら呻くように言う。

　そう。〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉。二亜の天使〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉が反転した姿であり、ウェストコットに
奪
 うば

 われた『
魔
 ま
 王
 おう

 』である。

　
巨
 きよ
 大
 だい

 な書物の姿をしたその魔王は、この世に
在
 あ

 るありとあらゆる事象を『
識
 し

 る』ことができる。二亜のジャミングによってその
検
 けん
 索
 さく

 精度は低下しているものの、ウェストコットがこちらの動きを察知する可能性はゼロではなかった。

「少年の時間
遡
 そ
 行
 こう

 そのものに気づいてなくても、あたしたちの会話とか
覗
 のぞ

 いたら、ある程度当たりはついちゃうもんねぇ。少しでも不信感を覚えたら、あとは
芋
 いも

 づる式だし」

　二亜が
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な仕草で肩をすくめる。

　とはいえ、その危険性は琴里も二亜も、もちろん士道も
把
 は
 握
 あく

 済みだった。

　それを理解してなお、士道は
皆
 みな

 に未来のことを打ち明けたのである。

　令音の
攻
 こう
 略
 りやく

 を行うためには情報の共有と入念な打ち合わせは不可欠であり、それを〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉に知られないよう行うことは不可能であった。

　ならばどちらを選ぶべきか──そんなものは、論ずるまでもなく決まっていた。

　令音の力を封印することができなければ、琴里たちに生き残る目はなかったのだから。

　しかしいくら令音に比べれば優先順位が低いからといって、ＤＥＭの
脅
 きよう
 威
 い

 が
薄
 うす

 れるということはない。〈ラタトスク〉を
遥
 はる

 かに
凌
 しの

 ぐ物量と兵力を有した彼の組織は今、その総力を
以
 もつ

 て士道に襲いかからんとしていた。

「とにかく、今すぐ士道を回収して！　
一
 いつ
 旦
 たん

 態勢を立て直すわよ！」

『
了
 りよう
 解
 かい

 ……！』

　琴里の指示に、クルーたちが
一
 いつ
 斉
 せい

 にそう
応
 こた

 えた。









「……シン？」

　狂三の中から現れた分身と
融
 ゆう
 合
 ごう

 を果たし、完全な身体を取り
戻
 もど

 した澪は、微かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せながら、静かな声を発した。

　前方にいた士道が、小さく、しかし断続的な呻きを上げながら、地面に膝を
突
 つ

 き、頭を押さえて
蹲
 うずくま

 ってしまったのである。

　その様はまるで
雷
 かみなり

 に
怯
 おび

 える子供のようであったけれど、士道が澪やＤＥＭへの
恐
 きよう
 怖
 ふ

 で膝を
屈
 くつ

 するような人間でないことは、澪自身が一番よく知っていた。無論、澪を油断させるために下手な仮病を用いるような人間でないことも。

　だが、
否
 いな

 、だからこそ不可解である。

「一体どうしたの、シン──」

　と、澪が士道に歩み寄ろうとすると、不意に士道の
身体
 からだ

 が
淡
 あわ

 く発光し始めた。

　
不
 ふ
 可
 か
 思
 し
 議
 ぎ

 な現象。だがすぐに気づく。それは、〈フラクシナス〉が艦外の物質を艦内に転送しようとする際に発されるものであった。
恐
 おそ

 らく、琴里が士道を回収しようとしているのだろう。

「…………
 」

　
妨
 ぼう
 害
 がい

 しようと思えばできないでもなかったが、澪はあえて何もしなかった。

　元より士道は一旦安全な場所に移すつもりであったし、琴里とマリアならば士道の
症
 しよう
 状
 じよう

 を見て的確に処置してくれるだろうと判断したのである。

　士道の身体が光に包まれ、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にしてその場から消え去る。

　それを見送ってから、澪は静かに息を吐いた。

「──
無
 ぶ
 粋
 すい

 な
魔術師
 ウイザード

 や機械人形に、ここの風景を
壊
 こわ

 されるのも、面白くないな」

　底冷えのするような
声
 こわ
 音
 ね

 で言ってから、澪は再び視線を空に向けた。

「……待っててね、シン。すぐに終わらせてくるから」

　そして、そうとだけ残して空を
蹴
 け

 る。澪の身体はキラキラという光の
軌
 き
 跡
 せき

 を残しながら、ＤＥＭの艦隊へと
舞
 ま

 っていった。
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　空を
埋
 う

 めるＤＥＭ艦のうちの一
隻
 せき

 。その艦橋で、ウェストコットはスピーカー
越
 ご

 しに
響
 ひび

 く他艦からの報告を聞いていた。

　最前線の
真
 ま

 っ
只
 ただ
 中
 なか

 にいるというのに、その表情に
緊
 きん
 張
 ちよう

 や焦燥といった
類
 たぐい

 の感情はまるで見受けられない。口元は
上
 じよう
 機
 き
 嫌
 げん

 な形に
歪
 ゆが

 み、指先は時折ダークスーツの表面をリズミカルに
叩
 たた

 いていた。まるで休日の昼下がり、お気に入りの曲を聞きながらくつろいでいるかのような様相である。

『──〈ガルドラボーグ〉、戦闘準備
完
 かん
 了
 りよう

 。いつでもどうぞ』

『〈ホノリウス〉、同じく』

『〈アルマンダル〉、こちらもです』

　
幾
 いく

 つもの報告を
全
 すべ

 て把握し、ウェストコットは大仰にうなずいた。

「──よろしい。各艦、行動を開始したまえ」

『了解！』

　各艦の艦長が一斉に応えてくる。スピーカーを
隔
 へだ

 ててなお伝わる熱と奮起が、大きな音波となって辺りをビリビリと
震
 ふる

 わせた。

「──アイク。本当によろしいのですね」

　と、そこで、近くにいたエレンが、ちらとウェストコットに視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してくる。ウェストコットは
微
 かす

 かな
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 もなく「ああ」と
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「もちろんだ。全ては予定通りだよ」

「…………
 」

　ウェストコットの返答に、エレンは一瞬無言になったが、やがて小さな
吐
 と
 息
 いき

 とともに返してきた。

「そうですか。ならば……よいのですが」

「ああ。何も不安がることはない。我らの宿願は、もうすぐ果たされる」

　ウェストコットはどこか
芝
 しば
 居
 い

 がかった調子で両手を広げながら、前面のモニタに目をやった。

　そこには海岸に蹲る
五
 いつ
 河
 か

 士道と、始原の精霊〈デウス〉が映っている。

　辺りに広がるのは、広大な海と森、あとはまばらな
宿
 しゆく
 泊
 はく
 施
 し
 設
 せつ

 や
店
 てん
 舗
 ぽ

 、民家のみ。
彼
 ひ
 我
 が

 を隔てるものなどありはしない。〈ラタトスク〉は、
天
 てん
 宮
 ぐう

 市街の建造物に艦戦用の対空兵器を仕掛けていたようだが、さすがにこの海岸にまで同様の兵装を仕込んでいるということはないだろう。

「──おや？」

　と、ウェストコットはぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らした。画面の中の士道が淡く
輝
 かがや

 いて見えたかと思うと、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、その姿がふっと消え去ってしまったのである。

　恐らく、〈フラクシナス〉の転送装置だ。〈デウス〉とＤＥＭの出現により、一旦態勢を立て直そうと士道を回収したのだろう。

　とはいえ、その行動は予想の
範
 はん
 囲
 い

 内だ。ウェストコットは落ち着いた調子で──ともすれば楽しげに──声を発した。

「せっかく
舞
 ぶ
 台
 たい

 が整ったんだ。
逃
 に

 げてもらっては困るな。──〈バンダースナッチ〉隊、オペレーション

β

 ベータ

 だ。手はず通りに
頼
 たの

 むよ」

『──はっ』

　ウェストコットの指令に、スピーカーから静かな返答が返ってきた。
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「う……ぐ、あ……っ」

「──シドー！」

　士道が文字通り頭を
抱
 かか

 えながら地面に蹲っていると、不意に上方からそんな声が響いてきた。

「う、ぁ……？
 」

　痛みを
堪
 こら

 え、どうにか顔を上げる。するとそこに、心配そうな顔をした
十
 とお
 香
 か

 の姿があることがわかった。

　否、十香だけではない。
折
 おり
 紙
 がみ

 、琴里、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、二亜、
六
 む
 喰
 くろ

 ──〈ラタトスク〉が保護した
精
 せい
 霊
 れい

 、全員の姿がそこにあった。

　一瞬、皆が助けに来てくれたのかとも思ったが──違う。そこに澪の姿はなく、周囲の景色が、見慣れた〈フラクシナス〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 に様変わりしていた。どうやら転送装置で、士道を回収してくれたらしい。

　
次
 し
 第
 だい

 に、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な頭痛が治まっていく。士道はいつの間にか額に
浮
 う

 かんでいた
汗
 あせ

 を
拭
 ぬぐ

 うと、十香の手を借りながらゆっくりと立ち上がった。

「十、香……みんな……」

「うむ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か？　澪に何かされたのか……？」

「いや、これは……」

　と、士道が言いかけた瞬間、空の様子を映し出していた艦橋前方のメインモニタが、
凄
 すさ

 まじい光を放った。

「あ──」

　空に巨大な球体が出現し、光の
粒
 つぶ

 を辺りにバラ
撒
 ま

 いていく。

　その姿には見覚えがあった。──〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉。
触
 ふ

 れたものの命を奪う死の天使。その
圧
 あつ
 倒
 とう

 的な
破
 は
 壊
 かい

 力に、ＤＥＭ艦の巨大なシルエットが次々と
瓦
 が
 解
 かい

 していく。

　もはやそれに、
戦
 せん
 闘
 とう

 とか戦争とかといった表現は似つかわしくなかった。それは一方的な
鏖
 おう
 殺
 さつ

 。無感動な
掃
 そう
 討
 とう

 。
蟻
 あり

 の群れと、それを
踏
 ふ

 み
荒
 あ

 らす子供の方が、まだ戦力差は少ないかもしれなかった。

「……！」

『っひえー……話には聞いてたけどすっごいねー。これにはよしのんもびっくり』

「首肯。まともに相手をするのは悪手です」

「……そうね。ＤＥＭが澪を引きつけてくれているうちに
退
 たい
 却
 きやく

 しないと。マジで」

　皆が表情に
戦
 せん
 慄
 りつ

 を
滲
 にじ

 ませながら、口々に言う。

　だが、士道は
掠
 かす

 れた声を上げた。

「だ……め、だ……」

「む？」

「どうしたのじゃ、
主
 ぬし
 様
 さま

 」

　士道の言葉に、精霊たちが不思議そうに目を丸くする。

　士道は、痛みが引くのを待ってから、
皆
 みな

 の顔を
見
 み
 渡
 わた

 した。

「……
駄
 だ
 目
 め

 だ。俺はまだ……逃げられない。まだ、何も終わっていないんだ」

　そう。──駄目だ。

　もしも士道の推測が正しいとするならば──士道はまだ、逃げるわけにはいかなかった。

　だが、その言葉は精霊たちにとって意外なものだったのだろう。皆の
当
 とう
 惑
 わく

 と琴里の声が、
鼓
 こ
 膜
 まく

 を震わせる。

「何を言ってるのよ士道！　
誰
 だれ

 がどう見ても作戦は失敗よ！　気持ちはわかるけど、意地を張っても
状
 じよう
 況
 きよう

 は好転しないわ！」

「そんなつもりじゃない。でも……駄目なんだ──」

　──と。

　士道がそう言った瞬間、ピピピピッ、というアラームのような音が艦橋に響いた。

「何この音。シリアスなシーンなんだからケータイ切っといてくんないロボ子ちゃん？」

『
漫
 まん
 画
 が
 家
 か

 にしてはあだ名のセンスがありませんね、二亜。──と、
常時泥酔者
 フルタイムドランカー

 に構っている場合ではありませんでした。琴里、何者かがこちらに通信を試みています。どうしますか？』

　二亜とマリアが、
挨
 あい
 拶
 さつ

 のような自然さで軽い
口
 くち
 喧
 げん
 嘩
 か

 を
挟
 はさ

 みながらそう言う。それを受けて、琴里が微かに眉根を寄せた。

「通信……？　いいわ、
繫
 つな

 いでちょうだい」

『
了
 りよう
 解
 かい

 』

　マリアが言うと、メインモニタがザザッと乱れたのち、何かの映像が映し出された。

　通信相手の顔でも映っているのかと思ったが──
違
 ちが

 う。どちらかというと、
監
 かん
 視
 し

 カメラの映像か
隠
 かく

 し
撮
 ど

 りといった
風
 ふ
 情
 ぜい

 である。幾人もの人間が映っているのだが、皆カメラの存在に気づいていないかのような様子だった。

　しかも、一つのみではない。画面が細かく
分
 ぶん
 割
 かつ

 され、何カ所もの場所を映した映像がメインモニタに表示される。

　それを見て、琴里が
訝
 いぶか

 しげに眉をひそめた。

「タイミングからいってＤＥＭからの通信かと思ったけれど、これは……？」

「……む!?
 」

　と、琴里が不思議そうに首を
捻
 ひね

 っていると、十香が何かに気づいたように声を上げた。

「なに十香、どうかしたの？」

「あの画面を見てくれ、
亜
 あ
 衣
 い
 麻
 ま
 衣
 い
 美
 み
 衣
 い

 だ！」

「……え？」

　その言葉に、士道は顔を上げた。確かに十香が指さした画面には、士道のクラスメートの
山
 やま
 吹
 ぶき

 亜衣、
葉
 は
 桜
 ざくら

 麻衣、
藤
 ふじ
 袴
 ばかま

 美衣の姿があった。補習を受けているのか、何かの実行委員でもしているのかはわからなかったが、休日だというのに学校にいるようだ。よく見ると、その後方に
殿
 との
 町
 まち

 やタマちゃん先生の姿も見て取れる。

　否、それだけではなかった。十香に次ぐように、今度は折紙が小さく眉を揺らす。

「──隊長、ミケ、それにミリィ？」

　亜衣麻衣美衣たちの
隣
 となり

 の画面に、ＡＳＴ隊長・
日下
 くさか
 部
 べ
 燎
 りよう
 子
 こ

 や、折紙の元
同
 どう
 僚
 りよう

 たちの姿が映し出されていたのである。

「えっ、
日
 ひ
 依
 より

 さん……？」

「……！　
花
 か
 音
 のん

 さん──」

「はぁ……!?

 　あいつ何してんの……？」

　と、精霊たちが次々と声を上げる。
他
 ほか

 の画面には、美九のアイドル仲間の
朝
 あさ
 倉
 くら

 日依や、四糸乃、七罪が体験入学に行った際にできた友だち・
綾
 あやの
 小
 こう
 路
 じ

 花音、他にも耶俱矢や夕弦の友人などが
確
 かく
 認
 にん

 できた。

　そう。分割された画面のそれぞれに、精霊たちの友人や知人が幾人も映し出されていたのである。

「なんだ、これは……」

　映像の意図がわからず
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せる。

　が、次の瞬間、その映像の中に変化が起き、すぐに士道たちは知ることとなった。

　──敵の
狙
 ねら

 いを。その
悪
 あく
 辣
 らつ
 極
 きわ

 まる策略を。

　亜衣麻衣美衣たちのいる教室。その窓ガラスが
盛
 せい
 大
 だい

 に
砕
 くだ

 け散ったかと思うと、そこから数体の〈バンダースナッチ〉が、無機質なカメラアイを
蠢
 うごめ

 かせながら現れたのである。

『うわきゃぁぁぁぁっ!?

 』

『なになに、なにごと!?
 』

『
突
 とつ
 然
 ぜん

 学校にテロリストが!?
 』

　亜衣麻衣美衣の
甲
 かん
 高
 だか

 い
叫
 さけ

 び声が、スピーカーを通して艦橋に
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る。

　するとそれに合わせるようにして、他の画面でも同様のことが起こっていった。

『な……ッ、こいつはＤＥＭの!?
 　どういうこと!?
 』

『たっ、隊長！　
緊
 きん
 急
 きゆう

 着装デバイスは──』

『残念ながら保管庫の中よ……ッ！
 』

『きゃぁっ!?

 　な、なんですかこれ……ドッキリ!?
 』

『ちょ……っ！
 　なんかいきなり空からロボが降ってきたんだけど!?
 』

『また花音さんは注目されたいからってそんなこと……って、うわ、マジじゃないですか。花音さんもたまにはホントのこと言うんですね』

『なに変なところで感動してるのよ!?
 　逃げるわよ！』

　学校で。自衛隊
駐
 ちゆう
 屯
 とん
 地
 ち

 で。ライブ会場で。
夕
 ゆう
 陽
 ひ

 に染まる街路で。

　空間震警報の鳴っていない街の至るところで、機械の
怪
 かい
 物
 ぶつ

 がその姿を現す。

「な──」

　それは、
普
 ふ
 通
 つう

 ではあり得ない光景であった。精霊が
秘
 ひ
 匿
 とく

 存在であるのと同様に、〈バンダースナッチ〉を動かす
顕現装置
 リアライザ

 もまた、
一
 いつ
 般
 ぱん

 には公開されていない技術なのだ。

　それを堂々と衆目に
晒
 さら

 し、あまつさえ一般市民に危害を加えようとするなど、正気の
沙
 さ
 汰
 た

 ではない。
如
 い
 何
 か

 にＤＥＭインダストリーが
巨
 きよ
 大
 だい

 な権力を有するとはいえ、ここまでの事態を丸く収めることなどできようがなかった。

　否──もしかしたら、収める必要さえないと考えているのかもしれない。その可能性に、士道は心臓が引き
絞
 しぼ

 られるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を覚えた。

『──やあ。聞こえているかな、〈ラタトスク〉の諸君』

　と、士道たちが戦慄していると、そこでスピーカーから悲鳴や破壊音とは別の音声が響いてきた。

　
至
 し
 極
 ごく

 落ち着いた、それでいて楽しげな──さらに付け加えるなら
無
 む
 性
 しよう

 に神経を逆なでする──男の声。
間
 ま
 違
 ちが

 いない。ＤＥＭ社
業務執行取締役
 マネージング・デイレクター

 、アイザック・ウェストコットだ。士道はうなりを上げるようにその名を叫んだ。

「ウェストコット……ッ！
 」

『ああ。どうだい、楽しんでもらえているかな？』

「ふざけるな！　みんなは関係ないだろう！　一体何が目的だ……！」

　士道が
憎
 にく
 々
 にく

 しげに言うと、ウェストコットはあっけらかんとした様子で返してきた。

『目的、か。そうだな、私としてはどう転んでも構わないよ』

「何だと……？」

　
困
 こん
 惑
 わく

 する士道に、ウェストコットが続ける。

『もっとも理想的なのは、彼女らが人質として機能してくれることかな。それならば私は悪辣な
誘
 ゆう
 拐
 かい
 犯
 はん

 よろしくこう宣言しよう。彼女らの命が
惜
 お

 しくば、イツカシドウの持つ
霊結晶
 セフイラ

 を
全
 すべ

 て渡せ、と』

「ぐ……！」

　ウェストコットの言葉に、士道は歯を
嚙
 か

 みしめ顔をしかめた。

　するとそこで、落ち着け、とでも言うように、琴里の手が
肩
 かた

 に置かれる。

「──悪いけれど、それは私たちを
舐
 な

 めすぎじゃあないかしら？　損得の
勘
 かん
 定
 じよう

 くらいはできるつもりよ。あなたに
霊結晶
 セフイラ

 を渡したら、この世界が丸ごと上書きされてしまうかもしれない。もちろん、守ったはずの彼女たちごとね。──一時の感情でそんな
愚
 ぐ
 行
 こう

 を
犯
 おか

 すことはできないわ」

　琴里が、低くした
声
 こわ
 音
 ね

 でそう言う。だがその
頰
 ほお

 には
汗
 あせ

 が
滲
 にじ

 み、
眉
 み
 間
 けん

 には深いしわが刻まれていた。これが音声通話のみなのは
僥
 ぎよう
 倖
 こう

 であったかもしれない。

　当然だ。琴里がただ冷静にそんな言葉を発しているのでないことは容易に知れた。本当ならば、ウェストコットを
卑
 ひ
 怯
 きよう

 者と
罵
 ののし

 りたいところだろう。

　だがそんなことをしては、敵にわざわざ弱みを見せるようなものである。だから琴里は、冷静で
冷
 れい
 酷
 こく

 な司令官を演じなければならないのだ。──そんな
脅
 おど

 しは無意味である、と。

　ウェストコットは琴里の言葉に『ふむ』と言うと、さして
驚
 おどろ

 いたふうもなく続けてきた。

『まあ、それならば仕方がない。私は
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 な独裁者の
如
 ごと

 く、彼女らをできるだけ
惨
 むご

 たらしく殺せと命ずるだけだ。友人が殺される光景を見て、
精
 せい
 霊
 れい

 が一人でも反転してくれたなら
儲
 もう

 けものさ』

「……！」

　士道は思わず息を
詰
 つ

 まらせた。冷たいものが胃に広がるような感覚。

　士道は精霊たちが死んでしまう未来を変えるために、【
六
 ヴ
 の
 ア
 弾
 ヴ

 】で時を
越
 こ

 えた。だが今、まさに士道の行動が原因で、本来ならば何も起きなかったはずの友人たちに死が
迫
 せま

 っていたのである。

　琴里の反応も似たようなものであったけれど、士道の
自
 じ
 慢
 まん

 の妹は
徹
 てつ
 底
 てい

 して司令官であった。声だけには
震
 ふる

 えを生じさせず、落ち着いた調子で返す。

「……あら、それは
怖
 こわ

 いわね。じゃあ今すぐ映像を
遮
 しや
 断
 だん

 しないと。わざわざ宣言してくれるなんて、親切な敵もいたものね」

『おや、これは失策だったかな。ならば仕方ない。仮に精霊たちが反転しなかったとしても──私が楽しむには十分だ』

「てめぇ……ッ！
 」

　
常
 じよう
 軌
 き

 を
逸
 いつ

 したウェストコットの言葉に、士道は腹の中に
渦
 うず

 を巻いた
怨
 えん
 嗟
 さ

 を、
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 に
変
 へん
 換
 かん

 して
喉
 のど

 から発した。

　ウェストコットと対面したときに見た、あの
錆
 さ

 び付いたような
双
 そう
 眸
 ぼう

 が思い起こされる。人を人として見ていないような、無機的な目。

　──彼ならば、やる
 。
呪
 のろ

 いじみた確信。その言葉は明らかに、脅しや
駆
 か

 け引きのみから生じたものではなかった。

『──さて、では答え合わせといこうじゃあないか。とりあえず、表示されている映像をいくつか、血に染めてみよう。そのあとで、もう一度感想を聞くとしようか』

「ッ！　やめ──」

　士道の制止もむなしく、ウェストコットは〈バンダースナッチ〉に指示を発するようにパチンと指を鳴らした。





　　　　◇





　よく
漫
 まん
 画
 が

 などで、予想外の出来事に出くわしたキャラクターが、それを夢と疑って頰をつねるシーンがある。一説によると夢の中では痛みがないから……とのことだ。

　あれを見るたび山吹亜衣は「うっそでー、そんなことしないってー」と笑っていた。あれはあくまで漫画的表現。キャラクターが
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としている様を
端
 たん
 的
 てき

 に表す動作に違いない、と。

　けれど、今後は考えを改める必要がありそうだった。

　何しろ、突然学校の窓を
突
 つ

 き破って
謎
 なぞ

 のロボット集団が現れたりしたときには、まさにその動作をしてしまうことが判明したのだから。

「え、えぇ……何これ……？」

　右手で頰をつねることにより、
妙
 みよう

 にコミカルな形になった表情で、亜衣は呆然と
呟
 つぶや

 いた。

　ちなみに、指にはそれなりの力が入っているはずなのだが、痛みはあまり感じなかった。いや、夢でないことは明白なのだが、予想外の事態に、脳がドーパミンとかエンドルフィンとかベータカロテンとかそんな感じのやつを
分
 ぶん
 泌
 ぴつ

 しているのかもしれなかった。

　ロボットの数は五体。いや、それはあくまで教室の中にいるものだけを数えた数であり、外にまだ何体も
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 している。人間よりも一回り大きな
体
 たい
 軀
 く

 に太い
腕
 うで

 と
鋭
 するど

 い
爪
 つめ

 を備えており、どう見ても
戦
 せん
 闘
 とう

 とか制圧とか
虐
 ぎやく
 殺
 さつ

 とかを得意としているように見えた。

　今教室にいる人間は、亜衣と、その友人葉桜麻衣、藤袴美衣、そして担任の
岡
 おか
 峰
 みね
 珠
 たま
 恵
 え
 教
 きよう
 諭
 ゆ

 に、クラスメートの殿町
宏
 ひろ
 人
 と

 の五人である。少なくとも、謎の戦闘ロボット（？）と立ち回りを演じられそうなメンバーは見当たらなかった。

「や、山吹さん、葉桜さん、藤袴さん……！　それに殿町くんも！　危険です！　
逃
 に

 げてくださいぃぃ！」

　岡峰教諭、
通
 つう
 称
 しよう

 タマちゃん先生が、
小
 こ
 柄
 がら

 な
身体
 からだ

 を震わせながらそんな声を上げてくる。

　だが、ロボットたちは亜衣たちを囲うようにがしゃりがしゃりと展開し、
廊
 ろう
 下
 か

 へと至る
扉
 とびら

 の前に
陣
 じん
 取
 ど

 っていた。逃げようとしようものなら、
即
 そく
 座
 ざ

 に
襲
 おそ

 いかかってきそうな様相である。

「な、何なのこのロボット!?
 　デザイン的に正義のヒーローじゃないわよね!?
 　どっちかってと悪の軍団よね!?
 」

「まさか人類対ロボットが戦争してる未来から、後の人類の指導者を殺しにきたやつだったりする!?
 　マジか私そんな
偉
 い
 人
 じん

 になっちゃう!?
 」

「ひぇぇぇ！
 　お助けぇぇぇ！
 　死ぬ前に一度でいいから女の子の太ももの間に顔を
埋
 うず

 めてみたかったぁぁぁっ！
 」

　麻衣と美衣、そして殿町が、それぞれ亜衣の右腕と左腕、そして太ももにがっしとしがみつきながら悲鳴じみた声を上げる。亜衣はとりあえず殿町を
蹴
 け

 り飛ばした。

　するとその
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、亜衣たちの様子を
窺
 うかが

 っていた前方のロボットが、何らかの指令を受けたかのように動き始めた。ゆっくりとした足取りで、亜衣たちの方へと歩み寄ってくる。

「な……っ！
 」

「に……っ！
 」

「ぬ……っ！
 」

　亜衣麻衣美衣はそれぞれ喉を絞るように声を上げた。

　だが、できることといえばそれだけだ。
恐
 きよう
 怖
 ふ

 のためか、身体が動かない。仮に動いたとしても、どうやって逃げればいいのかわからなかった。

　そうこうしているうちに、ロボットが亜衣の目前まで迫ってくる。無機的な異形は小刻みに動いていたカメラアイを亜衣に定めると、大型のナイフを束ねたような爪を大きく
振
 ふ

 り上げた。

「あ──」

　呆然とした声が喉から
漏
 も

 れる。一瞬を引き延ばしたかのように思考が圧縮される。
走
 そう
 馬
 ま
 燈
 とう

 って本当にあるんだ、という
奇
 き
 妙
 みよう

 な
感
 かん
 慨
 がい

 。今までの人生における思い出がいくつも思い出される感覚。

　──ああ、私ホントに死ぬんだ。今日までフツーに過ごしてたのに、いきなり現れたロボットに殺されるんだ。ロボット？　いやロボットって何よ。意味わかんない。人生何があるかわからないっていうけどいくらなんでもそれはないでしょ。うっわぁ、マジか。マジか。ああ、こんなことなら、ちゃんと
岸
 きし
 和
 わ
 田
 だ

 くんに告白しとくんだった──

　極限まで
濃
 のう
 縮
 しゆく

 された亜衣の思考を切り
裂
 さ

 くように、鋭い爪が振り下ろされた。









　陸上自衛隊天宮駐屯地。そこは、自衛隊員たちが生活を送り課業を行う、日本の防衛
拠
 きよ
 点
 てん

 の一つである。

　無論、災害や有事に備えて様々な部隊が
駐
 ちゆう
 屯
 とん

 しており、その中には、空間震──精霊災害を専門に
扱
 あつか

 う
秘
 ひ
 匿
 とく

 部隊・
対精霊部隊
 ＡＳＴ

 も存在する。

　
顕現装置
 リアライザ

 を扱う
特
 とく
 殊
 しゆ
 戦
 せん
 闘
 とう

 要員・
魔術師
 ウイザード

 たちで構成されたその部隊は、国内に存在する公的武力の中で最強といっても過言ではない。ここを
襲
 しゆう
 撃
 げき

 するくらいなら、まだ警視庁や国会議事堂の方が
幾
 いく
 分
 ぶん

 か難易度が低いだろう。

　だが──今。
件
 くだん

 のＡＳＴ隊長・日下部燎子の目の前で、そのあり得ないはずの事態が起こっていた。

「な……」

　隊舎の一角にある
休
 きゆう
 憩
 けい

 スペースで、同じくＡＳＴの岡峰
美
 み
 紀
 き
 恵
 え

 、メカニックのミルドレッド・Ｆ・
藤
 ふじ
 村
 むら

 と会話をしていたところに、
突
 とつ
 然
 ぜん

 幾体もの人型機械が現れたのである。

　その姿には見覚えがあった。ＤＥＭの無人兵器〈バンダースナッチ〉だ。

　しかし、それを
認
 にん
 識
 しき

 してなお、燎子は今自分に何が起きているのか一瞬理解できなかった。

　まったく
軋
 あつ
 轢
 れき

 がないとは言わないが、ＤＥＭはＡＳＴにも技術提供をしている、いわば味方の立場である。
普
 ふ
 通
 つう

 に考えれば、そこの兵器が燎子たちを襲撃などするはずがない。

　だが、明らかに今〈バンダースナッチ〉は燎子たちに向かって戦闘態勢を取っていた。カメラアイを燎子に定め、そのまま勢いよく爪を振り下ろしてくる。

「ち──」

　燎子は顔をしかめながらそれを
避
 よ

 けると、
携
 けい
 帯
 たい

 していた９ミリ
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を
抜
 ぬ

 き、引き金を引いた。

　が、
随意領域
 テリトリー

 で
以
 もつ

 て守られた〈バンダースナッチ〉に、そんなものが通用するはずはない。燎子が放った
弾
 だん
 丸
 がん

 は、〈バンダースナッチ〉のボディに
到
 とう
 達
 たつ

 する寸前で静止し、そのまま
床
 ゆか

 に落ちた。

〈バンダースナッチ〉たちが、燎子たちを囲い込むようにじりじりと
距
 きよ
 離
 り

 を詰めてくる。

「た、隊長……これって、折紙さんの言っていたことに何か関係があるんじゃあ……!?
 」

　と、そこで
隣
 となり

 にいた美紀恵が、思い出したようにそう言った。

　そう。昨日、元
同
 どう
 僚
 りよう

 の
鳶
 とび
 一
 いち

 折紙が駐屯地を
訪
 おとず

 れ、燎子たちに謎の警告を発してきたのである。燎子が美紀恵やミリィと
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいたのも、それについて話をしていたからだった。

　
曰
 いわ

 く、ＤＥＭは精霊の力を手に入れ、利用しようとしている組織である。二月二〇日にＤＥＭから参戦
要
 よう
 請
 せい

 があるかもしれないが、それを断れ──と。

　なるほど、確かに今の
状
 じよう
 況
 きよう

 とそれは無関係とは思えなかった。いや、むしろ折紙からそれを聞いてしまったことにより、命を
狙
 ねら

 われているという可能性もあるのだろうか。

　どちらが真実なのかは燎子には判別が付かなかったし、先方にも、それを考える時間を
与
 あた

 えるつもりはないようだった。

「く……！」

　大きく開かれた〈バンダースナッチ〉の手の平に
魔
 ま
 力
 りよく

 光が
輝
 かがや

 くのを見ながら、燎子はギリと奥歯を
嚙
 か

 みしめた。









「え……っ、え……っ!?

 」

　
狼
 ろう
 狽
 ばい

 と
困
 こん
 惑
 わく

 の中、朝倉日依は目をまん丸に見開きながら辺りを見回した。

　だがそれも当然だ。何しろ自身のライブで歌を歌っている最中、バックダンサーの代わりに見知らぬ機械の人形が何体もステージに現れたのだから。

「うおおおおおおおおおお！　日依たぁぁぁぁぁぁぁ
 んッ！」

「えっ、何あれ、テロ？　ヤバくない？」

「バカ、演出だろ？」

「でも曲止まってるよ？」

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　観客たちは、
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに
戸
 と
 惑
 まど

 っている者と、ライブの演出と思って盛り上がっている者が半々くらいだったが、少なくとも日依はこんな演出があるなどとは聞いていなかった。

　最初に疑ったのはドッキリである。『ライブ中、バックダンサーが全員ロボットだったら朝倉日依はどうする？』、といった。

　だが冷静に考えるといくらドッキリとはいえ
企
 き
 画
 かく

 が意味不明過ぎるし、何よりそのロボットの、ＣＧのように
滑
 なめ

 らかな挙動が、日依の頭を混乱させた。──明らかに人間が入っているようなシルエットではないのだが、現代の人型ロボットはこんなにスムーズに動けただろうか？

　そんなことを考えていると、ロボットは両手に備えた爪を光らせながら、日依を囲うようににじり寄ってきた。

「ひ……ッ」

　その不気味な様に思わず声を
詰
 つ

 まらせ、後ずさる。だが、後方からも同様にロボットが
迫
 せま

 ってきていた。

「み、美九さん……っ！
 」

　日依は半ば無意識のうちに目を
瞑
 つぶ

 り、アイドル仲間であり
憧
 あこが

 れの
先
 せん
 輩
 ぱい

 でもある
誘
 いざ
 宵
 よい

 美九の名を呼んでいた。

　とはいえ無論、そんなもので助けがくるはずもない。ロボットたちは無機的な視線で日依を
捉
 とら

 えると、その身体を四方から
串
 くし
 刺
 ざ

 しにするかのように爪の
先
 せん
 端
 たん

 を向けた。









　が──次の瞬間。









「おおおおおおおおおおおお──ッ！
 」

　教室に
響
 ひび

 いた
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに、亜衣の前方に立っていたロボットの身体が、
綺
 き
 麗
 れい

 に左右に断ち分かたれた。

「へ……っ？
 」

　突然のことに、思わず目を丸くする。

　すると、バチバチと音を立てながら左右に
倒
 たお

 れるロボットの
陰
 かげ

 から、一人の少女が姿を現した。

「え──」

　その姿を認めて、またも目を
剝
 む

 く。

　だがそれも当然ではあった。何しろそこにいたのは──

「──無事か、亜衣、麻衣、美衣！　それに殿町とタマちゃんも！」

　
淡
 あわ

 く輝く
衣
 ころも

 を身に
纏
 まと

 い、その手に
巨
 きよ
 大
 だい

 な
剣
 けん

 を
握
 にぎ

 ったクラスメート、
夜
 や
 刀
 と
 神
 がみ

 十香だったのだから。









「ふ──ッ」

　細い
吐
 と
 息
 いき

 が聞こえたかと思うと、それに合わせるように一条の光が
煌
 きら

 めき、燎子たちに向けられていた〈バンダースナッチ〉の
腕
 うで

 が
弾
 はじ

 け飛んだ。

「な……っ!?

 」

　思わず息を詰まらせる。そこで、美紀恵が何かに気づいたように声を上げた。

「お、折紙さん!?
 」

　その声に弾かれるように、美紀恵の視線を追う。

　するとそこには美紀恵の言うとおり、白銀のＣＲ‐ユニットの上に純白のベールを纏った折紙の姿があった。









「──はーい、呼びましたか、日依さん？」

「え……？」

　頭上から響いた声に、日依は目を開けた。

　すると、自分を取り囲むように迫ってきていたロボットたちが、
皆
 みな
 仰
 あお
 向
 む

 けに倒れていることがわかる。

　そして、バッと顔を上げ、声のした方向を見ると、そこには──

「み、美九さん……！」

　淡い輝きを放つ、なんとも
幻
 げん
 想
 そう

 的な
衣
 い
 装
 しよう

 を纏った美九が、
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していた。





　　　　◇





「よし──っ！
 」

〈フラクシナス〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 で十香の奮戦を見ながら、士道はぐっと
拳
 こぶし

 を握った。

　そう。
分
 ぶん
 割
 かつ

 された画面の一つ、士道のクラスメートたちが映し出されていた
箇
 か
 所
 しよ

 に、限定
霊
 れい
 装
 そう

 を纏った十香が現れ、亜衣麻衣美衣に
襲
 おそ

 いかかろうとしていた〈バンダースナッチ〉を一刀のもとに
斬
 き

 り
伏
 ふ

 せてみせたのである。

　
否
 いな

 、十香だけではない。つい先ほどまで〈フラクシナス〉の艦橋にいた折紙が、美九が、四糸乃が、七罪が、耶俱矢が、夕弦が、それぞれの友人たちのもとへと
駆
 か

 けつけ、十香と同様にその
窮
 きゆう
 地
 ち

 を救っていた。

　分割された画面に
霊
 れい
 力
 りよく

 の光が輝き、幾体もの〈バンダースナッチ〉をスクラップと化していく。人間にとっては
脅
 きよう
 威
 い

 である〈バンダースナッチ〉も、
精
 せい
 霊
 れい

 たちの前では形無しであった。

　無論、今〈フラクシナス〉が浮遊しているのは天宮市の上空ではなく、真士と澪の思い出の海の上だ。いくら精霊たちとはいえ、普通ならばこんな
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で友人たちのもとに駆けつけることなどできはしない。

　それが可能となったのは──

「──むん。
長
 ちよう
 距
 きよ
 離
 り

 の移動は不安じゃったが……どうにか
上
 う
 手
 ま

 くいったようじゃの」

〈
封解主
 ミカエル

 〉を手にした、六喰の力あればこそだった。

　
鍵
 かぎ

 の天使〈
封解主
 ミカエル

 〉は、万物を『閉じ』──あるいは『開く』。

　その権能が
及
 およ

 ぶのは、
堅
 かた

 く
閉
 と

 ざされた
扉
 とびら

 や
錠
 じよう
 前
 まえ

 のみに限らない。人の心や
記
 き
 憶
 おく

 など形のないもの、そして──空間と空間を
繫
 つな

 ぐ『
孔
 あな

 』に至るまで。およそ〈
封解主
 ミカエル

 〉に開けられないものなど存在しなかったのである。











　そう。友人たちの危機を察した精霊たちは、六喰が開けた空間の『孔』を通って、皆の元へと瞬間移動していたのだ。

　とはいえ、その方法が最善手であったかどうかは、士道にはわからなかった。

　確かに、
他
 ほか

 に亜衣麻衣美衣や殿町たちを救う方法がなかったのだから仕方ないことではあるのだが、この手段には、ある
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 なリスクが
伴
 ともな

 っていたのである。

　単純な理由だ。衆目の前に姿をさらした〈バンダースナッチ〉を
狩
 か

 るということは
即
 すなわ

 ち──

『と、十香ちゃん……よね？』

『折紙!?
 　あんた、その格好──』

『美九さん、なぜここに……!?
 　ていうかそれステージ衣装……じゃないですよね？』

『きゃああああああああ！　美ぃぃぃ九たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ
 んッ!!
 』

『は……はぁっ!?
 　四糸乃さんに七罪さん!?
 』

『我が盟友耶俱矢！　まさかついに
漆
 しつ
 黒
 こく

 のオーラに目覚めたのか……!?
 』

『えっ夕弦さんどうしたんですかそのえっちな服』

　などと、それぞれの画面から精霊の友人たちの狼狽と困惑、あとはところどころ興奮の声が響く。

　精霊たちは友人を救う
代
 だい
 償
 しよう

 に、その正体を
晒
 さら

 さねばならなかったのである。

「……ああ、もう。いくら〈ラタトスク〉でも、こんなの
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 しきれるかしら。今から胃が痛いわ」

　琴里がにわかにざわめき出す画面の中の人々を見て、やれやれと額に手を置く。

　しかし琴里は「でも」と
呟
 つぶや

 くと、キッと視線を
鋭
 するど

 くした。

「──
凌
 しの

 いでみせたわよ、アイザック・ウェストコット」

『ふむ』

　するとウェストコットは、小さく
唸
 うな

 るようにそう言ってから続けた。

『実に
鮮
 あざ

 やかな手並みだ。賞賛に
値
 あたい

 する。ただ、言わなかったかな？　私としてはどう転んでも構わない
 、と。──奥の手は常に残しておくべきだよ』

「……なんですって？」

　ウェストコットの言葉に、琴里が
怪
 け
 訝
 げん

 そうに表情を
歪
 ゆが

 める。

　──次の瞬間。まるでその声に呼応するかのように
凄
 すさ

 まじい
爆
 ばく
 発
 はつ

 音が響き、〈フラクシナス〉の艦体が大きく
揺
 ゆ

 れた。

「……!?
 　琴里！」

「く……！　ＤＥＭ艦の
攻
 こう
 撃
 げき

 !?
 　マリア、
状
 じよう
 況
 きよう

 は!?
 」

『はい。これは──』

　琴里が
忌
 いま
 々
 いま

 しげな様子で問うと、マリアが困惑するように声を響かせてきた。

『〈フラクシナス〉にＤＥＭ艦が
突
 とつ
 撃
 げき

 、そのまま
随意領域
 テリトリー

 を同化させて横付けしているような格好です』

「
随意領域
 テリトリー

 を……同化!?
 　そんなことが可能なの!?
 」

『理論上は可能です。相手の
随意領域
 テリトリー

 組成を完全に
把
 は
 握
 あく

 する
解
 かい
 析
 せき

 力と、
超
 ちよう

 高出力で
以
 もつ

 て展開された
随意領域
 テリトリー

 があればの話ですが』

「……っ」

　マリアの言葉に、琴里が息を詰まらせる。

　するとそれに合わせるかのようなタイミングで、自律カメラがメインモニタに映像を送ってくる。

〈フラクシナス〉の真横に食らい付くような格好で密着した、流線型の艦体を
誇
 ほこ

 る美しい空中艦の姿を。

「〈ゲーティア〉……ッ！
 」

　琴里が忌々しげにその名を呼ぶ。

　その名には聞き覚えがあった。〈ゲーティア〉。エレン・メイザースの駆る専用艦にして、かつて改修前の〈フラクシナス〉を
墜
 お

 とした艦である。

〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉として復活したのち、精霊たちの力を借りて
雪
 せつ
 辱
 じよく

 を果たしたとは聞いていたが──今その精霊たちの大半は天宮市各地に散らばってしまっていた。

「く、マリア、
振
 ふ

 り切って──」

　と、琴里がマリアに指示を発しようとした瞬間、〈ゲーティア〉のハッチが開いたかと思うと、そこから目にも止まらぬ速さで『何か』が飛び出してきて、〈フラクシナス〉の艦体に飛び付いた。

　次の瞬間、凄まじい爆発音とともに、艦橋の
天
 てん
 井
 じよう

 が切り
裂
 さ

 かれる。
目
 ま
 映
 ばゆ

 い
魔
 ま
 力
 りよく

 の光を
刃
 やいば

 の形に固めた高出力レイザーブレイドが
閃
 ひらめ

 き、艦橋に
夕
 ゆう
 陽
 ひ

 が
射
 さ

 し込んだ。もしも空中艦が
随意領域
 テリトリー

 に
覆
 おお

 われていなかったなら、士道を
含
 ふく

 むクルーたちは気圧差で外に吸い出されてしまっていただろう。

「な──」

「
噓
 うそ

 でしょ……!?

 」

　一瞬の
狼
 ろう
 狽
 ばい

 が艦橋を満たす。

　そしてその一瞬は、その
魔術師
 ウイザード

 にとって十分に過ぎる
隙
 すき

 であった。

「艦の中が安全というのは幻想ですよ。──少なくとも、この私の前では」

　──エレン・メイザース。

　艦の外装を
破
 は
 壊
 かい

 し艦橋へと乗り込んできた
侵
 しん
 入
 にゆう

 者の姿を
認
 にん
 識
 しき

 したときにはもう、彼女の剣は、士道に
迫
 せま

 りつつあった。
恐
 おそ

 らくあと一秒と待たず、その切っ先は士道の心臓に吸い込まれるだろう。

　だが──

「──奥の手は常に残しておく。人でなしの社長にしてはいい言葉でいやがります」

　どこからかそんな声が
響
 ひび

 いたかと思うと、次の瞬間、士道に迫っていた魔力の刃が下方からかち上げられた。

「は──」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて、理解する。

　自分が、
誰
 だれ

 に助けられたのかを。

「──
真
 ま
 那
 な

 ！」

「はい。──奥の手、参上です」

　そう。そこにいたのは、士道の──否、真士の
実
 じつ
 妹
 まい

 、
崇
 たか
 宮
 みや

 真那であった。その身に
纏
 まと

 うは、
狼
 おおかみ

 を思わせるＣＲ‐ユニット〈ヴァナルガンド〉。どうやら万一に備えて、艦内に
控
 ひか

 えていたらしい。

「はぁ──ッ！
 」

　真那は
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いとともに
随意領域
 テリトリー

 を固めると、そのままエレンに組み付くような格好でユニットのスラスターを
噴
 ふん
 出
 しゆつ

 させた。艦内が目映い光に包まれ、真那とエレンの
身体
 からだ

 が天井に開いた穴から艦外へと飛び出していく。

「真那……っ！
 」

　
如
 い
 何
 か

 に真那とはいえ、一人でエレンに
敵
 かな

 うとは思えない。士道は拳を
握
 にぎ

 ると、全身に霊力を
漲
 みなぎ

 らせ、その場でぐっと足を縮めた。

「士道！　無茶よ、やめなさ──」

　士道の意図を察した琴里が制止しようとしてくるが、士道はその言葉を最後まで聞かず、艦橋の
床
 ゆか

 を力
一
 いつ
 杯
 ぱい
 蹴
 け

 った。

　そしてそのまま、風の天使〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の力を身体に纏わせ、天井に開いた穴から艦外へと身を
躍
 おど

 らせる。

　一万五〇〇〇メートルという、目も
眩
 くら

 むような高度。けれど、艦体を包む
随意領域
 テリトリー

 のお
陰
 かげ

 か、周囲の気温や空気の
薄
 うす

 さ、風などはさほど気にならなかった。白と
紫
 むらさき

 でカラーリングされた
滑
 なめ

 らかな〈フラクシナス〉の外装に足を落ち着け、真那とエレンの姿を探す。

「──っ！
 」

　視界を
遮
 さえぎ

 るものなど何もない空間である。彼女らの姿はすぐに見つかった。

　問題は──そこにいたのが、真那とエレンのみではなかったということである。

「きゃははは！」

「あらあら
兄
 きよう
 妹
 だい

 おそろいでー」

「あたしも混ぜてくれるぅ？」

　
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 のない声を響かせながら、〈フラクシナス〉の外装の上に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 する
幾
 いく
 人
 にん

 もの少女たちがきゃはきゃはと笑う。

「〈ニベルコル〉！」

　それを認めて、士道は思わず名を
叫
 さけ

 んだ。

　そう──〈ニベルコル〉。
魔
 ま
 王
 おう

 〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉とＤＥＭの技術が作り出した
疑
 ぎ
 似
 じ
 精
 せい
 霊
 れい

 の少女である。

　そしてその笑い声の波を割るようにして、二人の人物が進み出てくる。

　一人は、エレンと同じＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 、アルテミシア・アシュクロフト。

　そしてもう一人は──漆黒の本を
携
 たずさ

 えたＤＥＭの
長
 おさ

 、アイザック・ウェストコットその人であった。

「ウェストコット……！」

　叫び、士道は表情に
戦
 せん
 慄
 りつ

 を走らせた。

　何しろそこに、ＤＥＭインダストリーの最高戦力と言っていい三人が
揃
 そろ

 っていたのだ。彼ら全員が本隊を
離
 はな

 れこんな場所に現れるなど、正直予想だにしていなかった。

　遠くの空では
未
 いま

 だ、澪がＤＥＭの空中艦を
屠
 ほふ

 り続けている。その光景を視界の
端
 はし

 で
捉
 とら

 え、士道は理解した。恐らく彼らは澪の出現を予見し、こともあろうにあの大
艦
 かん
 隊
 たい

 を
囮
 おとり

 として使い
潰
 つぶ

 してみせたのである。

　そう。──士道の身体に
眠
 ねむ

 る
霊
 れい
 力
 りよく

 を
掠
 かす

 め取り、澪の力を我が物にせんがために。

「やあ、イツカシドウ。いや、タカミヤシンジと呼んだ方がいいかな？　それにマナまで。──ふ、なんとも
奇
 き
 妙
 みよう

 な取り合わせじゃあないか。まるで三〇年前に
戻
 もど

 ったかのようだ」

　ウェストコットが気安い調子で話しかけてくる。だがその目の奥には、まるで金属のような冷たい光が見て取れた。

「……ああ、本当だな。おまえもエレンも、何一つ進歩しちゃいない。三〇年もあったら、
普
 ふ
 通
 つう

 何らかの成長はするもんだけどな」

　士道が皮肉げな口調で言うも、ウェストコットはその顔に薄い
笑
 え

 みを張り付けたままだった。まるで仮面のような様相。
僅
 わず

 かながら
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな表情を作ったエレンが幾分か人間的に見えたくらいである。

「さて、本当なら昔話にでも花を
咲
 さ

 かせたいところだが──あいにくこちらも時間があるわけではないのでね。兄妹仲良く
出
 で
 迎
 むか

 えてくれたところ悪いが、精霊たちが戻ってくる前に片を付けさせてもらうよ」

　ウェストコットの言葉と動作に合わせ、エレンが、アルテミシアが、そして〈ニベルコル〉が、士道と真那を囲うように展開する。

「く──」

「ち……」

　多勢に無勢。士道と真那は背中合わせになるような格好で応戦態勢を取った。

　真那は
間
 ま
 違
 ちが

 いなく世界でも指折りの
魔術師
 ウイザード

 であるし、士道もまた、その身に
数多
 あまた

 の
霊結晶
 セフイラ

 を備えている。

　しかし、それを
考
 こう
 慮
 りよ

 に入れてなお、状況は非常に悪かった。

　人類最強エレン・メイザースに、彼女に次ぐ力を持つ
魔術師
 ウイザード

 、アルテミシア・アシュクロフト。そして魔王〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉を
駆
 か

 るウェストコットと、彼の
眷
 けん
 属
 ぞく

 、疑似精霊〈ニベルコル〉。

　彼らを相手取るには、明らかに手数が足りない。このままでは──

　と。

「──あら、『兄妹仲良く』っていうのなら、一人忘れているんじゃあないかしら？」

　その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、下方からそんな声が響いたかと思うと、外装に開いた穴の中から、
小
 こ
 柄
 がら

 な
人
 ひと
 影
 かげ

 が飛び出してきた。

「……!?
 　琴里!?
 」

　その姿を視界の端に捉え、思わず声を上げる。

　そう。そこにいたのは〈フラクシナス〉艦長にして士道の妹、五河琴里だったのである。

　しかも、その
装
 よそお

 いは先ほどまでのものとは違う。軍服と和装が組み合わさり、
炎
 ほのお

 を
纏
 まと

 ったかのような赤い
霊
 れい
 装
 そう

 。そしてその手には、身の
丈
 たけ

 はあろうかという
巨
 きよ
 大
 だい

 な
戦
 せん
 斧
 ぷ

 を握っていた。

「おまえ、その姿は……！」

「何を
驚
 おどろ

 いてるのよ。六喰はみんなが戻ってくるための『
孔
 あな

 』を
維
 い
 持
 じ

 しないといけないし、二亜に戦えるような力は残っていない。となれば、あとは私しかいないじゃない」

「だからって……！」

　士道が続けようとすると、琴里はキッと視線を
鋭
 するど

 くし、声をひそめるようにして言ってきた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。少しの間なら、
破
 は
 壊
 かい
 衝
 しよう
 動
 どう

 に
吞
 の

 まれずに力を振るえるわ。──こんな非常事態に何もできないなんて、
冗
 じよう
 談
 だん

 じゃない……！」

「琴里……」

「琴里さん──」

　士道と真那は琴里の言葉に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 視線を
交
 か

 わすと、どちらからともなくこくりとうなずいた。

　そしてその手に
剣
 けん

 の天使〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 、あるいはレイザーエッジ〈ヴォルフテイル〉を構える。

「──いくぞ、アイザック・ウェストコット。おまえはこっちの隙を
衝
 つ

 いたつもりかもしれないが、これが最悪のタイミングだったってことを思い知らせてやる」

「その通り。私たち兄妹の力、見せてやります。──ね、琴里さん？」

「……！　ええ！」

　士道と真那が言うと、琴里は小さく目を見開いてから天使〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉の
柄
 え

 を強く握り直す。

　士道と、真那と、琴里。

　士道を
介
 かい

 した三人の兄妹が今、戦場で初めて
肩
 かた

 を並べた。

　するとそれを見てか、ウェストコットが大層
可
 お
 笑
 か

 しそうに笑う。

「──
面
 おも
 白
 しろ

 い。
抗
 あらが

 ってみたまえ、人間」

　瞬間。

「──！」

　その声に
弾
 はじ

 かれるようにして、エレンが、アルテミシアが、そして無数の〈ニベルコル〉が、
一
 いつ
 斉
 せい

 に
襲
 おそ

 いかかってきた。





　　　　◇





〈フラクシナス〉のさらに上空に浮遊した
姉
 し
 妹
 まい
 艦
 かん

 〈ウルムス〉。

　その
艦
 かん
 橋
 きよう

 には今、
緊
 きん
 急
 きゆう

 事態を示すアラームや、スピーカー
越
 ご

 しの
爆
 ばく
 発
 はつ

 音、そしてクルーたちの
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 じみた報告が飛び交っていた。

　だがそれも当然である。前方空域では、霊装と天使を顕現させた始原の精霊〈デウス〉とＤＥＭ艦隊が
戦
 せん
 闘
 とう

 を
繰
 く

 り広げ、その
隙
 すき

 にウェストコット率いる別動隊が、〈フラクシナス〉を
襲
 しゆう
 撃
 げき

 しているというのだ。

　加え、〈フラクシナス〉の主戦力たる精霊たちは今、その大半が各地に分散してしまっている。ほんの十数分前までは平和
極
 きわ

 まりなかった海岸に、一気に幾つもの戦火が生じてしまっていた。

「…………
 」

　艦橋の中心で
車
 くるま
 椅
 い
 子
 す

 に座った〈ラタトスク〉
円
 ラ
 卓
 ウ
 会
 ン
 議
 ズ

 議長、エリオット・ウッドマンは、表情を険しい色に染めながら、
髭
 ひげ

 の生えたあごを
撫
 な

 でた。

　
状
 じよう
 況
 きよう

 は非常に厳しい。〈フラクシナス〉の外装上で戦闘を繰り広げる士道、琴里、真那はよく
健
 けん
 闘
 とう

 しているが、
圧
 あつ
 倒
 とう

 的な数の違いとエレンたちの力に
圧
 お

 されつつあった。しかも、いつそこに〈デウス〉が襲い来るやもしれないというおまけつきだ。

「……〈デウス〉──澪、か」

　ウッドマンは、
朧
 おぼろ
 気
 げ

 な視界でメインモニタに映る精霊の
輝
 かがや

 きを見やった。

　視力の
衰
 おとろ

 えた目でも──
否
 いな

 、
純正魔術師
 メイガス

 であるウッドマンには、目で見ずとも、その
膨
 ぼう
 大
 だい

 な霊力をはっきりと感ずることができた。

　──間違いない。あのときの精霊だ。

　三〇年前。ウッドマンが人類への
復
 ふく
 讐
 しゆう

 のため、ウェストコット、エレン、カレンとともに呼び出し──心を
奪
 うば

 われた存在。〈ラタトスク機関〉誕生の遠因。
全
 すべ

 ての
因
 いん
 縁
 ねん

 の起点にして原点。

〈フラクシナス〉クルーの村雨令音が澪の仮の姿であり、五河士道こそが、彼女に再組成された崇宮真士である、と報告を受けたときは驚いたが、不思議な
納
 なつ
 得
 とく

 感もまた、ウッドマンの中に生じていた。

　精霊への
恋
 こい

 。精霊を守る機関の発足。霊力を
封
 ふう
 印
 いん

 する力を持った少年の発見──
奇
 き
 跡
 せき

 のような
巡
 めぐ

 り合わせと思ってはいたが、もしかしたら澪は、ウッドマンの存在や行動さえ計算に入れて、全ての絵図を
描
 か

 いていたのかもしれなかった。

「……やれやれ、とんだ悪女に
惚
 ほ

 れてしまったものだ」

　ウッドマンは
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に
呟
 つぶや

 くと、改めて思案を巡らせた。

　琴里からの報告によれば、始原の精霊・澪は、五河士道を崇宮真士に戻すため、残る
霊結晶
 セフイラ

 を回収し、全ての精霊を殺すつもりだという。

　──かつて恋した精霊と、自分が守り続けてきた精霊たち。その二つが敵対したなら、自分は一体どちらに付くべきなのか──

「……はっ」

　そこまで考えて、ウッドマンはもう一度笑った。

　──知れたこと。両方だ
 。

　エリオット・ウッドマンは、かつての仲間と
袂
 たもと

 を分かってまで、精霊を守る道を選び、〈ラタトスク〉という組織を作り上げた。

　そんな
我
 わが
 儘
 まま

 な男が、
素
 す
 直
 なお

 に
二
 に
 者
 しや
 択
 たく
 一
 いつ

 の
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 など選ぶはずがない。

　そして少なくとも五河士道なら──あの
優
 やさ

 しい少年ならば、ウッドマンの答えに賛同してくれるだろうという確信があった。

「──ならば彼のためにも、まずは精霊たちを守らねばな」

　ウッドマンは静かに言うと、後方に
控
 ひか

 えていた女性に声を投げた。

「カレン。──〈ヴォーダン〉の準備を」

〈ヴォーダン〉。それは、〈ラタトスク〉の技術の
結
 けつ
 晶
 しよう

 とも言えるＣＲ‐ユニットの名であった。

　神々の王の名を
冠
 かん

 した、
金
 こん
 色
 じき

 の
鎧
 よろい

 。
純正魔術師
 メイガス

 にして
人
 ウ
 造
 イ
 魔
 ザ
 術
 ー
 師
 ド

 たるウッドマンでさえ、
顕現装置
 リアライザ

 を
以
 もつ

 て
身体
 からだ

 を
全
 ぜん
 盛
 せい

 期の状態に戻さねば
扱
 あつか

 えない、
超
 ちよう

 高出力ユニットである。

　そしてそれを使用するということは──ウッドマンに残された命の火を燃やし
尽
 つ

 くすということと同義であった。

「……行くのですね、エリオット」

　眼鏡の女性──カレン・メイザースが、
平
 へい
 坦
 たん

 な、しかしどこか
寂
 さび

 しそうな
声
 こわ
 音
 ね

 で言う。ウッドマンは細く息を
吐
 は

 いてから、「すまんね」と呟いた。

「アイクに、エレンに、アルテミシア。あの
戦
 せん
 況
 きよう

 を
覆
 くつがえ

 せる戦力は、〈ラタトスク〉に私しかいない。ならば──行くしかないだろう。
精
 せい
 霊
 れい

 を守るために仲間を裏切った男が、その使命に
殉
 じゆん

 じないだなんて、
噓
 うそ

 だとは思わないかい？」

　ウッドマンが言うと、カレンは数瞬の
沈
 ちん
 黙
 もく

 ののち、ため息混じりの声を
零
 こぼ

 してきた。

「
悩
 なや

 ましいところですね。心情的には止めたいところですが──あなたがもしここで保身に走るような男なら、そもそも私はあなたに付いてきていなかったでしょう」

「──ふ」

　カレンの言葉に、ウッドマンは
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めると、「行こうか」と言うように
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

　クルーたちの見守る中、カレンが、ウッドマンの車椅子のロックを外す。

　が──そのとき。

「……!?
 　お、お待ちください、ウッドマン
卿
 きよう

 ！　これは……この反応は……！」

　艦橋下段にいたクルーの一人が、何かに気づいたように
甲
 かん
 高
 だか

 い声を上げた。





　　　　◇





「ふ──ッ」

「きゃははははははは！」

「死・ねぇぇぇぇぇぇぇッ！
 」

「く──」

〈フラクシナス〉は、一瞬にして戦場と化していた。

　
濃
 のう
 密
 みつ

 な
魔
 ま
 力
 りよく

 で編まれたエレンやアルテミシアのレイザーブレイドが
閃
 ひらめ

 き、無数の本の
頁
 ページ

 が様々な形に
変
 へん
 貌
 ぼう

 し飛来。それらを
叩
 たた

 き落とす〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉。冷気を吐く〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉に
突
 とつ
 風
 ぷう

 を巻き起こす〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉。〈
封解主
 ミカエル

 〉が空間に『孔』を開き、それ目がけて放たれた〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉の光線が拡散され、〈ニベルコル〉たちを一気に
屠
 ほふ

 り去る。

　真那は〈ヴァナルガンド〉の二大装備である〈ヴォルフテイル〉と〈ヴォルフファング〉を以て、琴里は〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉と、それから生ずる
火
 か
 焰
 えん

 を以て、次々と敵を
薙
 な

 ぎ
倒
 たお

 していく。

　ＤＥＭが保有する最大の戦力と士道たち
兄
 きよう
 妹
 だい

 が相争う、濃密なる戦場。

　
刹
 せつ
 那
 な

 の油断が死を招くであろう目まぐるしい
攻
 こう
 防
 ぼう

 の中、士道は複数の天使を顕現させながら、あるいは
攻
 こう
 撃
 げき

 を放ち、あるいは仲間を助け、あるいは〈ニベルコル〉に愛を
囁
 ささや

 きキスをしていった。

　だが──その戦いが
均
 きん
 衡
 こう

 を保てていたのはほんの数分の間である。

　死のない〈ニベルコル〉の圧倒的な物量。
唯
 ゆい
 一
 いつ

 それを封印することができる士道はエレンに集中的に
狙
 ねら

 われ、防戦一方にならざるを得ない。そうしている間に、琴里と真那が段々と圧されていった。

「ぐ……！」

「きゃはは、
頑
 がん
 張
 ば

 るわねェェェェ！
 」

「でももう
無
 む
 駄
 だ

 よ！　これで──」

「おしまいなんだからぁ！」

　士道がエレンの攻撃をどうにか受け止めていると、〈ニベルコル〉の放った紙飛行機型の〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ
 ・
 ・
 頁
 イエレツド

 〉が、四方から士道の身体を切り
裂
 さ

 いた。

「くあ……っ！
 」

　
鋭
 するど

 い痛みが生じ、視界に血がしぶく。士道の身体に宿る〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉は
瞬
 しゆん
 時
 じ

 にその傷を
治
 ち
 癒
 ゆ

 させようと身体に
炎
 ほのお

 を
灯
 とも

 したが、集中力が
途
 と
 切
 ぎ

 れた一瞬の隙に、士道は〈ニベルコル〉に組み
伏
 ふ

 せられ、エレンにレイザーブレイドを
突
 つ

 きつけられた。

「士道！」

「兄様……！」

　琴里と真那が思い思いの呼び声を上げる。が──彼女らもまた、無数の〈ニベルコル〉に
阻
 はば

 まれ、身動きが取れていない様子だった。

　そうこうしている間に、ウェストコットが
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に手を上げる。エレンがそれに応ずるようにうなずくと、無造作な調子でレイザーブレイドを
振
 ふ

 り上げた。

「──さて、終わりです」

「く……こんなところで……！」

　士道は
呻
 うめ

 くように声を上げると、
拘
 こう
 束
 そく

 から
逃
 のが

 れようと手足に力を
込
 こ

 めた。が、〈ニベルコル〉の力は強く、まるで動こうとしない。

「やっと……やっと、澪の本当の望みがわかったかもしれないのに……！」

　と──士道が絶叫じみた声を上げた、そのとき。





「──さて、今度こそ本当に、借りを返させていただきますわ、士道さん」





　そんな声が、どこかから
響
 ひび

 いてきた。

　そして次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道たちがいた〈フラクシナス〉の外装一帯に黒色の
影
 かげ

 が広がったかと思うと、その中から一斉に、無数のシルエットが飛び出してくる。

　赤と黒の
霊
 れい
 装
 そう

 。左右不均等に
結
 ゆ

 われた
髪
 かみ

 。そして──左の
眼
 がん
 窩
 か

 に輝く時計の眼。

　そう。
幾
 いく
 人
 にん

 もの『時崎狂三』がその場に出現し、〈ニベルコル〉に、そしてエレンやアルテミシアに組み付き、あるいは影を固めた
弾
 だん
 丸
 がん

 を放ったのである。

「な──!?
 」

「え……っ!?

 」

「は、はぁぁぁっ!?

 」

　さすがに予想外だったのだろう。エレンとアルテミシア、〈ニベルコル〉たちの
狼
 ろう
 狽
 ばい

 が辺りに満ちる。

　無論、〈ニベルコル〉はまだしも、エレンやアルテミシアは、
驚
 きよう
 愕
 がく

 の表情を
浮
 う

 かべながらも狂三たちの攻撃を
弾
 はじ

 き、かわし、逆にその身体を
袈
 け
 裟
 さ
 懸
 が

 けに切り裂いていたが──不意を
衝
 つ

 かれたことにより、数瞬注意をそちらに向けざるを得なくなったようだった。

　だから──気づかなかったのだ。

〈ニベルコル〉たちの後ろに控え、指示を発していた指揮者。

　その背後にもまた、黒い影が
蟠
 わだかま

 っていたことに。

「──ようやく
隙
 すき

 を見せてくれましたわね、アイザック・ウェストコット」

　ウェストコットが
微
 かす

 かに
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らし、後方を振り向く。

　だがそのときにはもう──狂三の
腕
 うで

 が、彼の胸を
貫
 つらぬ

 いていた。

「────
 」

「アイク……！」

　エレンの悲鳴じみた
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 が、辺りの空気を
震
 ふる

 わせる。

　
夥
 おびただ

 しい血しぶきとともに、ウェストコットの胸から、小さな結晶のようなものが姿を現した。

　──
霊結晶
 セフイラ

 。ウェストコットが二亜から
奪
 うば

 い取った、精霊の力の源である。

「うふふ──確かに、いただきましたわ」

　狂三はニィと笑いながら言うと、空中に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 した
霊結晶
 セフイラ

 を奪い取り、後方へと
跳
 ちよう
 躍
 やく

 した。

　瞬間──

「が……!?
 」

「あ、あ、あああ……っ！
 」

　辺りに存在していた〈ニベルコル〉たちが不意に苦しみだし、バタバタと倒れたかと思うと、それぞれが一枚の紙に変化し、そのまま空気に
溶
 と

 け消えていった。

〈ニベルコル〉はもともと〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉の力によって生み出された
疑
 ぎ
 似
 じ

 精霊。その力の源たる
霊結晶
 セフイラ

 が宿主から引き
剝
 は

 がされたことにより、存在を保てなくなったのだろう。

　それに合わせるようにして、周囲に展開していた幾人もの狂三の分身体が、ウェストコットに
銃
 じゆう
 口
 こう

 を向ける。

「きひ」

「きひひひ」

「きひひひひひひッ！」

　
狂
 くる

 ったような
笑
 え

 みを浮かべ、分身体たちが
一
 いつ
 斉
 せい

 に引き金を引いた。何発もの弾丸が、ウェストコットに収束していく。

「──あああああああぁぁぁぁぁぁぁぁッ！
 」

　エレンが
吼
 ほ

 え、自分の周囲に群がっていた狂三の分身体を
吹
 ふ

 き飛ばしながら、ウェストコットのもとへと
猛
 もう
 進
 しん

 する。

　
恐
 おそ

 らく
叫
 さけ

 びから一秒とかからずにウェストコットの元に至ったエレンは、彼の身体を
随意領域
 テリトリー

 で包み込んだ。

　だが、それでも数発の弾丸は、エレンよりも早く着弾していたらしい。ウェストコットの
右
 みぎ
 肩
 かた

 と左足、そして
脇
 わき
 腹
 ばら

 から
鮮
 せん
 血
 けつ

 がしぶく。

「く……！　アイク、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか！」

　エレンは
随意領域
 テリトリー

 でウェストコットの身体を支え、傷を止血しながら、周囲の
状
 じよう
 況
 きよう

 を
確
 かく
 認
 にん

 するように、眼球をぐるりと
巡
 めぐ

 らせた。

「──、アルテミシア！　
退
 ひ

 きますよ！」

　思考は一瞬。判断は刹那。エレンが叫びを上げる。
如
 い
 何
 か

 に人類最強の
魔術師
 ウイザード

 たるエレンでも、〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉と〈ニベルコル〉を失い、その上手負いのウェストコットをかばいながら戦うのは分が悪いと判断したのだろう。

「──っ、
了
 りよう
 解
 かい

 ！」

　アルテミシアがうなずき、狂三の分身体を切り
払
 はら

 って地面を
蹴
 け

 る。

　ウェストコットを
随意領域
 テリトリー

 で
抱
 かか

 えたエレンとアルテミシアはその場を逃れると、そのまま
凄
 すさ

 まじい速さで空へと消えていった。

　狂三の分身体が
追
 つい
 撃
 げき

 とばかりに数発の弾丸を
撃
 う

 ち込みはしたものの、それを追いかける個体はいない。

　狂三もわかっているのだろう。本気のエレンに追いつけるはずがないことと──仮に追ったとしても、
徒
 いたずら

 に損害を増やしてしまうだけになるであろうことを。

「狂三……!?
 」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて、士道はようやくその少女の名を呼んだ。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。そこにいたのは、澪に殺されたはずの
精
 せい
 霊
 れい

 ・時崎狂三であったのだ。

　しかも、未来の世界での狂三のように、一人の分身体のみを逃したものとも違う。天使の能力を備え、無数の分身体を
伴
 ともな

 った、
紛
 まぎ

 れもない『本物の狂三』であった。

「ええ、ええ、ごきげんよう、士道さん。琴里さんに真那さんも。いかがされましたの？　そんなにおかしな顔をされて」

　言って狂三がくすくすと笑う。分身体たちもそれに
倣
 なら

 ったものだから、辺りに
奇
 き
 妙
 みよう

 な笑い声が
霧
 きり

 のように立ちこめた。

「いかがって……おまえはさっき死んだはずじゃ……」

「あら、あら。澪さんのことを教えてくださったのは士道さんではありませんの。まさかこのわたくしが、何の方策も持たずに澪さんの前に立つと思いまして？」

　狂三は
戯
 おど

 けるように言うと、
短
 たん
 銃
 じゆう

 を自分のこめかみに押し当てるような動作をしてみせた。

「──澪さんがわたくしから
霊結晶
 セフイラ

 を奪い、外界に出ようとした瞬間、【
八
 ヘ
 の
 ツ
 弾
 ト

 】で生成した分身体に、わたくしの
記
 き
 憶
 おく

 と
霊結晶
 セフイラ

 を
譲
 じよう
 渡
 と

 したのですわ。──無論、相応の準備は必要になりましたけれど」

「な──」

　狂三の言葉に、士道は目を丸くした。確かに情報を提供したのは士道であるし、何とかして狂三が生き残る方法はないかと思ってもいたが──まさかそんなことが可能だとは。

「っていうことは……今のおまえは、分身体の
身体
 からだ

 に本物の狂三の人格が乗っかってる状態……ってわけか？」

　士道が言うと、狂三は何やら意味深に、ふっと笑ってみせた。

「まあ、
詳
 くわ

 しいことは追々お話ししますわ。その機会があれば、ですけれど。──それよりも、今は」

　狂三は目を細めると、ウェストコットから奪い取った
霊結晶
 セフイラ

 を
矯
 た

 めつ
眇
 すが

 めつ
眺
 なが

 め、それに短銃の銃口をかざした。

「〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉──【
四の弾
 ダレツト

 】」

　そしてそう言って、【
四の弾
 ダレツト

 】を撃ち込む。

　すると、
闇
 やみ

 のような色をしていた
霊結晶
 セフイラ

 が、ぼんやりとした
淡
 あわ

 い
輝
 かがや

 きを帯び始めた。

　そう。──反転していた
霊結晶
 セフイラ

 が、もとの状態に
戻
 もど

 ったように。

「ようやく、ようやく手に入れましたわ」

　狂三はニィと笑うと、
霊結晶
 セフイラ

 を自分の
胸
 むな
 元
 もと

 に押し当てた。

　すると、
霊結晶
 セフイラ

 は
一
 ひと
 際
 きわ

 強い輝きを放ち──狂三の胸に吸い込まれていった。

「あ──はァ……」

　狂三が満足げに
微笑
 ほほえ

 み、快感を覚えるように身を震わせる。

「ああ、ああ、
滾
 たぎ

 りますわ、滾りますわ。これが──二つ目の
霊結晶
 セフイラ

 。うふふ、今ならば何でもできてしまいそうですわ」

「狂三……!?
 　おまえ、一体何を──」

　と、士道が驚愕に目を見開きながら叫ぶと、それに合わせるかのように、別の叫び声が聞こえてきた。

「シドー！」

「士道さん……！」

　次の瞬間、〈フラクシナス〉の外装に開いた穴から、限定霊装を
纏
 まと

 った精霊たちが幾人も飛び出してきた。どうやら『
孔
 あな

 』の向こうで〈バンダースナッチ〉を
撃
 げき
 破
 は

 し、こちらに戻ってきてくれたようだ。

「すまぬシドー！　
遅
 おそ

 くなった──」

　十香が身を
翻
 ひるがえ

 らせながら〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を構え──そこにいた狂三の姿を認めて目を丸くする。

　
他
 ほか

 の精霊たちも、六喰や二亜から最低限の説明は受けていたようだったが、さすがに狂三がいるのは予想外だったのだろう。十香と似たような反応を示していた。

「狂三……？」

「えっ、どうしたんですかー？　ＤＥＭの人がだーりんたちを
襲
 おそ

 ってるって聞いたんですけどぉ……」

　美九が辺りをきょろきょろ見回しながら言うと、狂三は
可
 お
 笑
 か

 しそうに笑った。

「うふふ、申し訳ありませんけれど、士道さんを助ける役はわたくしがいただいてしまいましたわ。まあ──」

　言って狂三が、
自
 じ
 嘲
 ちよう

 気味に
肩
 かた

 をすくめる。

「──どうやら、さらに
厄
 やつ
 介
 かい

 なお方がおいでになってしまったようですけれど」

「え……？」

　狂三の言葉に、微かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せる。

　が──それから
刹
 せつ
 那
 な

 の間も置かず、士道はその言葉が意味することを理解した。
否
 いな

 、半ば強制的に理解させられた。

　士道が
瞬
 まばた

 きをした次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、世界が、様変わりしたのである。

「な──」

　
夕
 ゆう
 陽
 ひ

 に染められた雲海から、
鋭
 えい
 利
 り

 な直線で構成されたモノクロの空間へと、一瞬にして辺りの景色が
塗
 ぬ

 り
替
 か

 えられる。

　まるで夢の中にでも
放
 ほう

 り込まれたような──否、どちらかというと、美しい夢から覚まされ、冷たい現実に呼び戻されたかのような感覚であった。

「……！　士道さん！」

「これは……！」

　精霊たちが
狼
 ろう
 狽
 ばい

 と
動
 どう
 揺
 よう

 に満ちた声を上げる。

　士道とて気持ちは同じだった。
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、一瞬言葉を失う。

　だが、士道と精霊たちには、決定的な違いがあった。士道は
既
 すで

 に一度、この現象を体験していたのである。

「澪……ッ！
 」

　
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 るようにしてその名を叫ぶ。

　そう。これは間違いなく、澪が持つ第二の天使の権能であった。

「──うん。ごめんね、シン」

　士道の呼び声に
応
 こた

 えるかのように、空中からそんな声が
響
 ひび

 いてくる。ハッと目を見開きそちらに目をやると、先ほどまで何もなかった
虚
 こ
 空
 くう

 に、いつの間にか澪の姿が現れていた。

　否、それだけではない。その頭上には、中心に少女を包んだ花が、背後には、幹に少女を
抱
 いだ

 いた大樹が、枝と根を放射状に広げるような格好で浮遊している。

　万物の命を奪う、死の天使〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉。

　そして、あらゆる条理を書き
換
 か

 える、法の天使〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉。

　それは、澪を最強たらしめる
両
 りよう
 翼
 よく

 。規格外の力を持った
破
 は
 滅
 めつ

 の使徒たちである。

「あんな陽動に引っかかるなんて、私もまだまだだな。でも、無事でよかったよ。狂三も、ありがとう。シンを守ってくれたんだね」

「……あら、あら」

　澪の感謝の言葉に、
含
 ふく

 むところは感じられなかったが──否、感じられなかったからこそか──狂三は不快そうに顔を
歪
 ゆが

 めた。

「シドー！」

　十香の叫び声に合わせるようにして、精霊たちが士道を守るように展開する。
皆
 みな

 油断なく澪を
睨
 にら

 みながら、天使を構えてみせた。

「澪の
狙
 ねら

 いは士道。私たちが時間を
稼
 かせ

 いでいる間に
逃
 に

 げて」

「話を聞くに、真那であれば、殺されることはねーはずです。
一
 いち
 番
 ばん
 槍
 やり

 はお任せを」

　士道の前に
陣
 じん
 取
 ど

 った折紙と真那が、目線を澪から外さぬまま言ってくる。

「…………
 」

　しかし士道は、ぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 り込むと、彼女らの肩に手を置き、前に進み出ていった。

「シドー!?
 」

「制止。何をしているのですか、危険です」

　精霊たちが士道を制止してくる。が、士道は構わず歩みを進めた。

　この空間に
囚
 とら

 われてしまった時点で逃げることなど不可能であることは身を
以
 もつ

 て体験済みであるし──何より、澪を救う
 ためには、逃げてなどいられなかったのである。

　そう。士道はようやく気づいたのだ。

　令音とキスを
交
 か

 わしてから断続的に生じる頭痛の理由に。

　その際
断
 だん
 片
 ぺん

 的に呼び起こされる記憶の正体に。

　──そして、それが指し示す真実に。

「……澪」

「──シン」

　士道が名を呼ぶと、澪がどこか
嬉
 うれ

 しそうにそう返してきた。

　その所作に、表情に、心臓がきゅうと
締
 し

 め付けられるかのような感覚を覚える。

　だが、その痛みを押して士道は続けた。

「……ようやく、わかったよ。この記憶は──澪、おまえのものだったんだな」

　こめかみに手を
触
 ふ

 れながら、澪の目を見つめる。

　確かに、令音の
攻
 こう
 略
 りやく

 は失敗に終わった。キスによって
経
 パ
 路
 ス

 こそ
繫
 つな

 がったものの、
霊
 れい
 力
 りよく

 の
封
 ふう
 印
 いん

 は行われなかった。あまつさえ繫がった
経
 パ
 路
 ス

 を通じて、士道が持つ未来の記憶を知られてしまった。まさに、考え得る限り最悪の結果と言っていい。

　けれど、それはもう一つの出来事を示してもいた。

　
経
 パ
 路
 ス

 によって士道の記憶が令音に共有されたのと同様に、令音──澪の記憶もまた、士道に共有されていたのである。

　真士を失った絶望が、
悲
 ひ
 哀
 あい

 が、ありとあらゆる負の感情が一気に流れ込んできて、士道は
酷
 ひど

 い頭痛に
苛
 さいな

 まれていたのだ。

　だが、澪の絶望の中に一つだけ、小さく輝く希望の光があった。

　それこそが──士道の存在だったのだ。

　しかし──

「……俺は、おまえの霊力を封印することができなかった。きっと、単純に力が足りなかったっていうのもあるんだろう。おまえは始原の
精
 せい
 霊
 れい

 。対して俺は、まだ
全
 すべ

 ての
霊結晶
 セフイラ

 を集めきってもいない
半
 はん
 端
 ぱ

 者だ」

　でも、と士道は続けた。

「それだけじゃない。それだけじゃ……なかったんだ。単純な理由だよ。今まで何度も琴里に聞かされてきた。──精霊の霊力を封印するためには、精霊の心を開かせて、キスをしなきゃならないって。けど、澪はまだ、俺に心を開いてくれちゃいなかったんだ……！」

「……シン？」

　士道の言葉に、澪が
困
 こん
 惑
 わく

 した表情を
浮
 う

 かべる。それに合わせるように、後方から琴里の
怪
 け
 訝
 げん

 そうな声が聞こえてきた。

「どういうこと？　確かにあのとき、彼女の好感度は封印可能域に達して──」

「
違
 ちが

 う。違うんだよ。澪が好きなのは──
士道
 俺

 じゃなく、
真
 シ
 士
 ン

 なんだ」

　士道は
滲
 にじ

 みそうになる
涙
 なみだ

 を
抑
 おさ

 え、
詰
 つ

 まりそうになる言葉を
吐
 は

 き出した。

「そして真士は……もう、いないんだ」

「────
 」

　澪が、言葉を失い、目を見開く。

　ぞわりという
悪
 お
 寒
 かん

 が背筋を通り
抜
 ぬ

 ける。自分自身が発した言葉によるものなのか、澪の心をつぶさに感じ取った〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉によるものなのかはわからなかったけれど、周囲の気温までぐんと下がったような気さえした。

　澪が、
微
 かす

 かに
震
 ふる

 える
唇
 くちびる

 から、言葉を
零
 こぼ

 す。

「何を──言ってるの、シン。だから私は、シンを作り直したんだよ？　精霊の力を
与
 あた

 えて、今度は絶対死なないように──」

「……ああ。おまえの力は本当にすごいよ。でも、仮に俺が全ての
霊結晶
 セフイラ

 を集めた上で、俺の頭から『五河士道』の
記
 き
 憶
 おく

 を失わせたとして──」

　士道は一瞬言葉を止めた。

　それは、澪の心を
砕
 くだ

 くやもしれない一言である。澪のことを
愛
 いと

 しく思う真士の記憶が、令音を
慮
 おもんぱか

 る士道の心が、それを発することを
拒
 こば

 んだ。

　けれど──言わなければならない。士道は血が
滲
 にじ

 まんばかりに拳を握りしめながら、その一言を放った。





「──それは
 、本当に真士なのか
 ？」





「────
 」

　それは。

　破滅的な一言であるとともに、士道が澪の記憶から思い至った可能性であった。

　澪自身が、心のどこかで思いながらも、
蓋
 ふた

 をしていた事実。もしかしたらと考えながらも、無視せざるを得なかった可能性。

　士道は、それをあえて
掘
 ほ

 り起こしたのだ。

「真士の姿をして、真士の記憶を持った人間。でも、それは真士じゃない。真士の
魂
 たましい

 は、そこには存在しない。……きっとおまえはそれをわかってしまっている。わかっていながら、
縋
 すが

 らざるを得なかった！　でも──それで本当に、おまえの心は満たされるのか、澪……ッ!?

 」

「…………
 」

　士道の言葉に、澪はしばしの間無言になり──やがて悲しそうに唇を開いてきた。

「……どうして、そんなことを言うの、シン……？」

　澪の言葉に合わせるように、士道たちを包む空間が微かに
蠢
 しゆん
 動
 どう

 する。

「私には、シンしかいないのに。シンともう一度会うためだけに、今まで生きてきたのに」

「──ふざけるな！」

　思わず。士道は大声を張り上げていた。

　突然のことに
驚
 おどろ

 いた精霊たちが、ビクッと
肩
 かた

 を震わせる。

「シンしかいない……？　
馬
 ば
 鹿
 か

 言うなよ。俺が！　精霊たちが！　いるだろうが！　俺たちと過ごした時間は、真士と過ごした時間に
劣
 おと

 るものだったのか……!?
 」

「…………
 」

　士道の
訴
 うつた

 えに、しかし澪は、さしたる反応を示さなかった。──まるで、そんな問答はとうに済ませたとでもいうように。

　その代わり、「ああ、そうか」と、涙を滲ませながら澪が
呟
 つぶや

 く。

「シンじゃないから、そんなことを言うんだよね。早く、シンに
戻
 もど

 してあげないと。──今までありがとう、士道
 。でも、もうお別れだ」

　──
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　ざわり、と空気が震えたかと思うと、澪の背後に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していた大樹がざわりと蠢動し、その『枝』と『根』を天地に
伸
 の

 ばしてみせた。

　それらは
触
 しよく
 手
 しゆ

 のように
蠢
 うごめ

 くと、目にも止まらぬ速さで、士道目がけてその
先
 せん
 端
 たん

 を
躍
 おど

 らせてくる。

「な──」

「く……っ！
 」

「危ない……！」

　十香が〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を、耶俱矢が〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉を
振
 ふ

 るい、士道に
迫
 せま

 る『根』を
斬
 き

 り
伏
 ふ

 せ、
吹
 ふ

 き飛ばす。

「すまん、助かった……！」

「気にするな！　だがこれからどうする!?
 」

　十香が〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を構えながら
叫
 さけ

 ぶように言ってくる。士道は、小さくうなずきながら澪の方を見やった。

　もとより、逃げられはしない。それに──気づいてしまった
 士道には、やらねばならないことがあった。

「澪に……もう一度、キスをする」

「何……？」

「は……!?
 　好感度が足らないってあなたが言ったんじゃない！」

　士道が言うと、琴里が意味がわからないといった調子でそう叫んできた。

　確かにその通りである。だが──
否
 いな

 、だからこそ、士道は行かねばならなかった。

「だから──今度は真士じゃない
 。俺を
 、五河士道を
 、選ばせる
 。でないと、きっと澪は──」

　士道の言葉は、最後まで発されなかった。再び下方から『根』が、上空からは『枝』が、士道の
身体
 からだ

 を
捉
 とら

 えんと伸びてきたのである。

「シドー！」

「ぐ──」

　否、今度はそれだけではない。澪の
霊
 れい
 装
 そう

 が蠢いたかと思うと、光り
輝
 かがや

 く帯のようなものが、精霊たちに向かって伸ばされた。

　それには見覚えがあった。未来の世界での記憶。士道の
捕
 ほ
 縛
 ばく

 を目的とした『根』や『枝』とは違う。精霊たちを
刺
 さ

 し
貫
 つらぬ

 き
霊結晶
 セフイラ

 の
残
 ざん
 滓
 し

 を抜き取らんとする必殺の
一
 いち
 撃
 げき

 である。

「
避
 よ

 けろ、みんな！　それは
喰
 く

 らっちゃ
駄
 だ
 目
 め

 だ！」

『──！』

　士道の声に
応
 こた

 えるように、精霊たちが外装を
蹴
 け

 り、あるいは帯を打ち
払
 はら

 う。だが、それによって生じた
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の
隙
 すき

 に、無数の『根』が士道を
襲
 おそ

 った。

「く──っ！
 」

「主様！」

「だーりん！」

　精霊たちの悲鳴が
鼓
 こ
 膜
 まく

 を震わせる。

　だが、『根』が士道に至ろうとした瞬間、士道は
身体
 からだ

 をぐいと引っ張られたかと思うと、不思議な浮遊感に包まれた。

　一瞬あと、
状
 じよう
 況
 きよう

 を理解する。──士道はすんでのところで、頭上に現れた狂三に助けられたのだと。

「狂三！」

「うふふ、危ないところでしたわね」

　狂三は、引っ張り上げた士道をお
姫
 ひめ
 様
 さま
 抱
 だ

 っこのような格好で
抱
 かか

 えながら、『根』や『枝』を
軽
 かろ

 やかに避けてみせた。

「……この格好、ちょっと
恥
 は

 ずかしいんだが」

「今はそんなことを言っている場合ではありませんわよ。それより──」

　無数の分身体に自身と士道を防護させながら、狂三が士道の目を
覗
 のぞ

 き込んできた。

「──
面
 おも
 白
 しろ

 いことを
仰
 おつしや

 っておられましたわね。澪さんに、もう一度キスをするとか」

「……ああ。そのつもりだ」

　士道が答えると、狂三は意外そうに、しかし面白がるように目を
歪
 ゆが

 めた。

「とはいえ、士道さんは一度
封
 ふう
 印
 いん

 に失敗しているのでしょう？　何か勝算がありますの？」

「……それは──」

　士道は一瞬の
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 ののち、それ
 を告げた。

　澪の記憶を共有したことにより得た気づき。

　──その、もう一つの可能性
 を。

「…………
 」

　それを聞いた狂三は、一瞬目を丸くし、

「……あら、あら」

　と、
苛
 いら
 立
 だ

 たしげに、しかしどこか悲しげに、目を細めた。

「……それが、澪さんの本当の望み、ですの？　自分勝手もそこまで
極
 きわ

 まると笑えてきますわね。そんなことのために、わたくしたちは
精
 せい
 霊
 れい

 にされたと仰いますの？」

　狂三は吐き捨てるようにフンと鼻を鳴らすと、小さな
吐
 と
 息
 いき

 ののち、もう一度士道の顔を覗き込んできた。

「──士道さん」

「なん──、……ッ!?

 」

　士道は、
途
 と
 中
 ちゆう

 で言葉を止めた。

　否、正確に言うならば、止めさせられた。

　──狂三の、
柔
 やわ

 らかな唇によって。

　そう。狂三は士道を抱きかかえた姿勢のまま──士道に、キスをしていたのである。

「……、……!?
 」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のことに、頭が混乱する。だが、やがて
触
 ふ

 れ合った唇を通じて温かいものが流れ込んでくる感覚を覚え、士道は状況を理解した。

　──狂三が。

　あの最悪の精霊が、士道に
霊
 れい
 力
 りよく

 を
託
 たく

 してくれたのだと。

「──
勘
 かん
 違
 ちが

 いしないでくださいまし、士道さん」

　まるでそんな士道の思考を読んだかのように、狂三がつんと顔を
逸
 そ

 らす。

「この空間に
囚
 とら

 われた以上、
逃
 に

 げ場はないのでしょう？　澪さんが未来の情報を有してしまった以上、〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉での時間
遡
 そ
 行
 こう

 も止められてしまう可能性が高いですわ。──ならば、悲願の
霊結晶
 セフイラ

 を抱えて死ぬより、少しでも生存率の高い可能性に
賭
 か

 ける方が利口ではありませんこと？」

　狂三の霊装が光を帯び、空気に
溶
 と

 け消えていく。

　が、狂三はさして恥じらう様子もなく、続けた。

「わたくしがここまでしたのですわ。きちんと、やり
遂
 と

 げてくださいまし」

　狂三が士道に向き直り、目を見つめながら言ってくる。時計のように時を刻んでいた左眼は、いつしか
普
 ふ
 通
 つう

 の
瞳
 ひとみ

 へと
変
 へん
 貌
 ぼう

 していた。

「──ああ。ありがとう、狂三」

　士道はこくりとうなずくと、もう一度狂三にキスをして、身体を空に躍らせた。









「──あら、あら」

　士道の背を見送りながら、狂三は指で
唇
 くちびる

 をなぞった。

「
随
 ずい
 分
 ぶん

 とやるようになりましたわね、士道さん」

　そしてくすくすと笑いながら、小さく息を
吐
 は

 く。

「……にしても、
綺
 き
 麗
 れい

 に持っていきますのね。何割かでも霊力が残れば、格好も付いたでしょうに」

　先ほど士道が言った言葉を、頭の中で
反
 はん
 芻
 すう

 させる。──精霊の力を封印する条件。心を開かせ、キスをする。

　ならば、ここまで見事に霊力を封印されてしまった狂三は──

「──まったく。我ながら、困ったものですわね」

　狂三はふっと
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 めたのち、
他
 ほか

 の精霊たちと同様に限定霊装を
顕
 けん
 現
 げん

 させ、再び戦いへと身を投じた。









「────
 」

　──
漲
 みなぎ

 る力が、身体を満たす。

　狂三の
霊結晶
 セフイラ

 と、二亜の
霊結晶
 セフイラ

 。今まで封印した
皆
 みな

 のものと合わせて一〇の力をその体内に取り込んだ士道は、万能感にも近い感覚を覚えていた。

　身体が軽い。痛みがない。
疲
 ひ
 労
 ろう

 が
噓
 うそ

 のように
霧
 む
 散
 さん

 し、代わりに手足の指先まで生命力が
充
 じゆう
 実
 じつ

 していく。

　今までとは明らかに異なる、
超
 ちよう
 常
 じよう
 的
 てき

 な霊力。

　これならば──いける。

「〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉！」

　士道はぐっと
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 ると、身体中に風を
纏
 まと

 わせ、空を
駆
 か

 けた。

　今まで避けるのがやっとだった『根』や『枝』の動きが、まるで止まっているかのように
緩
 かん
 慢
 まん

 に見える。迫り来る
攻
 こう
 撃
 げき

 を
容易
 たやす

 くかわし、澪の元へ。

　否──それは、士道が
霊結晶
 セフイラ

 を
全
 すべ

 て手にしたからだけではなかったのかもしれない。

　
茨
 いばら

 のように
生
 お

 い
茂
 しげ

 る『根』や『枝』をかわす際、士道は視界の
端
 はし

 に、
奇
 き
 妙
 みよう

 なものを捉えていたのである。

　それは、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の幹、そして〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉の中心にあった少女の像。

　今の士道の
超
 ちよう

 感覚がなければ気づかないような、小さな差異。

　士道の目にはその二体の少女像が、どこか悲しげに
微笑
 ほほえ

 んでいるように見えたのである。

　まるで──澪をよろしく、とでも言うかのように。

「──任せろ」

　士道は
誰
 だれ

 にともなくそう
呟
 つぶや

 くと、空を蹴って、文字通り
瞬
 またた

 く
間
 ま

 に澪の元へ至った。

「──！　シン──」

　澪が、
驚
 おどろ

 いたように目を丸くする。

　士道は
有
 う
 無
 む

 を言わせぬまま澪を抱き
締
 し

 めると──

「ん──」

「────
 」

　その唇に、自分の唇を、重ねた。







第四章　仮初めの楽園












「アイク──アイク！　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですか、アイク！」

　
随意領域
 テリトリー

 でウェストコットの
身体
 からだ

 を
抱
 かか

 えながら戦場を
離
 はな

 れたエレンは、止血と
鎮
 ちん
 痛
 つう

 、そして
治
 ち
 癒
 ゆ
 促
 そく
 進
 しん

 を
施
 ほどこ

 しながら、ウェストコットに絶え間なく呼びかけていた。

　ウェストコットの傷は
間
 ま
 違
 ちが

 いなく
致
 ち
 命
 めい
 傷
 しよう

 。だが、彼を
抱
 だ

 くのが人類最強の
魔術師
 ウイザード

 であれば話は別である。
医療用顕現装置
 メデイカル・リアライザ

 ほどではないにしろ、
精
 せい
 緻
 ち

 に編まれたエレンの
随意領域
 テリトリー

 は、なんとかウェストコットの傷を
塞
 ふさ

 ぎつつあった。

　とはいえ、それはあくまで身体面の話だ。仮に傷が
綺
 き
 麗
 れい

 に治ったとしても、意識を失ってしまったなら再度目覚めるかどうかはわからない。そうならないために、エレンはウェストコットに呼びかけ続けていたのである。

「……ああ、聞こえているよ、エレン」

　ウェストコットは、小さく、しかし確かにそう
応
 こた

 えると、
微
 かす

 かに
震
 ふる

 える指で血に染まった
胸
 むな
 元
 もと

 を
撫
 な

 でた。

「……ふ、なるほど、生きながらにして
霊結晶
 セフイラ

 を
抜
 ぬ

 かれるのはこういう感覚なのか。貴重な体験ができた」

「
冗
 じよう
 談
 だん

 を言っている場合ですか……！」

　エレンが泣きそうな声で
怒
 ど
 鳴
 な

 ると、ウェストコットはそれを
宥
 なだ

 めるように
微笑
 ほほえ

 んだのち、
隣
 となり

 にいたアルテミシアに視線を向けた。

「……それで、
状
 じよう
 況
 きよう

 は？」

「──〈デウス〉が来訪。〈ナイトメア〉が
五
 いつ
 河
 か
 士
 し
 道
 どう

 に力を
託
 たく

 し、〈デウス〉に向かっていったみたいです」

「……〈ゲーティア〉は？」

　続けて、ウェストコットが問うてくる。今度はエレンがそれに応じた。

「……、
未
 いま

 だ〈フラクシナス〉の横に。
遠
 えん
 隔
 かく

 操作は
途
 と
 切
 ぎ

 れていません」

「……なるほど」

　エレンの言葉に、ウェストコットが満足げにうなずく。

「──順調
 、ということだね？」

　そして、ウェストコットは笑った。

　あたかも──全てが、自分の
描
 か

 いた絵図の通りに進んでいるとでもいうかのように。





　　　　◇





　雲海の上。
巨
 きよ
 大
 だい

 な城の
如
 ごと

 く天空に座した空中
艦
 かん

 、〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉の外装上で。

「ぐ……っ」

　艦長にして司令官・
琴
 こと
 里
 り

 は、小さく
苦
 く
 悶
 もん

 を
漏
 も

 らすと、そのままがくりと
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 いた。

　それに合わせるようにして、手にしていた天使〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉と、身体を
覆
 おお

 っていた
霊
 れい
 装
 そう

 が空気に
溶
 と

 け消える。
勇
 ゆう
 猛
 もう

 なる
炎
 ほのお

 の
精
 せい
 霊
 れい

 は、軍服を羽織った小さな少女へとその姿を
戻
 もど

 した。

「琴里！」

「大丈夫でいやがりますか、琴里さん」

　精霊たちや
真
 ま
 那
 な

 が、心配そうに琴里のもとへと集まってくる。琴里は
皆
 みな

 を安心させるように、努めて平然とした様子でうなずいてみせた。

「ええ、大丈夫。傷を負ったわけじゃないわ。──ただのタイムリミットよ」

　胸に手を置き、呼吸を整えながらそう答える。するとその言葉に、精霊たちや真那はほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 いた。

　琴里の持つ炎の天使〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉は、絶大な
破
 は
 壊
 かい

 力と反則じみた回復能力を有する代わりに、その力を発現させると、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な破壊
衝
 しよう
 動
 どう

 が芽生えてしまうのだ。そのため、琴里は可能な限り霊装や天使を
顕
 けん
 現
 げん

 させないようにしていたし、今回のようにやむを得ない場合でも、
戦
 せん
 闘
 とう

 時間に自主的に制限を設けていた。

　とはいえ、それが戦闘の真っ最中だったなら、タイムリミットが
訪
 おとず

 れても限定霊装を解除できるとは限らない。そういう意味では、今回はまさに
僥
 ぎよう
 倖
 こう

 であった。

　そう。つい先ほどまで辺りに
嵐
 あらし

 のような
暴
 ぼう
 威
 い

 を
振
 ふ

 るっていた
澪
 みお

 の
攻
 こう
 撃
 げき

 が、完全に鳴りを
潜
 ひそ

 めていたのである。

　だが──それが
素
 す
 直
 なお

 に喜んでよい事態なのかどうかは、琴里には判別が付かなかった。

　何しろ、士道が澪のもとに至ってキスをした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、澪の背後や頭上に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していた巨大な天使たちがその姿を変容、士道と澪を包み込み、大きな球体を形作っていたのである。

「これは……」

「
怪
 け
 訝
 げん

 。一体何が起こったというのでしょうか」

　
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 と
夕
 ゆ
 弦
 づる

 の怪訝そうな声が、静かに辺りを通り抜ける。

　だがその言葉は、口にしたのが
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 というだけで、今ここにいる全員の感想と言っても過言ではなかった。

　大きさは、直径一〇メートルほどだろうか。光の加減によって様々な色を映す宝石のような外装に覆われた、
滑
 なめ

 らかな球形。

　その姿は巨大に過ぎる
繭
 まゆ

 か──あるいは、発芽を待つ植物の種子を思わせた。

「琴里、シドーはどうなったのだ？　無事なのか？」

　
十
 とお
 香
 か

 が、不安そうに
眉
 まゆ

 を
歪
 ゆが

 めながら問うてくる。琴里は一瞬
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 したのち、大きく首を前に
倒
 たお

 した。

「ええ、もちろんよ。士道がこんなことでやられるものですか」

「む……うむ、そうだな」

　琴里の返答に、十香がうなずき返してくる。

　その様は、琴里の言葉を素直に信じたというよりも、司令官として皆を不安がらせるわけにはいかない、という琴里の立場を
慮
 おもんぱか

 ってくれたようにも思えた。

　……子の成長を見る親というのはこんな気分なのだろうか？　今はそんな場合ではないと自覚しつつも、
奇
 き
 妙
 みよう

 な感動を覚えてしまう琴里であった。

　とはいえ、この状態ではあまりに手がかりがなさ過ぎる。琴里は耳の裏に装着しておいた通信機に向けて声を発した。

「──
艦
 かん
 橋
 きよう

 、聞こえる？　観測装置で中の様子を
探
 さぐ

 ってみてちょうだい」

「はいはーい、ちょっと待ってね妹ちゃーん」

　と、琴里の指示に応えるように、そんな声が
響
 ひび

 いてくる。

　だが、琴里は
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 に眉根を寄せた。その声は、骨伝導の通信機
越
 ご

 しではなく、直接耳に聞こえてきた気がしたのである。

　その理由はすぐに知れた。──〈フラクシナス〉の外装に開いた穴から、〈ラタトスク〉の軍服を着た
二
 に
 亜
 あ

 がひょっこりと顔を出したのである。

「どもー、呼ばれて飛び出る二亜ちゃんデース」

「二亜！」

　琴里が名を呼ぶと、二亜は気安い調子でヒラヒラと手を振りながら、うんしょと外装の上に上がってきた。
他
 ほか

 の精霊たちは
霊
 れい
 力
 りよく

 と身体能力に任せて飛び出してきたが、二亜はそうもいかないらしく、艦橋から
梯
 はし
 子
 ご

 をかけて上ってきたらしかった。

「うっひゃー！　
怖
 こ

 っえぇぇぇぇ！
 　ここが高度一万五〇〇〇メートルの世界!?
 　落ちたら一巻の終わりなんてもんじゃないねぇ。あー、でも寒さとか風は大丈夫なんだ。やっぱ
随意領域
 テリトリー
 半
 はん
 端
 ぱ

 ないね！　かがくのちからってすげー！」

　などと、きゃいきゃいとはしゃぎながら、二亜が地上を
覗
 のぞ

 き込む。その場違いな様子に、琴里は思わず半眼を作った。

「どうしたのよ二亜。いくら戦闘が中断してるからって、こんなところに出てくるのは危険よ？」

「ん？　ああ、そうだった。これこれ」

　琴里に言われて思い出したように、二亜が背負っていたバックパックの中から、手の平大の機械のようなものを取り出す。

「んーと、あ、マナティ。これ、あの繭みたいなやつに張り付けてみてくれる？」

　そしてそれを、近くにいた真那に
手
 て
 渡
 わた

 す。
謎
 なぞ

 の装置を受け取った真那は、不思議そうに首を
傾
 かし

 げた。

「これは？」

「観測装置の
端
 たん
 末
 まつ

 。
随意領域
 テリトリー

 で覆うだけでも
解
 かい
 析
 せき

 はできるけど、これを対象に張り付けると、より正確に内部構造を
把
 は
 握
 あく

 できるらしいよ」

「ほう。なるほど、
了
 りよう
 解
 かい

 しました。でも、わざわざこれを届けに？　言ってくれれば艦橋に受け取りにいきましたが」

「えー。だって精霊みんなで総力戦感出してるのに、あたし一人だけ艦橋でお留守番ってなんかアレじゃん。真の仲間じゃない感あるじゃん」

「そ、そういうものでいやがりますか……？」

　真那が、よくわからないといった表情をしつつも、それ以上
追
 つい
 求
 きゆう

 するのも
面
 めん
 倒
 どう

 と思ってか、
曖
 あい
 昧
 まい

 にそう返した。

「十分注意してちょうだい、真那。
抵
 てい
 抗
 こう

 がなくなったとはいえ、あれがどんなものかはまだわからないわ」

「ええ、重々承知していやがります」

　琴里の言葉にうなずき、真那が軽く足を縮めてから、反動を利用するようにして空を
駆
 か

 ける。無論推進力は背に負ったスラスターなのだが、その動力源はイメージを力にする
顕現装置
 リアライザ

 だ。真那にとって『素早く動く』というイメージがその動作なのだろう。

　真那は繭の近くまで至ると、
随意領域
 テリトリー

 の防性を高めながらそろそろと手を
伸
 の

 ばし──その表面に、観測装置を張り付けた。

「ふむ……、特に何も起きねーですね」

「サンキューマナティ。さーて、どうかなー？」

　言いながら二亜がその場に座り込み、バックパックの中から取りだしたノートパソコン型の端末を開く。その画面を覗き込むように、精霊たちが二亜の背後に集まった。

　が、二亜がキーを
叩
 たた

 くも、画面は
砂
 すな
 嵐
 あらし

 のようにザザッと乱れるばかりだった。

「んー……
駄
 だ
 目
 め

 か。じゃあ今度はこっちの方式で……」

　と。

「──うふふ、全知の精霊ともあろうお方が、おいたわしいですわね」

　二亜が頭をかきながらキーを叩いていると、その前方に、すと──と、一人の少女が降り立った。

　左右不均等に
結
 ゆ

 われた
髪
 かみ

 に、時計の左目。そして──ゴシックロリータ調のドレスと、修道衣が合わさったような霊装を
纏
 まと

 った少女が。

「
狂
 くる
 三
 み

 ！」

　琴里は思わずその名を呼んだ。

　そう。そこに現れたのは、最悪の精霊とも呼ばれた少女・
時
 とき
 崎
 さき

 狂三その人であった。

　だが、その身を覆う霊装は、いつものそれとは形が異なっていた。完全なものではない、限定的な霊装。加えて、
普
 ふ
 段
 だん

 とは
違
 ちが

 う
意
 い
 匠
 しよう

 も見受けられる。

「その姿は……」

「ゴスロリに
十
 じゆう
 字
 じ
 架
 か

 ……十字架だと？　くっ……」

「理解。耶俱矢のツボに多段ヒットですね」

「…………
 」

　狂三の
装
 よそお

 いを見てか、精霊たちが口々に
呟
 つぶや

 く。真那は
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに狂三を
睨
 にら

 み付けていたが、とりあえずここでことを構えるつもりはないようだった。

　狂三としても、今琴里たちと敵対する意志はないらしい。それは、先ほど士道に霊力を
託
 たく

 したことからも信じていいだろう。彼女の意図こそ完全にはわからなかったが、実際士道が澪と対することができたのは、他ならぬ狂三のお
陰
 かげ

 でもあった。

　狂三は、複雑そうな琴里の表情や精霊たちの様子を見てくすくすと笑うと、おもむろに右手を
掲
 かか

 げてみせた。

　そして、呼ぶ。

　その──天使の名を。

「──〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉」

「な……っ！
 」

　狂三が発した天使の名に、二亜が目を
剝
 む

 く。

　だがそれも無理のないことではあった。何しろそれは、もともと二亜が有していた天使の名であったのだから。

　狂三が掲げた手の中に、巨大な本が姿を現す。その本は自動的に開くと、その紙面に光り
輝
 かがや

 く文字を表示させていった。

　その様子を見て、二亜が悲鳴じみた声を上げる。











「うわー！　マジかよくるみんそんなんアリ!?
 　いやまああの悪徳社長からあたしの
霊結晶
 セフイラ

 取ったんならそうなるんだろうけど、なんか二重の意味であたしの立場なくない!?
 　アイデンティティークライシス！」

「お静かに。初めて
扱
 あつか

 う天使ですので、集中させてくださいまし」

「うぐぅ……これが
ＮＴＲ
 ネトラレ

 か。くやしい……」

　二亜が、何やらわざとらしく
肩
 かた

 を
抱
 だ

 き、ビクンビクンと
身体
 からだ

 を
震
 ふる

 わせる。

　琴里はとりあえずそれを無視して、狂三の方に視線を向けた。

「──で、どう？　士道は？」

「士道さんは……ええ、ご無事のようですわね」

『……！』

　狂三の言葉に、
精
 せい
 霊
 れい

 たちの表情がパァッと明るくなる。琴里も、できるだけ表情に出さぬようにしながらもほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 いた。

　が、そこで。

「……、これは……？」

〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉の紙面を視線でなぞっていた狂三が、
微
 かす

 かに眉をひそめ、そう呟いた。





　　　　◇





　──最初に感じたのは、熱だった。

　じりじりと鉄板の上で焼かれるような、熱。

　次いで、光。固く
閉
 と

 ざされた
瞼
 まぶた

 をものともせず、強い輝きが、
網
 もう
 膜
 まく

 に
刺
 し
 激
 げき

 を
与
 あた

 えてくる。

「ん……」

　小さなうめきとともに、士道は身じろぎをした。そこでようやく、自分が
仰
 あお
 向
 む

 けに横たわっていることを自覚する。

　
混
 こん
 濁
 だく

 した意識の中で生じる違和感。──
寝
 ね
 惚
 ぼ

 けている？　夢？　
微睡
 まどろ

 むような感覚の中から生じた様々な思考はゆっくりと実像を帯び、たっぷり数十秒をかけて、士道の意識を
覚
 かく
 醒
 せい

 させた。

「そうだ、俺は──」

　断絶していた
記
 き
 憶
 おく

 が、
繫
 つな

 がる。

　自分は狂三から霊力を託され──澪の力を
封
 ふう
 印
 いん

 するため、キスをしたのだ。

「……！」

　それを自覚した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、士道は目をカッと開くと、
弾
 はじ

 かれるように飛び起きた。

　──一体、何がどうなった？　澪は？　狂三は？　
皆
 みな

 は？　なぜ自分は横たわっていたのか。ここはどこなのか。先ほどから身を焼くこの暑さは何なのか。自分が意識を失っている間に何が起こったのか──

「………………
 は？」

　
怒
 ど
 濤
 とう

 のような思考の
奔
 ほん
 流
 りゆう

 に反して、口から
零
 こぼ

 れたのは、
僅
 わず

 か一文字の
困
 こん
 惑
 わく

 だった。

　とはいえ、もし同じ
状
 じよう
 況
 きよう

 に置かれたなら、きっと士道でなくとも、似たような反応を取ってしまうに違いない。

　なぜなら、辺りに広がっていたのは──ただただ
穏
 おだ

 やかな海辺の風景だったのだから。

　空中でもなければ、〈フラクシナス〉の上でも、澪が
創
 つく

 り出したモノクロの空間でもない。
巨
 きよ
 大
 だい

 な花の形をした天使も、大樹の形をした天使の姿もなく、精霊たちも見当たらない。辺りに広がるのは、
茫
 ぼう
 洋
 よう

 たる
海
 うな
 原
 ばら

 と、ひたすらに高い空。
鼓
 こ
 膜
 まく

 を震わせるのは、寄せては返す波の音と、時折
響
 ひび

 く
海
 うみ
 猫
 ねこ

 の鳴き声くらいのものだった。

「ここは……」

　言いかけて、士道は気づいた。──その風景に見覚えがあることに。

　そう。そこは、士道が
令
 れい
 音
 ね

 とのデートに選んだ海岸であった。

　だが、
全
 すべ

 てが記憶にある景色と同じわけではない。微かな差異がちらほらと見受けられた。

　
防
 ぼう
 波
 は
 堤
 てい

 が新しい。テトラポッドの数が少ない。心なしか、海が
澄
 す

 んでいる気がする。

　そして何より──季節が違う。

　二月の寒空も、どこか張り
詰
 つ

 めたような冷たい空気もそこにはなく、その代わり、初夏のような日差しが辺りを照らしていた。

　言うなれば、それは──

「……シン」

「うひぁっ!?
 」

　と、思考の最中、不意にそんな声をかけられ、士道はビクッと肩を震わせた。

　
砂
 すな
 浜
 はま

 に手を
突
 つ

 きながら、声のした方向を向く。するとそこに、
涼
 すず

 しげな格好をした令音が立っていることがわかった。

「れ、令音さん……!?
 」

　士道は思わず裏返った声を上げた。

　しかしそれも当然だ。先ほどまで激しい
攻
 こう
 防
 ぼう

 を
繰
 く

 り広げていた相手に、急に声をかけられたのである。
驚
 おどろ

 きもするだろう。

　それに──もう一つ。士道が目を丸くした理由があった。

　そこにいたのは、『澪』ではなく、士道の副担任にして〈ラタトスク〉の解析官である『令音』だったのである。

「な、何がどうなってるんですか、これ……みんなは？　〈フラクシナス〉は……？」

「……手を」

　令音は答えず、ただそう言って手を差し伸べてきた。

「え？　あ、ああ……ありがとうございます」

　なんとも間の
抜
 ぬ

 けた反応と自覚しながらも、その手を取って立ち上がる。

　
恐
 おそ

 らくこの
不
 ふ
 可
 か
 思
 し
 議
 ぎ

 な空間は、令音の手によるものなのだろうが──彼女の様子を見る限り、士道に害意を持っているようには見えなかったのである。

　というかそれ以前に、なぜ彼女が今令音の姿を取っているのかもよくわからない。確かに彼女は先ほど、狂三の中から出てきた澪と合体し、完全な姿になったはずだったのだが──

「──おーい、こっちこっち！」

　と。

　そこで、背後から響いてきた声に、士道は思考を中断させられた。

　見やると、砂浜に、こちらに手を
振
 ふ

 る少女と、その
隣
 となり

 に立つ少年の姿を認めることができる。

「は────
 」

　その姿を見て、士道は息を詰まらせた。

　だがそれも当然ではあった。──それくらい、その光景は異常だったのだ。

　まず、手を振る少女だ。つばの広い
麦
 むぎ

 わら
帽
 ぼう
 子
 し

 に、真っ白いワンピースを纏った、一六歳くらいの
可愛
 かわい

 らしい女の子である。長い髪を
緩
 ゆる

 く三つ編み状に結わえており、手を振るたびにその
先
 せん
 端
 たん

 がぴょこぴょこと
揺
 ゆ

 れていた。

　──澪。その姿を
捉
 とら

 えた瞬間、士道の
脳
 のう
 裏
 り

 にその名が
浮
 う

 かんだ。

　間違いない。そこにいたのは、始原の精霊・
崇
 たか
 宮
 みや

 澪その人だったのである。

「え……」

　士道は思わず、隣にいる令音を見た。その存在感は、
幻
 げん
 影
 えい

 とも
妄
 もう
 想
 そう

 とも思えない。同一人物であるはずの『澪』と『令音』が、別の個体としてそこに存在していた。

　とはいえ、それだけならば士道はここまで驚かなかったろう。なぜ彼女らが二つの身体に分かれているのかはわからなかったが、澪と令音が自らの存在を切り分け、あたかも分身体のように並列に存在できることは、
既
 すで

 に知っていたからだ。

　士道が本当に
驚
 きよう
 愕
 がく

 したのは、澪の隣にいる少年の姿の方だった。

　──涼しげな夏服に身を包んだ、中性的な顔立ちの少年。澪の隣に立ちながら、何やら
気
 き
 恥
 は

 ずかしそうにはにかむような表情で士道の方を見てきている。

　その顔を見て、言葉を失う。なぜならその顔は──士道がこの世で最も見慣れているものだったのだから。

「お、俺……？」

　
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と、言葉を
零
 こぼ

 す。

　そう。そこにいたのは、士道と
瓜
 うり
 二
 ふた

 つ──
否
 いな

 、そんな言葉では言い表せないほどに、『同じ』顔をした少年だったのである。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、ドッペルゲンガーでも見ているかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 に
陥
 おちい

 る。都市伝説や
怪
 かい
 談
 だん

 で語られる、自分とまったく同じ顔をした人間のことだ。それに出会った者は、遠からず命を落としてしまうと言われている。……今まで
幾
 いく
 度
 ど

 も死んできた士道である。一人くらいそんな者が現れても不思議ではないのかもしれなかった。

　──だが。やがて士道は、彼の正体に思い至った。

「いや……
違
 ちが

 うか。おまえは──」

　士道はもう一人の自分の顔を
見
 み
 据
 す

 えながら、静かにその名を呼んだ。

「──シン。崇宮
真
 しん
 士
 じ

 ……か？」

　士道がそう言うと、少年はふっと
頰
 ほお

 を緩めてから、小さくうなずいてきた。

「ああ。一応初めまして……になるのかな？」

　言って真士が、小さく肩をすくめてくる。

　士道は、自分で彼を真士と言っておきながら、状況が
上
 う
 手
 ま

 く理解できず、困惑気味に
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。

「これは……一体。それにここは……」

　と、呆然と
呟
 つぶや

 くと、令音がそれに
応
 こた

 えるように小さく
唇
 くちびる

 を動かしてきた。

「……どうやら、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉で形成された空間のようだね」

「どうやら……って、この空間、令音さんが作ったんじゃないんですか？」

「……恐らくそうなのだろう。少なくとも、私の力に由来する現象であるのは間違いない。だが……あまり自覚がないというのが正直なところだね」

「それって、どういう……」

　士道が問うと、令音は、指先で自分の唇に
触
 ふ

 れてから続けてきた。

「……あのとき、君は私にキスをしたろう？」

「……はい」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の言葉にドキリとしながらも、
首
 しゆ
 肯
 こう

 で返す。それは確かだ。澪の肩の
感
 かん
 触
 しよく

 も、唇の
柔
 やわ

 らかさも、
鮮
 せん
 明
 めい

 に思い出すことができた。

「……それにより、
経
 パ
 路
 ス

 を伝って共有された記憶が再現されているようだ。その際、より記憶に近い状態を作り出すために、『私』と『澪』、そして『士道』と『シン』の意識が切り
離
 はな

 されたのではないかな」

「な……なるほど。でも、一体なんでそんなことに……」

　と、士道が困惑気味に問うと、不意に澪が、士道と令音の手を取ってきた。

「いいじゃない、そんなの。──それより、遊ぼう？　せっかくの海なんだから」

　そしてそう言って、
屈
 くつ
 託
 たく

 のない
笑
 え

 みを浮かべてくる。

　その表情からは、先ほどまでのような
危
 あや

 うさや
妄
 もう
 執
 しゆう

 の色は、まったく見受けられなかった。まるで、三〇年前──真士が死んでしまう前の澪に
戻
 もど

 ったかのような様子である。

「え？　いや、俺は……」

　士道は
慌
 あわ

 てて言葉を
継
 つ

 ごうとしたが、勢いよく澪に手を引かれ、半ば強制的にそれを止めさせられた。
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「ＤＥＭ
艦
 かん
 隊
 たい

 、〈デウス〉によりほぼ
壊
 かい
 滅
 めつ

 ！」

「各地に現れた〈バンダースナッチ〉隊は、
精
 せい
 霊
 れい

 たちにより全て
撃
 げき
 破
 は

 ！」

「〈デウス〉、五河士道を
吞
 の

 み込み力場を形成！」

〈ラタトスク〉空中艦〈ウルムス〉の
艦
 かん
 橋
 きよう

 には、様々な報告が飛び
交
 か

 っていた。目まぐるしい戦場の情勢。
吉
 きつ
 報
 ぽう

 と
凶
 きよう
 報
 ほう

 が入り交じる混迷の知らせ。全てを
把
 は
 握
 あく

 しきることは困難な情報の暴風である。

　けれど、それらの情報は、たった一つの報告に集約された。

「──〈デウス〉以外の精霊たちは──
皆
 みな

 、無事です！」

　その報を聞いて、〈ウルムス〉のクルーたちがほうと
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 くのが聞こえてくる。

　一人一人は目立たぬよう気を
遣
 つか

 ったつもりだったのだろうが、艦橋にいる何人ものクルーたちが一気に
吐
 と
 息
 いき

 したものだから、それは存外大きな音となってウッドマンの耳に
到
 とう
 達
 たつ

 した。──次いで、今度は皆がそれを
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すような
咳
 せき
 払
 ばら

 いが響く。

　ウッドマンはそんな一連の音を聞いて、ふっと頰を緩めた。

「──どうやら、死に
損
 ぞこ

 なってしまったようだ。まさか、〈ナイトメア〉がアイクを
討
 う

 つとは」

「ええ。彼女には感謝せねばなりませんね」

　背後に
控
 ひか

 えたカレンが、落ち着いた調子でそう返してくる。その語調は
舗
 ほ
 装
 そう

 された道路のように
平
 へい
 坦
 たん

 であったけれど、付き合いの長いウッドマンには、彼女が心から安堵し、またこの上なく喜んでいるのが感じ取れた。

　とはいえ、油断をするわけにはいかない。まだ
全
 すべ

 てが終わったわけではないのだ。

「〈デウス〉の様子は？」

「──は。ただ今調査中ですが……
未
 いま

 だ
詳
 くわ

 しいことは。〈フラクシナス〉から情報が入り
次
 し
 第
 だい

 ご報告します」

　ウッドマンの問いに、艦橋下段にいたクルーが答えてくる。ウッドマンは「ああ、
頼
 たの

 むよ」と言うと、メインモニタに表示された球体に目を向けた。

　
滑
 なめ

 らかな表面を
誇
 ほこ

 る、
繭
 まゆ

 のような物体。〈デウス〉が一体何を思ってあんなものを形成したのかはわからなかったが、彼女の、そしてともに吞み込まれた士道の安否が
確
 かく
 認
 にん

 できるまでは、この
戦
 せん
 闘
 とう

 は終わったことにはならなかった。

「二人とも無事に出てきてくれるのが最善だが……どうなるかな」

　ウッドマンは
髭
 ひげ

 を
撫
 な

 でながら言うと、すっと目を細めた。

　この戦場には〈デウス〉の
他
 ほか

 にまだもう一つ、
懸
 けん
 案
 あん
 事
 じ
 項
 こう

 が残っていたのである。

「それで、アイク──ウェストコットは？」

「は。アイザック・ウェストコットは、〈ナイトメア〉に
霊結晶
 セフイラ

 を
奪
 うば

 われたあと、エレン・メイザースおよびアルテミシア・アシュクロフトとともに戦場を離れ、一二〇秒後に反応
消
 しよう
 失
 しつ

 。既に
逃
 とう
 亡
 ぼう

 したか、地上のどこかに
潜
 せん
 伏
 ぷく

 しているかと思われます」

　クルーがパーソナルモニタを見ながら言って、顔を上げる。

「無論、エレン・メイザースとアルテミシア・アシュクロフトの
奇
 き
 襲
 しゆう

 には注意を
払
 はら

 っていますが……
霊結晶
 セフイラ

 を失い、艦隊も壊滅した以上、アイザック・ウェストコットはもはやそこまでの
脅
 きよう
 威
 い

 ではないのでは？　それ以前に……あの傷です。もう死亡している可能性だって考えられます」

　クルーの言葉に、ウッドマンはふむ、と息を吐いた。

「そう思うかね。……いや、無理もない。確かにそれだけを聞けば、彼は完全なる敗軍の将だ。彼の死に奮起した部下が命をなげうって
吶
 とつ
 喊
 かん

 してくることはあれど、彼自身がこの上何かをできるとは
到
 とう
 底
 てい

 思えない」

　──だが、とウッドマンは続けた。

「それで終わらないのが、アイザック・ウェストコットという男だ。──止まらないのだよ。
嫌
 いや

 な予感がね。あの天才が、こんな幕引きをするはずがないと」

　ウッドマンが言うと、そのただならぬ様子を察してか、クルーがごくりと
喉
 のど

 を鳴らした。

「り、
了
 りよう
 解
 かい

 です。
捜
 そう
 索
 さく

 を──」

　と。

　クルーが言いかけた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、〈ウルムス〉の艦橋にけたたましいアラームが鳴り
響
 ひび

 いた。

「何ごとです」

　カレンが
至
 し
 極
 ごく

 落ち着いた
声
 こわ
 音
 ね

 でクルーに問う。するとクルーがモニタの数値を確認し、ひっ、と声を
詰
 つ

 まらせた。

「これは……
霊
 れい
 波
 は

 反応です！　とびきり
巨
 きよ
 大
 だい

 な霊波反応が、〈フラクシナス〉のすぐ近くに生じています！」

「何ですって──」

　と、そこでカレンが言葉を止める。

「…………
 」

　だが、その理由はウッドマンにはよくわかった。

　彼女も
純正魔術師
 メイガス

 の一人。ウッドマンと同じく感じ取ったのだろう。そして思い出したのだろう。──この感覚に、覚えがあることを。

「エリオット、まさかこれは」

「ああ。間違いない。──精霊術式だ」

　カレンの言葉に、ウッドマンは表情を険しくしながら首肯した。

　そう。間違いない。間違えようがない。

　この
濃
 のう
 密
 みつ

 なマナの
奔
 ほん
 流
 りゆう

 は──三〇年前、ウッドマンたちが始原の精霊を生み出したときのそれと、同種のものだったのである。
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「はぁ……っ
 、はぁ……っ
 」

「ちょ、ちょっと休まないか、澪……」

　
抜
 ぬ

 けるような青空の下、額に玉のような
汗
 あせ

 を
浮
 う

 かべた士道と真士は、
肩
 かた

 で息をしながら
嘆
 たん
 願
 がん

 するように言った。

　しかしそれも無理からぬことではある。何しろ士道と真士は先ほどから、海水浴、砂の城作り、
磯
 いそ
 釣
 づ

 り、スイカ割り、果てはビーチバレーと、海辺でできることを
網
 もう
 羅
 ら

 する勢いで遊びまくっていたのだから。

　一見すれば、仲良し四人組。あるいは高校生三人組と引率の先生。

　──もしくは、二組のカップルのダブルデートである。

「あ、ごめん。つい楽しくて……」

「……そうだね。では少し
休
 きゆう
 憩
 けい

 しようか」

　澪と令音がそう言って、同時にパチンと指を鳴らす。

　すると、辺りから光の
粒
 つぶ

 のようなものが集まってきて、
砂
 すな
 浜
 はま

 の上にキャンプ用のテーブルと
椅
 い
 子
 す

 、さらに大きなビーチパラソルが出現した。ついでにテーブルの上には、キンキンに冷えたドリンクまで置かれている。

　まるで
魔
 ま
 法
 ほう

 のような光景。先ほど彼女らが釣り
竿
 ざお

 やスイカを出現させるのも見ていたはずなのに、士道はまたも目を
剝
 む

 いてしまった。

「ホント何でも出てくるんですね……」

「……〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の中は
極
 ごく
 小
 しよう

 の『
隣
 りん
 界
 かい

 』。意志の力が現実に作用する世界だ。
魔術師
 ウイザード

 たちの
随意領域
 テリトリー

 は現象を起こすのが
精
 せい
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 だろうが、ここでは物質を具現させることだって不可能ではない。シン──いや、士道、君だって
霊
 れい
 力
 りよく

 を持っているんだ。慣れればできるはずだよ」

　令音が、名前を呼び直しつつ言ってくる。まあ、ここには真士がいるのだから、士道をシンと呼んではややこしいだろう。

「そうなんですか？」

「えっ、それ俺もできます？」

　と、真士がワクワクした様子で問う。が、令音は難しげな顔であごに手を置いた。

「……どうだろうね。士道は精霊たちの霊力を
封
 ふう
 印
 いん

 しているが、シンはいわば、
普
 ふ
 通
 つう

 の人間だからね。再現される際どう存在を切り分けられたかによるんじゃあないかな？」

「そ、そうですか……」

　真士がショボンと肩を落としながら、士道をどこかうらやむような目で見てくる。

「……いいなあ、霊力。……おまえも俺なんだし半分こしない？」

「ええ……」

　士道が
頰
 ほお

 に汗を垂らしながら
苦
 く
 笑
 しよう

 すると、真士が
懇
 こん
 願
 がん

 するようにずいと
迫
 せま

 ってきた。

「頼むよー。〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉と〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉と〈
封解主
 ミカエル

 〉と〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉と〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉でいいからさー」

「俺に戦闘向け天使ばっかり残しやがって！」

　士道から切り分けられた存在だからか、真士もある程度天使の知識を有しているらしかった。的確に便利そうな天使だけを
選
 せん
 択
 たく

 してくる。たまらず士道が
叫
 さけ

 ぶと、真士はあははと笑いながら士道を
宥
 なだ

 めるように手のひらを広げた。

「
冗
 じよう
 談
 だん

 冗談。それより、せっかく二人が用意してくれたんだ。休もうぜ。もう喉がカラカラだよ」

「ああ……そうだな」

　士道はそう答えると、砂浜に出現した椅子に
腰
 こし
 掛
 か

 け、
瀟
 しよう
 洒
 しや

 なグラスに注がれたトロピカルな色合いのジュースを喉に流し込んだ。

　
爽
 さわ

 やかな果実の
甘
 かん
 味
 み

 と酸味が、
渇
 かわ

 いた
身体
 からだ

 に
染
 し

 み
渡
 わた

 っていく。士道はそれを一気に飲み干すと、勢いよく息を吐いた。

『ぷはぁ……！
 』

　何やら声が
被
 かぶ

 った気がする。テーブルの向かいを見やると、真士が士道と同じような表情をしながらこちらを見てきていた。

「ふふ」

「……まるで鏡合わせだね」

　それを見ていた澪と令音が、ふっと口元を
緩
 ゆる

 める。士道はなんだか少し照れくさくなって視線を
逸
 そ

 らしたが……その動作すらも、真士と同時だった。

　……まあ、もともと同じ人間なのだ。細かな動作が似てしまうのは仕方のないことかもしれなかった。

　と、士道がそんなことを考えていると、テーブルの向かいから、くぅ……という
可愛
 かわい

 らしい音が聞こえてきた。

「あはは、お
腹
 なか

 が鳴っちゃったみたい」

　言って澪が小さく笑う。
恐
 おそ

 らくジュースを飲んだことにより、胃が
刺
 し
 激
 げき

 されたのだろう。あれだけ遊んだのだ。お腹が
空
 す

 くのも当然だった。

「……ふむ、では軽く食事もしてしまおうか」

「うん。シンに士道、何かリクエストはある？」

　言って令音と澪が、魔法使いよろしく人差し指でくるんと空中に円を
描
 えが

 くような動作をしてみせる。彼女らの手にかかれば、どんな料理だって
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にして再現されるだろう。

　が、そこで真士が、何かを思いついたようにポンと手を打った。

「あ、そうだ。なら澪、調理設備と材料を出してくれるか？」

「設備と材料？」

「ああ。──士道も、結構やる
 んだろう？」

　そう言って真士がキラリと目を
輝
 かがや

 かせ、包丁で野菜を切るような仕草をしてくる。士道は「へえ……？」と
眉
 まゆ

 を動かした。

「マジか。やる気かよ」

「ああ。せっかくのご飯だ、ポンと出して終わりじゃあ味気ないだろ？　ちょうど
審
 しん
 査
 さ

 員も二人いるんだ。どっちの料理が
美
 う
 味
 ま

 いか、決めてもらおうじゃないか。題目は……そうだな、海の家の定番、焼きそばでどうだ？」

「よし乗った。相手にとって不足はない！」

　真士の提案に応じ、士道は立ち上がった。

　するとそれを見た澪と令音が一瞬顔を見合わせ、楽しげに
微笑
 ほほえ

 んでから、二人同時にパチンと指を鳴らした。

　次の瞬間、砂浜の上に、見事な調理台と大きな鉄板、そして色とりどりの野菜や肉が現れる。ついでに士道と真士の身体に、いつの間にかエプロンが装着されていた。

「おお……っ！
 」

「はは……ホントに
凄
 すご

 いな」

　士道は真士と笑い合うと、それぞれ調理台の前に立ち──調理を開始した。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉっ！
 」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ！
 」

　
互
 たが

 いに
裂
 れつ
 帛
 ぱく

 の気合いを発しながら、キャベツやニンジンを切っていく。別に叫ぶ必要はどこにもないのだけれど、こういうのは
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 なのである。

　そして
淀
 よど

 みない手つきで鉄板に油を引き、野菜に肉、
麵
 めん

 を投入したのち、ソースで味付けをする。

　ほどなくして、士道と真士、両方の料理がほぼ同時に完成した。

　焼きそばを皿に盛りつけ、令音と澪の前に給仕する。

「……ほう」

「わあ……！」

　二人は
芳
 かぐわ

 しいソースの
香
 かお

 りに
感
 かん
 嘆
 たん

 の声を上げると、二皿の料理を見比べるように
矯
 た

 めつ
眇
 すが

 めつ
眺
 なが

 めた。

「……見た目はほぼ同じだね。どちらも
美
 お
 味
 い

 しそうだ」

「うん。そもそもシンと士道ってほぼ同一人物なんだし、そこまで差って出るのかな？」

　などと、
本
 ほん
 末
 まつ
 転
 てん
 倒
 とう

 なことを言ってくる。

　しかし士道と真士はフッと
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を上げると、二人に向けて手を広げた。

「それはどうかな？　まあ、とにかくお熱いうちに！」

「
召
 め

 し上がれ！」

　士道と真士が言うと、令音と澪は手を合わせて「いただきます」と言ったのち、順に焼きそばを食べ始めた。

「……ふむ。
上
 う
 手
 ま

 いものだ」

「うん、美味しい」

　やがて二人が両方の焼きそばを賞味し、何やら視線を交じらせてから、どちらからともなくうなずき合う。

　士道と真士はその動作で、二人の間で評定が下ったことを
悟
 さと

 った。

「さあ……では！」

「より美味しかった方を教えてくれ！」

　士道と真士が
微
 かす

 かに
緊
 きん
 張
 ちよう

 を
滲
 にじ

 ませながら言うと、令音と澪は、いつの間にかテーブルの上に出現していた回答札のようなものを手に取り、同時にオープンしてみせた。

　──二人の回答札には両方、『士道』の文字が書かれていた。

「よっしゃ！」

「なんでだぁぁぁぁぁッ!?

 」

　士道がガッツポーズを取ると、その
隣
 となり

 で、真士が砂浜に
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 く。それを見ながら、士道はニッと唇を
歪
 ゆが

 めた。

「──わからないか、真士。おまえは鉄板を使いこなせていなかったのさ」

「な、なんだって……!?
 」

　真士がバッと顔を上げてくる。士道はヘラを
操
 あやつ

 るような仕草をしながら続けた。

「お前の
腕
 うで

 も大したもんだよ。もしこれがフライパンでの勝負だったら、結果は引き分けだったかもな。でも、鉄板で焼きそばを作るなら、その広い面積を利用して麵の一本一本を焼かないともったいないぜ。これにより、外側はカリッと、中はモチッとの食感を作り上げるのさ」











「な……ッ、でも、日常生活で鉄板を使うことなんてないはず！　おまえは一体どこでその技術を……！」

　真士が
戦
 せん
 慄
 りつ

 した様子で目を見開く。士道はふっと息を
吐
 は

 いた。

「──甘いな。俺が
日
 ひ
 頃
 ごろ

 、一体何人の
精
 せい
 霊
 れい

 たちに飯を作ってると思ってるんだ！　おまえとは、
振
 ふ

 るってきた
鍋
 なべ

 の数が
違
 ちが

 うのさ！」

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ！
 」

　士道が指を突きつけ高らかに言うと、真士が
胸
 むな
 元
 もと

 を押さえ砂浜に
仰
 あお
 向
 む

 けに
倒
 たお

 れ込んだ。

　と、そんな二人のやり取りを見ていた令音と澪が、不思議そうに首を
傾
 かし

 げる。

「……二人とも、食べないのかい？」

「冷めちゃうよ？」

「あ、はい」

「いただきます」

　士道と真士は姿勢を正すと、エプロンを外して互いの焼きそばを食べ始めた。

「うわっ、外カリ中モチ……確かに美味いわ」

「だろ？　うん、でも真士のも十分美味いぞ？」

「おいおい、情けはときに
残
 ざん
 酷
 こく

 だぜ？　くっそー、仮にも自分に負けるとはなぁ……」

　真士が
悔
 くや

 しそうに身を
捩
 よじ

 りながら
唸
 うな

 る。するとそれを
慰
 なぐさ

 めるように、澪がその
肩
 かた

 にポンと手を置いた。

「元気出して。私はシンの料理の方が好きだよ」

「澪……」

　真士は目を
潤
 うる

 ませたが、すぐに「ん？」と眉根を寄せた。

「でも澪、士道の方選んでなかったっけ？」

「え？　だって美味しい方を選べって言うから」

「…………
 」

　澪の言葉に、真士が笑顔のままテーブルに
沈
 しず

 む。

「
容
 よう
 赦
 しや

 ないなぁ……」

　
純
 じゆん
 粋
 すい

 さはときに残酷なものである。士道は小さく肩をすくめながら苦笑した。

　するとそれに合わせるように、焼きそばを食べ終わった令音が
箸
 はし

 を置き、ご
馳
 ち
 走
 そう
 様
 さま

 、と
呟
 つぶや

 いてから視線を向けてきた。

「……さて、では次は私たちが何かご馳走しよう。せっかくの海だ。かき氷などはどうかな？」

「あ、いいね。二人とも、何味にする？」

　澪が首を傾げながら問うてくる。士道と真士は特に迷うことなく同時に答えた。

「じゃあ、イチゴで」

「じゃあ、メロンで」

　その答えに、士道と真士は意外そうに目を丸くしながら互いを見た。

「あ、真士はメロン派なのか」

「ん、まあ別に絶対ってわけじゃないけど、昔からメロンが多いかなあ。そういう士道はイチゴか」

「琴里がイチゴ味好きなんで、なんか
一
 いつ
 緒
 しよ

 に食べてるうちに自然にさ。まあ、かき氷のシロップって、色と香りが違うだけで基本的に味は同じらしいけどな」

「へぇ、そうなのか。それで違う味に感じるってのも
面
 おも
 白
 しろ

 いな」

　と、士道と真士はそこで「ん？」と首を傾げた。

　理由は単純。令音と澪が、二人の会話を何やら
感
 かん
 慨
 がい

 深げな表情で見てきていたからだ。

「……ん？」

「どうした、澪？」

　士道と真士が問うと、令音と澪は同時にふっと目を
伏
 ふ

 せた。

「ううん」

「……何でもないよ。それより、ほら」

　言って、二人が指を鳴らす。

　するとテーブルの上に、キラキラと輝くかき氷が四つ、出現した。

「さ、どうぞ」

「……召し上がれ」

「おお！」

「いただきます！」

　士道と真士は同時に手を合わせると、同時にかき氷を口に運び、同時にキーンとした頭痛を覚えて額に手を置いた。

「くぅー……っ
 」

「きくぜぇぇぇっ
 」

　そんな二人の様子に、令音と澪はくすくすと笑い合うと、かき氷を口に運び始めた。ちなみに令音が選んだシロップはイチゴ味、澪はメロン味のようだった。

「ふぅ……」

　十数秒後、ようやく頭痛が治まる。士道は小さく息を吐くと、美味しそうにかき氷を食べる令音と澪を見てから、改めて辺りの景色を見回した。

　どこまでも続くかと思われるような海。照りつける太陽。季節は初夏。先ほどからかれこれ四、五時間は遊び回っている気がするが、日が
傾
 かたむ

 く気配はない。

　そう。それはまるで、真士と澪がこの海を
訪
 おとず

 れたときの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 が切り取られ、永遠に続いているかのような様相だった。

　加え、令音が言うには、この〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の中は外の世界と時間の進みが異なるらしく、外ではまだ、せいぜい数分程度しか
経
 た

 っていないらしい。

　とはいえ無論、遊んでいる場合ではないことは士道も重々わかっている。ウェストコットこそ退けはしたものの、外の世界では精霊たちが士道の帰りを待っているのだ。いくら外ではさほどの時間が経っていないとはいえ、それが
免
 めん
 罪
 ざい
 符
 ふ

 になるわけではない。

　だが、士道はまだ、目的を達することができていなかった。それに──

「…………
 」

　士道はちらと、澪の顔を見やった。

　心から楽しそうに真士と
談
 だん
 笑
 しよう

 する澪。そんな彼女の
誘
 さそ

 いを断ることができなかったというのも、
偽
 いつわ

 らざる真実ではあった。

　とはいえ──その澪に対する感情は、この空間に
吞
 の

 み込まれる前のそれとは違う気がしてならなかった。

　いや、変わらず澪を
愛
 いと

 しいとは思うし、好きとも思う。

　けれど今士道が覚えているものは、先ほどまでの
呪
 のろ

 いじみた
恋
 れん
 慕
 ぼ

 の情とは、明らかに異なるものであったのだ。

　それだけではない。真士としての
記
 き
 憶
 おく

 もそうだ。〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉に吞まれる前までは、自分の行動を支配されそうなほどに
強
 きよう
 烈
 れつ

 だった真士の念が、今は鳴りを
潜
 ひそ

 めていたのである。

　無論、
未
 いま

 だ三〇年前の記憶は有しているのだが──一言で言うと、『実感』が
薄
 うす

 れてしまったような感覚だった。

「……シンであった実感がない──かい？」

「──っ!?

 」

　そこで不意に発された令音の言葉に、士道は小さく肩を
揺
 ゆ

 らした。

　テーブルの向かいでは、真士と澪が笑い合っている。その
邪
 じや
 魔
 ま

 をしないように、士道は声をひそめて返した。

「……この空間、心も読めるんですか？」

「……いや、表情から類推しただけさ。……君も、私と同じかと思ってね」

「え──？」

　令音の言葉に、思わず目を丸くする。令音は静かに続けてきた。

「……存在が切り分けられた際に、『澪』としての感情があちらの澪に行ってしまったのかもしれないね。無論記憶はあるが……なんというか、不思議な感覚だよ。本当に『
村
 むら
 雨
 さめ

 令音』になってしまったかのようだ」

「令音さん……」

　士道は呟くように言うと、再度真士と澪に目を向けた。

　ふと、先ほどの料理対決が思い出される。士道に軍配が上がった勝負。それは士道自身が言った通り、精霊たちが存在したからこその勝利だった。

　それだけに限った話ではない。確かに士道と真士は、もとは同じ存在なのかもしれなかったが、今に至る人生の中で経験した様々な出来事が、出会った人々が、その人格を形作っていた。

　決して、同じ人間ではない。そんな当たり前のことに、改めて思い至る。

　そして、それはきっと──

「…………
 」

　士道はきゅっと
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 むと、数秒の間深呼吸をし──意を決するように声を上げた。

「……なあ、澪、真士」

「ん？　どうしたの？　士道」

「なんだ？　次はチャーハン対決か？　今度こそ負けないぞ」

　澪が首を傾げ、真士がファイティングポーズを取りながら言ってくる。

　士道は苦笑しながら「いや」と返すと、令音を
一
 いち
 瞥
 べつ

 したのち、続けた。

「腹ごなしにさ、少し……歩かないか？」

　士道の提案に、真士と澪は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 視線を交じらせたのち、うなずいてきた。









　──どこまでも広がるかのような
浜
 はま
 辺
 べ

 に四人の
足
 あし
 跡
 あと

 が
描
 えが

 かれ、しばしのあと、波によって消されていく。

　そのたび足元に冷たい
感
 かん
 触
 しよく

 が生まれ、
微
 かす

 かに砂に足が沈み込む。

　降り注ぐ太陽の日差し。
頰
 ほお

 を
撫
 な

 でる潮風。それらが一体となって、士道に夏の訪れを感じさせた。

　ここにしかない、
贋
 にせ
 物
 もの

 の夏の
到
 とう
 来
 らい

 を。

「ん────
 」

　前を歩いていた澪が、大きく深呼吸をするように
伸
 の

 びをする。

「本当に──気持ちいいね。ふふ、ここに連れてきてくれたシンに感謝しなくちゃ」

　澪が言うと、その
隣
 となり

 を歩く真士が
嬉
 うれ

 しそうに、しかしどこか照れくさそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「お気に
召
 め

 したなら何よりだ。景観がいい場所探すの、結構苦労したしな。あんまり遠すぎても行けないし。──士道の時代はスマホとかいうのがあるんだろ？　ずるいよなー。いつでもどこでも世界中の情報が収集できるって便利すぎるだろそれ」

　
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすように真士が言って、
肩
 かた

 をすくめる。士道は
曖
 あい
 昧
 まい

 な表情で苦笑した。

「……士道」

　と、そんな士道の様子を察したように、隣にいた令音がひそめた声をかけてくる。士道は小さくうなずくと、令音にしか聞こえないくらいの声で「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 です」と返した。

　そんな後方のやり取りに気づかぬ様子で、澪と真士が
砂
 すな
 浜
 はま

 に足跡を刻み続ける。

「──あ、私あれをやってみたかったんだ。花火。海っていったら花火なんでしょう？　三〇年前きたときは、夕方には帰っちゃったからできなくって」

「し、仕方ないだろ。それくらいには帰らないと
遅
 おそ

 くなっちまうし。真那にも心配かけるし
邪
 じや
 推
 すい

 されるし……」

「ふふ、むしろ、これからやる楽しみがあるじゃない。──ダイビングや、バーベキューもしてみたいな。あとで街にも行ってみよう？　私と、シンと、令音と、士道で。ああ、きっと楽しいよ。──本当に、このときがずっと続けばいいのに」

　澪が、
弾
 はず

 んだ声でそう言う。

　その様は本当に楽しそうで──心からそれを望んでいることを
窺
 うかが

 わせた。

　だから、士道はそれに答えるのに、
一
 いつ
 拍
 ぱく

 のときを要してしまった。

「──ああ、そうだな」

　だが、言わねばならない。士道は
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りしめながら、続けた。

「でも……永遠には続かない。そうだろう……澪」

「────
 」

　瞬間。

　ゆっくりとした歩調で砂浜を歩いていた澪の足が、止まった。

　そして数秒ののち、澪は士道と令音の方に
振
 ふ

 り返ったかと思うと、どこか
寂
 さみ

 しげな笑みを
浮
 う

 かべながら言った。

「──ごめん。士道に言わせちゃったね」

「澪……」

　澪の隣にいた真士が、重苦しい調子で澪の名を呼び、その肩に
触
 ふ

 れようとする。が、彼は直前で手を止めると、そのまま唇を嚙み、手を下ろした。

　澪と同様、真士も気づいていたのだ。それに無論──令音も。

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の中にいる全員がそれに気づき、しかし口にできなかった。今この瞬間がずっと続けばいいと──士道でさえそう思っていた。

　けれど、いつかは
誰
 だれ

 かが幕を引かねばならない。

　だとするならそれは、きっと士道の役目だった。

　士道は一瞬目を
伏
 ふ

 せてから、意を決するように再度唇を開いた。

「……最初に令音さんとキスをしてから、
経
 パ
 路
 ス

 を通って澪の記憶が流れ込んできた。最初俺はそれが何なのかわからなかったし、何を意味するのかもわからなかった。でもようやく、ようやくわかったんだ」

　士道は
滲
 にじ

 みかける
涙
 なみだ

 を
拭
 ぬぐ

 い、澪の目を
見
 み
 据
 す

 えた。

「澪、おまえは死んだ真士を
甦
 よみがえ

 らせるために、俺として産み直した。そうだな？」

「……うん」

　澪が、こくりとうなずいてくる。

　そう。それこそが、澪の三〇年に
亘
 わた

 る願い。

　かつて死んでしまった愛しい人を、死なず年老いぬ生命として作り
替
 か

 える。まさに〈デウス〉の名に
相応
 ふさわ

 しき神の所行。

「それに
間
 ま
 違
 ちが

 いはない。それは、おまえの願いだ。おまえの望みだ。でも……それだけじゃない。だって、それによってできあがった真士は、本物の真士じゃないんだから」

「…………
 」

　士道の言葉に、真士が士道を見る。けれど、何も言おうとはしなかった。

　真士もわかっているのだ。自分が、士道の記憶から切り
離
 はな

 された、
虚
 きよ
 構
 こう

 の真士であることを。

　そしてそれは、澪自身も理解しているはずだった。

　最初は、理解していながらもそれに
縋
 すが

 らねばならないほど追い
詰
 つ

 められていたのだと思った。

　仮に本物の真士でなくとも、真士の姿と記憶を持った贋物がいれば、心に空いた穴を
埋
 う

 められると考えたのかとも思った。

　実際、それも間違いではなかったろう。

　けれど令音とキスをした士道は、もう一つの可能性に
辿
 たど

 り着いてしまった。

　なぜ、澪は士道に、
霊
 れい
 力
 りよく
 封
 ふう
 印
 いん

 能力を──いわば
精
 せい
 霊
 れい

 の天敵とさえ言える力を
授
 さず

 けたのか。

　その疑問に、至ったのだ。

　無論その理由は、人間の身には強すぎる霊力を
分
 ぶん
 割
 かつ

 して
譲
 じよう
 渡
 と

 するためでもある。

　そのために澪は、
幾
 いく
 人
 にん

 もの少女たちを
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にし、士道を精霊と変わらぬ状態にまで変化させたのだ。

　だが──

「おまえ自身が自覚していたかどうかはわからない。でも、おまえの記憶を第三者の視点で見たからこそ……至ったことがある」

（──私にはシンしかいなかった。シンを失ったなら、生きている意味がなかった）

　
脳
 のう
 裏
 り

 に、澪の声が甦る。

（──私は人間みたいに弱くない。死を望んだとしても、死ねるわけじゃあなかった）

　士道はくずおれそうになる
膝
 ひざ

 をどうにか保ちながら──言った。





「──澪、おまえは、自分を殺せる存在を創るために
 、俺を生んだんだ
 」





　その、言葉に。

「…………
 」

　澪は何も答えず──しかし悲しげに、笑った。





　　　　◇





「──それで、シドーはどうなったのだ狂三！」

「一体あの中はどうなっているの？　士道は澪と
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいるということ？」

「きゃー！　そんなのずるいですぅ！　なんで私も一緒に入れてくれないんですかぁ！」

「え？　もしかしてわかんない？　わかんないのくるみん？　やっぱ慣れない天使は難しい？　んじゃここは一発、ラジえもんをあたしに返してみるってのはどうかな？」

「静・か・に・してくださいまし！」

　書の天使〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉で
繭
 まゆ

 の中の様子を
探
 さぐ

 っていた狂三は、周囲の
騒
 そう
 音
 おん

 にたまらず声を張り上げた。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、〈フラクシナス〉の外装上に広がった
影
 かげ

 の中から無数の分身体が
躍
 おど

 り出、狂三の周囲に群がっていた精霊たちを引き
剝
 は

 がす。狂三はわしわしと頭をかきながらため息を
吐
 つ

 いた。

　何しろ〈ラタトスク〉の精霊たちときたら、狂三が調査を始めるなり狂三の周囲に集まり、
騒
 さわ

 ぐわ
喚
 わめ

 くわスカートを
捲
 めく

 ろうとしてくるわと、こちらの
邪
 じや
 魔
 ま

 をしているとしか思えない行動を取ってきたのである。

「士道さんが心配なのはわかりますけれど、少しは
黙
 だま

 ってくださいまし！　気が散りますわ！　あと
美
 み
 九
 く

 さん！　どさくさに
紛
 まぎ

 れて後ろからスカートを捲ろうとしないでくださいまし！」

　狂三が
怒
 ど
 鳴
 な

 り声を上げると、精霊たちは申し訳なさそうにこくりとうなずいた。一部、「わかりましたぁ……狂三さんがそこまで
仰
 おつしや

 るなら前からにしますぅ」などと口走った精霊がいたので、分身体に命じて強めにクラッチをかけさせた。

「あだだだだだ!?
 」

「まったく……心労をお察ししますわ、琴里さん」

「それはどうも」

　狂三が言うと、真那や
七
 な
 罪
 つみ

 たちとともに少し離れた位置にいた琴里が
乾
 かわ

 いた笑みを浮かべながらそう返してきた。
年
 ねん
 齢
 れい

 こそ若いものの、その
佇
 たたず

 まいは
既
 すで

 に老境。
日
 ひ
 頃
 ごろ

 の苦労が
偲
 しの

 ばれようというものだった。

　狂三はもう一度ため息を吐くと、再度〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉の紙面に浮き出た文字をなぞっていった。

　なんとも不思議な感覚である。光り
輝
 かがや

 く文字を指でなぞると、その文字が示す光景がイメージとして頭の中に再生されていく。しかもこの調子で、この世界に存在するありとあらゆる
事
 こと
 柄
 がら

 を知ることができるときたものだ。なるほど、全知の天使に相応しい反則じみた性能であった。

「──士道さん、澪さん……それに、村雨先生に……士道さんがもう一人……？　四人が海──ちょうどこの直下にある海岸のような光景にいますわ」

　頭の中に示されたイメージを、
断
 だん
 片
 ぺん

 的に言葉にしていく。精霊たちが
驚
 おどろ

 いたような、
訝
 いぶか

 しむような顔をしてみせた。

「むん……
主
 ぬし
 様
 さま

 が二人と申したか？」

「ふしぎ……です」

「え、それに澪と令音が別々にって……この繭、
増
 ぞう
 殖
 しよく
 効
 こう
 果
 か

 でもあるの？」

「ちょっと待ってくださいまし……わたくしにだってわかりませんわ。なぜそうなっているのかを
検
 けん
 索
 さく

 ──」

　と、狂三が〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉に新たな情報を求めようとした瞬間。

『────ッ!?

 』

〈フラクシナス〉の外装上にいた精霊たち、
及
 およ

 び真那が、
一
 いつ
 斉
 せい

 に肩を
震
 ふる

 わせ、目を見開いた。

　無論、狂三も例外ではない。〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉の紙面をなぞっていた指を止め、反射的に辺りを見回す。

　理由は単純。この〈フラクシナス〉のすぐ近くに、
突
 とつ
 如
 じよ

 として
凄
 すさ

 まじい霊力が生じたからだ。

　ちなみに、
霊結晶
 セフイラ

 の大部分を失っている二亜だけは気づかなかったようだったが、
皆
 みな

 の様子を見て、すぐに自分も何かを感じている風の
芝
 しば
 居
 い

 をしていた。

「なんですの──これは……ッ！
 」

「
霊
 れい
 波
 は

 ……!?
 　一体どこから!?
 」

「……！　み、皆さん、あれを……！」

　
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 が、何かに気づいたように声を上げる。精霊たちはそれに
弾
 はじ

 かれるように、四糸乃の指さす方向を見やった。

　そして、一斉に息を詰まらせる。

〈フラクシナス〉の横腹に
嚙
 か

 み付くように
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 した小型空中
艦
 かん

 〈ゲーティア〉。

　いつの間にかその外装が展開し、
濃
 のう
 密
 みつ

 な霊力を帯びてバチバチと光を放っていたのである。

「あれは──」

「〈ゲーティア〉……!?
 」

　精霊たちが、
驚
 きよう
 愕
 がく

 の声を上げる。

　だがそれも当然だ。ウェストコットは
致
 ち
 命
 めい
 傷
 しよう

 を負い、エレンとアルテミシアは彼とともに
逃
 とう
 亡
 ぼう

 した。〈ゲーティア〉にはもう、誰も乗っていないはずだった。

　まさか、勝てないならばせめて精霊たちを道連れにと、
自
 じ
 爆
 ばく

 装置でも発動させたというのだろうか。あの
性
 しよう
 悪
 わる
 魔術師
 ウイザード

 たちならば考えられない話ではない。狂三は
忌
 いま
 々
 いま

 しげに
眉
 まゆ

 を
歪
 ゆが

 めた。

「ふ──ッ」

「ち──」

　と、次の瞬間、狂三の視界を二つの影が通り
抜
 ぬ

 けていった。──
折
 おり
 紙
 がみ

 と、真那だ。どうやら〈ゲーティア〉を放置するのは危険と判断し、
排
 はい
 除
 じよ

 に向かったらしい。さすがは元ＡＳＴ。
惚
 ほ

 れ
惚
 ぼ

 れするほどの判断の速さである。

　が──

「く……！」

「な……!?
 」

　二人の
攻
 こう
 撃
 げき

 が〈ゲーティア〉に届くことはなかった。折紙と真那が〈ゲーティア〉に至る寸前で、その道が
阻
 はば

 まれたのである。

「──
無
 む
 駄
 だ

 です。既に術式は発動しました。もう誰にも止められません」

「ごめんね。でも──終わりみたい」

　空の
彼方
 かなた

 から現れたＤＥＭの
魔術師
 ウイザード

 、エレン・メイザースとアルテミシア・アシュクロフトによって。

「エレン、アルテミシア……!?
 」

　二人の姿を認めた琴里が、表情を驚愕の色に染める。

　するとそれに合わせるかのように、どこからか三つ目の声が
響
 ひび

 いてきた。

「──ああ、信じていたよイツカシドウ。君ならばきっと、〈デウス〉を止めてくれると」

「……！　この声は──」

　狂三が表情を歪め、〈ゲーティア〉の方を
睨
 にら

 む。

　するとその
陰
 かげ

 から、光を帯びた
人
 ひと
 影
 かげ

 が、ゆっくりと前に進み出てきた。

　──
胸
 むな
 元
 もと

 に血の
跡
 あと

 を残した、アイザック・ウェストコットが。

「ウェストコット……！」

　その呼び声に
応
 こた

 えるように、ウェストコットが笑う。

　そして発した。──その、
破
 は
 滅
 めつ

 に至る言葉を。





「──喜びたまえ諸君。君たちは、二人目の始原精霊の誕生を
目
 もく
 撃
 げき

 する」







第五章　そして彼女が選ぶのは












　静かに──

　あまりにも静かに、時が流れていく。

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉によって形成された
極
 ごく
 小
 しよう

 の
隣
 りん
 界
 かい

 。
真
 しん
 士
 じ

 と
澪
 みお

 の思い出の海を再現した
虚
 きよ
 構
 こう

 の空間。

　そんな、夢のように美しい
砂
 すな
 浜
 はま

 で、
士
 し
 道
 どう

 と澪は、無言のまま
対
 たい
 峙
 じ

 していた。

　澪の
傍
 かたわ

 らには真士が、士道の隣には
令
 れい
 音
 ね

 がいるが、彼らもまた、何も言葉を発しようとはしない。

　二人ともわかっているのだ。この
沈
 ちん
 黙
 もく

 を破るのは、士道──もしくは、澪でなければならないと。

　──士道が澪に放った言葉は、あまりに
残
 ざん
 酷
 こく

 で、
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 で、
破
 は
 滅
 めつ

 的であった。

　
愛
 いと

 しい人と再会を果たすため、三〇年もの間歩み続けてきた少女に投げかけるには
相応
 ふさわ

 しくない暴言。もしも言葉に物理的な形があるとしたならば、それは
触
 ふ

 れるだけで指先が切れそうなほど
鋭
 えい
 利
 り

 な
刃
 は
 物
 もの

 か、
全
 すべ

 てを
砕
 くだ

 き押し
潰
 つぶ

 す鉄球か何かであるに
違
 ちが

 いなかった。

　けれどそれを受けた澪は、
落
 らく
 涙
 るい

 するでも
怒
 いか

 り
狂
 くる

 うでもなく、ただ静かに
微笑
 ほほえ

 むのみだった。

　まるで、全てを受け入れるかのように。

　──士道の語った無慈悲な言葉が、まったくの
妄
 もう
 言
 げん

 ではないと示すかのように。

「……私を殺せる存在、か……」

　
細
 さざ
 波
 なみ

 の音だけが
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る空間に、澪の声が生じる。

「確かに……もしも
霊
 れい
 力
 りよく

 が
封
 ふう
 印
 いん

 されたなら、私は
普
 ふ
 通
 つう

 の人間──とまではいかずとも、今とは比べものにならないくらい
脆
 ぜい
 弱
 じやく

 な存在に
変
 へん
 貌
 ぼう

 する。それこそ、自死さえ可能かもしれないくらいに」

　澪は自分の言葉を
咀
 そ
 嚼
 しやく

 するようにゆっくりと
呟
 つぶや

 くと、やがて、細く息を
吐
 は

 きながら天を
仰
 あお

 いだ。

「ああ──そうなのかもしれないね。もしかしたら私はずっと、それを望んでいたのかもしれない」

「澪……」

　士道が
微
 かす

 かに
震
 ふる

 える声で名を呼ぶと、澪は
穏
 おだ

 やかささえ感じさせる落ち着いた語調で言ってきた。

「シンを
甦
 よみがえ

 らせようとしていたのは
噓
 うそ

 じゃないよ。それが、私の望みだった。あの日死んでしまったシンともう一度会うために、私は三〇年の間生きてきたんだから」

　でも、と澪が続ける。

「──士道の言うとおり、そうして生まれたのが本当にシンなのか、っていう疑問は、ずっと心のどこかにあったんだ。……でも、
他
 ほか

 に方法はなかった。だから私はそんな不安に
蓋
 ふた

 をして、ずっと見ないようにしてきたんだ。きっと新しいシンが生まれれば、そんな気持ちごと
吞
 の

 み込んでくれるって、何の
根
 こん
 拠
 きよ

 もなく思ってたんだ」

　澪は、困ったように笑った。

「……そうか。私は──ずっと、死にたかったのかもしれない。シンを不死にしようとしたのも、シンがいつか死んでしまうことに
耐
 た

 えられなかったんじゃなく、シンが死んでしまったとき、自分だけ生きているのが耐えられなかったからなのかもしれない。……ああ──そうか。なんで、今までそんな単純なことに気づかなかったんだろう」

　澪はそう言うと、士道に背を向けて、ゆっくりとした足取りで数歩砂浜に
足
 あし
 跡
 あと

 を付けた。すぐにそれを、波が
攫
 さら

 っていく。

　澪は再び立ち止まると、深く呼吸をしたのち、士道たちに背を向けたまま問いを発してきた。

「それで──そこまでわかっていながら私にキスをしにきたっていうことは、士道は私を殺してくれる
 つもりっていうこと……だよね？」

「…………
 」

「──っ」

　澪の言葉に、令音が微かに
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せ、真士が息を
詰
 つ

 まらせる。

　だがそれも道理。士道は全てを予想した上で、澪にキスをしたのだ。全てを承知した上で、ここにやってきたのだ。その回答が導き出されるのは、
至
 し
 極
 ごく

 自然なことであった。

「……ああ」

　士道がうなずくと、澪は微かに顔を上げるような仕草をしながら声を返してきた。

「──、そう──」

「──なんて言うと思ったか？」

「…………
 え？」

　次いで発された士道の言葉に、澪は意外そうに目を丸くしながら
振
 ふ

 り向いてきた。

　それどころか、令音と真士もまた、似たような表情で士道を見てくる。士道は澪の目を
見
 み
 据
 す

 えながら続けた。

「人にとんでもない役目押しつけやがって。悪いがこちとら、おまえほど
肝
 きも

 が
据
 す

 わってるわけじゃあないんだ。おまえの死なんて、背負えるもんか」

　士道がきっぱりと言うと、澪が
困
 こん
 惑
 わく

 した様子で首を
傾
 かし

 げてきた。

「……ええと、じゃあ、なんで？」

「決まってるだろ。俺は──」

　士道は、指を一本立てると、それを澪にビシッと
突
 つ

 きつけながら、宣言するように言った。

「──澪、おまえを、
真
 お
 士
 れ

 から
奪
 うば

 い取るために、ここにきたんだ」

「────
 」

　士道の言葉に、澪が目を見開く。士道は
畳
 たた

 み
掛
 か

 けるように続けた。

「俺は今、
狂
 くる
 三
 み

 のおかげで一〇の
霊結晶
 セフイラ

 をこの身に宿してる。正直、ほとんど
精
 せい
 霊
 れい

 と変わらないだろう。おまえの霊力だって封印できるかもしれない。でも、封印イコール死ではないはずだ。おまえが自分で死さえ選ばなければ、な。──というわけで、だ。へっへっへ、昔の男なんて忘れて俺に乗り
換
 か

 えちまえよ、澪」

　悪そうな顔をして、ついでに背を丸めて
腕
 うで
 組
 ぐ

 みしつつ、そんなことを言う。

　澪はしばしの間
呆
 あつ
 気
 け

 に取られたようにポカンとしていたが、やがて──

「──ふ、ふふ、あははははは──っ」

　と、
可
 お
 笑
 か

 しそうに笑い出した。

「何それ。全然似合ってないよ、士道。ていうかそもそも本気なの？」

「に、似合ってないかどうかはともかく……本気だよ！　俺は本気で、真士からおまえを奪うつもりだ！」

「ふふ……そっか」

　澪は
滲
 にじ

 んだ
涙
 なみだ

 を
拭
 ぬぐ

 うような仕草をしながら、傍らに立っていた真士に視線を向けた。

「……って言ってるけど、どうする、シン？」

　言って、澪が
面
 おも
 白
 しろ

 がるように
唇
 くちびる

 を笑みの形にする。真士はふっと息を
漏
 も

 らすと、やれやれといった調子で
肩
 かた

 をすくめた。

「俺が口を出していいのか？　確かに俺は
崇
 たか
 宮
 みや

 真士のつもりだけど、士道の
記
 き
 憶
 おく

 から切り
離
 はな

 されただけの存在……いわば
贋
 にせ
 物
 もの

 の贋物だぜ？」

「でも、その記憶は確かにシンのものでしょう？　言って。あなたが思うことは、本物のシンと同じなはずだから。──でないと、私を士道に取られちゃうかもよ？」

　澪がいたずらっぽい調子で言うと、真士がぴくりと眉の
端
 はし

 を
揺
 ゆ

 らした。

「そうかい。じゃあ言わせてもらうけど──」

　真士はすうっと息を吸ってから士道に向き直ったかと思うと、カッと目を見開き、言葉を放ってきた。

「──っざっけんじゃねぇぞテメェ！　人が
黙
 だま

 ってれば好き勝手言いやがって！　いくら
士
 お
 道
 れ

 でも許せねえ！　澪はぜぇぇぇぇぇっ
 たい渡さないからなッ！」

「お、おお……ッ!?

 」

　
凄
 すさ

 まじい
剣
 けん
 幕
 まく

 に、士道は思わず後ずさった。

　いや、士道も生前の真士がどれだけ澪を大切に想っていたかは重々わかっていたのだが、こうして実際それを
目
 ま

 の当たりにすると、さすがに
驚
 おどろ

 いてしまうのだった。

　が、真士はひとしきり
叫
 さけ

 び終えると、ふぅと息を吐いて目を
伏
 ふ

 せた。

「……とまあ、これが生前の俺の気持ちだ。澪を奪おうなんて
冗
 じよう
 談
 だん

 じゃない。許せるかそんなもん。──ただ、だ」

　真士はゆっくりと目を開けると、どこか
寂
 さみ

 しげな──しかし
慈
 いつく

 しむような視線で、澪を見た。

「……俺はもう、いないんだろう？」

「…………
 」

　真士の言葉に、澪が無言になる。真士はそんな澪に歩み寄りながら、続けた。

「たとえそれが
士
 お
 道
 れ

 でも、澪が俺以外の
誰
 だれ

 かを選ぶなんて、許容できない。正直胸が張り
裂
 さ

 けそうだ。──でも、だからって、澪が自分から死を選ぶのも、
嫌
 いや

 だ。この世界にはまだ、澪に見せたいものがたくさんあったんだ。澪を連れていきたい場所がもっとあったんだ。澪に体験させたいことが、山ほどあったんだ」

　真士はゆっくりと手を持ち上げると、澪の頭をぐりぐりと
撫
 な

 でた。

「……この海は
綺
 き
 麗
 れい

 だよ。澪をここに連れてこられて本当によかった。……でも、そろそろ別の場所にも行かないとな。──ごめんな、澪。俺のせいで、三〇年も
縛
 しば

 り付けちまった」

「…………
 」

　澪は、何も答えない。

　その代わりと言わんばかりに、真士が、士道の方を見つめてきた。そして、こくりとうなずいてくる。

　士道には、真士の意図が手に取るようにわかった。感覚が
薄
 うす

 れたとはいえ、士道にもまた、真士の記憶が残っているのだ。

　だから──士道は、澪に向かって手を差し出した。

「澪……！」

「……士道、私は──」

　澪が小さく顔を上げ、何かを言いかける。

　が──その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　穏やかだった海岸の光景に急にノイズのようなものが走ったかと思うと、世界全体が地鳴りのような音を
伴
 ともな

 って
震
 しん
 動
 どう

 し始めた。

「……っ!?

 　な、なんだ!?
 」

「うわ──っ!?

 」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の事態に、士道は思わず息を詰まらせ、周囲に視線を
巡
 めぐ

 らせた。真士もまた、似たようなリアクションをして辺りを見回す。

　今の今まで楽園のような景色を保っていた世界が、急に乱れ始める。とはいえそれは、天候が
荒
 あ

 れ始めたとか、
地
 じ
 震
 しん

 が起こったとかという、天災的な現象ではないように思われた。たとえるならば──ゲームの画面にバグが発生したかのような光景である。

　だがそんな異常な事態の中で、澪と令音は至極冷静に
状
 じよう
 況
 きよう

 を見ると、
互
 たが

 いに視線を合わせた。

「令音、これって」

「……ああ、
恐
 おそ

 らく
間
 ま
 違
 ちが

 いないだろう」

「な、何なんですか、これは……」

　士道が問うと、令音はノイズの走った空を見上げながら答えてきた。

「……外部からの
干
 かん
 渉
 しよう

 だ。これは恐らく──精霊術式」

「精霊術式……？」

　困惑するように聞き返したのは真士だった。それに答えるように、今度は澪が小さく
首
 しゆ
 肯
 こう

 する。

「うん。三〇年前、私を──この世界に『精霊』という存在を
創
 つく

 り出した術式。世界に
偏
 へん
 在
 ざい

 するマナを集めて
超
 ちよう
 常
 じよう

 生命を生み出す
魔
 ま
 術
 じゆつ

 の
秘
 ひ
 奥
 おう

 だよ。これができるのは……私が知る限りウェストコットたちだけ。どうやら、まだ生きていたみたいだね」

「な……っ!?

 」

　澪の言葉に、士道は
戦
 せん
 慄
 りつ

 の声を発した。

「精霊を……創り出した？　ちょっと待ってくれ、っていうことは今、外で新しい精霊が生み出されようとしてるってことか……!?
 　しかも、澪みたいな始原の精霊が……!?
 」

　士道が悲鳴じみた声で言うと、澪と令音は同時にこくりとうなずいた。

「……恐らくね。しかも──マナの流れの中心にいるのはウェストコットのようだ。どうやら、自分自身を
核
 かく

 に術式を行おうとしているらしい」

「ウェストコットが精霊に……!?
 」

　告げられた最悪のシナリオに、思わず
渋
 じゆう
 面
 めん

 を作る。士道の
脳
 のう
 裏
 り

 に、未来の世界でウェストコットが語っていた彼の目的が
過
 よ

 ぎった。

　──始原の精霊の力を手に入れ、世界を上書きする。

　正直、それを聞いたときは理解が追いついていなかった。だが、今ならば──澪によって作られたこの空間を体験したあとならば、わかる。

　もしもこの空間を形作る力をウェストコットが有したなら。そして、その空間が地球全体を
覆
 おお

 ったなら──それは確かに、世界を上書きする、という表現に足る事態であった。

　ウェストコットが一体どんな世界を作ろうとしているのかはわからない。けれど、ウェストコットは言っていた。これは、人類への
復
 ふく
 讐
 しゆう

 であると。ならばその世界で、
魔術師
 メイガス

 以外の人間がどうなるかは想像に
難
 かた

 くなかった。

　新たな世界と言えば聞こえはいいが、要は
体
 てい

 のいい大量
虐
 ぎやく
 殺
 さつ

 だ。そんなことを許すわけにはいかなかった。

　と、そこで真士が、難しげに眉根を寄せながら首を
捻
 ひね

 る。

「ちょっと待ってください。そんなことが可能なら、なんでもっと早くやらなかったんですか？　自分を精霊にできるなら、わざわざ
他
 ほか

 の精霊の
霊結晶
 セフイラ

 を集める必要なんてなかったんじゃあ？」

　確かに、その通りである。澪を生み出した術式がもう一度行えるならば、そちらの方が手っ取り早いだろう。

　すると令音が、自分の
胸
 むな
 元
 もと

 に手を置きながら答えた。

「……そうはいかなかったのさ。術式を成功させるには、あるものが足りなかったんだ」

「あるもの……？」

「……ああ。三〇年前、ウェストコットたちは術式を行う際、ユーラシア大陸の中央部に位置するポイントを選んだ。それはその場所に、マナの流れの
要
 よう
 衝
 しよう

 ──魔術や
仙
 せん
 術
 じゆつ

 で呼ばれるところの、いわゆる
霊
 れい
 脈
 みやく

 が存在したからだ」

　令音の言葉を
継
 つ

 ぐように、澪が続ける。

「精霊術式により、私は生まれた。けどその際、世界が
蓄
 たくわ

 えていたマナと同時に、霊脈の機能を、丸ごと私が吸収してしまったんだ」

「……そう。だから私と同等の精霊を創り出そうとしたなら、世界に再び
巨
 きよ
 大
 だい

 な霊脈が形作られるのを待たねばならなかった。──それこそ、数百年先になるか、数千年先になるかという話だがね」

「じゃあ、なんで今──」

　言いかけて、士道はハッと肩を揺らした。

　その反応から察したのだろう。令音が、小さくうなずいてくる。

「……そう。ここには、『私』という霊脈がある。──ウェストコットは私を
介
 かい

 して、マナを集積させているようだ」

「うん。〈ゲーティア〉に術式用の装置が積まれていたみたい。三〇年前とは精度が
段
 だん
 違
 ちが

 いだね。今は
顕現装置
 リアライザ

 があるから当然かもしれないけれど」

「な……でも、そんなこと……」

「……ああ。無論そんなことは、私が出現する、ということを知っていなければあり得ない。だが今──そのあり得ないはずの事態が起こっている」

　令音の言葉に、士道はぐっと奥歯を
嚙
 か

 みしめた。

　その原因は考えるまでもない。──士道の時間
遡
 そ
 行
 こう

 だ。

　
皆
 みな

 を救おうとしての士道の行動が、今世界を
窮
 きゆう
 地
 ち

 に追い込んでいる。その現実に、士道は心臓が引き
絞
 しぼ

 られるかのような感覚を覚えた。

　が、そんな士道の思考を察したように、令音が続ける。

「……君は、私の手から皆を救おうとしただけだ。君が気に
病
 や

 む必要はない。原因というのなら、それは
全
 すべ

 て私の責だ。──それに今は、
後
 こう
 悔
 かい

 に時間を
割
 さ

 いているときではないだろう？」

　令音の言葉に首肯し、澪が、士道に視線を向けてくる。

「そうだよ。あんな
奴
 やつ

 に利用されるなんて
御
 ご
 免
 めん

 だし、シンとの思い出の世界を作りかえられるのはもっと嫌」

　澪は複雑そうな表情でしばしの間押し黙ったのち、何かを
吹
 ふ

 っ切るかのように
頰
 ほお

 を
緩
 ゆる

 め、続けてきた。

「……士道、力を貸してくれる？　未来の世界でみんなを殺してしまった私がこんなことを言うのもおかしな話かもしれないけど──」

　言って澪が、士道の目を見つめてくる。

「──みんなを、助けに行こう」

「……！　ああ……っ！
 」

　士道は、それに
応
 こた

 えるように、力強くうなずいた。

　確かに絶望的な状況。ウェストコットが始原の
精
 せい
 霊
 れい

 の力を得るなど、考えたくもない最悪の展開だ。

　──けれど澪が、皆を助けると言ってくれた。士道にはそれが、たまらなく
嬉
 うれ

 しかったのである。

　澪はふっと
微笑
 ほほえ

 むと、真士に一歩歩み寄った。

「シン」

「ああ」

　真士はそんなやり取りだけで澪の意図を理解したのだろう。両手を広げると、澪をぎゅっと
抱
 だ

 き
締
 し

 めた。

「……行ってくるね」

「……ん、気をつけてな」

　真士はそう言うと、士道の方に視線を
寄
 よ
 越
 こ

 してきた。

「士道。──澪を
頼
 たの

 む」

「──、ああ」

　真士の言葉に、士道は首肯とともに返した。

　するとそんな様子を見てか、今度は令音が、真士のように両手を広げてくる。

「……士道」

「えっ？　えぇ……」

　士道が気まずげに目を泳がせると、令音が「おいで」というように指先を動かしてきた。

「えっと……じゃあ、失礼します」

「……ん」

　
躊躇
 ためら

 いがちに歩み寄ると、令音が士道を
優
 やさ

 しく抱き締めてきた。

「……最高のデートをありがとう。──君なら、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ」

「令音さん……」

　士道は
呟
 つぶや

 くように言うと、ぎゅっと令音の
身体
 からだ

 を抱き返した。

　しばしの間、互いの体温を、
鼓
 こ
 動
 どう

 を確かめるように、目を閉じる。

　それだけで、士道の身体には、今まで以上の気力が
漲
 みなぎ

 ってくるような気がした。

「──じゃあ、行こうか、シン」

　言って、今度は澪が、士道に手を差し
伸
 の

 べてくる。

「──ああ！」

　士道はもう一度うなずくと、その手を強く
握
 にぎ

 った。





　　　　◇





　──
夕
 ゆう
 陽
 ひ

 さえ
沈
 しず

 んだ
仄
 ほの
 暗
 ぐら

 い空に、しかし
煌
 こう
 々
 こう

 とした
輝
 かがや

 きが満ちていた。

　夜空の星を
鏤
 ちりば

 めたかのような光が
渦
 うず

 を巻き、一点に収束していく。まるで夢でも見ているかのような、
幻
 げん
 想
 そう

 的な光景。何も知らぬ者がそれを見たならば、きっと神とか天使とかと形容するに
違
 ちが

 いなかった。

　けれど、〈フラクシナス〉の外装上からその光景を見る精霊たちの表情に
浮
 う

 かぶのは、
畏
 い
 敬
 けい

 や
崇
 すう
 敬
 けい

 ではなく──戦慄と
焦
 しよう
 燥
 そう

 の色であった。

　それはそうだ。何しろその光の中心にいるのは神などではなく、精霊たちの
仇
 きゆう
 敵
 てき

 たる
魔術師
 メイガス

 、アイザック・レイ・ペラム・ウェストコットであったのだから。

「ふ──はは、はははははは！　ははははははははははははっ！」

　ウェストコットの
哄
 こう
 笑
 しよう

 が、夜空に
響
 ひび

 き
渡
 わた

 る。

「く……！」

　
十
 とお
 香
 か

 は奥歯を嚙みしめながら
大
 たい
 剣
 けん

 〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の
柄
 つか

 を強く握ると、ウェストコット目がけてその
刃
 やいば

 を
振
 ふ

 り
抜
 ぬ

 いた。

　
凄
 すさ

 まじい
轟
 ごう
 音
 おん

 とともに、
剣
 けん
 閃
 せん

 が空を切り
裂
 さ

 くように飛んでいく。

　が、
堅
 けん
 牢
 ろう

 な
鉄
 てつ
 壁
 ぺき

 さえ切り裂くその
剣
 けん
 撃
 げき

 は、ウェストコットを包む光に
触
 ふ

 れた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、空気に
溶
 と

 けるように
霧
 む
 散
 さん

 した。

　
渾
 こん
 身
 しん

 の力を
込
 こ

 めた一撃が、まったく通じない。まるで、
霊
 れい
 装
 そう

 を
顕
 けん
 現
 げん

 させた澪に
攻
 こう
 撃
 げき

 をしているかのような無力感。十香は
悔
 くや

 しげに表情を
歪
 ゆが

 めると、ぐっと
喉
 のど

 を鳴らすように
呻
 うめ

 いた。

「──
無
 む
 駄
 だ

 だよ。私の身は
既
 すで

 に
霊
 れい
 力
 りよく

 を帯びている。しかも、君たちのような
欠片
 かけら

 ではなく、〈デウス〉と同じ根源の力をね」

　ウェストコットが
芝
 しば
 居
 い

 がかった調子で両手を広げながら言うと、その身がふわりと宙に浮いていった。

「もはや
誰
 だれ

 にも止められはしない。そこで大人しく見ていたまえ。──私が完全なる精霊となるところを。この世界が
塗
 ぬ

 り変わる光景を！」

「ふざ──けるなぁっ！」

　十香は
諦
 あきら

 めることなく〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を振るった。必殺の
威
 い
 力
 りよく

 を持った
斬
 ざん
 撃
 げき

 が空気を裂く。

　無論、十香だけではない。
八
 や
 舞
 まい
 姉
 し
 妹
 まい

 や
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 たちもウェストコットに向けて風圧
弾
 だん

 や冷気を放っていた。
六
 む
 喰
 くろ

 は空間に
孔
 あな

 を開けて直接力の
封
 ふう
 印
 いん

 を試み、
美
 み
 九
 く

 と
七
 な
 罪
 つみ

 は〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉とそれを模した〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉の演奏で
以
 もつ

 て皆の力を底上げする。

　だが、それだけしても、ウェストコットには傷一つ付かなかった。やれやれといった調子で、ウェストコットが
肩
 かた

 をすくめる。

「聞き分けのない観客だ。──エレン、アルテミシア」

　言ってウェストコットがゆっくりと手を
掲
 かか

 げる。すると、その身に
纏
 まと

 わり付いていた光の一部が流星のように空を
舞
 ま

 い、
折
 おり
 紙
 がみ

 、
真
 ま
 那
 な

 と
斬
 き

 り結んでいたエレンとアルテミシアの胸元に吸い込まれていった。

　次の瞬間、エレンとアルテミシアの身体が、ぼんやりとした輝きを帯びる。

「！　これは──」

「わ、すごい。力が……」

　二人が
驚
 おどろ

 くように目を丸くする。瞬間、彼女らと対していた折紙と真那が、何かを感じたように後方へと飛び
退
 の

 いた。

「……！」

「ち──」

　だが、折紙と真那の判断もわからないではなかった。仮に十香が彼女らと同じ立場だったとしても、似たような行動を取っただろう。

　それくらい明確に、今のエレンとアルテミシアからは、
不
 ふ
 吉
 きつ

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 が
漂
 ただよ

 っていた。先ほどまでとは明らかに異なる、
濃
 のう
 密
 みつ

 な力。──まるで、ウェストコットの力を分け
与
 あた

 えられたかのような様相だった。

　そんな二人の様子を見て、ウェストコットが満足げに
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を歪める。

「この世界の
終
 しゆう
 焉
 えん

 を見届ける目と耳さえ残っていればいい。彼女らも精霊だ、手足を切り取ったくらいで死にはしないだろう」

「──は」

「わあ、痛そう。でも精霊だし──仕方ないよね」

　ウェストコットの命を受け、エレンとアルテミシアが空を
駆
 か

 ける。

「──ッ!?

 」

「な……！」

　
刹
 せつ
 那
 な

 、折紙と真那の
苦
 く
 悶
 もん

 が響いたと思ったときにはもう、二人の身体は大きく後方へ吹き飛ばされていた。目にも止まらぬ瞬撃。二人とも、すんでのところで
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 体勢は取ったようだったが、それぞれ兵装と
腕
 わん
 部
 ぶ

 の
装
 そう
 甲
 こう

 が
綺
 き
 麗
 れい

 に切り裂かれている。

「折紙！　真那！」

「──この
期
 ご

 に
及
 およ

 んで他人の心配だなんて、
余
 よ
 裕
 ゆう

 だね」

　と、十香が
叫
 さけ

 んだ瞬間にはもう、そんな声とともにアルテミシアの
影
 かげ

 が目前まで
迫
 せま

 っていた。

「く──!?
 」

　
慌
 あわ

 てて〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を振り上げ、レイザーブレイドの一撃を受け止める。が、防御してなお、凄まじい
衝
 しよう
 撃
 げき

 が十香の全身を
叩
 たた

 いた。体勢を
崩
 くず

 され、外装の上を転がるように吹き飛ばされる。

「ふ──ッ」

　そして、そんな
隙
 すき

 を
見
 み
 逃
 のが

 すようなアルテミシアではなかった。空を
蹴
 け

 り、十香に向かって追撃を
仕
 し
 掛
 か

 けてくる。

「ぐ……っ！
 」

　十香は来たる衝撃と痛みに備えて身構えた。

　力の差は歴然。だがどうにかしてウェストコットを止めねばならない。止めなければ、士道や
皆
 みな

 と出会ったこの世界が、彼の好きな形に作り
替
 か

 えられてしまう。そんなことは、絶対に許容できなかった。幸い、相手にこちらを殺す気はないようだ。ならば、手を失おうが足を失おうが、反撃に転じることはできる──！

「……っ!?

 」

　が、十香が
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めた瞬間、目前にまで迫っていたアルテミシアが、不意にぴくりと
眉
 まゆ

 を
揺
 ゆ

 らし、後方に飛び退いた。

「む──？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 の行動に眉根を寄せた十香だったが──すぐに気づく。

〈フラクシナス〉の真横に
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していた
巨
 きよ
 大
 だい

 な
繭
 まゆ

 の表面に
亀
 き
 裂
 れつ

 が入り、その中から
目
 ま
 映
 ばゆ

 い光が
漏
 も

 れ出ていることに。
恐
 おそ

 らくアルテミシアの
退
 たい
 避
 ひ

 は、あれを
警
 けい
 戒
 かい

 してのことだったのだろう。

「あれは──」

　と、十香が言った瞬間、繭が一気に展開したかと思うと、その中から、二つの
人
 ひと
 影
 かげ

 が飛び出してきた。

　──士道と、澪である。

「シドー！」

「士道さん……！」

「おお！　無事じゃったか！」

　
精
 せい
 霊
 れい

 たちがパァッと表情を明るくし、その名を呼ぶ。

「おう──待たせたな、みんな」

　士道は少し照れくさそうに
微笑
 ほほえ

 むと、その手に天使〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉を顕現させ、ウェストコットに向かって構えてみせた。









「──よう、アイザック・ウェストコット。俺たちがいない間に、
随
 ずい
 分
 ぶん

 好き勝手やってくれたみたいじゃないか」

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の繭の中から飛び出した士道は、〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉の切っ先をウェストコットに向けながら視線を
鋭
 するど

 くした。

　彼の身を中心に、濃密な霊力が渦を巻いているのがありありと感じられる。それこそ、澪と相対したときのような、
圧
 あつ
 倒
 とう

 的なプレッシャー。ただ向かい合っているだけで
肌
 はだ

 がちりつくかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 さえ覚える。

　ウェストコットは
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 とした調子でニッと笑うと、
大
 おお
 仰
 ぎよう

 に両手を広げながら返してきた。

「──お
陰
 かげ
 様
 さま

 でね。君には感謝しているよ、イツカシドウ。よく私が術式を発動させるまで〈デウス〉を止めていてくれた。貴重な
霊結晶
 セフイラ

 を提供した
甲
 か
 斐
 い

 があるというものだ」

「なんだと……？」

　ウェストコットの言葉に、士道は眉根を寄せた。

　確かにウェストコットの持っていた
二
 に
 亜
 あ

 の
霊結晶
 セフイラ

 は、一度狂三の手に渡り、今士道の身体の中に存在している。だがそれさえ、この未来を
見
 み
 越
 こ

 したウェストコットの策だったとでもいうのだろうか。

　無論、心理的優位に立つためのハッタリとも考えられたが、士道は策略と判断した。判断した上で──
後
 こう
 悔
 かい

 はせず、今この
状
 じよう
 況
 きよう

 を打開するために全力を
尽
 つ

 くすと心に決める。

　士道の表情と姿勢からそれを察したのだろう。ウェストコットが心底楽しそうに笑みを
濃
 こ

 くした。

「よい
気
 き
 迫
 はく

 だ。まあ、その身に一〇もの
霊結晶
 セフイラ

 を宿し、
隣
 となり

 に〈デウス〉を
伴
 ともな

 っていれば、そうもなるか。だが──」

　ウェストコットが小さくあごを上げた瞬間、彼の
身体
 からだ

 が一層強く光り
輝
 かがや

 き──

　じわり、と
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
闇
 やみ

 へと
変
 へん
 貌
 ぼう

 していった。

「──少し、
遅
 おそ

 かったようだね」

「な──ッ……！
 」

　士道は思わず息を
詰
 つ

 まらせ、身構えた。

　空に浮くウェストコット、その背後に、巨大な『
樹
 き

 』が姿を現したのである。

　天を
摑
 つか

 むように枝を、地を
浚
 さら

 うように根を
伸
 の

 ばした、漆黒の大樹。
枯
 こ
 木
 ぼく

 のように
朽
 く

 ち果てた表皮と、それに反するように
漲
 みなぎ

 った
禍
 まが
 々
 まが

 しい
瘴
 しよう
 気
 き

 。

　見る者
全
 すべ

 てに絶望を
撒
 ま

 くかのような、悪夢の
魔
 ま
 王
 おう

 が顕現した。

「ッ、あれは……！」

「〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉？　いや……」

「魔、王──」

　精霊たちが、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とした口調で空を見上げる。

　ウェストコットは指揮者の
如
 ごと

 く両手を振るうと、
恍
 こう
 惚
 こつ

 とした表情で告げた。

「さあ、世界を
創
 つく

 ろうか、〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、漆黒の大樹が
胎
 たい
 動
 どう

 するように
蠢
 うごめ

 き、その枝を天に、根を地に向けて伸ばし始めた。それと同時、大樹を中心として、空に別の景色が広がっていく。

「……ッ！
 」

　その光景には見覚えがあった。〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉がモノクロの空間を生成するのと同じ──『
隣
 りん
 界
 かい

 』が世界を
侵
 しん
 蝕
 しよく

 していく感覚である。

　──『あれ』を放置してはならない。その直感が士道と真那、精霊たちの
脳
 のう
 裏
 り

 を
一
 いつ
 斉
 せい

 に通り
抜
 ぬ

 けた。

　するとそのとき、まるでそれに呼応するかのように、一つの叫びが
響
 ひび

 く。

「──〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉！」

　瞬間、澪の背後に浮遊していた繭が展開し、光の大樹〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉へと変貌する。

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉はその枝と根を広げると、〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉のそれを
抑
 おさ

 え込むように
絡
 から

 みつかせた。

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉と〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉が複雑に絡み合い、辺り一帯を巨大な
鳥
 とり
 籠
 かご

 のように
覆
 おお

 う。
双
 そう
 方
 ほう

 が展開しようとする世界同士がぶつかり合い、周囲をノイズのような景色に染め上げた。

「……！　澪！」

「〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉で〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉を抑え込んだ……でも、長くは
保
 も

 たない。

　みんな、お願い。力を貸して。シンと出会ったこの世界を──守るために」

『……！』

　澪が言うと、精霊たちが驚いたように目を丸くした。

　それはそうだろう。何しろつい先刻まで、命を
賭
 か

 けて戦っていた相手なのだ。

　だが、それ以前に彼女は、精霊たちを見守り続けた
優
 やさ

 しい
解
 かい
 析
 せき

 官でもあった。そして精霊たちは彼女を
倒
 たお

 そうとしていたわけではなく、デレさせようとしていたのだ。

　
驚
 きよう
 愕
 がく

 は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 。精霊たちはどこか
嬉
 うれ

 しそうにうなずくと、それぞれの天使を構え直した。

「うむ……！　
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦えて嬉しいぞ、澪！」

「ええ。あの中で何があったのかは、あとで
詳
 くわ

 しく聞かせてもらうけどね！」

「ふん──わたくしはぞっとしませんけれど」

　その中にあって狂三だけは
面
 おも
 白
 しろ

 くなさそうに鼻を鳴らしていたけれど、ウェストコットを止めるという点においてのみは異存ないようだった。
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな表情をしながらも、〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉を消し、〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉に持ち替える。

　と、そこで、息巻く皆の中、七罪が
頰
 ほお

 に
汗
 あせ

 を垂らしながら言った。

「……いや、でも力を貸すって何すればいいわけ？　私たちの
攻
 こう
 撃
 げき

 、全然通らないんだけど……」

　すると澪はふっと目を
伏
 ふ

 せると、
祈
 いの

 りを
捧
 ささ

 げるように手と手を組み合わせた。

「──そんなことはないよ。だって君たちの天使の力は、本来そんなものじゃあないだろう？」

　瞬間、澪の
霊
 れい
 装
 そう

 から無数に光り輝く帯のようなものが伸びたかと思うと、それぞれが精霊たちの、そして真那と士道の胸を
貫
 つらぬ

 いた。

「な……っ!?

 」

　未来の世界で見たのと同じ光景に、思わず息を詰まらせる。

　が──
違
 ちが

 う。澪に胸を貫かれた精霊たちは、倒れるどころか
霊
 れい
 力
 りよく

 を漲らせ、その身に目映い光を
纏
 まと

 っていった。

「おお……っ!?

 」

「これって──」

　精霊たちの驚愕の声とともに、光が物質と化していく。

　そう。精霊たちの絶対の
鎧
 よろい

 にして城。──完全な姿の霊装が、そこに
顕
 けん
 現
 げん

 していたのである。

　真那も、そして士道も、霊装こそ顕現させていないものの、あたかもエレンやアルテミシアのように、その身体に
凄
 すさ

 まじい力を纏っている。そして──

「──うおっ!?
 　マジか澪っち！」

　そんな声が後方から響く。見やると、敵の攻撃から逃れるように〈フラクシナス〉の外装に
這
 は

 い
蹲
 つくば

 りながら
艦
 かん
 橋
 きよう

 に
戻
 もど

 ろうとしていた二亜の身体に、修道女のような霊装が顕現していた。

「──
微
 び
 量
 りよう

 とはいえ、二亜の身体にも
霊結晶
 セフイラ

 が残っていたからね。それを
介
 かい

 して、私の霊力を注がせてもらったよ」

「ひゃー！　サービスいいねぇ！　おっしゃＤＥＭ！　あたしが相手だッ！」

　今の今まで
匍
 ほ
 匐
 ふく

 前進で
逃
 に

 げようとしていた二亜がぴょんと立ち上がり、
威
 い
 勢
 せい

 よく宣言する。あまりの調子のよさに、士道は思わず
苦
 く
 笑
 しよう

 してしまった。

　が、そこで澪が、皆に注意を
促
 うなが

 すように続ける。

「とはいえ相手もまた精霊。倒しきるためには、君たちが持つ全ての天使の力を一つに結集し、一気に
叩
 たた

 かねばならないだろう」

「全ての天使を……ですか？」

「え……っ、エレンとかいる中で全員合体攻撃とか無理ゲーじゃない……？」

　七罪が言うと、澪はちらと士道の方を見てきた。

「いや。
皆
 みな

 には、ウェストコットへの道を作ってもらいたい。──いるじゃないか、ここに。一人で、全ての天使の力を
扱
 あつか

 える者が」

　澪の言葉に導かれるように、皆の視線が士道に注がれる。

「え──？」

　士道は一瞬キョトンとしたが、すぐにその言葉の意味を理解すると、皆の視線に
応
 こた

 えるように力強くうなずいた。

　かつての士道なら、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 と
狼
 ろう
 狽
 ばい

 に
囚
 とら

 われていただろう。

　けれど、今は天使がある。そして何より、精霊たちがいる。

　そしてそれは士道にとって、
頼
 たの

 もしい味方以上の意味を表していた。

　──そう。男の子ならば、女の子にみっともないところは見せられないのである。

　強敵に向かうには
軽
 けい
 薄
 はく

 に過ぎる理由と動機。けれどそれは士道にとって、この上なく
相応
 ふさわ

 しいもののように思われた。

　士道はふっと微笑むと、宣言するように声を張り上げた。

「いくぞ、みんな。──世界を救いにな！」

『おおッ！』

　士道の号令に
精
 せい
 霊
 れい

 たちが応え、
各
 おの
 々
 おの

 〈フラクシナス〉の外装を
蹴
 け

 るようにウェストコットへと向かっていく。

　その姿はさながら流星の如く。夜空に
煌
 きら

 めきの
軌
 き
 跡
 せき

 を残して、
幾
 いく

 つもの
影
 かげ

 が空を
舞
 ま

 う。

　だが、ウェストコットとて
黙
 だま

 って待ち構えているのみではない。〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉の枝を蠢かせ、凄まじいスピードで精霊たちを打ち落とそうとしてくる。

　それに加え──

「させると──思いますかッ！」

「いかせない……！」

　ウェストコットに力を
授
 さず

 けられたエレンとアルテミシアが、精霊たちの前に立ちはだかった。レイザーブレイドに
濃
 のう
 密
 みつ

 な
魔
 ま
 力
 りよく

 を纏わせ、目にも止まらぬ速度でそれを
振
 ふ

 るってくる。

　とはいえ、澪によって十全の力を取り戻した精霊たちは、
易
 やす
 々
 やす

 とやられはしなかった。折紙と真那がエレンとアルテミシアを抑え込み、その
隙
 すき

 に〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉の枝を避けた精霊たちがウェストコットに攻撃を加えていく。

「は──ッ！
 」

〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉【
一
 ア
 の
 レ
 弾
 フ

 】と〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉によって強化された十香が〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉【
最
 ハル
 後
 ヴア
 の
 ンヘ
 剣
 レヴ

 】を放ち、四糸乃とともに〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉に相乗りした七罪が〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉によってその姿をより
巨
 きよ
 大
 だい

 に、攻撃的に変容させ、〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の風を纏って
突
 とつ
 撃
 げき

 する。

　そして〈
封解主
 ミカエル

 〉【
放
 シフルール

 】によって力を解放させられた
琴
 こと
 里
 り

 が、〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉
渾
 こん
 身
 しん

 の【
砲
 メギド

 】を放ち、空を真っ赤に染め上げた。

　幾つもの天使が組み合わされた、
凄
 せい
 絶
 ぜつ
 極
 きわ

 まる一斉攻撃。

　ウェストコットは〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉で、そしてその身に
纏
 まと

 った霊力の
壁
 かべ

 でそれを
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 していたが、さすがに先ほどまでのように無傷とはいかないようだった。
次
 し
 第
 だい

 にダメージが
蓄
 ちく
 積
 せき

 していくのが見て取れる。

　しかしウェストコットは、
焦
 しよう
 燥
 そう

 も狼狽も見せることなく、
愉
 ゆ
 快
 かい

 そうに笑った。

「ふむ。やるじゃあないか。ならば──これはどうかな？」

　そしてそう言って、片手を高く
掲
 かか

 げてみせる。

　するとそれに合わせるようにして、ウェストコットの頭上、天高くに、巨大な球体が顕現した。

「……！　あれは──」

　それを見て、士道は思わず
喉
 のど

 を
絞
 しぼ

 った。

　だがそれも当然だ。それは澪が顕現させた死の天使〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉に
瓜
 うり
 二
 ふた

 つの姿をしていたのだから。

「──〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉」

　ウェストコットの呼び声とともに、球体の表面が波打ち、
蕾
 つぼみ

 が開花するかのように展開する。

　そしてその中心から、精霊たちに向かって、無数の
闇
 やみ

 の
粒
 つぶ

 が降り注いだ。









　──ときは、数分前に
遡
 さかのぼ

 る。

〈フラクシナス〉の外装上で、二亜は顕現させた天使〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉を手に、飛び立っていった精霊たちを
眺
 なが

 めていた。

『──で、何をしているのですか、二亜』

　と、そこで通信機を通して、〈フラクシナス〉のＡＩ、マリアの声が聞こえてくる。二亜は小さく
肩
 かた

 を
揺
 ゆ

 らすと、ばつが悪そうに頭をかきながら苦笑した。

「いやー……だってさー、よく考えたらあたしも〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉も
戦
 せん
 闘
 とう

 向きじゃないんだもんさー。それにずっと非戦闘員ポジションにいたわけじゃん？　〈バンダースナッチ〉とか
雑
 ざ
 魚
 こ
 魔術師
 ウイザード

 とかならまだしも、初戦闘がいきなりボス戦ってちょーっとハードル高くにゃい……？」

『はあ』

　二亜が甘えるような口調で言うと、マリアはわざとらしく大きなため息を
吐
 つ

 いてきた。

『威勢よく
啖
 たん
 呵
 か

 を切ったと思ったらこれですか。情けなくて
涙
 なみだ

 が出てきますね』

「う……っ、し、仕方ないじゃん！　あたしが下手に出しゃばってみんなの足引っ張ったら目も当てられないし……」

　言って、両手の指をつんつんと突き合わせる。

　するとマリアは、もう一度大きくため息を吐いてから続けてきた。

『──仕方ありません。こんな人でも精霊は精霊。今は少しでも戦力が
欲
 ほ

 しいところです。今からわたしの言うことをよく聞いてください。現状お役立ち度ゾウリムシ以下の二亜を、ミジンコくらいにはしてあげます』

「へ？」

　マリアの言葉に、二亜はキョトンと目を丸くした。









　──空から、絶望が降ってくる。

　巨大な黒花〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉から放たれた闇の粒は、精霊たちを
捉
 とら

 えんと、花粉の
如
 ごと

 く辺りに降り注いだ。

「みんな！　それに当たっちゃ
駄
 だ
 目
 め

 だ……！」

　士道は喉が
潰
 つぶ

 れんばかりに声を張り上げた。その闇の粒は『死』の具象。
触
 ふ

 れるだけで問答無用に対象の命を
奪
 うば

 う
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 なる
殺
 さつ
 戮
 りく

 者である。

　精霊たちもその
脅
 きよう
 威
 い

 は重々承知しているのだろう。それを
弾
 はじ

 いたり防いだりはしようとせず、その場から飛び
退
 の

 く。

　だが、
全
 すべ

 ての精霊が
逃
 のが

 れられたわけではなかった。エレン、アルテミシアと対していた折紙と真那が、二人の
妨
 ぼう
 害
 がい

 に
遭
 あ

 い、逃げ
遅
 おく

 れてしまう。

「く……！」

「この、
邪
 じや
 魔
 ま

 を……！」

　ウェストコットの霊力を
付
 ふ
 与
 よ

 されているエレンとアルテミシアは、たとえ闇の粒をその身に受けようと死に至ることはないだろう。だが、澪の力を得ているとはいえ、折紙と真那がどうなるかはわからなかった。

「折紙！　真那──！」

「く──〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉……！」

　澪が〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉の力を
相
 そう
 殺
 さい

 しようとしてか、〈
万象聖堂
 アイン・ソフ・オウル

 〉を
顕
 けん
 現
 げん

 させる。

　だが、
遅
 おそ

 い。〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉の闇の粒が、
細
 ささめ
 雪
 ゆき

 のように折紙と真那に降り注いだ。

　が──そのとき。

「え……？」

　視界を幾つもの白い影が横切り、士道は目を
瞬
 しばたた

 かせた。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん
 幻
 げん
 覚
 かく

 かとも思ったが、
違
 ちが

 う。

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 、何人もの同じ
貌
 かお

 をした少女たちが現れ、その身を
挺
 てい

 して折紙と真那を闇の粒から守ったのである。

「な──!?
 」

　無論、闇の粒は『死』の
塊
 かたまり

 。それを受けた少女たちは一瞬にして命を失ってしまう。

　しかし、少女たちは
亡
 なき
 骸
 がら

 を残すことなく、無数の紙となって
消
 しよう
 滅
 めつ

 した。

「まさか、あれは……」

　士道は目を
剝
 む

 き、
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せた。理由は単純。その異様な光景に、見覚えがあったのである。

　すると、そんな士道の
驚
 おどろ

 きに合わせるように、後方から声が
響
 ひび

 いてきた。

「やー、
間
 かん
 一
 いつ
 髪
 ぱつ

 だったねー少年！　でも
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、二亜ちゃんが来たからにはもう安心だぜー！」

「なぜこの流れでそんな大口を叩けるのか理解に苦しみますね」

　士道はそんな声に弾かれるように振り向くと、そこにいた精霊の姿を見た。

「二亜！　と──」

　が、
途
 と
 中
 ちゆう

 で言葉が止まる。二亜の
隣
 となり

 にもう一人、見慣れぬ少女の姿があったのである。

　色素の
薄
 うす

 い
髪
 かみ

 に、白い簡易
霊
 れい
 装
 そう

 。
可愛
 かわい

 らしくもどことなく生意気さが
窺
 うかが

 えるその顔立ちは、
疑
 ぎ
 似
 じ

 精霊〈ニベルコル〉に似ているような気がした。

　しかし、今し方かけられたその声と口調には覚えがある。士道はまさかと思いながら続けた。

「まさか、マリア……か？」

「はい。よくできました。待望のリアルボディを手に入れ、完全無欠のマリアです」

　言ってマリアが、昔のアイドルのようなポーズを取ってみせる。その場違いな明るさに、士道は思わず
苦
 く
 笑
 しよう

 した。

「でも、一体何がどうなってるんだ？　今折紙たちを助けてくれたのもマリア……だよな？　あの──〈ニベルコル〉みたいな」

　士道が問うと、マリアがこくりとうなずきながら答えてきた。

「その感想は
間
 ま
 違
 ちが

 っていません。〈ニベルコル〉は〈
神蝕篇帙
 ベルゼバブ

 〉の権能とＤＥＭの
顕現装
 リアライ
 置
 ザ

 で作り出された疑似精霊でした。ならば──〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉さえあれば、〈ラタトスク〉に同じことができない道理はありません」

　言ってマリアがバッと手を掲げる。すると二亜の持っていた〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉から幾枚ものページが舞い、その中から、マリアと同じ貌をした少女たちが姿を現した。

「無論、〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉の力を浴びた個体は
蘇
 そ
 生
 せい

 できませんが」

「この
身体
 からだ

 を
以
 もつ

 て数瞬の間、
皆
 みな

 を守ることは可能です」

「なに、死に
尽
 つ

 くしても二亜の
霊
 れい
 力
 りよく

 が空になるだけです」

「もともとなかったようなものですし、大した損害ではありません」

　無数のマリアたちは、
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすようにそう言うと、空を舞い、〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉へと向かっていった。

　するとそれに合わせるように、二亜がビッと人差し指を〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉に向ける。

「いっけー、マリア！　きみに決めた！」

「マリアはいうことをきかない」

「あたー!?
 」

　隣に残っていたマリアに
脇
 わき
 腹
 ばら

 をつつかれ、二亜が身体をくの字に折る。











　マリアは
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに息を
吐
 は

 いたのち、気を取り直すように士道に向き直ってきた。

「さあ、〈
極死祭壇
 アテイエル

 〉のことは任せて、行ってください士道。そして、決着をつけてくるのです」

　マリアが、士道の背を
叩
 たた

 くようにしながら言ってくる。

「……ああ！」

　士道は力強くうなずくと、空を
蹴
 け

 って
混
 こん
 沌
 とん

 の中心──ウェストコットへと向かっていった。

　無論、士道の動きを
悟
 さと

 ったエレンやアルテミシアがその行く手を
阻
 はば

 み、〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉の枝が
触
 しよく
 手
 しゆ

 の如く無数に
蠢
 うごめ

 く。

　けれど──

「はぁぁぁぁぁぁぁ──ッ！
 」

「〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉……！」

「士道さんの邪魔は──させませんわ！」

　辺りに展開した
精
 せい
 霊
 れい

 たちが、
魔術師
 ウイザード

 たちのレイザーブレイドを止め、枝を打ち
払
 はら

 い、士道の道を切り開いた。

　一瞬、ほんの一瞬であるが、ウェストコットへ至る道が見える。

　そして今の士道には、その一瞬で十分だった。

「ふ──ッ！
 」

〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉の風を
纏
 まと

 い、
弾
 だん
 丸
 がん

 のように空を
駆
 か

 け
抜
 ぬ

 ける。

　火花を散らす精霊たちや
魔術師
 ウイザード

 たちの間を抜けながら、士道は自分の頭が不思議なくらい冷静になっていることを自覚した。

　まるで、一瞬が長く引き延ばされるかのような感覚。

　その中で、一つ一つ、身体に宿された
霊結晶
 セフイラ

 を──天使を
繫
 つな

 いでいく。

〈
絶滅天使
 メタトロン

 〉。

〈
囁
 ラ
 告
 ジ
 篇
 エ
 帙
 ル

 〉。

〈
刻々帝
 ザフキエル

 〉。

〈
氷結傀儡
 ザドキエル

 〉。

〈
灼
 カ
 爛
 マ
 殲
 エ
 鬼
 ル

 〉。

〈
封解主
 ミカエル

 〉。

〈
贋
 ハ
 造
 ニ
 魔
 エ
 女
 ル

 〉。

〈
颶風騎士
 ラフアエル

 〉。

〈
破軍歌姫
 ガブリエル

 〉。

　そして──〈
鏖殺公
 サンダルフオン

 〉。

　始原の
魔
 ま
 王
 おう

 を打ち
倒
 たお

 すには、寸分の
狂
 くる

 いも許されない。この身に宿る一〇の天使、全てを結集するイメージ。

　やがてそれは一つの光となり、士道の
右
 みぎ
 腕
 うで

 に
纏
 まと

 わり付いた。

「イツカシドウ──」

　ウェストコットの目が、大きく見開かれる。

　それは
驚
 きよう
 愕
 がく

 や
戦
 せん
 慄
 りつ

 のようにも見えたし──どこか
歓
 かん
 喜
 き

 や興奮の色が差しているようにも見えた。

　けれど、どちらであろうとやることは変わらない。

　士道は
渾
 こん
 身
 しん

 の力を
込
 こ

 めた
拳
 こぶし

 で──

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！
 」

　始まりの
魔術師
 メイガス

 を、
殴
 なぐ

 りつけた。









「…………っ！
 」

　──
震
 しん
 動
 どう

 が、澪の全身を通り抜ける。

　とはいえ、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉が〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉に
競
 せ

 り負けたわけでも、敵に
攻
 こう
 撃
 げき

 を受けたわけでもない。

　空の中心。二つの魔王を従え
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していたウェストコットを、士道が天使の力を以て殴りつけたのである。

　その
凄
 すさ

 まじい
衝
 しよう
 撃
 げき

 は空気を伝い、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉と〈
永
 ベ
 劫
 リ
 瘴
 ア
 獄
 ル

 〉が形作った
鳥
 とり
 籠
 かご

 の中を駆け
巡
 めぐ

 った。周囲にいた精霊たちも、ハッとした様子で士道の方を見やる。

「────
 か──っ、は──ッ」

　ウェストコットの
苦
 く
 悶
 もん

 が響くと同時、彼の背後に
屹
 きつ
 立
 りつ

 していた大樹が、頭上に浮遊していた花が、ぎしりと
軋
 きし

 みを上げた。〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉とせめぎ合っていた空間に
歪
 ゆが

 みが生じ、ばらばらと
崩
 くず

 れ落ちていく。

　──落葉。絶対なる魔王の至る所に、次々と
罅
 ひび

 が入っていった。

　とはいえそれも当然だ。何しろ、天使一〇体分、そして澪の力を込めた
一
 いち
 撃
 げき

 を叩き込まれたのである。
如
 い
 何
 か

 にウェストコットが始原の精霊の力を持つとはいえ、ただでは済むまい。

「────
 」

　士道が血の
滲
 にじ

 む拳を
握
 にぎ

 り直し、皆に勝利を示すように天に
突
 つ

 き上げる。

「おお……っ！
 」

「士道！」

「きゃぁぁぁ！
 　だーりぃぃぃんっ！」

「……ふう」

　辺りから、精霊たちの声が響き
渡
 わた

 る。澪もまた、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉にかかっていた負荷が軽減するのを感じて、小さく息を吐いた。

　だが──

「ふ……はは──────
 、は、はは──、見事だ──イツカシドウ。

　だが──一歩足りなかったようだね」

「な──!?
 」

　前方から響いたウェストコットの声に、士道はハッと
肩
 かた

 を
震
 ふる

 わせた。

　全身に衝撃を叩き込まれ、口と鼻から血を流したウェストコットが、
忘
 ぼう
 我
 が

 の
淵
 ふち

 にいるような調子で、
喉
 のど

 の奥からその名を
零
 こぼ

 したのである。





「──〈
■■■
 ケメテイエル

 〉──」





「────っ
 」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　ぞわり、と澪の全身を
悪
 お
 寒
 かん

 が
襲
 おそ

 った。

　それはそうだ。その魔王の権能を、
恐
 おそ

 ろしさを、
誰
 だれ

 よりも知っているのは、
他
 ほか

 ならぬ澪だったのだから。

　しかもウェストコットがその名を呼ぶと同時、彼の
身体
 からだ

 の周りに、
嵐
 あらし

 のようにマナの
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が
渦
 うず

 を巻いていった。──身体に深刻なダメージを負った状態で最後の魔王を
顕
 けん
 現
 げん

 させたがゆえの、臨界状態。あんな状態では、ウェストコット自身が魔王を
御
 ぎよ

 しきれるかさえ
怪
 あや

 しいものだった。

　──
瞬
 まばた

 き程度の間に、思考を巡らせる。自らの持つ権能、士道の天使、精霊たちの助力、どれをどう使えばこの
状
 じよう
 況
 きよう

 を打破できるのかを考える。──どうすれば士道を無事に帰せるかを考え抜く。

　思えば、それは
久
 ひさ
 方
 かた
 振
 ぶ

 りの感覚だった。三〇年前、真士の
亡
 なき
 骸
 がら

 を前にしたときのような思考のスピード。

　けれど
違
 ちが

 う。あのときの自分には絶望しかなかった。だが──今は、まだ、士道が生きている。まだ何とかなる。だが一体何をすればいい。何を──

　と、そこで士道の背を見た澪は、すうっと脳に思考が
染
 し

 み渡るかのような感覚を覚えた。

　それと同時、
経
 パ
 路
 ス

 を通じて共有された、士道の未来での
記
 き
 憶
 おく

 が
過
 よ

 ぎる。

　士道が時間
遡
 そ
 行
 こう

 をする前の歴史。澪がその目的を達する寸前にまで至った世界。

　澪はその未来の自分自身の姿を、士道の記憶を通して見ていたのだ。

　けれど、いざ真士を取り
戻
 もど

 そうとしているというのに、その澪は──満たされているようには、見えなかった。

「────
 」

　
嗚
 あ
 呼
 あ

 、そうだ。

　答えは──
既
 すで

 に示されていたのかもしれなかった。









「な……」

　空の中。士道は
愕
 がく
 然
 ぜん

 と目を見開いていた。

　全身を凄まじい悪寒が通り抜ける。周囲の温度が一瞬にして下がるかのような
錯
 さつ
 覚
 かく

 。

　その感覚には覚えがあった。未来の世界の記憶。澪の力を
奪
 うば

 い、澪に
肉
 にく
 薄
 はく

 した十香に澪が用いた最後の天使。──
全
 すべ

 てを
零
 ゼロ

 に帰す無の天使。

　士道の予想を示すように、ウェストコットの前に
闇
 やみ

 が
集
 つど

 い、植物の種子のような、小さな
塊
 かたまり

 を形作る。

　澪がそれを顕現させた際には光に包まれてその
全
 ぜん
 貌
 ぼう

 を見て取ることはできなかったが、どうやらその正体はこんな小さな塊だったようだ。そんな、不思議な
感
 かん
 慨
 がい

 が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。

　それを
認
 にん
 識
 しき

 すると同時、士道はその場から
逃
 のが

 れようとした。だが、
咄
 とつ
 嗟
 さ

 のことに──まるでその小さな種子に
縛
 しば

 られてしまったかのように、身体が動かない。

「あ──」

　死の直感。仮に飛び
退
 の

 いたところで、その空間ごと消し去られるのではないかという予知じみた感覚。

「────！
 」

「…………！
 」

　後方で、精霊たちが
叫
 さけ

 んでいるのがわかる。けれど、その内容が認識できない。

　そうしているうちに、黒い種子が発芽するかのように、じわりと空間に闇を広げていった。

「あ────
 」

　士道は、そんな声のみを残し、闇に
吞
 の

 み込まれようとし──





「──
駄
 だ
 目
 め

 だよ、士道。君には、待っている子たちがいるんだから」





　次の瞬間、そんな声とともに、ぐいと後方へと引っ張られた。

「……っ！
 」

　
一
 いつ
 拍
 ぱく

 置いて、理解する。
遥
 はる

 か後方から
伸
 の

 びた〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の枝が、自分の腹部に
絡
 から

 みついていることに。

　そして、そんな士道と入れ
替
 か

 わりになるように、一人の
精
 せい
 霊
 れい

 がウェストコットに向かっていった。

　──澪だ。

「澪……!?
 　一体何を!?
 」

　士道は命を拾ったことを
安
 あん
 堵
 ど

 する間もなく叫びを上げた。

　すると澪が、士道の方を見ながら告げてくる。

「──
霊
 れい
 力
 りよく

 が暴走している。あれを放置しておいたら、辺り一帯を消し飛ばしてしまうよ。それこそ、余波だけでユーラシア
大
 だい
 空
 くう
 災
 さい

 の比じゃあない。──でも、〈
　
 ア
 　
 イ
 　
 ン

 〉で
相
 そう
 殺
 さい

 して
対
 つい
 消
 しよう
 滅
 めつ

 を起こせば、あるいは──」

「な──」

　澪の言葉に、士道は心臓が握り
潰
 つぶ

 されるかのような感覚を覚えた。

　澪の声から、表情から、それが何を意味するかが察せられてしまったのである。

「なんだよそれ……ッ！
 　そんなことしたら、おまえは──！」

「…………
 」

　澪は、何も答えない。だが構わず、士道は悲鳴じみた声を上げ続けた。

「ふざけるな……なんでだよ！　真士だって言ってたじゃないか！　澪に、もっと世界を見せたいって──！　なのに、なんで──」

　士道は叫ぶと、澪を止めるように手を伸ばした。その手は澪の身体にこそ届かなかったが、その
霊
 れい
 装
 そう

 の
端
 はし

 を
辛
 かろ

 うじて
摑
 つか

 んだ。

　が、その瞬間、士道の
触
 ふ

 れていた部分が、光とともに空気に
溶
 と

 け消えていった。

　まるで、霊力が
封
 ふう
 印
 いん

 されたときのように。

「──っ！
 」

　士道が息を
詰
 つ

 まらせると、澪はふっと口元を
緩
 ゆる

 めた。





「──士道。君は本当に
素
 す
 敵
 てき

 だよ。私は、君のことが大好きだ」





　そしてそう言って、
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすようにぱちりと片目を閉じる。





「──ただし、シンの次にね？」





　澪は
優
 やさ

 しげに
微笑
 ほほえ

 むと、そのままウェストコットに向かっていった。

　同時、士道の身体が〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の枝によって、半ば強制的に後方へと
離
 り
 脱
 だつ

 させられる。

　
否
 いな

 、士道だけではない。他の精霊や真那たちもまた、無数の枝に引き寄せられていた。

　そして
皆
 みな

 を引き寄せた〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉は、そのまま大きくその姿を変容させると、先ほど澪と士道を吞み込んだときのように、〈フラクシナス〉ごと士道たちを包んでいった。

　恐らくは──天使と
魔
 ま
 王
 おう

 の
激
 げき
 突
 とつ

 の余波から、士道たちを守るために。

「──澪ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ────ッ！
 」

　士道は、〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉によって
閉
 と

 ざされる夜空の景色に向かって、遠く、遠く、その名を叫んだ。





　　　　◇





　激流の
如
 ごと

 く渦を巻くマナの流れの中心で──精霊・澪と
魔
 ま
 術
 じゆつ
 師
 し

 ・アイザック・ウェストコットが
対
 たい
 峙
 じ

 する。

　ウェストコットは澪の姿を認めると、口元の血を
拭
 ぬぐ

 うこともなく笑みを
浮
 う

 かべてきた。

「……〈デウス〉か。
介
 かい
 添
 ぞえ
 人
 にん

 が君とは
豪
 ごう
 華
 か

 なことだ。私としては、ここでイツカシドウを消しておきたかったのだがね」

　澪はそんな言葉を目を
伏
 ふ

 せながら聞くと、ぽつりと零すように返した。

「きっと、これからの世界にいてはいけないんだ。君も、私も。──ちょうどいいじゃない。
厄
 やつ
 介
 かい

 者を
纏
 まと

 めて処理できるだなんて」

「は、は、は──」

　ウェストコットは
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な調子で肩を
揺
 ゆ

 らすと、額に手を置き、天を
仰
 あお

 いだ。

「──どこだ？　一体どこで私は
間
 ま
 違
 ちが

 えた？　
魔
 ま
 術
 じゆつ

 の
秘
 ひ
 奥
 おう

 を
漁
 あさ

 り、精霊術式に
辿
 たど

 り着いたというのに。
顕現装置
 リアライザ

 を作り上げたというのに。──今こうして、始原の精霊の力を手にしたというのに」

　ウェストコットの言葉に、澪はすっと目を細めた。

「……そもそも
精霊
 わたし

 など、生み出すべきではなかったんだ。
顕現装置
 リアライザ

 もね。こんな力、人間には過ぎたものだよ。

　ただ、まあ──そうだな、もしもそれ以外に君の不運があるとするなら──」

　澪はふむ、とあごに手を当ててから、言った。

「──君は、私の好みではなかった」

「────
 」

　その言葉に、ウェストコットは一瞬
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とするように目を丸くし、

「……は、はは、ははははははははははははははははははははは──っ」

　やがて
可
 お
 笑
 か

 しくて仕方ないといった様子で、笑い始めた。

「なるほど、なるほど。……それでは仕方がないな」

　ウェストコットは笑い
疲
 つか

 れたように
身体
 からだ

 を揺らめかせると、ゆっくりと右手を前に向けてきた。





「──〈
■■■
 ケメテイエル

 〉」





　その言葉に応ずるように、彼の目の前に出現していた
漆
 しつ
 黒
 こく

 の種子から、闇が
滲
 にじ

 み出る。

　澪は同じように手を前に
突
 つ

 き出すと、最後の天使の名を唱えた。





「──〈
　
 ア
 　
 イ
 　
 ン

 〉」





　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──『無』と『無』の力が、ぶつかり合った。











　──身体が、世界に溶けていく。

　なんとも不思議な感覚が、澪を
襲
 おそ

 っていた。

　痛みはない。
恐
 きよう
 怖
 ふ

 もない。ただ
穏
 おだ

 やかに、意識が
微睡
 まどろ

 んでいくかのような感覚。

　最強最後の天使と、それと同等の力を持つ魔王をぶつけ合ったのである。その使用者が無事に済むはずはない。

　だが──
後
 こう
 悔
 かい

 はなかった。

　もしもあのとき澪が〈
　
 ア
 　
 イ
 　
 ン

 〉を発動していなければ、ウェストコットの力の暴走に巻き込まれて士道や周囲の精霊たちは間違いなく死んでしまっていただろう。

　否──それどころか、ユーラシア大空災以上の
爆
 ばく
 発
 はつ

 が地球を襲っていてもおかしくはなかった。

　そこまで考えたところで、そんな自分の動機に思わず笑ってしまいそうになる。

　自分の
欲
 よく
 望
 ぼう

 のために世界を、少女たちを
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にしてきた自分が、まさかそんな理由で
最
 さい
 期
 ご

 を
迎
 むか

 えようとは。

　けれど、
耐
 た

 えられなかったのだ。

　──自分の目の前でもう一度、シンが死んでしまうのを見ることなど。

　それに──

（……士道──）

〈
輪廻楽園
 アイン・ソフ

 〉の中で
交
 か

 わした言葉。告げられた言葉が
脳
 のう
 裏
 り

 に
甦
 よみがえ

 る。

　あの瞬間、澪は自覚してしまったのだ。──自分の、もう一つの望みを。

　どんなことをしても、もう本当のシンは
戻
 もど

 ってこない。

　ならばせめてシンと
添
 そ

 い
遂
 と

 げることこそが──澪の願いだったのだ。

（──ごめんね、みんな──）

　澪は、
薄
 うす

 れゆく意識の中で
呟
 つぶや

 くように言った。

　
幾
 いく
 人
 にん

 もの人間を殺してきた。

　幾人もの人間を不幸にしてきた。

　今さら許されようとは思っていないし、許されるとも思っていない。

　人類史における最大最悪の
厄
 やく
 災
 さい

 にして、
窮
 きゆう
 極
 きよく

 の絶対悪。それが自分だ。

　けれど──その気持ちだけは、
噓
 うそ

 ではなかった。

　最後に残った澪の意識は、そうして溶けて──





　──澪。





（…………！
 ）

　瞬間。

　どこからかそんな声が聞こえてきて、澪は閉じかけていた目を開いた。

　不意に名を呼ばれたから、というだけではない。

　だってそれは──澪が三〇年もの間、
焦
 こ

 がれてやまなかった声だったのだから。

（シン──）





　──ああ、ごめんな、澪。
随
 ずい
 分
 ぶん

 長い間待たせちまった。





　澪がその名を呼ぶと、光の中に、ぼんやりとしたシルエットが浮かび上がってきた。

（あ、ああ──────
 ）

　澪は、見開いた目から
涙
 なみだ

 が落ちるのを感じた。

　消えゆく澪の脳が見せた
幻
 げん
 覚
 かく

 かもしれない。極限状態における
幻
 げん
 聴
 ちよう

 かもしれない。

　けれど、それは確かに──幾度も焦がれた、
愛
 いと

 しい人の姿だった。

（シン──、シン……！）

　澪は必死に手を
伸
 の

 ばすと、シンの身体を
抱
 だ

 き
締
 し

 めた。

　温かな
感
 かん
 触
 しよく

 が身体に伝わる。澪は、その胸に顔を
埋
 うず

 め、声にならない
叫
 さけ

 びを上げた。

　──三〇年。

　ずっと、ずっと、君を求めて
彷徨
 さまよ

 ってきた。

　君の思い出だけを
頼
 たよ

 りに歩いてきた。

　君はずっと──こんな近くにいてくれたのに……！





　──澪。ずっと、ずっと会いたかった。





　シンが、澪の身体を抱き返してくる。

（私も──ずっと、会いたかった──）

　澪はそれに負けないくらい、シンを抱く
腕
 うで

 に力を
込
 こ

 めた。

　もう絶対に
離
 はな

 れないように。

　もう絶対に──離さないように。





　──これからは、ずっと
一
 いつ
 緒
 しよ

 だ。





（うん……！）





　澪は、涙に
彩
 いろど

 られた
笑
 え

 みを浮かべながら──世界に、消えていった。







終章　
伸
 の

 ばされた手












　人の生き死にの境目というのはひどく
曖
 あい
 昧
 まい

 で、何を
以
 もつ

 てその人間が死んでしまったかを判断するかは、各人の判断によるだろう。

　心肺機能が停止したなら死亡と見なす者もいれば、脳の停止こそが人間の
終
 しゆう
 焉
 えん

 という者もいる。意識さえ残っているならそれが入っているのが生の肉体でなくともよいという者もいるし、
誰
 だれ

 かの心にその人がいる限り生きている──という者さえ存在するという話だ。まあ、最後のそれは定義というよりも感傷や現実
逃
 とう
 避
 ひ

 に近いものかもしれなかったけれど。

　
虚
 うつ

 ろな視界の中で、アイザック・ウェストコットはぼんやりとそんなことを考えていた。──だとするならば、自分は今果たして生きているのか、と。

　少なくとも、心肺は機能していない。身体の大半が
消
 しよう
 失
 しつ

 してしまっているのだから当然ではあるが。そんなことを考える意識こそあるものの、脳が形を保っているかさえ定かではない。ただ地面に横たわって空を
眺
 なが

 めながら、意識の停止を待っている──

　と、そこまで考えたところで、ウェストコットは思わず笑ってしまった。

『人の生き死に』というならば、自分はとうに死んでしまっているということに気づいて。

　そう。人間・アイザック・ウェストコットはもう
既
 すで

 に死んでいる。ここにいるのは、その
霊
 れい
 力
 りよく

 によって
辛
 かろ

 うじて存在を保っている、
哀
 あわ

 れな
精
 せい
 霊
 れい

 の
残
 ざん
 骸
 がい

 だった。こんな様相になりながらも
未
 いま

 だ意識を保っていることがその証左だろう。

　天使と
魔
 ま
 王
 おう

 の
対
 つい
 消
 しよう
 滅
 めつ

 。至近
距
 きよ
 離
 り

 でそんなものに巻き込まれたのだ。この結果は当然といえた。既に〈デウス〉の気配はない。ウェストコットよりも一足早く消滅してしまったようだ。

　
心
 しん
 中
 じゆう

 まで
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 されるとは、本当に
嫌
 きら

 われたものである。そんなことを思って、ウェストコットはもう一度笑った。自分の表情が笑みの形になっているかどうかさえ、今はもうわからなかったけれど。

　とはいえ、それも時間の問題ではあった。
如
 い
 何
 か

 に精霊とはいえ、もう長くは
保
 も

 つまい。実際先ほどから死神に手を引かれるように、意識が微睡みつつあった。

　が──

「──アイク！」

　そのとき、ウェストコットの意識を引き戻すように、そんな声が
響
 ひび

 いてきた。

　見やると、エレンが真っ青な顔をしながら
駆
 か

 け寄ってくるのがわかる。どうやら無事だったらしい。

「やあ……エレン」

「ああ、アイク──なんてことに……！　すぐに
医療用顕現装置
 メデイカル・リアライザ

 を──」

　エレンがそこで言葉を止める。きっと、ウェストコットを移送しようと
随意領域
 テリトリー

 でその
身体
 からだ

 を包んだ
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、如何に
顕現装置
 リアライザ

 とはいえ、もう手の
施
 ほどこ

 しようがないと理解してしまったのだろう。

「あ、ああ……」

　エレンが、力なくその場にくずおれる。

　すると、まるでそれに合わせるようにして──

「……アイク」

　別の声が、ウェストコットの名を呼んできた。

　エレンのそれとは異なる、低い男の声。とはいえ、ウェストコットはすぐにその人物に思い当たった。──ウェストコットをその
愛
 あい
 称
 しよう

 で呼ぶ者など、エレンを除けばたった一人しかいなかったのだから。

「……ああ、エリオットか」

　ウェストコットが
応
 こた

 えると、視界の
端
 はし

 に、
車
 くるま
 椅
 い
 子
 す

 に乗った男と、それを押すエレンによく似た女性が現れた。

　エリオット・ウッドマンとカレン・メイザース。ウェストコットたちのかつての
同
 どう
 胞
 ほう

 にして、〈ラタトスク〉の創始者たちである。

「……！」

　エレンは
弾
 はじ

 かれるように顔を上げると、キッとウッドマンとカレンを
睨
 にら

 み付けた。無理もない。エレンは自分たちと道を
違
 たが

 えたウッドマンを
恨
 うら

 んでいた。それこそ、自分の手で殺してやらねば気が済まないとまで
宣
 のたま

 うほどに。

　だが、エレンはウッドマンに飛びかかるでも
呪
 のろ

 いを
吐
 は

 くでもなく、ぐっと奥歯を
嚙
 か

 みしめてから
懇
 こん
 願
 がん

 するように言った。

「お願い──エリオット。アイクを……アイクを助けて。あなたならできるでしょう？　私にできることなら何でもする……何でも言うことを聞くから──お願い……」

「…………
 」

　エレンの涙ながらの
訴
 うつた

 えに、ウッドマンは静かに目を
伏
 ふ

 せた。

　拒絶しているわけでもなければ、意地悪をしているわけでもない。単に──この世の誰にも、死にゆくウェストコットを
蘇
 そ
 生
 せい

 させることなど出来はしないだけだった。

「あ、あ……」

　エレンが、ぽたぽたと涙を流しながら声を
震
 ふる

 わせる。そんな姉の姿を見てか、カレンが
微
 かす

 かに心苦しそうな表情を
浮
 う

 かべた。

「ふ、ふ……どうしたんだい、わざわざ。私を笑いに来たかい、エリオット」

「……友の死に目に会いたいというのは、そんなに
可
 お
 笑
 か

 しな話かな、アイク」

　ウェストコットが
掠
 かす

 れた声で問うと、ウッドマンは静かにそう返してきた。

「ああ……そうだね。
野
 や
 暮
 ぼ

 な質問だった。進む道こそ違ってしまったが、君は確かに私の友人だ。それに──」

　ウェストコットは、
冗
 じよう
 談
 だん

 めかすように
唇
 くちびる

 を
歪
 ゆが

 めた。

「──同じ女に
振
 ふ

 られた者同士だしね」

「────
 」

　ウェストコットが言うと、ウッドマンは
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 目を丸くしたのち、ふっと息を
漏
 も

 らした。

「はは……違いない」

「ふ──ふ……」

　ウェストコットは小さく
微笑
 ほほえ

 むと、改めて
霞
 かす

 む視界の中に広がる世界を
見
 み
 渡
 わた

 した。

　エレン、カレン、ウッドマン。

　数十年前、故郷を焼かれ、
復
 ふく
 讐
 しゆう

 を
誓
 ちか

 った盟友たち。ウェストコットの、最も
旧
 ふる

 い仲間たち。そんな彼らが一様にウェストコットを見つめ、思い思いの
悲
 ひ
 哀
 あい

 を表している。

（──ああ──）

　ウェストコットは、不思議な感覚を覚えた。

　幼い
頃
 ころ

 の
記
 き
 憶
 おく

 。
棺
 ひつぎ

 に入れられ
埋
 まい
 葬
 そう

 される母。──そんな母の目線から、
葬
 そう
 儀
 ぎ

 に集まった
皆
 みな

 を見るかのような感覚。

　泣きじゃくるエレン、目を伏せるカレン、静かにこちらを見つめるウッドマン。

　形こそ違えど、そこには悲しみと
悼
 いた

 みと、絶望が満ちていた。

　友たちのそんな表情が。その表情を形作らせているのが自分であるということが。──その絶望の中心に自分がいるという事実が。

　──ウェストコットには、
心
 ここ
 地
 ち

 よくてたまらなかったのである。

（……なん……だ、こんなにも簡単な……ことだったのか……）

　
魔
 ま
 術
 じゆつ
 師
 し

 アイザック・ウェストコットは、心
躍
 おど

 る
恍
 こう
 惚
 こつ

 の中、ゆっくりと目を閉じた。





　　　　◇





「──シドー！　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か、シドー！」

「う……、ぁ……？
 」

　激しく身体を
揺
 ゆ

 すられ、
士
 し
 道
 どう

 はゆっくりと
瞼
 まぶた

 を開けた。

　どうやら気を失っていたらしい。ぼんやりとした意識が
徐
 じよ
 々
 じよ

 に
覚
 かく
 醒
 せい

 していき、周囲の光景や自分の
状
 じよう
 況
 きよう

 が段々と実像を帯びてくる。

　まず、身体を揺すっているのは
十
 とお
 香
 か

 だ。心配そうな
面
 おも
 持
 も

 ちで、
幾
 いく
 度
 ど

 も士道の名を呼んできている。

　
否
 いな

 、彼女だけではない。幾人もの精霊たちが、士道の周囲に集まっていた。

　
折
 おり
 紙
 がみ

 、
琴
 こと
 里
 り

 、
四
 よ
 糸
 し
 乃
 の

 、
耶
 か
 俱
 ぐ
 矢
 や

 、
夕
 ゆ
 弦
 づる

 、
美
 み
 九
 く

 、
七
 な
 罪
 つみ

 、
二
 に
 亜
 あ

 、
六
 む
 喰
 くろ

 ──それに、
狂
 くる
 三
 み

 まで。その後方を見やると、
真
 ま
 那
 な

 やマリアたちの姿も認められる。

　そして、士道が横たわっていたのは、夜の海岸だった。空には星が
瞬
 またた

 き、辺りからは、微かな波の音が聞こえてくる。
随
 ずい
 分
 ぶん

 とロマンチックなロケーションである。自分は一体なぜこんなところに──

「────
 」

　そこまで
認
 にん
 識
 しき

 したところで、士道はバネ
仕
 じ
 掛
 か

 けの
玩具
 おもちや

 のように
跳
 は

 ね起きた。
鈍
 にぶ

 く痛む身体を無視して、皆の顔を見回す。

「！　シドー！」

「むん……目覚めたかの。心配したぞ」

「
安
 あん
 堵
 ど

 。耶俱矢など心配し過ぎて士道の胸に
縋
 すが

 り付きわんわん泣いていました」

「そこまではしてないんだけど!?
 」

　目を覚ました士道を見て、精霊たちが一様に安堵の息を吐く。

　けれど、それに反応を返すような
余
 よ
 裕
 ゆう

 は、今の士道には残されていなかった。縋り付くように十香の
肩
 かた

 に手を置く。

「十香。
澪
 みお

 は──」

「……っ」

　士道の言葉に、十香が息を
詰
 つ

 まらせる。

　言葉よりも
雄
 ゆう
 弁
 べん

 な
沈
 ちん
 黙
 もく

 。それだけで──
全
 すべ

 てを察するには十分だった。

「そう……か──」

　士道は力なく手を下ろした。

　
途
 と
 方
 ほう

 もない無力感が全身を
苛
 さいな

 む。深い絶望が
肺
 はい
 腑
 ふ

 を満たす。

　考え得る限りの手を
尽
 つ

 くした。皆も命を
賭
 と

 して力を貸してくれた。

　けれど、そうして
摑
 つか

 み取った新しい未来に──澪の姿が、ない。

　その事実が、士道の心をどうしようもなく
締
 し

 め付けていたのである。

　だが、士道は
零
 こぼ

 れそうになる
涙
 なみだ

 を
堪
 こら

 え、小さく息を吐いた。

「あーあ……振られちまったよ。俺より、シンがいいってさ」

　士道が言うと、精霊たちは
一
 いつ
 瞬
 しゆん
 驚
 おどろ

 いたような顔をしたのち──
苦
 く
 笑
 しよう

 めいた笑みを浮かべてきた。

「そっか……なら、仕方ないわね。
稀
 き
 代
 たい

 のプレイボーイも、純愛カップルの前には歯が立たなかったかしら？」

　琴里が、目を赤くしながらも軽い調子で言ってくる。士道はそれに応ずるように肩をすくめた。

　と──そのときである。

　すっかり暗くなった空から、小さな光が、ゆらゆらと揺らめきながら落ちてきたのは。

「え──？」

　士道は目を丸くしながら顔を上げた。

　するとその光は、まるで士道のもとに導かれるかのように、ゆっくりと皆の前へと降りてきた。

「これは……」

　それを見て、士道は表情を驚きの色に染めた。

　とはいえ、
精
 せい
 霊
 れい

 たちの反応も似たようなものである。皆その光の正体を認め、
驚
 きよう
 愕
 がく

 に目を見開いている。

　しかしそれも仕方あるまい。何しろそこに
浮
 ふ
 遊
 ゆう

 していたのは、様々な色の光を
灯
 とも

 す宝石のような物体──
霊結晶
 セフイラ

 と、

　──その上に乗った、傷だらけのクマのぬいぐるみだったのだから。

　士道がそれに気づいた瞬間、
霊結晶
 セフイラ

 の上からぬいぐるみがずり落ちる。士道は
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に手を
伸
 の

 ばすと、それをキャッチした。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いない。それは、
令
 れい
 音
 ね

 が
肌
 はだ
 身
 み
 離
 はな

 さず身につけていたぬいぐるみであった。

　否──それだけではない。今の士道にはわかる。そのぬいぐるみは、三〇年前、
真
 しん
 士
 じ

 が澪に
贈
 おく

 ったプレゼントでもあったのだ。

　三〇年もの間、澪の心を支え続けた
陰
 かげ

 の功労者。きっと澪はそんなぬいぐるみをともに消してしまうのが
忍
 しの

 びなく、こうして士道に
遺
 のこ

 したのだろう。

　年を
経
 へ

 たぬいぐるみは、随分とくたびれていた。身体のあちこちに
繕
 つくろ

 い
跡
 あと

 があり、損傷の
酷
 ひど

 い
箇
 か
 所
 しよ

 には色の違う当て布さえしてあった。

　澪の力があれば傷を再生することなど
容易
 たやす

 かったろうに、わざわざ全て手作業で繕ったらしい。

　
恐
 おそ

 らく──
耐
 た

 えられなかったのだ。
如
 い
 何
 か

 に
綺
 き
 麗
 れい

 に再生するとはいえ、真士からもらったぬいぐるみが、別のものになってしまう気がして──

「──ぁ────
 」

　それを認識した瞬間、士道の目から、
滂
 ぼう
 沱
 だ

 と涙が
溢
 あふ

 れた。

「あ……、あ──ッ……
 」

　皆をこれ以上心配させるわけにはいかないと、ギリギリのところで押しとどめていた感情が、一気に
決
 けつ
 壊
 かい

 する。士道はぬいぐるみを
抱
 だ

 き締めるように
身体
 からだ

 を折ると、震える声を
響
 ひび

 かせた。

「……澪……、み──お…………ッ！
 」

　
優
 やさ

 しく──悲しい、少女だった。

　
歪
 いびつ

 な方法で生み出され、わけもわからぬままに争いに巻き込まれ──
贖
 あがな

 いきれない罪を
犯
 おか

 した。

　その
生
 しよう
 涯
 がい

 は決して
平
 へい
 穏
 おん

 なものではなかったけれど──

「おまえは……シンに、会えたんだよな……？」

　士道は掠れた声でそう言うと、涙に
濡
 ぬ

 れた顔を再び上げた。

　すると、まるでそれに
応
 こた

 えるかのように、
虹
 にじ
 色
 いろ

 の光を放つ
霊結晶
 セフイラ

 が微かに揺れ──空気に、
溶
 と

 け消えていった。

「澪……」





　が────
 そのとき。





「──────────
 え？」

　士道は、
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と声を発した。

　
消
 しよう
 滅
 めつ

 しかけた澪の
霊結晶
 セフイラ

 。

　それが、不意に伸びた何者かの手によって、
鷲
 わし
 摑
 づか

 みにされたのである。

　予想外の事態に、士道は息を詰まらせると、咄嗟にその手の主を見た。

「な──」

　そして、一瞬言葉を失う。

　澪の
霊結晶
 セフイラ

 を摑んだ者の正体が、意外に過ぎるものだったのである。

「十、香──？」

　そう。

　皆の驚愕の中、手を伸ばしていたのは──十香だったのだ。





「──悪いが、これは、私がいただく」





　十香はそう言うと、
霊結晶
 セフイラ

 を引き寄せ、自分の
胸
 むな
 元
 もと

 に押し当てた。

　すると、狂三が二亜の
霊結晶
 セフイラ

 を取り込んだときのように、十香の胸に、澪の
霊結晶
 セフイラ

 が吸い込まれていく。

「十香、何を──」

　士道が言いかけた瞬間。

　──世界が、光に包まれた。











あとがき












　お久しぶりです。
橘
 たちばな
 公
 こう
 司
 し

 です。
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澪
 みお

 トゥルーエンド』をお送りいたしました。いかがでしたでしょうか。お気に
召
 め

 したなら幸いです。17
 巻、18
 巻と同様、書きたかったシーンのオンパレードで、書いていて非常に楽しかったです。

　日常シーンを書いていると、
美
 み
 九
 く

 や
七
 な
 罪
 つみ

 や
二
 に
 亜
 あ

 、
六
 む
 喰
 くろ

 などの後期登場キャラクターたちの存在の大きさを再
認
 にん
 識
 しき

 します。話を
上
 う
 手
 ま

 く引っかき回してくれますし、彼女らと
絡
 から

 むことにより、初期キャラもより
輝
 かがや

 きます。もう彼女ら
抜
 ぬ

 きの日常は考えられません。

　となると考えてしまいます。もしも澪が普通の
精
 せい
 霊
 れい

 として登場していたら、
皆
 みな

 とどんな日常を過ごしたのでしょうか。根が
純
 じゆん
 粋
 すい

 なので、六喰や
十
 とお
 香
 か

 と
相
 あい
 性
 しよう

 がいいかもしれません。美九に
騙
 だま

 されないよう気を張らないといけませんし、なんでもできるので二亜なんかにも
頼
 たよ

 られそうです。もちろん
士
 し
 道
 どう

 の情報収集に関しては
琴
 こと
 里
 り

 や
折
 おり
 紙
 がみ

 さえも一目置きます。と、そろそろぼくのもう一つの人格、
涙
 るい
 腺
 せん

 よわおが出てきそうなのでこの辺にしておきましょう。





　今巻は
東
 ひがし
 出
 で
 祐
 ゆう
 一
 いち
 郎
 ろう

 さんの『デート・ア・バレット４』と同時発売ですので、こちらも
併
 あわ

 せてお楽しみいただければ幸いです。夏だ！　海だ！　戦争だ！　巻を追うごとにひびＰが輝いていく気がするの。なにこの子すごい。

　また、アニメ新シリーズも着々と準備中ですので、ご期待いただければ幸いです！





　さて今回も、
沢
 たく
 山
 さん

 の方々の
尽
 じん
 力
 りよく

 によって本を出すことができました。つなこさん、担当氏、デザイナーの
草
 くさ
 野
 の

 さん、編集、営業、流通、販売などに
関
 かか

 わる
全
 すべ

 ての人々に。そして今この本を手にとってくださっているあなたに、心よりの感謝を。





『デート・ア・ライブ』というお話はある意味で、
崇
 たか
 宮
 みや

 澪の愛の物語でありました。

　しかし、それだけでは終わりません。もう少しの間お付き合いいただければ幸いです。

　では、また次巻でお会いいたしましょう。






二〇一八年七月　橘　公司　









橘公司



●たちばなこうし




東京都在住。第20
 回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。

真那「おや澪さん、そのクマは」

澪「うん、シンに貰ったんだ。実はもう名前も付けてて」

真那「ほう、一体どんな」

澪「16
 日に貰ったから、イチロー」

真那「兄様のネーミングセンスうつってねーですか!?
 」



















カバー・口絵・本文イラスト／つなこ

カバーデザイン／草野剛
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澪
 みお

 トゥルーエンド
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